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　　　序章　メランコリック・クイーン







　薄暗い城しろの地下通路に、うら若き乙女おとめの足音が響ひびいていく。

　時じ刻こくは日暮れすぎ。夕焼けの明かりは天空に残るが、地下までは届かない。男でも１人で歩くには無ぶ気き味みすぎる空間だ。

　だが、その足音は力強く、淀よどみも迷いもない。当然である。彼女はこの城の主あるじなのだから。

　ペニンシュラ王おう領りよう第18代女王たるエマルカ・ダークナスは、己おのれが望んで即ついた職しよく責せきをまっとうするため、異邦人の間エウリアンゼに足を踏み入れた。

　その途と端たん、膝ひざが震ふるえ始めた。足音が弱々さを絡からめたものに変化した。自分でもいけないと理解していながら、感情が後こう悔かいによって侵しん食しよくされていく。

　壁かべの一角を見上げる。その飾かざり窓まどには奇き怪かいな物体が展示されていた。

　防ぼう腐ふ生せい体たい液えきが詰つめられた大きめの広ひろ口くち瓶びんだ。その中にはおぞましい物体が無む造ぞう作さに投げ込まれている。

　人間の右みぎ腕うでだった。

　切断されてなお逞たくましさを感じさせるそれは、エマルカが愛し、将来を誓ちかい合った男の印しるしであった。

　恐怖と絶望が押し寄せてきたが、目をそむけてはならなかった。

　国こつ家か元げん首しゆとして針しん路ろに迷うたび、彼女はこの部へ屋やに身を運ぶと、自みずからの運命を決定づけた腕うでと対面することを義務づけていた。

　自らを戒いましめ、そして自らを律りつするために……。




　３年前の祖そ国こく防ぼう衛えい戦せん争そうがすべての始まりだった。

　メルシュ新教を信しん奉ぽうする神しん聖せいメガロード連れん邦ぽうは、メルシュ旧きゆう教きようを国教とするペニンシュラ王おう領りようを不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵とみなし、子こ飼がいのザルツランド帝国に進軍を命じた。

　霊れい峰ほうマチネーの裾すそ野ので大会戦が行われた。侵しん攻こう軍ぐんは巨人兵ジヤイアントまで投入したが、天運はペニンシュラ王領にあり、エマルカたちは辛からくも勝利を手にできた。

　ここに飾かざられている右腕は、その会戦で活かつ躍やくした英えい雄ゆうのものだ。

　戦場で失われたのではない。愚ぐにもつかない政治闘とう争そうの結果、この城の内部で切断されたのだった。

　悔くやまれるのは、その腕を切り落としたのがエマルカ自じ身しんだった事実である。

　また彼女が愛する男から腕を奪うばったのはこれが初めてではなかった。幼よう少しよう時じの事じ故こではあったが、エマルカはその男の左手も切り落としていたのだ。

　彼女は己おのれに言い聞かせるのだった。すべては運命に抗あらがった結果だと。

　民たみを守るために他に手段はなかったのだと。

　そして──色濃こい戦せん雲うんが再ふたたびペニンシュラ王領へと迫せまりつつあった。

　まだ気づいている者は少ない。明日からは全土で撃げき退たい祭さいが始まることもあり、国中が祝しゆく賀がムードに包まれているからだ。

　ここ首しゆ都とオリエタスでは戦せん没ぼつ者しやの慰い霊れい式しき典てんがしめやかに執しつ行こうされるため、祝賀会としての雰ふん囲い気きは乏とぼしい。

　そこで騒さわぎたい者は北のブンドラン市に出向いている。戦地に近かった反動か、勝利を祝いわう催もよおし物は国内最大規き模ぼとなるのだ。

　首都在ざい住じゆうの富ふ裕ゆう層そうには、対外情勢から危機を察知し、祭りに参加する旅行者に紛まぎれて首都脱出を図はかる者も少なからずいるらしい。

　エマルカは思うのだ。そうした抜け目ない連中の努力をすべて水すい泡ほうに帰きしてみせましょうと。

　だが、新あらたなる戦せん乱らんに勝利するためには、どうしてもあの男が必要だった。

　婚こん約やくを破は棄きし、右腕を切り取り、戦友だった近衛軍団プレトリア先陣軍団長を自じ害がいさせ、そして僻へき地ちテスエリットへと放ほう逐ちくした賢聖騎士マギステル・エクテスの力が。

　女が男に与えられる最大級のダメージを連発した相手である。機械の義ぎ手しゆを授さずけ、領地も与えはしたが、怒いかりを解くのは並なみ大たい抵ていのことではあるまい。

　だが、やらなければならない。それが愛する者を鞭むち打うった自分への罰ばつだ。

　エマルカは決意した。王道を歩むために畜ちく生しよう道どうに堕おちるのもやむなしと。

　かつて学んだ聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんに連絡し、師しであったマザー・カレレンの助力を請こおうと。

　賢聖騎士マギステル・エクテスイートン・アンシャル──ペニンシュラ王おう領りようを滅めつ亡ぼうから救える唯ゆい一いつの人物を担かつぎ出すために……。













　　　第１章　バトル・シスターズ







　　　　　　１




　ステンドグラス越ごしに見上げる黄昏たそがれ時どきの空は、奇き麗れいだけど無ぶ気き味みでもあるよね。

　派は手でな色に派手な色を重ねることで、お互たがいの持ち味が見事に打ち消されてしまう。そこに今日は打ち上げ花火の大輪が加か味みされるんだから、繊せん細さいな色しき彩さい美びなんかとても望めやしない。

『どっぱーん！』

　ほら、始まった。まだ一いち番ばん星ぼしも見えない時間帯だけど、せっかちな花火職しよく人にんが導どう火か線せんに炎ほのおをつけたんだろう。すぐに賑にぎやかな楽がつ曲きよくが聞こえてきた。

　ブンドラン市名物の撃げき退たい祭さいが始まったんだ。

　今日はザルツランドの軍隊を追っ払ぱらってからちょうど３年目の記念日。飲んで食べて踊おどって唄うたって酔よっ払っても大だい丈じよう夫ぶ。どんなにはめを外はずしたって、この日に限ってはお目こぼしをしてくれる。

　ただし、それはきちんと納のう税ぜいしてる自由市民の話さ。おれみたいな身み分ぶんの者は、どうしても肩かた身みが狭せまいんだよね。

　人混みに紛まぎれ込めば甘あま酒ざけ入りの蒸むし麵パ麭ンだってかすめ取れるけれど、治安巡察隊ロウ・ガーデイアンのおじさんに見つかったら空気読めって怒おこられるし、酔漢よつぱらいに捕つかまったら殴なぐられても文もん句くは言えない。

　ここは安全地帯の聖せい教きよう会かいの中から花火だけ見物してたほうが利り口こう。そう思ってたんだけど、毒どく々どくしいステンドグラスを通したんじゃ美しさは半はん減げんだ。

　いっそ爆ばく風ふうで窓まど硝子ガラスぜんぶ割われないかなあ。そうすりゃ風通しもよくなるし、リアルカラーで花火を堪たん能のうできるんだけど。

　いやいや。だめだめ。

　すっかり忘れてたよ。ブンドランの聖教会はウチの修しゆう道どう院いんの上部組織じゃないか。中ちゆう央おう聖せい庁ちようから配分される予算をここが食ってしまったら、ウチの取り分が目め減べりしてしまう。

　そうなりゃまた赤せき貧ひんな食事に逆ぎやく戻もどり。玉たま葱ねぎと大だい豆ずだけのスープはもううんざりだ。

　最近じゃ首しゆ都とオリエタスも不ふ景けい気きで十分の一税タイスの額がくも右みぎ肩かた下さがり。半年ごとにエマルカ女王様から賜し与よされる国こつ庫こ補ほ助じよ金きんも諸しよ般はんの事情で減額されてしまった。これじゃ貧ひん民みん救きゆう済さいはおろか修道院の維い持じすらできやしない。だからこそおれがこうして危ない内ない職しよくをしてるんだけど。結局、世の中はお金だもんな。

『どっぱーん！　どっぱーん！』

　ようやく暗くなりかけた空に連発して花火があがったけど、おれはもう振り仰あおいだりはしなかった。信しん徒と用ようの長いすに座すわったまま、身を固くするだけだ。

　室内が明るくなると同時に歓かん呼この叫さけびが聞こえる。今宵こよい、ブンドラン市は享きよう楽らくの都みやこと化していく。お酒の消費量はうなぎ登りに上じよう昇しようし、そこかしこでカップルが誕たん生じようする。これから10ヶ月後の新しん生せい児じ誕たん生じよう率りつはすごい数字になるだろう。

　ふん。うらやましくなんか……ないよ。

　あ、ごめん。今のはウソ。本ほん音ねはすっごくうらやましい。羨せん望ぼうと嫉しつ妬とで押し潰つぶされそうだ。おれは俗物なもんでね。

　ただし僻ひがんでるだけじゃ男の価か値ちはあがらない。あっち側の日の当たる世界に行けるように知恵を絞しぼるのが前向きってもんだ。

　まてまて。行くだけじゃぜんぜん満足できない。ブンドラン市と同どう様よう、いやそれ以上の歓かん楽らく街がいを造りあげ、積もり積もった無念を晴らすんだ。

　どうせなら、大人から子供まで幅はば広い世代が遊び、お金を落としてくれる街まちにしなくちゃ。そのためにはお祭りがいちばん。手っ取り早いのは24時間３６５日ずーっとカーニバルを続けることかな。

　黒くろ字じにする自信はある。高めの入場料さえ払はらってもらえば、食べ放ほう題だい、飲み放題、遊び放題、歌い放題、博奕ギヤンブルやり放題にするんだ。

　もう市し名めいだって決めている。タックスブルグ。絶対おれの名前を折おり込むぞ。これから君くん臨りんする者として当然の権利さ。最初は財ざい界かい人じんとして、最後には市長としてね。

　おれの誇こ大だい妄もう想そうじゃないよ。前例だってあるさ。

　北に位置する神しん聖せいメガロード連れん邦ぽうの第二首しゆ都とはヒューゴベガスっていう歓かん楽らく都と市しなんだけれど、あれは人類最強の百万長者として名高いウォーラス・ヒューゴが一いち代だいで築きあげたものだ。

　聞いた話によれば、３年前のザルツランド帝てい国こくによる侵しん略りやく戦争を企き画かく立りつ案あんしたのもヒューゴらしい。おれたちペニンシュラ王おう領りようの住民にとっては怨おん敵てきだし、ただの成なり金きんだと蔑さげすむ人もいるけど、おれはそうは思わないんだよ。

　形はどうあれ、資し本ほん主しゆ義ぎ世界における覇は者しやである事実は否ひ定ていしようもないんだから。尊そん敬けいはしてないけど、羨うらやましくはあるな。

　どっちかというと、おれは蔑まれるほうに回りたいんでね。

　現在のおれはそれなりに不幸せだ。経けい済ざい的てきにはさっぱりだし、身み分ぶんも最さい下か層そうに肉にく薄はくしている。なにより人間関係に恵まれていないのが痛いたいね。ご主しゆ人じん様さまたちは、こっちを買かい換かえのきく小こ銭ぜに入れくらいにしか思っていないんだ。

　そんな勘かん違ちがいを正すにはお金をかき集めるしかない。それも街まちを造りかえるくらいの金が。それで初めて生なま意い気きすぎるシスターたちに仕返しできるんだ。

　いまに見ていろ。これまでさんざんこき使ってくれた礼れいはするぞ。あの３人にあんなことやこんなことやそんなことをさせて、朝から晩ばんまで精神的および肉体的な意味でのご奉ほう仕しを強きよう要ようするのだ。

　かぐわしき復ふく讐しゆうは甘かん美びな香り！　おれの野や望ぼうは誰だれにも止められない！

　願望と私し怨えんが入いり乱みだれた妄想が頭を駆かけ巡めぐっていたためか、おれは隣となりの席せきに男がどっかりと腰こしを降ろすまで、その存そん在ざいに気づかなかった。

「密みつ輸ゆ品ひんを商あきなうにしちゃあ無ぶ用よう心じんやないの」

　頭を丸まる刈がりにし、長いドジョウ髭ひげを生やした年ねん齢れい不ふ詳しようのオッさんだった。突つき出た布ほ袋てい腹ばらに嫌いやでも視し線せんが引きつけられてしまう。20代にも見えるし、40代といっても通じそうだ。

　ビジネスの相手としてはちょっとやりにくいな。容よう姿しだって判断材料の一つになるからね。もちろんそれがすべてじゃないけれどさ。

　ともあれ、おれは事前に頭に入れておいた台詞せりふを口にした。

「３年前、ここブンドラン北西部の戦場で巨人ネフイリムが捕つかまったそうですね。彼かれがどうなったかを知りませんか？」

「捕ほ虜りよ交こう換かんで帰国したあと巡じゆん業ぎようサーカスに売られたって話やな」

「で、そのサーカスはどうなったの？」

「巨人ネフイリムの食しよく費ひを払はらいきれんようになって倒とう産さんしたで」

　書しよ状じように記しるされていたままの遣やり取りに、相手のほうが先に安心したみたいだ。丸刈りの男は思いっきりこっちを見下してくれた。

「お前がタック・テンダースって奴やつかいな。マジかい。まだガキやないの」

　相手は酒くさい息いきをはきながら胸むな元もとを凝ぎよう視しした。おれはそこにみじめな身み分ぶんを証明する物証をぶら下げている。

「おまけに奴ど隷れいかいな。祭の夜にも陶片名札オストラテツセラを外はずさんとは律りち儀ぎなやっちゃな。同情しまっせ。かといって値ね引びきはしてやらんさかい、覚かく悟ごしいや」

　相手は下げ卑びた笑い声をあげた。こいつは奴隷が甘かん受じゆしなければならない枷かせを承しよう知ちしているのだ。

　邪じや魔ますぎる陶片名札オストラテツセラなんかおれだって棄すてたい。だけど、これをつけていない奴隷は焼き印いんか刺青いれずみを入れるしきたりになっている。特に我わがご主しゆ人じん様さまたちは、誰だれにでも分け隔へだてなく暴力を振ふるわれるから、外すわけにはいかないんだ。肉体に直接傷きずをつけられるよりはマシだもの。

　おれは相手を睨にらみつけた。

「商売に年ねん齢れいや身分は関係ないだろ。要ようするにお金を用意できれば文もん句くないはずだ。それにおれはもう15歳なんだ。子供扱いはまだガマンできるけれど、ガキ扱いされるようじゃ話にならない。取引は早くも不成立だね。

　ゴラシル貿ぼう易えきは豪ごう商しようと聞いてたけど、社長さんは容よう姿しだけで相手を判断するんだ。そんな人と商あきないをする気はさらさらないよ」

　腰こしを浮かしかけたおれの肩かたを押おしとどめてから、相手は言った。

「待まちいな。せっかく会おうたんやないの。豪商ゴメス・ゴラシルともあろうモンが商談もせず客を逃がしますかいな。品物くらい見てけ。それがビジネスの礼れい儀ぎやで」

　予想したとおりの返事におれは満足した。

　商売において売り手と買い手は対等だとされているけれど、それは建たて前まえにすぎない。現実にはやっぱりお金を払はらう奴のほうが発言力は強いんだ。

　理由は簡かん単たん明めい瞭りよう。買わないという切り札ふだがあるからさ。

　おれの先制パンチでその鉄てつ則そくを認にん識しきしたのか、ゴラシルと名乗った商売人は鞄かばんから衣料製品を取り出すと、こっちに渡わたした。

　薄うすっぺらいそれをあやとりの要よう領りようで指に引っかけ、裏うらと表おもてをひっくり返しながらじっくりと確かめる。

「毛け糸いとのぱんつがそないに珍めずらしいか？　やっぱりガキやのう。大人になれば下着じゃのうて、下着の中味が気になるもんやで」

　なまりの強すぎるゴラシルの言こと葉ばを無む視しし、女性の下か半はん身しんに装そう着ちやくされるべき布切れを鼻先に持っていった。一歩間ま違ちがえれば完全な変へん態たいだが、商売に恥はずかしいもクソもない。人ひと目めもはばからず、思いっきり匂においをかぐ。あたり前だけれど新しん品ぴんだから素そ材ざいの香かおりしかしない。

「ルーマー化か成せいの逸いつ品ぴんやで。10年はいても破やぶれへんわ。伸しん縮しゆく性せいも最高。こんな小さい布切れでよくあんなデカい尻しりが入るもんやと感心するくらいや」

「逸いつ品ぴんが大量生産されるもんか。模も様ようもひどい。縞しま模様かい。約やく束そくと違ちがうじゃないか。それも黒と白なんて、まるでお葬そう式しきみたい……」

　ガタッ。

　おれが言い終わらないうちに祭さい壇だんの近くから物音が聞こえた。

　顔をあげると、薄うす紅べに色いろの略りやく式しき修しゆう道どう服ふくが見えた。笑えるほど背の低いシスターが立ち上がっていた。その小さな肩かたが制せい御ぎよできない感情で震ふるえている。

　いまにもこちらを振り返りそうな勢いだが、浅あさ黄ぎ色いろと薄うすい蒼あお色いろの略式修道服を着き込こんだ別の二人のシスターが、懸けん命めいに取り押さえていた。

　前者は呆あきれるまでにノッポさんであり、後者は豊ほう満まん中ちゆう背ぜいだ。こちらに背を向けているため表情は窺うかがい知ることはできないが、だいたいの想像はできた。

　それにしても驚おどろかされた。あの３人が来ているという確信はあったが、まさか祭壇の前にうずくまっているだけで完全に気け配はいを消せるなんて。

　ゴラシルが顎あごの先でシスターたちを指しながら、こう言った。

「あの尼あまさんたちに聞こえてしまいよったがな。こら面めん倒どうや。まさか聖せい職しよく者しやを殺して口くち封ふうじをするわけにもいかんし」

　おれはあえて大きめの声で言う。

「大だい丈じよう夫ぶ。祈き禱とう中のシスターは身も心も神々に捧ささげておられますから、俗ぞく事じなど意いに介かいしませんよ。あの人はきっと天空からの啓けい示じに触ふれ、感かん喜きのあまり腰こしを上げただけでしょう」

「せならええんやが。こっちはハナから教会での取引は気が進まんかったんや。こう見えてもワイは信しん心じん深いんやで」

「ぱんつといえども量が量だから、箱はこに入れてもかさばるだろ。空あきスペースを自由に使わせてくれる建物は市内でもここくらいなんだよ。最近は倉庫の賃ちん料りようも高くつくからね」

「大量に買ってくれるのはこっちも嬉うれしいわ。ほな、ナンボで買う？」

　いよいよ商談開始である。全ぜん知ち全ぜん能のうを振り絞しぼり、芸術の域いきにまで高めた値切りの技わざを披ひ露ろうしてやろう。

「まさかとは思うけど、定てい価か販はん売ばいってことはないよね。事前の話と違うものを持ってきたんだから、負けてくれて当然だよね」

「いちびるな。一枚あたり98ローザや。絶対にまからへんで。欲しいいう人はアンタの他にもおるんやからな」

「それはウソなんだよね。毛け糸いとのぱんつは軍部が定めた戦せん略りやく物資だ。つまりは御禁制に近い商品じゃないか。大おお口ぐちの顧こ客きやくがそう簡かん単たんにみつかるもんかい。

　ましてや撃げき退たい祭さいというイベントの最中、あんたは人にん気きもなければ人ひと気けもない教会にわざわざ足を運んでいる。この取引は重要性がかなり高いはず。

　さっき商しよう工こう会議所で話を聞いたよ。ブンドランに事務所をかまえる会社は半年ごとに決けつ済さいをすませるそうですね。次はお祭り特とく需じゆが終わってすぐだとか。つまり、まとまったお金が必要される時期がすぐそこまで迫せまっている。違ちがいますか？」

「いやー最近の奴ど隷れいはよう勉強しとるわ。さすがのワイもかなわんで。ほな、ナンボなら買こうてくれるねん」

「そうだね。50ローザが適てき価かだろうね」

「アホも休み休み言えや。それは仕入れが75なんや。よう見てみい。このぱんつは兔ウサギの毛を贅ぜい沢たくにつこうたエエもんなんやで」

「これが？　ウソだね。兔じゃなくて沼狸ヌートリアじゃないか。なら75で仕入れる仲ちゆう介かい業ぎよう者しやなんかいるわけないよ。高くても70を切ってるはずだ」

　あからさまにしくじったという顔をしてから、ゴラシルは言った。

「……最近は全部そうや。沼狸ヌートリアのほうが安くて丈じよう夫ぶで長持ちするんや」

「製せい造ぞう元もとはルーマー化か成せいって言ってたよね。黒こく燃ねん水すいから合ごう成せい毛糸を作って大おお儲もうけしている会社じゃないか。なら沼狸ヌートリアの毛もちょっとしか使ってないんでしょう。肌はだ触ざわりが悪すぎるもの。これじゃはいた時にかゆさのあまり、お尻しりをかきまくることに……」

　ガタッ。ガタッ。

　さっきと同じ雑ざつ音おんが響ひびいた。顔を向けると、今度は２人のシスターが立ち上がっていた。薄うす赤あかと浅あさ黄ぎ色いろの略りやく式しき修しゆう道どう服ふくが、やはりこちらに背を向けたまま、肩をブルブルと震ふるわせている。

「なんや。あの凸でこ凹ぼこコンビの尼あまさんたちは？　ワイらの話が気に障さわったんやろか？」

「だとしても単に向こうさんの修しゆ行ぎよう不足ですよ。静せい謐ひつな教会を商談の場にしたことが罪つみであっても、それくらいで精神集中を乱みだされ、黙もく禱とうを中断するなんてね。神々への畏い敬けいの念が不充分な証しよう拠こですよ」

「さよか。あんまエエ気分はせえへんよって、さっさと終わらせようや。こうなったら出血大サービスで68まで負けたる。そのかわり用意した８０００枚全部いっぺんに引き取ってや」

　予想外の数字に頭のなかで素早く算そろ盤ばんをはじく。よしよし、これならいける。

「こっちが発注したのは４０００枚まいだよ。２倍も買えっていうの？」

「そっちが転てん売ばい屋やなんは知っとるわ。ぎょうさん買こうて小売りで流すんやろ。それまでここの教会に隠かくす気や。なら在ざい庫こがナンボあってもええやないの。さっきからケチくさいことばかり言いよるが、そもそもホンマに銭ぜにを用意しとるんかいな。見せてみぃや！」

「初対面の相手との取引に現金を持じ参さんするほど命知らずじゃないよ。だからこうしたんだ」

　おれはポケットから小さな金属プレートを取り出し、相手に見せた。

「なんやそれ？　質しち札ふだやないか」

「そう。質屋さんって本当にありがたい商売だよね。お客から預かった品物を大切に保管して、そのうえお金まで貸してくれるんだから」

「ふん……銭ぜにをなにかに替かえて、この街まちの質しち屋やに預けたんやな」

「大正解。銀の延のべ棒ぼうを買えるだけ買って質しち草ぐさに出したんだ。いまは価格が高こう騰とうしてるから、いつ現金化したって損そんはしないさ。そっちはどうなの？　できれば今日中にモノを頂ちよう戴だいしたいんだけど？」

「表おもてに荷馬車を停めてあるわい。４００枚入りのケースを20箱ぱこ用意してあるで」

「搬はん入にゆうは手伝ってもらうよ。それにしても……このぱんつは酷ひどいね。よく見たらフリーサイズじゃないか。それに股こ間かんに穴あながあいているのはいったいどういうわけ？」

「それが仕し様ようや。実はそれなあ、男女共用なんや」

　ガタッ。ガタッ。ガタッ。

　今度は３人だ。さっきまで押さえ役に回っていた浅あさ黄ぎ色いろの略りやく式しき修しゆう道どう服ふくまでもが立ち上がっていた。爆発しそうな感情をギリギリで食い止めているらしい。もう何度か室温が低かったら、彼女たちの頭からは湯ゆ気げが出ていたことだろう。

『どっぱーん！　どっぱーん！　どっぱーん！』

　またしても花火が上空にあがる。毒どく々どくしいまでの光がステンドグラスを経けい由ゆし、さらに歪ゆがめられた色しき彩さいとなって教会内部に差し込んできた。シスターたちが纏まとう赤あか蒼あお黄きの制服もまた異い様ような光こう彩さいに染められ、無ぶ気き味みさに拍はく車しやをかけていく。

　そんな３人が揃そろい踏ぶみし、背中で圧力をかけてくるのは畏い怖ふすべき眺ながめだ。

　まずい。怒ってる。事前の話と違ちがいすぎて沸ふつ点てんに達してしまったのかな？

　おれは聖せい職しよく者しやたちの迫はく力りよくに耐たえきれず、ゴラシルへと視し線せんを移した。

「これじゃ買えないよ。注ちゆう文もんは女性用だったはずだ」

「せやから勉強しますゆーとるがな！」

「45なら考えるけど、それ以上は無理だね」

「けったくそ悪い奴やつちゃな！　ワイに破は産さんさす気かいな！」

　ゴラシルが怒ど気きをあらわにした時であった。入口のドアが開き、筋きん肉にくを鍛きたえることだけに命を懸かけてきたような大男が大おお股またで駆かけ寄ってきた。

「社長！　向こうさんと話がつきましたぜ。99ローザ出すから、できるだけ多く準備しろって御ご要よう望ぼうです。ブンドラン港まで専用の貨か物もつ船せんを送るから、それに積み込めと。手付け金もウチの口こう座ざに振り込んでくれたみたいですぜ」

　典てん型けい的てきな詐さ欺ぎ師しの手口におれは吹きだしそうになった。

「下へ手たなお芝しば居いしたってだめ。こっちも素人しろうとじゃないんだぜ。そうやって値段をつり上げようって魂こん胆たんでしょう？」

　だが、ゴラシルはにやけた顔のまま、首を横に振ふるのだった。

「ちゃうで。お生あい憎にくさまやがホンマにお客がついたんや。それも大おお旦だん那なサマがな」

「とても信じられませんね。男女兼けん用ようで白黒縞しま模も様ようで沼狸ヌートリアをちょっぴり使った毛け糸いとのぱんつに99も払はらう人がいるなんて。後学のために、そのお客の名前を教えてもらえませんか？」

「エエけど……後こう悔かいしまっせ」

「後悔ならもうしてるよ。ここに来たことがまず間ま違ちがいだったし、会計奴ど隷れいに落ちぶれた現実も間違いだし、本もとを正せば生まれてきたこと自体が間違いだったから」

「そら可哀かわい想そうやな。そないに不幸が積み重なっとるんやったら、もう一つくらい続いてもなんちゅうことあらへんやろ。教えたる。お買い上げいただくのはザルツランド帝てい国こくの某ぼう将軍サマや。名前はワイも聞いとらんから知らん」

「まさか……あんたは敵てき国こくに戦せん略りやく物ぶつ資しを横流しする気なのかい!?」

「おうよ！　銭ぜにを出してくれるなら悪あく魔まにだって売るで。それが商売人や」

「最低限の愛あい国こく心しんくらい持つべきだろ。連中は侵しん略りやく者しやなんだぞ」

「商人あきんどに国こつ境きようなんざ関係あらへん。それに祖そ国こくへの忠ちゆう誠せい心しんなんざとっくの昔むかしに棄すててしもうたわい。３年前、霊れい峰ほうマチネーの麓ふもとで行われた会戦の後でな……」

　なぜかゴラシルは遠い目をしてから続けた。

「こうみえてもワイは一いつ端ぱしの武器商人やったんや。前の戦争まではずいぶん稼かせがせてもろうた。軍との繫つながりも強かったわい。将軍や武官に知り合いは何人もおる。

　ほんでな。ザルツランドが侵略してきた時、連中を追っ払ぱらってくれた功こう労ろう者しやを街まちの通商合同ギルドで表ひよう彰しようしようやいう話になったんや。それに選ばれたんが若わか虎とらと呼ばれとったイートン・アンシャルはんや。戦場でおっそろしい巨人ネフイリムを倒たおしたのはあの人やったさかいな」

　イートン・アンシャル。その名を耳にしたのはこれが初めてだった。

　賢聖騎士マギステル・エクテスとまで称しようされた英えい雄ゆうだったが、前王ラガール２世の不ふ興きようを買い、左さ遷せんされた武人だ。おれがその事実を知ることになったのは少しばかり後の話だったけど。

　なぜかゴラシルは目を潤うるませながら言った。

「あれからや。ワイの人生が大おお幅はばに狂くるうてしもうたんは。ラガール２世が急きゆう逝せいされたあと、後あと釜がまとして即そく位いしたエマルカ・ダークナスは、トンデモなお触ふれを出したんや。イートンは謀む反ほん人にんやから、それを称しよう賛さんする奴やつも同どう罪ざいやて。

　目め茶ちや苦く茶ちやな理り屈くつやが、それが通ったわ。ワイら豪ごう商しようは武器商人の資格を剝はく奪だつされてもうた。しがない密みつ輸ゆ業ぎよう者しやに身を窶ろうしておるのは、そんな理わ由けがあるんや。

　政権批ひ判はんは御ご法はつ度とやろうが、男としても商売人としても、先王のほうがマシやった。トップに女が座すわったらやっぱワヤになるで。女王か女じよ帝ていか知らんけど、やたら女が幅はばをきかす嫌いやな世の中になってしもうたやないの」

「否ひ定ていはできませんが、これまで家事にだけ向けられていた女性の労働力が解放され、ペニンシュラ王領全体が活かつ性せい化かしたのは事実じゃないですか」

「ふん。奴隷根こん性じようが染しみついたやっちゃな。男のくせに女の味み方かたをするんかいな。

　信しん賞しよう必ひつ罰ばつがきれいサッパリのうなった社会で愛国心や忠誠心を持てっちゅうほうが無理や。今日きよう日び信じられるのは銭金おぜぜだけよ。侵しん略りやく者しやだろうが簒さん奪だつ者だろうが、よけいにお金を払はろうてくれる御お方かたがお客様やで」

「でも、おれが軍当局に通報したら？　あんたの欲よく望ぼうと野や望ぼうはそこでおしまいだよ」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、打ち上げ花火がまた炸さく裂れつした。

『どっぱーん！　どっぱーん！　どっぱーん！　どっぱーん！』

　ゴラシルは、遠えん雷らいのような連れん打だに負けない重低音の声こわ色いろで、こう告つげたのだった。

「そうはさせへんで。簡かん単たんな話や。お前さんの口を塞ふさげばエエだけやさかいな」

　目の前で輝かがやきが走った。あらゆるものが花火とステンドグラスの毒どく々どくしい色しき彩さいに染められるなか、その銀色だけはオリジナルの色彩を確保していた。

　首くび筋すじに冷たいなにかを感じた。ナイフ以上、短たん剣けん未満の刃は物ものだ。それを突つき出したのは遅おくれてやってきたゴラシルの従じゆう者しやだった。

「今日はお祭りや。酔よいつぶれるモンも多い。朝になれば死体みたいにひっくり返っとる奴やつも仰ぎよう山さんおる。そん中に投げときゃ見つかるまで時間かかるやろ。そもそも奴ど隷れいがひとりやふたりくたばったところで、誰だれも気にもとめへんしな」

　必ひつ死しに冷れい静せいさを装よそおいながら、おれは言った。

「殺しても無む駄だだってば。あのシスターたちが一部始終を聞いている。それとも彼女たちも殺してしまう気？　聖せい職しよく者しやに刃を向けると地じ獄ごくに落ちるよ」

「殺すかいな。尼あまさんには活用方法があるんや。メルシュ教の聖職者を嫁よめか愛あい人じんにできれば、男の価値があがると考える昔むかし気質かたぎな連中はナンボでもおるからのう」

「その前に捕つかまるって！」

「平気やって。治安巡察隊ロウ・ガーデイアンには賄わい賂ろをくれてやっとるで。地獄の沙さ汰たも金次し第だいやからなあ。ついでにお前が質しち草ぐさに入れた銀はワイが貰もろうといてやるから、心置きなく天国なり地獄なりに行けや」

　もう頃ころ合あいだろう。首と胴どうが離はなれる前に、おれは助けを呼よんだ。

「シスター！　そろそろ出番ですよー！」

　反応がない。

　首筋の異い物ぶつに恐怖を抱だきつつ、おれは眼がん球きゆうを動かせるだけ動かし、視し界かいを確保した。３人の修しゆう道どう女じよはまだこちらに背中を見せたまま、微び動どうだにしない。

「美しく気け高だかきシスター！　か弱き子こ羊ひつじの命が危険に曝さらされていますよ！　あなた達はいざという時には、信しん徒とたるおれを守る義務を持っておられたはず。いまがいざという時だとおれは思いますよー！」

　それでも３人は動かない。立ち上がってはいるけれど、祭さい壇だんへとしおらしく頭を下げているだけだ。

「草原に咲さく可か憐れんな花のように愛らしく美しく気高きシスターさま！　まさかおれが殺されてから出て来るつもりじゃないでしょうね。不ふ義ぎの座ざ視しは教きよう典てんでも罪つみに指定されていますよ！」

　ゴラシルは蝦が蟇まのように喉のどを鳴らしてから、勝ち誇ほこった声で、

「尼あまさんに泣きついて助けてくれっちゅうんかい。まるっきり女の腐くさった奴やつちゃな。そんな男を助けるモンなんざ１人もおりゃせんわい！」

　などと雑ざ魚こ感かん満点の台詞せりふを叫さけんだが、彼はすぐに報むくいを受けることになった。

　飛んできた書しよ籍せきが広すぎる額ひたいを直ちよく撃げきしたのだ。うめき声をあげてゴラシルは倒れた。

　その足あし許もとに分ぶ厚あつい本が転がる。

　表紙を見たおれは驚おどろいた。メルシュ教きよう徒とならば、新教旧きゆう教きようを問とわず、命の次に大切にする教典じゃないか。




　　　　　　２




　こんな罰ばち当あたりなことをやらかしそうな罰当たりは、世界広しといえども我わが破戒修道尼僧ビツチシスターズたちだけだ。

　視し線せんを向けると、薄うすい赤、黄、蒼あおという３色の修しゆう道どう服ふくがこちらを向いていた。

　頭に乗せているのは正式の修道帽クロブークではなく、簡かん易い的てきなヴェールだった。修グ道ラ院ン長マのそれとは違ちがい、顔の大半は見えている。３人とも眉び目もく秀しゆう麗れいだ。これで口を開かず、手や足を振り上げなければ完かん璧ぺきな美少女と評ひようしてもいいのだが……。

　やがて３人のシスターは、よく通る高い声で説せつ法ぽうめいた宣せん言げんを発したのだった。

「赤き衣は激げき情じようの印しるし」

「黄き衣は豊ほう饒じようの萌きざし」

「蒼の衣は悠ゆう揚ようの証あかし」

　それぞれの衣装を染めた色に基づいた口こう上じようを述べたあと、彼女たちは赤い絨じゆう毯たんの上をすべるように歩き始めた。

　なおも赤、黄、蒼の順番で魔術詠唱マギカ・アリアのような口上は続く。

「惑まどえる子らに問とおう。汝らは教典を足あし蹴げにする者か？」

「神々の御業を怖れず、預よ言げんを愚ぐ弄ろうする者か？」

「教義を吹すい毛もう之の求きゆうする誘ゆう惑わくに勝てぬ者か？」

　額から血を流しながら体勢を立て直すゴラシルは、聖職者の進軍を前に、口にすべき言こと葉ばを見つけられなかった。

「愚者は沈ちん黙もくで肯こう定ていを示すものなり」

「ならば天に還かえる時が来たと知れ」

「諸しよ行ぎよう無む常じよう。生しよう生じよう流る転てん」

　さらに接近してきた３人は短い言葉を綴つづった。

「塵ちりは塵へ」

「灰はいは灰へ」

「煙けむりは煙へ」

　こっちから５メタール先で足を止めた彼女たちは、険けわしい顔を崩くずさずに、こう言い切った。

「我われらは神しん罰ばつの代だい行こう者しやなり」

「正せい義ぎの刃はを持つ者なり」

「生しよう者じや必ひつ滅めつ。破は邪じや顕けん正しよう」

　吟ぎん唱しようする３人は、年ねん齢れいに見合わぬ凄すごみと迫はく力りよくを携たずさえていた。

「もしも人の心が欠片かけらでも残っているのなら」

「もしも罪つみを贖あがなう勇気が少しでもあるのなら」

「もしも顔がん厚こう忸じく怩じの領域に足を踏み入れたくなければ」

　取り出した数珠十字クロスビーズを振ふりかざすと、シスターたちは一いつ斉せいに言い放つ。

「「「悔くい改あらためなさい！」」」

　有う無むを言わせない凜りんとした口く調ちように、ゴラシルは怯ひるみながらも言い返した。

「物ぶつ騒そうなお姉ちゃんたちやな。あんたらエラく罰ばち当あたりやないの。メルシュ教は暴力と殺せつ生しようを禁じとるはずや。ワイにぶつけたんは教きよう典てんかいな。足あし蹴げにしちゃアカンのやろ」

　薄うす紅べに色いろの修しゆう道どう服ふくを着たいちばん背の低いシスターが一歩前に出ると、腰こしに片手を据すえたまま啖たん呵かを切った。

「ふざけんじゃないわよ。ボクたちは戒かい律りつを墨ぼく守しゆしてるんだから。いい!?　足蹴にしちゃ駄だ目めなの。手で投げるのは禁じられていないの！」

　そう言ったのはシスター・マリカことマリカ・マースだ。ボーイッシュな表情に妙みようにマッチした張りのある声だった。

　背はおれより頭一つ低く、遠くからだと子供にしか見えない。とても16歳には見えない発育の悪さであり、貧ひん乳にゆうの部類に入る平らな胸むねがそれを補ほ強きようしている。

「なんでやねん！　単なる屁へ理り屈くつやないの！」

　ゴラシルの叫さけびに反応したのは浅あさ黄ぎ色いろの修道服を着たシスターだった。

「驚おどろきましたわ。ルールを無む視ししてわたくしたちの奴ど隷れいを殺そうとしたのはそちら様なのに、こちらにばかり一方的にルールを強いるなんて。お里さとが知れましてよ」

　シスター・ハイナと呼ばれるハイナ・アクオリア嬢じようだった。

　長ちよう身しんかつ瘦そう身しんの美女である。髪かみの色は修道服よりもやや濃こい金きん髪ぱつだが、いまはヴェールからわずかに見え隠かくれするだけだった。年とし頃ごろの少女にしてはやや広すぎる背中にかついでいた小型の弓ゆみを取りながら、ハイナは言う。

「ご存じないようですわね。わたくしには破は魔ま矢やで邪じやを打ち払はらう権限が与えられていますの。口で言ってもわからぬお馬ば鹿かさんは、神々に直接徳とく育いくを授さずけて戴いただくしかありませんわね」

　堂々たる物言いに、ゴラシルは怯ひるみながらも怒ど鳴なった。

「ええんでっか？　このガキは知り合いなんやろ。その気になりゃあ一いつ瞬しゆんで喉のどをかっ切れるんやで。そん時は天界だか煉れん獄ごくだかで道案内をしてもらおやないの」

　大男が手首に力を入れ、おれの喉のど元もとに突つき立てられているナイフが肉に食くい込こむ。ほんの少しだけど出血したみたいだ。

　すると、三人目のシスターが機械人形のような抑よく揚ようのない声で言った。

「彼は殉じゆん教きよう志し願がん。よって不ふ撓とう不ふ屈くつ」

　怪あやしげな四よ字じ熟じゆく語ごを駆く使しして語るのはシスター・墺芭デイーパだった。

　これまでいちども名字を語ることのない黒くろ髪かみの娘は、薄はく蒼そうの修しゆう道どう服ふくに袖そでを通し、古めかしい杖つえを握にぎりしめている、楡にれの木を削けずった茶ちや褐かつ色しよくのそれは、歪いびつになった先せん端たん部ぶに青黒い宝ほう玉ぎよくが埋うめ込まれていた。

「その会計奴ど隷れいくんが天に召めされるのは遺い憾かん千せん万ばんだが、悪あつ漢かんには因いん果が応おう報ほうの運命のみが待まつ。故ゆえに死すとも問もん題だい皆かい無む」

　言い終えたシスター・墺芭デイーパは先せん祖ぞ伝でん来らいと自じ慢まんする〝賢翁の牧杖パストラルスタツフ〟を一振りした。すぐさま水色の電らい撃げきが宙ちゆうを走った。

　その途と端たん、冷れい気きがまとわりついた。ありえない重みが頭部にのしかかる。気がつくとおれの首には氷こおりでできたバームクーヘンのような物体が巻きついていた。
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　それは氷こおりの首輪だ。

　水を使った神方術マジカルタオを得意とするシスター・墺芭デイーパが、コンマ数秒で魔術詠唱マギカ・アリアを唱となえ、空気中の水分をあっという間に凝ぎよう結けつさせたのである。

　突つき立てられていたナイフは刃はの部分が完全に埋まい没ぼつし、ぴくりとも動かない。おれを殺そうとしていた大男は、びっくり仰ぎよう天てんして手を離はなし、ドアへと駆かけだした。

「お待まちなさい。前ぜん座ざだけで帰るおつもり？　メインイベントはこれからでしてよ」

　そう言ったシスター・ハイナは引き絞しぼった弓ゆみを放った。矢は凄すさまじい勢いで低空を飛び、熟うれたオレンジと同色の輝かがやきを撒まき散らすと、板いた張ばりの床ゆかに深々と刺ささった。

　外はずれたのではない。最初からシスター・ハイナはそれを狙ねらったのだ。

　逃げだそうとした大男は、矢が命めい中ちゆうしたわけでもないのに、どうしたことか動けなくなってしまった。奴やつは虫ピンで展てん翅し板ばんに刺さされた昆こん虫ちゆうのように手先だけを震ふるわせている。

「神方術マジカルタオで強化された火柱矢フレームアローで影縛りシヤドータイをさせていただきましたわ。今夜はお祭りですから、絶え間なく花火があがっております。光と影には不自由いたしません」

　これには驚おどろいた。魔術詠唱マギカ・アリアはぜんぜん聞こえなかったのに。前もって弓ゆみ矢やに吹き込んでいたのだろうが、すぐ逃にげてしまう精霊スピリツツをどうやって説得したんだ？

　大男は真まっ赤かな顔でなにか怒鳴ろうとしたが、唇くちびるの筋きん肉にくの自由も奪うばわれているらしく、声をあげることができない。やがて彼の顔はトマトのように赤くなってきた。

「あ……熱い。熱いぞ！　体が……体が燃える！」

　火か焰えん系けいの神方術マジカルタオをもっとも得意とするシスター・ハイナが、こともなげに語る。

「ええ。影縛りシヤドー・タイの副ふく作さ用ようですわ。全身の血管と筋きん肉にくに負ふ担たんを強しいていますから、体温はすぐ45度を超こえるでしょう。そうなれば筋肉が溶よう解かいし、心しん臓ぞうが脈みやく打うつことをやめますわよ」

　本当なのか脅おどしなのかわからないけど、大男にはショックだったようだ。彼は目玉を白黒させると、立ったまま気を失ってしまった。

「ええくそ！　このスカタンが！」

　屈くつ強きような護ご衛えいを失ったゴラシルは懐ふところから護ご身しん用ようの武器を取り出した。

　ニトスカーニ地方で製造されているフリントロック式の短たん銃じゆうだ。殺さつ傷しよう力りよくこそ小さい単たん発ぱつ銃じゆうだが、至し近きん距きよ離りでは致ち命めい傷しようにもなり得よう。

「動くんやないで！　ホンマに撃うつで！」

　震える指を引き鉄がねにかけ、冷や汗あせを盛大に流しながらゴラシルは言った。

「思い出したで。メルシュ教の修しゆう道どう院いんの中で、御お上かみから軍隊の保有を認みとめられとる場所があるゆう話やったわ。まさか……貴き様さまらが聖せいダルガ武ぶ闘とう修道院のモンかいな！」

　反応したのはシスター・マリカだった。

「軍隊じゃないよ。自じ衛えい戦力っていうんだ。間ま違ちがえないで」

　口より手が、そして手より足が早く動くシスター・マリカは、穴あなを開けそうな勢いきおいで床を蹴けり飛ばすと、一いつ気きにゴラシルの眼がん前ぜんにまで距きよ離りを詰つめた。

　所しよ要よう時間は１秒。人にん間げん業わざとは思えない動きだった。シスター・マリカはゴラシルが構える短たん銃じゆうの筒つつ先さきを、自分の額ひたいに押し当てるようにして、

「ボクたち聖せい職しよく者しやに武器を向けるとはよほどの覚かく悟ごがあってのことだろうね。あんたの度ど胸きようを見み定さだめてあげる。撃うってみなさいよ！」

　と言い放った。化け粧しようっ気けのまったくない表情は、思い切り寄り目になってさえいなければ、まあそれなりに迫はく力りよくのある形ぎよう相そうと評価してもいい。

　シスター・ハイナがすぐに続く。

「そうですわ。思い切って射しや殺さつしてみるのも一いつ興きようですわよ。まだわたくしは殉じゆん教きよう者しやというものを見たことがありませんの。シスター・マリカなら、後学のため喜んで自みずからの命を差し出して下さることでしょう」

　身長差のありすぎる相手に視し線せんさえ投げず、シスター・マリカは言った。

「大っ嫌きらいなあんたのためにどうしてボクが死ななきゃいけないの！」

「なにをおっしゃいますやら。修しゆう道どう院いんに入院した初日から、毎まい晩ばん毎晩ベッドでぴーぴー大泣きして『もう死にたい。もう死にたい』って嘆なげいておられたのはどなただったかしら？　絶命する絶ぜつ好こうの機会ですわよ」

「修行に耐たえきれず、真っ先に脱だつ柵さくしたのはあんたじゃないの！」

「おーほっほっほっほ！　孤みなし児ごと違ちがって帰るべき実じつ家かがある者は心強いのですよ」

「そのごたいそうな実家から無理やり連れ戻されてきたのはどこの誰だれよ!?」

「なんとまあ人聞きの悪いことを。わたくしは自らの失しつ策さくを認める勇気を持っておりますの。あやまちに気づき、自じ主しゆ的てきに修道院へ戻っただけです。御お父とう様さまもわたくしの決断を褒ほめ、褒ほう美びとしてこの堕天使の弓ルシフアー・ボウを授さずけて下さいました」

「都つ合ごう良よく脳のう内ない変へん換かんするんじゃないわよ。その子供用みたいなちっちゃい弓ゆみは、アクオリア家から捜そう索さく願ねがいが出されてたやつじゃないの」

「哀あわれですわね。堕天使の弓ルシフアー・ボウの可愛らしさと強きよう靱じんさが理解できないなんて、やはりシスター・マリカは女の子失格ですわ。いくらスカートを短くしたところで、ちっともカバーできませんことよ」

「べ、別に女らしく見せるために短くしてるんじゃないよ！　長いスカートだと足あし技わざが使い難にくいから、動きやすいように短くしてるだけ！」

　短銃を構えたまま、ゴラシルが怪け訝げんな顔で、

「なんやこいつら。口くち喧げん嘩かおっぱじめよったで」

　と言うや、シスター・墺芭デイーパがそれを補ほ足そくするかのように告つげる。

「２人は不ふ俱ぐ戴たい天てんの間あいだ柄がら。よって蝸か角かく之の争あらそいに飽あきることなし」

　一いつ緒しよには生きていけないほど仲なかが悪いので、蝸牛カタツムリの角つののような狭せまい世界でのつまらん争いは止まらない。シスター・墺芭デイーパの発言を嚙かみ砕くだけばそうなるかな。

　しかし、ゴラシルにはそれが理解できなかった。混こん乱らんするばかりの状じよう況きように目の焦しよう点てんがあわず、指先がわななき始めた。

　力は引き鉄がねに伝わり、やがて激げき発はつ音おんが生じた。
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　鉛なまりの弾たまが飛び出したが、シスター・マリカに命めい中ちゆうはしなかった。

　小こ柄がらで、敏びん捷しようで、身軽で、そして超ちよう暴ぼう力りよく的てきな彼女は、信じられない勢いで背中を反そらした。両りよう膝ひざを90度曲げると、目と鼻の先から発はつ射しやされた弾だん丸がんをかわしたのだ。

　シスター・マリカは折おりたたんだ体たい軀くを維い持じし、角度的に相手を見下ろす格かつ好こうで告つげた。

「この罰ばち当あたりめ！　ボクたち修しゆう道どう女じよを撃うち殺そうとした罪つみは重いよ。その体で償つぐなわせてあげる！」

　真っ赤な唇くちびるを短く動かし、口早に魔術詠唱マギカ・アリアをすませた彼女は、そこで常識外の動きを見せた。ゴラシルの布ほ袋てい腹ばらに蹴けりを入れると、自分の体を床ゆかと平行にしたまま、胸むな元もとから首くび筋すじまで一いつ気きに相手を駆かけ昇のぼった。

　無む駄だに鍛きたえた腹ふつ筋きんを使っている様よう子すもなければ、汗あせもかいておらず、呼こ吸きゆうも乱みだれていない。シスター・マリカは罰当たりにも万ばん有ゆう引いん力りよくに喧けん嘩かを売っていた。

　精霊スピリツツグラビィウスの力を借り、そのつま先に重力を発生させているのだ。

　彼女は子持ちシシャモみたいなふくらはぎをゴラシルの首に密みつ着ちやくさせると、そのまま水平に１８０度体を回転させた。

　見えた。

　赤と白のストライプの縞しまぱんだった。

　別べつ段だん嬉うれしくはない。おれはそれをしょっちゅう洗せん濯たくさせられているのだから。

　方向から考えると、ゴラシルにも魅み惑わくの布ぬの切きれが至し近きん距きよ離りから確認できただろうが、絶景を楽しむゆとりはなかったろう。彼の顔は酔すい漢かんのそれを思わせるまでに真っ赤になり、すぐに気絶してしまったのだ。

　ゴラシルがぶっ倒たおれてから、シスター・マリカは相手の首から足を離はなした。重力と仲なか直なおりした彼かの女じよは、薄うす紅べに色いろの修しゆう道どう服ふくの裾すそをひらりとたなびかせ、床ゆかに着地する。

　戦後処しよ理りに動いたのはシスター・ハイナだった。懐ふところから堕天使の弓ルシフアー・ボウの予よ備び弦げんを取り出し、ゴラシルと従じゆう者しやの手足を素早く縛しばり上げる。

　そしてシスター・墺芭デイーパの口こう唱しようが静かに響ひびいた。

「天空の神々よ。悪あく因いん悪あつ果かを一いつ刀とう両りよう断だんするためとはいえ、神しん聖せいなる教会において猪ちよ突とつ猛もう進しんした我われらをどうか許したまえ……」

　やがてシスター・マリカとシスター・ハイナも続く。数珠十字クロスビーズをかざし、目を瞑つむり、祈いのりの言こと葉ばを呟つぶやく彼女たちは、それなりに神こう々ごうしく見えた。もっとも、彼女たちの本ほん性しようを熟じゆく知ちしているおれの心が惑まどわされることはないのだけれど。

　動の後には静が、そして静のあとには動がやって来る。その矛ほこ先さきが向けられるのは、どうせおれだ。ここは逃げるのが最さい善ぜんだろう。

「さすがは第８期修しゆ行ぎよう尼に僧そうの筆ひつ頭とう３人衆しゆうですね。けれど、この悪あく党とうたちの仲なか間まが外で待まっているかもしれません。様よう子すを見てきます！」

　駆かけ出そうとしたが、不意に前のめりにぶっ倒たおれた。後ろを見ると、シスター・墺芭デイーパが賢翁の牧杖パストラルスタツフの先せん端たんでおれの右足を絡からめ取っていた。

「タック・テンダースの職しよく責せきは任にん重おもくして道みち遠とおし。三さん十じゆう六ろつ計けいは許さない」

　責任から逃げるな。その言葉はちょっと重すぎた。

　うなだれたおれを３人の修道女が取り囲む。容よう赦しやなく繰くり出される視し線せんが痛い。

「いったいどういうことなの!?」

　シスター・マリカの熱量を帯おびた詰きつ問もんがおれを襲おそう。まるで修道服に合わせるかのように頰ほおを紅こう潮ちようさせている。

「話が違ちがうじゃないの。どうして黒と白の縞しまぱんなのよ。赤が入っていないとボクはぜったいに履はかないからね。こんなお葬そう式しきみたいなのが似に合あうのは、人鳥ペンギンババアのマザー・カレレンだけよ！」

　典型的なボクっ娘この発言に続いたのは、彼かの女じよより頭ひとつ高いシスター・ハイナだった。形よく尖とがった顎あごに片手を当てながら、彼女が呟く。

「わたくしは肌はだ着ぎには天てん然ねん物ものと決めております。黒こく燃ねん水すい製せいの合ごう成せい毛け糸いとなんて聞くだけでも虫むし酸ずが走りますわ」

　無表情のまま、シスター・墺芭デイーパがそれに続いた。

「男女兼けん用ようの下着など一いつ刀とう両りよう断だんすべき。そんなモノしか仕入れられなかった奴ど隷れいなど、同じく一刀両断されて至し極ごく当然」

　ええい！　この破戒尼僧ビツチナンどもめ！　たかがぱんつの品質ごときで男をこんなにイジメなくてもいいじゃないか。

　とは思ったものの、口に出せないのが下層階級の悲しさである。

　おれは正せい座ざをしたまま言った。

「美しく誇ほこり高きシスター様に申し上げます。おれは聖せいダルガ武ぶ闘とう修道院に籍せきを置く会計奴隷にすぎないんですよ。直ちよく属ぞくの召めし使つかいと勘かん違ちがいされては困こまります。

　今回のぱんつ大量購こう入にゆうにおいて、若じやつ干かんの手て違ちがいがあったのは認めます。でも聞いていればわかったでしょう。あれはおれのせいじゃありません。

　色なんか白黒でもいいじゃないですか。シマウマみたいで素す敵てきですよ。合成毛糸は天然物と比くらべりゃ劣れつ化かしますが、蚤のみがつきにくいって利り点てんもあります。男女兼けん用ようだけはおれもあっちゃーと思いましたが、穴あななんか縫ぬえばいいだけですし、実質的にフリーサイズなのはありがたいでしょう。いくら太ってもお尻しりが入らないなんて悲ひ劇げきは味わわずにすみます」

　３人がおれを見み据すえる表情は、まるっきり鬼おにか悪あく魔まだった。とてもじゃないが神々の信しん徒ととは思えない御ご面めん相そうだ。

「おヘソまで隠かくれるデカぱんを喜ぶ女の子なんか１人もいないわよ！」

「わたくしはいくら食べても太らない体質ですから関係ありませんわ」

「穴かがりなどすれば微妙部位デリケートゾーンへの隔かつ靴か搔そう痒ようたる刺激は我が慢まんが臨りん界かい突とつ破ぱ」

　まったく。我わがシスターたちはどうしてこうワガママなんだ？　３人ともそろいもそろって美少女なのに、これじゃ台なしだよ。

　その理由は想像できる。やっぱり男の視し線せんを忘れているからだろうね。

　修しゆう道どう院いんは基本的に男子禁きん制せいだ。女じよ系けい社会ではいつの間にか恥はじらいの美び徳とくは失われていくと文ぶん献けんで読んだことがある。男に認められる必ひつ要ようがないのだから、結局は楽らくなほうへと堕だ落らくしていくらしい。

　おれは生物学的には男性だけれど、身み分ぶんは奴ど隷れいでしかない。シスターから見れば格かく下したであり、屁へとも思っちゃいないんだろう。

　利益や権利はないけど、義務と責任だけはしっかり押しつけられるのが奴隷の辛つらいところ。とにかく、いまはゴラシルを国家権力に任まかせなきゃ。

「賢けん明めいなるシスターがたに申もうし上げます。犯はん罪ざい者しやは治安巡察隊ロウ・ガーデイアンに引き渡し、法ほうの裁さばきを受けさせなければなりません。まさかとは思いますが、このまま生命を断ち、天界へ強制送そう還かんさせるお考えではないですよね？」

　幸さいわいにもおれの考えは外れた。シスター・マリカが首を横に振ると、

「まさかぁ。歯ごたえのない相手を殺したってつまんないじゃない。命を奪うばうんだとしたら、ボクより強い相手じゃないとね」

　と言ってくれた。シスター・ハイナも堕天使の弓ルシフアー・ボウを背せ中なかにセットし直しながら続く。

「無む法ほう者ものの亡なき骸がらの後片付けなんてわたくしの美学に反しますわ。タックさんの意見に賛さん成せいですわね」

　シスター・墺芭デイーパが澄すんだ声で締しめくくる。

「もはや長なが居い無む用よう。早そう期き撤てつ退たいが明めい哲てつ保ほ身しんへの道」

　難むずかしい言い回しだけど、要ようするにさっさと逃げたほうが賢明だと言いたいようだ。シスターたちの気が変わらないうちに動かなきゃ。

「じゃあ治安巡察隊ロウ・ガーデイアンの詰つめ所に行ってきますよ。撃げき退たい祭さいの最中だけど、何人かは素面しらふの役人が残っているでしょうから」

　立ち上がったおれの上着をシスター・マリカが指でつまんだ。

「ちょい待まち」

　会え得とくした神方術マジカルタオを格かく闘とう能のう力りよく強化にばかり向けているシスター・マリカは、その指し圧あつも人間離ばなれしている。手て加か減げんは自分でも難むずかしいそうで、支し給きゆうされたおれの上着にはしっかりと大おお穴あながあいてしまった。

「それはボクたちがやるから、あんたは急いで修しゆう道どう院いんに戻もどりなさい。その氷こおりの首輪が溶けきってしまったら、出しゆつ血けつ多た量りようで死んじゃうわよ」

　すっかり忘れていた。おれの喉のど元もとには、まるで石いし臼うすのような冷たい物体がくっついていたんだった。まだナイフも刺ささったままだ。

　そしてバトル・シスターズの３人衆は基本的に攻こう撃げき一いつ辺ぺん倒とうであり、防ぼう御ぎよ系けいや負ふ傷しよう治ち癒ゆといった神方術マジカルタオは不ふ得え手てのはずだ。

　だが、目を爛らん々らんと輝かがやかせながらシスター・ハイナが挙きよ手しゆをする。

「ぜひわたくしにお任まかせくださいませ。実は先週から快かい癒ゆ系けいの神方術マジカルタオを勉強中なんですの。タックさんで実験させていただきますわ。あるいは失敗するかもしれませんが、貴き重ちような経験は次に生かしてみせます。どうか練習台になってくださいな」

　軽くうなずきながらシスター・墺芭デイーパが物ぶつ騒そうきわまる発言をしてくれた。

「冠かん婚こん葬そう祭さいは得意中の得意ゆえに、仮かりに生しよう死じ不ふ定じようとなりても問題皆無」

　慌あわてておれはかぶりを振った。

「遠えん慮りよしときますよ。ここは素直にマザー・カレレンに頭を下げて傷きずを治なおしてもらうべきでしょうね。その時にシスターたちが公用で遅おそくなることを連絡すればいいんでしょう？」

　３人は唇くちびると頰ほおだけで笑った。

　軽い戦せん闘とうをこなしたため、髪かみをまとめていたヴェールは乱みだれ、赤と金と黒のほつれた頭とう髪はつが少しずつ見えている。修しゆう道どう着ぎという記号の実力も相あいまって、そっちの趣しゆ味みのある男にはたまらない……のかもね。おれはとっくに見み飽あきているし、シスターたちの本ほん性しようも知っているため、惑まどわされることはない。

　その笑え顔がおの裏うらになにが隠かくされているのかもすぐわかった。３人がいっせいに片手を差し出すのを見たとき、推すい測そくは確信へと変わった。

　観念したおれは鞄かばんからクリップでとめたお札さつを取り出す。

　そうするしかなかった。提てい供きようを拒こばめば、身ぐるみはがされるのがオチだからだ。

「……はい。18万ローザほどあります。いいですか。これは質しち屋やに銀の延のべ棒ぼうを預けて借り出したお金かねですからね。無む駄だ遣づかいはやめてくださいよ。銀ぎん価か格かくの値ね崩くずれはもう少し先だと思いますけれど、下へ手たをすれば質しち草ぐさが買かい戻もどせなくなって流れちゃいますから」

　シスターが銀本位で動く変へん動どう相そう場ばの妙みよう味みと質屋という簡かん易い金きん融ゆう業ぎよう者しやのメカニズムを理解しているとは思えないけれど、ともかく警けい告こくはしておいた。

　すぐにシスター・マリカがお札をわしづかみにしながら言う。

「もう。男のくせに頭の回転だけは早いんだから。それに決断の早さも褒ほめてあげる。帰り道に強ごう盗とうに遭あう可か能のう性せいを考えれば、ボクたちに全ぜん額がく預けたほうが安全だものね」

　いやいやいや。

　このシスターたちにお金を預けるのは、ウサギにピーナッツバターを塗ぬりたくってサーベルタイガーの群むれに投げ込むに等しいのだが、さすがに面めんと向かって真実を口にする勇気はない。

「そんなに心配そうな顔をしなくてもいいよ。今日はお祭りだけれど、せいぜい買い食いしか使い道がないもの。倹けん約やくはメルシュ教きよう徒ととしての義務だもん」

　横からお札さつに指を伸のばしながら、シスター・ハイナが続く。

「驚おどろきましたわ。まさかシスター・マリカの口から正せい論ろんが聞けますとは。でも、質しち屋やさんが用立てしてくださったのは、たったのこれっぽっちですか。世の中が不ふ景けい気きというのは本当のようですね。

　まあ、一夜の宿やどを求めるには充分でしょう。わたくしはお湯が出るシャワーと真っ白いシーツがあれば文もん句くは申もうしません。それに少しばかり贅沢リツチなお食事さえあれば。そうですね。血がしたたるミディアム・レアの子こ羊ひつじのソテーと、素材の味が失われない程てい度どに蒸むされた温おん野や菜さいに酸すっぱくないソイソース味のドレッシング、それといくら食べても体重には影えい響きようしないスウィーツがあればよろしいですわ。皆みなさん、さっそくそうしたホテルを探さがしませんこと？」

　微び苦く笑しようを携たずさえたままシスター・墺芭デイーパが告つげた。

「シスター・ハイナに完全同意。これで今宵こよいは酒しゆ池ち肉にく林りんで満まん漢かん全ぜん席せき」

　それは誇こ張ちよう表現じゃない。オリエンタル美人の黒くろ髪かみのシスターは、自じ他た共ともに認みとめる大たい食しよつ漢かんなのだから。

「やっぱりお祭りといえば食べ歩きだね。ボクは修しゆう道どう院いんの料理にはあきあきしてるんだよ。上品なのが取り柄えだけれど、とにかく量が少なくて味が薄うすいんだもん。たまにはこってりした油モノが食べたいなあ。塩ソース風味のアルデンテ固焼き麵めんの屋や台たいが出てたら嬉うれしいな」

　食い意い地じでは負けていないシスター・マリカの意見に、シスター・ハイナが応じる。

「育ちが良すぎるわたくしには、それがどんなものか想像すらできませんが、過か去この経験から推おして、シスター・マリカの舌したは信じるに足たりましょう。突とつ拍ぴよう子しもない珍ちん味みが味わえるのかもしれませんわねね」

「屋台巡じゆん回かいで鯨げい飲いん馬ば食しよく。これぞ我が世の春」

　完全にこっちの存そん在ざいを無む視しし、なにから食べに行くかを熱く語り始めたシスターたちを横目で見ながら、おれは思った。本当にこの少女たちは聖せい職しよく者しやなのかな？

　シスターとは神々と精神的に結けつ婚こんし、求きゆう道どうに身も心も捧ささげる存そん在ざいだけど、この姉ちゃんたちが忠ちゆう誠せいを誓ちかっているのは、教会や修道院といった組織そのものだ。本気で神々を愛してるわけじゃない。その側に寄り添うことで御ご利り益やくにあずかろうとしているだけだね。

　もっともメルシュ教自体も清せい廉れん潔けつ白ぱくってわけじゃない。女王陛へい下かエマルカ・ダークナス様が神々の代理人を務めておられる点からもわかるように、政治の道具になっている。

　でもなあ。軍事・信しん仰こう・経けい済ざいなど分ぶん野やを問とわず、国家を切り盛りする人や組織は、だいたい堅かた気ぎじゃないんだよなあ。

「じゃ、おれは修しゆう道どう院いんに戻りますよ。夜が明けないうちに帰り着けば、首の氷こおりも溶け出さないでしょうから。なにかマザー・カレレンに伝えることはありますか？」

　シスターたちは唇くちびるを尖とがらせて文もん句くを連呼する。

「ボクらが楽しい相談してるときにペンギンのことなんか思い出させないでよ！」

「わたくしも修グ道ラ院ン長マの顔が脳のう裏りに浮うかぶと食欲が減げん退たいしますわ」

「マザー・カレレンとは是ぜ非ひとも愛あい別べつ離り苦くの悲しみを味わいたし」

　こりゃ処しよ置ちなしだ。おれは片かた手てを振ふって教会のドアを開け、仰ぎよう々ぎようしい音楽が鳴り響ひびく表おもてへと脱だつ出しゆつした。

　外気は冷えていたけれども、撃げき退たい祭さいの熱気は盛り上がるいっぽうであり、あまり寒さは感じない。

　ブラスバンドの隊たい列れつが延々と続き、マッチやお花を売る少女が歓かん声せいをあげ、酔よっ払ぱらいがあちこちで下へ手たな歌を唄うたい、魔ま女じよやニンジャの格かつ好こうをしたお調ちよう子し者ものの行列が練ねり歩いている。

　こりゃ助かった。ナイフつきの氷の首輪をつけたままでも、むち打ちの患かん者じやか仮か装そうだと勘かん違ちがいしてくれるだろう。

『どっぱーん！　どっぱーん！　どっぱーん！　どっぱーん！』

　盛大な花火の輝かがやきが周しゆう囲いを昼間に変えた。おかげで大きな荷馬車が停まっているのが見えた。ゴラシルが残したものだ。

　幸さいわい手下の姿は見えない。お祭りの喧けん噪そうに負けて酒でも飲みに行ったか、それとも密みつ輸ゆというしょっぱい犯はん罪ざいに気き後おくれし、最初から部下を連れて来なかったのか。

　おれは素早く荷台を確かく認にんした。ぱんつが入っているであろう木き箱ばこが満まん載さい状態だ。

　本当は役所に届とどけるべきなんだろうけれど、それじゃ旨うま味みがない。

　こっちは殺されかけたんだから多た少しようは役やく得とくがあって当然だし、賠ばい償しようの一いつ環かんと考えればいい。今回の取引が失敗したならウチの修道院は大おお損ぞんだ。結果的には横取りかもしれないけれど、落ちているものは拾おう。これも神々の配はい剤ざいかもしれないしね。

　でも、気が重いよなあ。マザー・カレレンは立派な聖せい職しよく者しやだけど、融ゆう通ずうが一いつ切さいきかない。その矢や面おもてに立つのはおれなんだもの。

　いっそ逃げちゃうべきか。そんな誘ゆう惑わくがちらっと頭をかすめた。

　現金はまだ42万ローザ残っていた。シスターたちに全額預けるほどおれもマヌケじゃない。あの姉ちゃんたちはあきれるほど数字に弱いんだ。銀の延のべ棒ぼうを質しち屋やに預けたなら、18万じゃ安すぎることは常じよう識しきでわかるはずなんだけどね。

　馬車に乗り込みながら、残金でどう豪ごう遊ゆうするかを思案してみたけれど、陶片名札オストラテツセラを義務づけられた奴ど隷れいの身分から逃のがれることはやっぱり無理くさい。どこかの町医者に駆かけ込めば首輪くらい外はずせるだろうけど、死なないようにナイフを抜ぬいてくれる保証はないし、絶対に原因を聞かれるだろうし。

　あきらめの良すぎるおれは修グ道ラ院ン長マへの言い訳わけを考えながら、馬車を修しゆう道どう院いんへ向かう道へと向けたのだった……。
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　山道を急いだが、慣なれない馬車で思ったよりも時間を食ってしまい、聖せいダルガ武ぶ闘とう修道院に帰着したのは翌よく日じつの朝方だった。

　ありがたいことに季節は晩ばん秋しゆうだ。夜明けは遅おそい。お日様はまだ顔を見せておらず、あたりは冷えびえとしていた。首を覆おおう氷の輪は薄うすくはなっていたけど、まだ原形を保っている。

　山さん麓ろくの近くを緩ゆるやかに流れるラビコン河がわにかかる石橋を渡り、修道院に近づくと、吹き下ろす風が強くなってきた。寒い。寒すぎる。こりゃ早くしないとナイフを抜いてもらう前に首が凍とう傷しようになってしまうよ。

　おれは北門へと急いだ。

　南門のほうが近いけど、厩うま舎やに行くには北門のほうが好こう都つ合ごうなんだ。

　おれが雇やとわれて（？）いるこの宗教施設はペニンシュラ王おう領りようでも最大の規き模ぼを誇ほこっている。霊れい峰ほうマチネーに連なる丘きゆう陵りよう地帯の一角に位置し、土地代が安かったらしく、むやみやたらに広い。

　修しゆ行ぎよう中ちゆうの尼に僧そうは、現在のところ約２０００人。彼女たちの脱だつ柵さくを防ぎ、そして外がい敵てきから身を守るため、周しゆう囲いは高い城じよう壁へきで囲まれていた。

　そのため内部の様よう子すを窺うかがい知ることはできない。

　でも、中でなにをやっているかはすぐにわかった。ほのかに見える灯あかりへ急ぐおれの耳に、女の子特有の黄色い声が聞こえてきたのだ。

「覇ハッ！　破ハッ！　波はッ！」

　驚おどろくほどの声量である。おれは親父が残してくれたたった１つの財ざい産さんである懐かい中ちゆう時計を見た。時刻は早朝４時。

　寒かん稽げい古こが始まったのだ。

　修しゆう道どう院いんは夏げ至しと冬とう至じを境さかいに日につ課かが微び妙みように切り替わるけれど、起き床しようして精神的修行である宵よい課かを終わらせ、すぐ肉体的修行の鍛たん練れんに移るのは季節を問とわない。

　解放されている北門を馬車で抜けると、そこには異い様ような光景が展開されていた。

「覇ハッ！　破ハッ！　波はッ！　刃ハァァーッ！」

　いくつもの篝かがり火びが焚たかれるなか、略りやく式しき修道服に身を包んだ数百人のシスターたちが席せつ巻けん流りゆう古こ武ぶ道どうの型を次々に披ひ露ろうしていく。

　両手で正せい拳けん突づきと掌しよう底ていを繰くり返したかと思うと、ネコのようなつま先立ちになり、前まえ蹴げりと後ろ蹴りを交こう互ごに放つ。一いつ糸し乱みだれぬその様子は集団美の極きわみだったけれど、毎日見ていればさすがに飽あきてしまう。

　おれは手早く厩うま舎やに馬を繫つなぐと、荷に駄だをそのままにして礼れい拝はい堂どうへと向かった。盗まれる心配はない。ここで修行するシスターには手て癖ぐせの悪い者だっているけど、人ひと目めがあればさすがに悪事に走りはしないし、彼女たちがネコババするものは食料品と決まってる。

　シスターの年ねん齢れい層そうは下は８歳から上は28歳までと幅はばが広いが、彼女たちに共通している欲よく望ぼうは食に関してのものだ。

　特にスウィーツには目がない。聖せい職しよく者しやは表おもて向むき私し有ゆう財ざい産さんとは無む縁えんだし、紙し幣へいも銀ぎん貨かも持っていないけど、修道院内ではクッキーやキャンディが貨か幣へいの代用品として流通している。甘かん味み料りようの匂においがする馬車が門もん扉ぴを潜くぐるや、殺さつ気きだったシスターたちが群むれをなして周りを取り囲んでしまうほどだ。

　ついつい誘ゆう惑わくに負け、厨ちゆう房ぼうや詰つめ所しよから砂さ糖とうを失しつ敬けいしてしまう者もいる。自じ前まえでお菓か子しを作る際に味で差をつけ、価値を高めるためなんだけど、悪事がバレた者には厳きびしい制せい裁さいが用意されていた。

　今朝もまた要よう領りようの悪いシスターが折せつ檻かんを受けているようだ。墓ぼ地ちに隣りん接せつする闘とう技ぎ場じようから怒ど声せいが流れている。

「どうしました、シスター・ウラファー。あなたはこの私を憎にくんでいるはずですよ。せっかく貯ためこんでいた砂さ糖とうを没ぼつ収しゆうしたのですから。合法的に私を叩たたきのめせる絶ぜつ好こうの機会を逃してはなりません。さっさと檜ひのきの剣けんを拾い、打ちかかってきなさい！」

　悪あつ鬼きの形ぎよう相そうでそう言い放ったのはシスター・キャリーだった。

　あと数年でマザーの称しよう号ごうを得ることが確実であり、実じつ質しつ的てきに次じ期き修しゆう道どう院いん長ちようの座ざが確約されている超ちようベテランである。年ねん齢れいは2X歳と言っているが、29歳との説が濃のう厚こうみたいだ。

　身長は男にしては小こ柄がらなおれと同どう程てい度どだが、体重は２倍……いや、３倍近いのではないかと思う。手足も極きよく端たんに短く、遠くから見れば樽たるが修道服を着ているみたいだ。おれが食しよく糧りよう事情を劇げき的てきに改かい善ぜんさせたとはいえ、清せい貧ひんな修道院でこの目め方かたを維い持じできるのは大したものである。

　そんなシスター・キャリーが武ぶ闘とう師し範はん代だいなのだから、人は見かけによらないね。

　神方術マジカルタオは不ふ得え手てらしいけど、長ちよう剣けんを握にぎらせれば彼女にかなう者など聖せいダルガ武ぶ闘とう修道院には一人もいない。

　つまり彼女との模も擬ぎ戦せんは拷ごう問もんに近かった。

　相手を命じられたシスター・ウラファーはすでに満まん身しん創そう痍い。薄うす緑みどり色いろの修道服はズタズタであり、ミルク色の柔やわ肌はだが見え隠かくれしていた。砂糖泥どろ棒ぼうがバレた罰ばつを受けている彼女は、肩で息いきをしながら片かた膝ひざをついて頭を下げる。

「ま、まいりました！　私には到とう底ていシスター・キャリーのお相手など務まりません。なにとぞお許しを……」

　毅き然ぜんたる指し導どうと威い圧あつ的てきな態度をごちゃ混ぜにしているシスター・キャリーの罵ば声せいが、朝あさ靄もやを突ついて響ひびく。

「いいえ。ここで甘あまやかしてはあなたのためになりません。無む法ほう者ものや悪あく党とうにもそうやって慈じ悲ひを乞こうのですか？　教きよう典てんを熟じゆく読どくなさい。神々は繰くり返し言っておられますよ。恩おん寵ちようが与えられるのは自じ助じよ努力を惜おしまぬ者だけであると。

　謝しや罪ざいの話わ芸げいを磨みがいたところで神々の使し徒ととしての役目は果たせません。腰こしを上げなさい。剣を拾いなさい。反はん撃げきしなさい！」

　生まれたての子こ鹿じかのように震ふるえながらも、シスター・ウラファーはどうやら立ち上がった。だが、恐怖と絶望は指先にまで伝わり、剣けん先さきは激しく揺れている。

　シスター・キャリーは容よう赦しやしなかった。相手の剣を弾はじき飛ばすと、肩を突き、背中に連れん打だを入れる。

　檜ひのきの木ぼく刀とうとはいえ、生なま身みの体には相当なダメージだ。シスター・ウラファーは呻うめき声をあげると、その場に崩くずれ落ちた。小高く土を盛った闘とう技ぎ場じようを学友たちが取り囲んでいたが、取りなそうとする者はいない。厄やく災さいが我わが身みに飛び火することを恐れているのだろう。

　そんな彼女たちはおれをチラチラ見ている。視し線せんの意味は明めい白はくだった。助け船を欲ほつしているのだ。

　まったく。常つね日ひ頃ごろは男女同権や女じよ尊そん男だん卑ひを公こう言げんしてはばからないくせに、こういう時だけ男を頼たよるのはどうなんだろ？

　そう思いつつも、度どを過すぎた躾しつけは見ていて気分のいいもんじゃない。それに子供のころ、似にたような仕打ちを親父から受けた身としては、放置もできなかった。

「シスター・キャリーに申もうし上げます。タック・テンダースが修しゆう道どう院いん長ちようから命ぜられた公こう務むを終えて戻りました。至し急きゆうお耳に入れねばならぬことがあるのですが、マザー・カレレンはどちらにいらっしゃいますでしょうか？」

　武ぶ闘とう師し範はん代だいは振り上げた剣を空中で止め、視し線せんをこっちへ向けた。おれの顔を認めたシスター・キャリーは、得え物ものを背中の鞘さやに収しゆう納のうしてから言う。

「タック。首にはめている白いドーナツのようなモノはなんですか？　玩具おもちやのナイフまで用意するなんて、信しん仰こうよりも遊びに熱心な様よう子すですわね。南瓜かぼちや祭は来月ですよ。聖せいなる学まなび舎やで悪ふざけは許されません」

「氷こおりは冗じよう談だんとしても、突つき刺ささっているナイフは本物です。早くマザー・カレレンに治ち療りようしてもらわなければ、おれは絶ぜつ命めいしてしまいます」

　周しゆう囲いの修道女たちがいっせいに引いた。数分後に死んでしまうかもしれない奴ど隷れいの側になど近寄りたくはないのだろう。

　といっても、おれはシスターたちに人気がないってわけじゃない。

　死ぬまでここで補ほ修しゆう工事に携たずさわる年ねん配ぱいの大だい工くや石いし工くを除のぞけば、聖せいダルガ武闘修道院に男性はごく少ない。これに20歳以下という条件をつければ、あてはまるのはおれくらいである。

　これじゃ好こう奇き心しんが充じゆう塡てんされた視し線せんを向けられて当然だ。奴隷という身み分ぶんはハンデだけれど、金さえ積めばいずれ自由人としての資格だって買える。将来を見越して、先物買いをしておこうってシスターもいて当然だった。

　そしておれは知っている。シスター・キャリーもまた、このタック・テンダースに慈じ母ぼ以上の感情を抱いていることを。

　あからさまに色目を使ったりはしないけど、廊ろう下かで出会ったときなどは気き迫はくめいたなにかを感じる。説教もおれにだけはちょっと緩ゆるい。他のシスターがおれと話している場面に遭そう遇ぐうすると烈れつ火かの如ごとく怒りまくる。おかげで可愛かわいいシスターが声さえかけないようになったのは、ありがたいやら悔くやしいやら。

　シスター・キャリーは体重に似に合あわない身軽さで闘とう技ぎ場じようから飛び降りた。地じ響ひびきとともに着地した彼女はおれに顔を近づけてくる。修道帽クロブークと一体化したハーフマスクが頰ほおを覆おおっていたけれど、顔面の肉がはみ出ているのが怖かった。

　完全肉にく食しよく獣じゆうといった御ご面めん相そうの彼女はおれの首輪とナイフを凝ぎよう視しした。

「悪ふざけと言ったのは私のあやまちでした。あなたが生命の危機に直面している事実を認めましょう。謝しや罪ざいを受け入れてくれますか？　くれますよね？

　もし拒きよ否ひするのであれば、私の執しつ務む室しつで訓くん戒かいの個人レッスンをしてあげましょう。また許してくれるのならば、やはり私の執務室で情熱の個人レッスンを……」

「謝しや罪ざいを受け入れますが、お部へ屋や行きは遠えん慮りよさせていただきます。それよりマザー・カレレンにお目通りを。おれの残り時間が尽つきてしまう前に」

　名残なごり惜おしそうな目でおれを見たシスター・キャリーは、静かに告つげた。

「修しゆう道どう院いん長ちようは宵よい課かのお説せつ教きよう中ちゆうです。ついて来なさい」

　周しゆう囲いのシスターたちから安あん堵どのため息いきがもれた。解放されたシスター・ウラファーは涙なみだぐみ、おれに手を合わせている。

　そんな彼女たちにシスター・キャリーは突つき刺さすように言った。

「誰だれが休んでよいと言いましたか。第９班は全員闘とう技ぎ場じようにあがりなさい。私が戻ってくるまでシスター・ウラファーと乱らん取どりをしておくように！」




　　　　　　２




　おれは〝会計奴ど隷れい〟という宙ちゆうぶらりんな立場のまま、人生を謳おう歌かしている。

　え？　かわいそうだって？　知りもしないくせに哀あわれんで欲ほしくないぞ。己おのれの身分に満足してるわけじゃないけど、不幸自じ慢まんをするほど腐くさっちゃいない。

　15年と半年の人生のうち、約４分の１を算そろ盤ばんを弾はじきながら暮らしてきたんだ。忙いそがしすぎて疑問を抱く暇ひまさえなかったくらいだ。

　本ほん音ねをいえば案あん外がい楽しかったりもした。奴隷は自由と行動が制限されるけど、こんなものだと割り切ればメリットも色々とあるんだぜ。

　まず衣い食しよく住じゆうの心配だけはいらない。これらは奴隷の雇こ用よう側がわが保証しないといけない決まりになっている。

　給きゆう料りようはゼロだけど、逆にいえば失敗をしても減げん給きゆうの可か能のう性せいはないんだし、どんなにサボっても首にはならない。もしリストラなんかしたら、奴隷も雇やとえないほど経営が傾かたむいているのかと世せ間けん様さまから笑われてしまうからね。

　もっとも、おれは手を抜いたことはないけどな。会計の仕事は大好きなお金と数字を操あやつれるんだから文もん句くなんかないよ。

　意味のない努力は嫌きらいだが、結果を呼び寄せる苦労なら厭いとわないさ。

　それを教えてくれたのは親父だ。

　税ぜい理り士しと会計士と貸かし金きん業ぎようを営んでいたアルザッカ・テンダースは、１人息子むすこであるおれを跡あと継つぎにすべく、物もの心ごころがつくと同時に数学を叩たたき込み、銭ぜに勘かん定じようの手ほどきをしてくれた。

　実用数学の勉強は厳きびしかった。計算を間ま違ちがえれば食事抜きや鞭むち打うちという罰ばつが待まっていたが、そのかわり満点を取れば褒ほう美びもあった。

　果はてしなくケチな親父のことである。家族を従じゆう業ぎよう員いんにしたてあげ、人じん件けん費ひを節せつ約やくしようと目もく論ろんだのだろうが、まだスレていなかったおれは手伝いができることが単たん純じゆんに嬉うれしかった。10歳になるかならないかのうちに、おれは簿ぼ記きと銀ぎん行こう業ぎよう務むのノウハウをマスターし、12歳になると親父が留守をしている間、事務所の会計を任まかされるまでになった。

　経けい費ひを削けずるだけ削れと命じられたおれは金貸しの洗い直しをやり、なるべく手数料の安い会社と独どく占せん契けい約やくを結ぶべきだと進言した。これで借しやつ金きんを一本化すれば、金きん利りを下げる仕組みが作れるんじゃないかと。

　柔じゆう軟なんな親父は、子供の戯ざれ言ごとだと笑い飛ばしたりはせず、そのアイディアを本気で検けん討とうしてくれた。半月もしないうちに有ゆう限げん会社を設立し、これからは金きん融ゆう一いつ本ぽん槍やりでいくと宣せん言げんしたときにはびっくりしたが、会社はうまく軌き道どうに乗った。折おりからの好こう景けい気きにも後押しされ、居い酒ざか屋やの２階にあった事務所はすぐに３階建ての屋や敷しきへ移転した。

　商しよう才さいを親父に認められ、いい気になっていたおれだったが、すぐに商売の厳きびしさを思い知らされることになる。

　親父が出張中のある日のことだ。堅かた気ぎには見えない黒くろ服ふくが10人も店にやって来た。全員が銀行組合の回し者だった。

　連中は親父が莫ばく大だいな借金を残して失しつ踪そうしたと宣言した。そして社しや屋おくはとっくに抵てい当とうに入っており、おれが奴ど隷れいとして売られたことを事務的に告つげやがった。

　あとは思い出すのも嫌いやだ。

　現げん在ざいの主おも家やである聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんに売られるまで屈くつ辱じよくの日々がえんえん続いた。当然、蒸じよう発はつした親父とも会っていない。

　最初こそ、こっちが計算を間ま違ちがって帳ちよう簿ぼに大おお穴あなを開け、怒り狂くるった親父がおれを売ったのかと落ち込んだが、そうじゃないらしい。

　おれなりに考えたが、人生が最悪の方向へ舵かじを切ってしまった理由は２つだろう。

　その１。親父がはめられたから。

　ありそうな話だ。新しい金融業をスタートさせた新しん参ざん者ものなんか、既き得とく権けん益えきを死し守しゆしようとする銀行にとって目の上のたんこぶだからね。共同戦線を張って潰つぶそうとしても不ふ思し議ぎじゃない。要ようするに出る杭くいは打たれたのだ。

　その２。親父が本当にポカをやったから。

　不敗の博ばく奕ち打ちがいないように、不敗の商売人もいない。その頃ころからペニンシュラ王おう領りよう全体が不ふ景けい気きになっていたのはたしかだ。大おお手て銀行も貸しはがし＆貸し渋しぶりという悪あく手しゆに走ってたみたいだし、単純に運転資金が尽つきただけかも知れない。

　できれば後者だと信じたいが、おれを奴隷として売っぱらった保ほ護ご責せき任にん放ほう棄き同意書にあったサインは親父の直じき筆ひつだった。あんな角かく張ばった字を書くのは親父しかいない。几き帳ちよう面めんなサインを見れば、酔よって書いたとも思えなかった。

　ただし、自分でも不ふ思し議ぎなことに、恨うらむ気はすぐなくなっちまった。

　子供を売るという最終手段に出た以上、親父も切せつ羽ぱ詰つまっていたんだろう。過か程ていはどうあれ苦く渋じゆうの決断だったはずだ。逆の立場になれば、おれだって同じことをしたかも知れない。

　なによりも聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんでの仕事が超ちよう忙いそがしいうえに超面おも白しろかったため、思いわずらう暇ひまがなかったっていうのが実際のところさ。

　おれは奴ど隷れい候こう補ほ者しやに課かせられる選せん別べつ技ぎ能のう試し験けんでトップの成績を取った。特に数学は満点だった。あまりに歯ごたえがなく、回答用紙にもっと難むずかしい問題を出せと書いたのがよかったのか悪かったのか、無む慈じ悲ひな奴隷競売オークシヨンにかけられることもなく身み請うけが決まった。

　おれを買ったのはブンドラン市慈じ善ぜん協会の書記長を務めるマザー・カレレンだった。

　つまりは人鳥ペンギンだ。

　あんまり悲ひ惨さんすぎる境きよう遇ぐうに同情してくれたのかと思ったが、それはせいぜい１割くらいだったらしい。残りの９割は、おれの会計監かん査さの能力を買っただけですよと後で自じ白はくしやがった。

　実際、聖ダルガ武闘修道院は破は綻たん寸すん前ぜんであり、財ざい政せい状じよう況きようを精せい査さするための検けん算ざん要よう員いんを必要としていた。おれは命じられるままに帳ちよう簿ぼを調べ、そして腰こしを抜かした。

　それは文字通りのどんぶり勘かん定じようだった。シスターたちは絶望的なまで数字に弱く、さんざん騙だまされていたのだ。

　旧きゆう教きよう徒とが大多数を占しめるペニンシュラ王おう領りようでは、蓄ちく財ざいこそ諸しよ悪あくの根こん源げんと考える人も多い。

　聖せい職しよく者しやは特にそうだ。神しん父ぷさまもシスターたちも（本ほん心しんはどうか知らないが）、お金に執しゆう着ちやくする人生ほど虚むなしいものはないって繰くり返し説といている。

　けれど、知らないってのは罪つみだよね。聖ダルガ武闘修道院の経営がむちゃくちゃになっていたのは、無知につけ込まれたからに他ならないもの。

　ひどかったのは出入りの穀こく物もつ商人だ。長年のつきあいという意味不明な理由で、ずっと同じ業者から小こ麦むぎや砂さ糖とうそれに塩といった必ひつ需じゆ品ひんを買い続けていた。

　それも相手の言い値ねでだよ。こういう場合は複数の業者に競きよう合ごうさせて少しでも安くさせなきゃいけないのに。こりゃ顧こ客きやくとしては最低だ。

　また商人側も修道院の善ぜん意いと短たん慮りよをいいように利用していた。相そう場ばに関係なく半年ごとに値上げしていたし、年契けい約やくと月契約の区別もごちゃ混ぜだった。おれが発見したからいいようなものの、下へ手たをすれば手数料を正せい規き料金の12倍も払はらわされるところだった。

　いっぽう収しゆう入にゆうもおかしなことになっていた。

　修道院は年ごとに女王陛へい下かから国こつ庫こ補ほ助じよ金きんを頂ちよう戴だいすることになっている。お布ふ施せや献けん金きん以外に稼かせぐ手段がないんだから、お国からの援えん助じよはありがたい。だからこそ無む駄だ使いは許されない。

　倹けん約やくこそ美び徳とく。メルシュ教のそんな教えのもと、ぱんつさえ何年も使い回すというケチケチ大作戦が実じつ施しされた。

　その結果、おかしな情せい況じようが生まれた。せっかく頂ちよう戴だいした国こつ庫こ補ほ助じよ金きんが使い切れずに余あまってしまったんだけど、それを馬ば鹿か正直にも王おう宮きゆうに返納していたのさ。どうせなら貯ちよ金きんでもしとけばいいのに、まったく聖せい職しよく者しやのやることはわけがわからないよ。

　結果として国庫補助金は毎年のように減げん殺さいされていた。足たりなければ増ぞう額がくをお願いすればいいのに、それもやらない。その理由が経営が苦しいことを知られると世せ間けん様さまに顔向けできないというのだから、ただ呆あきれてしまう。

　とても見ちゃいられなかった。お湯の沸わかしかたも卵の割りかたも知らない素人しろうとがフルコースの料理を作っているようなものだ。５人や10人の教会を切り盛りしてるならいいが、２０００人以上の大おお所じよ帯たいとなれば、やはりお金の使いかたを熟じゆく知ちしているプロが要いる。

　当時13歳で怖いもの知らずだったおれは会計奴ど隷れい１年目から改かい革かくに踏ふみ切った。

　いまから思えば大おお鉈なたを振るいすぎた気もするけどね。失うものがなかったおれは、自分の力を試してみたい気分でいっぱいだったんだ。

　まずは王室に正直な収しゆう支し報ほう告こく書しよをあげ、補助金を復ふつ活かつしてもらった。

　借りたかどうかさえ怪あやしい借しやつ金きんの金きん利りで、不動産を巻き上げられる直前だったから、つなぎ融ゆう資しとしての現金はありがたかった。これで一ひと息いきつける。あとは裁さい判ばん所しよにねじこんで、法定外の利り息そくを取っていた金きん融ゆう業ぎようをとっちめてやればいい。

　歳さい入にゆうの次は歳さい出しゆつだ。

　節せつ約やくだけじゃ、その場しのぎにしかならない。おれは南瓜かぼちや祭にかこつけて出入りの業者を中央大だい聖せい堂どうに集合させ、宗しゆう教きよう裁さい判ばんさながらに連中の悪あく事じを暴あばいてやった。

　もちろん２０００名を超こえるシスターの目の前でだ。謀たばかられていた事実を知った彼女たちは怒りに震ふるえ、詩し編へん第６６６号を詠えい唱しようしたっけ。

『神々の代理人には神しん罰ばつの執しつ行こう官かんたる義務あり！　右の頰ほおを叩たたかれたら左の頰を力任まかせに殴なぐりつけよ！　目には目を！　歯には歯を！』

　悪あく徳とく商人たちは大おお慌あわてで逃げ出し、永えい久きゆう出しゆつ禁きん処しよ分ぶんが下された。連中を一いつ掃そうできたのはおれの功こう績せきだと、あのマザー・カレレンでさえ称しよう賛さんの言こと葉ばをかけてくれた。

　褒ほう美びとして出しゆつ張ちよう許きよ可かを下さいと言うと、あっさり認められた。遊びに行くわけじゃないよ。ブンドランに足繁しげく通い、信頼できる業者を探さがすためだ。

　商売をしていた頃ころの人じん脈みやくを生かし、おれはいくつかの豪ごう商しように接近すると、食糧品の定期購こう入にゆうを打だ診しんした。脅おどしもやったし泣き落としもやった。価格は入にゆう札さつだったけれど、売るほうからすれば王室から支し援えんを受けた修しゆう道どう院いんが相手なんだ。大儲もうけはできないが、不ふ払ばらいの心配はない。手て堅がたい商売に魅み力りよくを感じる豪商はいくらでもいる。

　おれは食品購入ルートを確保したあとも足繁くブンドランに出向いた。保存のきく生活必ひつ需じゆ品ひんを自じ己こルートで買い付けるためだ。もちろん搬はん送そうも自分でやった。こうすれば輸送費も倉庫代もかからないしね。

　半年もしないうちに財ざい政せいにかなり余よ裕ゆうが出てきた。こうなりゃ、さらに稼かせぐ方法を考えるべきだ。

　会計奴ど隷れい２年目。おれは檀だん家か総そう代だいと交こう渉しようし、寄き付ふ金きんのアップを頼たのんだ。

「廃はい墟きよになっている旧きゆう礼れい拝はい堂どうをきれいに改かい築そうしたいんです。あのままじゃ、王おう室しつのやんごとなき御お方かたをお呼びすることもできません。修しゆう道どう院いんの恥はじは地じ元もとの恥であり、檀家の恥ですよ」

　旧礼拝堂さえ復ふつ旧きゆうすれば、首しゆ都とオリエタスから貴き人じんが来てくれるのか。そう勘かん違ちがいさせたおれの勝ちだった。たちまち資金は集まり、改修工事が始まった。

　見栄えがよくなれば斎さい場じようとして人気が出る。近きん隣りん町村の結婚式と葬そう式しきの需じゆ要ようを一いつ手てに攫さらうのがおれの狙ねらいだ。聖せいダルガ武ぶ闘とう修道院は以前から頼たのまれれば結婚式も葬式もしていたが、その事業を拡かく大だいしようって考えたんだ。

　こいつがうまくいった。神しん聖せいな修道院での結婚式に憧あこがれる若者は多かったし、近隣の村にはお年寄りが多かったから葬儀もひっきりなしだった。

　シスターを駆かり出せば人じん件けん費ひはいらない。だから費用も抑えられる。近隣都市の葬祭屋から文もん句くが来たけど、経営努力をしない向こうが悪いんだ。

　そして３年目。墓ぼ地ちと墓ぼ石せきのセールスにも着手しようとしたとき、上から待まったがかかった。

　命令を下したのはマザー・カレレンだった。おれの行動が度どを超こした営えい利り目的に走りすぎていると指し摘てきし、外出自じ粛しゆくが言い渡されたんだ。

　どうもあの人鳥ペンギン婆ばあさんは苦手なんだよ。傍はた目めには完かん璧ぺきな聖せい職しよく者しやにしかみえないけど、実はかなり腹はら黒ぐろいと思う。伊だ達てに年を重ねているわけでもないって感じなんだ。

　そして昨日。下着ぱんつの大量購入というあまり自じ慢まんできない任務ながら、久しぶりにブンドランまで出向いたとき、例のトラブルに巻き込まれたってわけさ。

　身の上話が長くなりすぎた。いまはさっさと氷こおりの首輪を外してもらわなきゃ。

　悔くやしいけれど、それができるのはあの人鳥ペンギンしかいないんだよね。
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　聖ダルガ武闘修道院では頭数があまりに多すぎるため、シスターたちは３つの分隊に編成され、時間を少しずつずらしながら生活していた。

　芙ふ蓉よう組、撫子なでしこ組、南なん天てん組と名付けられているチームがそれだ。各組は７００名弱で構成されており、互いにライバル心剝むき出しで成績を競い合っている。

　現げん在ざい、中ちゆう央おう大だい聖せい堂どうには撫子組のシスターが集い、今日２回目の説話が行われていた。

　演えん壇だんに立つのは修道院長のマザー・カレレンだ。

　みてくれは萎しなびた婆ばあさまだ。顔立ちから想像するに、昔むかしはたいそう美人だったようだが、現在は女性の年ねん齢れいとは犯はん罪ざいであることを実じつ証しようするかのような容よう姿しである。

　最さい高こう位いの聖せい職しよく者しやにしか許されていない黒と白の法ほう衣えをまとい、常に足首だけでヒョコヒョコ歩く。ついた渾あだ名なが人鳥ペンギンなのも納なつ得とくだ。

　最近じゃ補ほ佐さ官かんが代だい役やくを担になうことも多いのに、どうして今日に限って人鳥ペンギンが説せつ教きようするんだろ。さっさと治ち療りようして欲ほしいのにさ。

　おれは我わが身みの運のなさを呪のろいつつ、舞ぶ台たいの袖そでで待たい機きした。

　中ちゆう央おう大だい聖せい堂どうには長なが椅い子すが並べられ、大勢の見習いシスターたちが着ちやく席せきしている。彼女たちはマザー・カレレンのありがたいんだか、そうでないんだかよくわからない話に耳を傾かたむけていた。

　人が密みつ集しゆうしているため熱気はそこそこある。氷こおりの首輪はもう融ゆう解かいが始まり、やばいレベルにまで薄うすくなっていた。

「シスター・キャリー。このままじゃおれの寿じゆ命みようはあと10分くらいです」

　顔を青くしたシスター・キャリーが遠えん慮りよがちに横手から演えん壇だんに向かい、マザー・カレレンに耳打ちをする。

　修しゆう道どう院いん長ちようは一いつ瞬しゆんだけおれを見たが、片手でシスター・キャリーを下がらせ、平然と説話を続けやがった。早口に切り替えてくれたのがせめてもの慈じ悲ひだろうか。

「……それでは最後にお話をひとつ。昔々、ある村に信しん心じん深い男がいました。神々の加か護ごを得た彼は、若く美しい妻つまと可愛かわいらしい娘むすめに恵まれ、貧まずしいながらも幸せに暮くらしていました。

　そんなある日、家に魔ま賊ぞくの集団がやって来ました。連中は彼を殴なぐりつけ、両手両足を縛しばると、妻と娘を連れ去さろうとしたのです。

　魔賊の首しゆ領りようは、額ひたいの角つのと長い牙きばを光らせながらこう言いました。『あの娘はお前の子供ではない。結婚前に孕はらませたワシの子供だ。ここまで育ててくれた礼れいとして命だけは助けてやるが、２人はあきらめろ』と。

　会かい計けい士しを生なり業わいとする彼は腕わん力りよくに乏とぼしく、神方術マジカルタオも使えません。彼は必ひつ死しで祈いのりました。天空の神々よ。どうか私にこの無む法ほう者ものたちを蹴け散ちらす力を与えたまえ。

　するとどうでしょう。神々は、敬けい虔けんな彼の祈りをお聞き届けになり、サーベルタイガーをも素す手でで倒せるだけの怪かい力りきを授さずけたのです。怪物のように肥ひ大だいした腕を振るい、彼は数分で魔賊を皆殺しにしてしまいました。

　笑え顔がおで妻と娘を迎えようとしたとき、彼は思いがけぬ光景を目にしました。妻と娘が悲鳴をあげて山道を逃げていくではありませんか。

　魔賊を倒たおした彼は、自みずからが新たな魔賊になってしまった現実に気がつかなかったのです。妻子を探さがす彼は、永えい遠えんに森をさまよい続けているそうです。

　この寓ぐう話わの意味するものはなんでしょう？　それは次回の説教でお話ししたいと思います。それまで学友と話し合い、あなたがたなりの解答を考えていてください。

　では、宵よい課かはここまでです。今日という一日を過すごせる喜よろこびをともにわかちあいましょう。神々は偉い大だいなり」

　撫子なでしこ組ぐみのシスターたちが立ち上がると、胸むねの数珠十字クロスビーズを額ひたいに押し当て、唱しよう和わした。

「神々は偉大なり」

　やれやれ。やっと終わってくれた。

　マザー・カレレンは、上じよう半はん身しんを左右に振るという独特な歩行スタイルを崩くずさず、パイプオルガンが設しつらえられた舞ぶ台たいの脇わきへとやってきた。おれはすかさず、彼女の足あし許もとに片かた膝ひざをつく。

「偉大なる神々との対話者であらせられる有ゆう徳とくな修しゆう道どう院いん長ちようさま。なにとぞ忠ちゆう実じつな信しん徒とたるこの身にお慈じ悲ひを。その癒いやしの技わざでお助けくださいませ」

　歩ほを止めたマザー・カレレンは、冷静におれの首輪を観察してから言う。

「氷こおりでナイフを食い止め、同時に止し血けつまでしたのですか。これはシスター・墺芭デイーパの技ぎ芸げいですね。なかなか見事なものです。壊こわすには惜おしいくらいに」

　ピシッという嫌いやすぎる音がした。とうとう氷が割れたのだ。焦あせったおれは両手で首輪を押さえると、九きゆう官かん鳥ちようのように、

「惜しくありません惜しくありません惜しくありません」

　と連れん呼こしたが、修道院長は静かに皮ひ肉にくを返す。

「瀉しや血けつをご存じですか？　毒どく素そを血といっしょに体から出し、体調をととのえる治ち療りよう法ほうです。あなたのような守しゆ銭せん奴どは、欲よくを棄すてるためにも多少の出血が望ましいかもしれません」

「望ましくありません望ましくありません望ましくありません」

「神々にいちばん近い場所である修道院で命潰ついえれば、きっと天界までダイレクトで行けますよ。あの世には、あなたの大好きなお金は持っていけませんけれど。守銭奴の会計奴ど隷れいなど、さっさと神々の御お許もとに送り届けるのが正解でしょう」

　嫌いやみを言っている場合ではあるまいに。おれの首くび筋すじに刺ささるナイフは、刃は先さきの半分以上が氷から露ろ出しゆつしていて、いまにも抜け落ちてしまいそうだ。

「おれが死ぬと聖せいダルガ武ぶ闘とう修道院は財政破綻デイフオルトしますよ！」

　噓うそでもはったりブラフでもない。修道院の予算を実際に切り盛りしているのは会計奴隷のおれなんだから。

　ペニンシュラ王おう領りようでは実に様々な奴隷がいるんだ。肉体労働や性せい奉ほう仕しといった定番業務や、軍団の最前線で弾たまよけに従じゆう事じするやつが主おもだけど、おれみたいに頭ず脳のう労働一いつ本ぽん槍やりの奴隷だって珍めずらしくはない。

　とりわけ会計奴隷は重ちよう宝ほうされている。なにしろおれたち奴隷は私し有ゆう財ざい産さんの保持が許されていない。つまり不正な蓄ちく財ざいが最初から無理なんだ。その点が高く評ひよう価かされているってわけ。

　マザー・カレレンは渋しぶい顔をすると、

「なるほど。タック・テンダースが、我わが修道院の経営を健けん全ぜん化かした事実を認めないわけにはいきませんね。

　ですが、あなたのあくどい手法はある程てい度どマスターできました。シスターたちにも教育ずみです。神々の御お加か護ごさえ得られれば、倒とう産さんという悪あく夢むは防げるでしょう」

「マザー・カレレン！　どうか詩し編へん第８９３号を思い出してくださいよ。『他者の災さい難なんを見て見ぬ振りすりゃあ、神々も怒りまくるぜ』って書いてあったはずです」

「正確には『他者の厄やく災さいをあえて黙もく殺さつする者は、神々に黙殺の度ど合あいを高められたしと宣せん言げんしたに等しい』ですけれどね。

　まあ、よいでしょう。超ちよう訳やくですが神々の言こと葉ばを記き憶おくしていた功こう績せきを認め、あなたにしばらくの余よ命めいを与えましょう。１つだけ交こう換かん条じよう件けんを認めればですが」

「おれは奴ど隷れいじゃないですか。常つね日ひ頃ごろから修しゆう道どう院いん長ちようさまの御ご命めい令れいにノーと言ったことなど１度だってありません。なんでも言うことききますから、このナイフを早く！」

「その言葉、忘れてはなりませんよ」

　そう言うや、

「……精霊スピリツツプレートレットよ。この奴隷に哀あわれみを覚えずともよい。ただ、聖せい堂どうの床ゆかを汚よごす血ち潮しおの後あと始し末まつをせねばならぬシスターを哀れみたまえ。その傷きず口ぐちを手て練だれの針はり子この如ごとき軽やかさで縫ぬい取りたまえ……」

　マザー・カレレンが血管が浮き出た手でナイフを抜く。首くび筋すじに虫が走ったかのような刺し激げきが生じた。

　だが出血はない。逆に、顔面に赤みがさしていくのが自分でもわかる。指で触ふれてみると、傷口は跡あと形かたもなく消えていた。

「まっすぐ帰ってきて命拾いをしましたよ。頸けい動どう脈みやくの傷は見た目よりずっと深いものでした。同行したシスターたちに治ち癒ゆさせていたなら、あなたは出血多量で死んでいましたわ」

「修道院長さまの腕うで前まえには感かん服ぷくするばかりです。霊れい峰ほうマチネーの裾すそ野のに広がるトウモロコシ畑よりも広い感かん謝しやの念を捧ささげます」

「あなたがここに来て覚えたのは媚こびへつらう態度と銭ぜに勘かん定じようの裏うら技わざだけですね」

　鋭するどい指し摘てきがおれの胸をつらぬいたけれど、おれは強気な態度を崩くずさなかった。

「銭勘定のほうは前から知ってましたよ」

「その減らず口はいつかあなたに災わざわいをもたらすでしょう。ところで護ご衛えいとして同行させた３人組はどこです？　一いつ緒しよではないみたいですね。想波ウエイブを飛ばしてもよいのですが、あの娘むすめたちは上級波導修士兵ハイ・ワイヤーズとしての訓くん練れんが不足していますから、まず聞き取れないでしょうし」

　おれは事の顚てん末まつをかいつまんで話した。危うく下着ぱんつ問どん屋やに殺されそうになったので、ボディガード役のシスターたちに殴なぐり倒してもらいましたと。

　もちろん余よ計けいな事実はしゃべったりしない。特に（結果的にではあるが）男女兼けん用ようの毛け糸いとのぱんつを８０００枚着ちやく服ふくしたことは伏ふせておいた。

「そうですか。つまり３人組は治安巡察隊ロウ・ガーデイアンとの折せつ衝しようで、まだブンドランに残っているのですね。これは好こう都つ合ごうです」

　拍ひよう子し抜ぬけするおれだった。てっきりねちねち追つい及きゆうされると覚かく悟ごしていたのに。

「あなたが１人で戻ってきたのも神々のお導みちびきでしょう。祝しゆく福ふくされている信しん徒とには、私もそれなりの誠せい意いを示すべきでしょうね」

　マザー・カレレンは幾いく重えにも皺しわが走った薬くすり指ゆびでおれの首くび筋すじを撫なでた。静せい電でん気きじみたなにかが総そう身しんに走る。

「無む痕こん縫ほう合ごうをしておきましたよ。これで傷きず口ぐちはすっかり見えません」

「これは……訓くん練れんで傷を負おったシスターのみに施ほどこされる手法じゃないですか」

「奴ど隷れいの首に切られたあとが見えたなら、主人に虐ぎやく待たいの疑ぎ惑わくがかけられます。最近では何人ものシスターに同じ施せ術じゆつをしているのです」

「肉体に傷きず痕あとを残すことが耐たえられないってわけですか。見習いシスターといえども女を捨て去さることは難むずかしいんでしょうかね。神々と結ばれる聖せい職しよく者しやならば、見てくれなんかどうでもいいはずですけど」

　軽い皮ひ肉にくのつもりだったが、マザー・カレレンは深い悲しみの色を浮かべた。悪あしき現実の直ちよく視しは、修しゆう道どう院いん長ちようのような高こう位いな聖職者でも難むずかしいみたいだ。

「やはり神方術マジカルタオは……とりわけ治ち癒ゆ系けいのものは完全に封ふう印いんすべきですね。それは天地の理ことわりを無む視しする行い。あなたを助けたのも神々の御ご意い志しに反する行いでした」

「神方術マジカルタオそのものに罪つみはありませんよ。使う人間と使われる人間の問題じゃないですかねえ。指を切るのが怖こわいからって、包ほう丁ちようを全ぜん廃ぱいしても意味ないですし。

　修道院長さまが治癒の技わざを使うのは、理由があるときだけです。それは被ひ雇こ用よう者しやであるおれがよく知ってます。神々もそれを認めているが故ゆえに、マザー・カレレンから治癒の神方術マジカルタオを奪うばわれないのではありませんか？

　濫らん用ようされていないのはお顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。その気になれば目め尻じりの皺しわなどきれいさっぱり消せるはずですが、そうなさっておられない御ご様よう子すですし」

　口は災わざわいの元もとである。おれは舌したがすべったと後こう悔かいしたが、放たれた言こと葉ばの矢を引き戻すことはできない。

　マザー・カレレンはおれを睨にらみつけた。

「……その言葉で迷いは消えました。会計奴隷として特別に目をかけ、多少のいたずらも大目に見てきたつもりですが、雇用主のもっとも気にしていることを堂々と口にするとは。

　来なさい。あなたには生まれてきたことを後こう悔かいするような任務を授さずけます。それが交換条件です。スプーン一いつ杯ぱいの迷いもなく、その命令を下せる私は本当に幸さいわいです」

「そんなあ。目尻の皺のことを教えてくれたのは破戒修道尼僧ビツチシスターズなんですよ！」

「安心するがいい。おしおきを受けるのはあなた１人ではありません。あの３人組にも厳げん罰ばつを与えますから。そう、死者を羨うらやむほどの苦く難なんを。神々の守しゆ護ごを己おのれの実力だと勘かん違ちがいしている者には、さぞいい薬くすりになることでしょう……」
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　新教・旧きゆう教きようを問とわず、メルシュ教には沈黙の行サイレンスがある。

　ようするに一いつ切さいの発言を禁じられるわけ。災わざわいのもとである舌したを封ふうじ、自じ戒かいを己おのれに促うながすって荒あら行ぎようさ。

　さすがに完かん璧ぺきな黙もく秘ひでは日常生活を送れなくなるし、賛さん美び歌かも歌えない。そこで、ある話題に限って発言を控ひかえるという初心者向けの沈黙の行サイレンスを自みずからに課かすシスターが多い。

　具ぐ体たい的てきには食事や洋服や異い性せいに関する話題を封ふう印いんし、舌に乗せないように努力するわけだ。一種の禁きん欲よくの誓ちかいである。

　おれは熱心な信しん徒とじゃないし、修しゆう道どう女じよみたいな荒行を義務づけられてもいないから知らなかった。言いたいことを我が慢まんするのがこんなに苦しいなんて。

　おれをこの情じよう況きように突つき落としたのはやっぱりマザー・カレレンだ。修しゆう道どう院いん長ちようの自室で受けた命令を思い出すたびに、馬車の手た綱づなを持つおれの肩は重じゆう圧あつで押し潰つぶされそうになる。

　昨夜は徹てつ夜やだったけれど、マザー・カレレンが覚かく醒せい系けいの神方術マジカルタオを施ほどこしてくれたもので眠ねむ気けはない。ただ、気分は泥どろのように重かった。

　どっちかといえば楽らく天てん家かなおれだが、先に待まつ地じ獄ごくを思えば暗くもなる。赤あか蒼あお黄きのシスターたちに、いつ真実を打ち明ければいいんだろう？

　初冬の太陽に広くもない背中を焼かれつつ、おれは先を急いだ。

　通い慣れた道路を進むうちに、目指すブンドランの街まちが見えてきた。まずは破戒尼僧ビツチナンたちと合流しなきゃ話にならない。

　市し街がいは宴うたげの後だった。カラフルな紙かみ吹雪ふぶきやテープの残ざん骸がいがいたるところに絡からみつき、噴ふん水すいやベンチの前では酔よっ払ぱらいが何人も眠りこけていた。動いているのは空き瓶びんを拾い集めている清せい掃そう業ぎよう者しやのお爺じいさんくらいだ。

　酔すい漢かんたちにつまずかないように注意しながら、おれはまっすぐノリトン・ホテルへと向かった。ブンドランではいちばんの３つ星ホテルだ。あの３人組は超ちよう見み栄えっ張ぱりだから、どうせ最高級の宿やどで最高級の部へ屋やを陣じん取どっているに違ちがいない。

　ホテルの前には眠たげな目をしているドアマンが門番をしていた。おれの陶片名札オストラテツセラを見ると奴やつはこっちの肩をつかんだ。

「待まて。奴ど隷れいはここには入れん」

　指先には力はなく、声には凄すごみがない。本気で言ってないのは丸わかりだし、その後の対応もあっさり読めた。こういう輩やからには対たい処しよ法ほうがある。

「ここに荒あらっぽいシスターが泊とまっているはずなんだけど。お説せつ教きようを受けに来いって言われたんだ。そうそう。あんたにもお布ふ施せを渡すようにってさ」

　右手に50ローザのコインを３つ握にぎらせてやると、ドアマンはあっさりと通してくれた。卑ひ怯きようきわまりない手段だってわかっているけど、おれにはこれくらいしか武器がないんだ。まあ、手間と時間を小こ銭ぜにで買ったようなもんだね。

　木もく目め調ちようの調度品で統一された受付に向かう。きちんとした身なりのフロントが一いち礼れいするや、丁てい寧ねいに言った。

「ノリトン・ホテルへようこそ。御ご予よ約やくはございますでしょうか？」

　こっちが奴ど隷れいであることはすぐにわかったはずだが、ドアマンが通した以上、接客に値あたいする相手だと判断したのだろう。

　いちおう陶片名札オストラテツセラを見せながら、おれは言った。

「この身み分ぶんじゃ予約は無理でしょう。やっぱり肩かた書がきって大事ですよね。そうだな。たとえば聖せい職しよく者しや、具体的にはシスターとかなら優ゆう先せん予約はもちろんのこと、飛び込みだって部へ屋やを用意してもらえるんじゃないかなあ」

　露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしたフロントは、何度も首を縦たてに振ると、

「神々の御ご威い光こうを自分の実力と勘かん違ちがいする者は男女を問わず厄やつ介かいです。当ホテルは客引き商売ですから、あからさまに拒きよ絶ぜつはいたしませんがね。どうやらあなたは３人のシスターを回収に来てくださった御ご様よう子す。助かります」

「ご面めん倒どうをおかけしたみたいですね」

「正直に申もうし上げまして、ノリトン・ホテル始まって以来お叱しかりをいちばんたくさん頂ちよう戴だいしたお客様かと」

「具ぐ体たい的てきには？」

　淀よどみない声でフロントはメモを読み上げた。

『最高級のいちばん良い部屋をすぐに用意しろ。ウェルカムフルーツにバナナとドリアンが入っていないのはけしからん。壁かべ紙がみの色が気に入らないから変えろ。枕まくらが硬かたすぎるしシーツは冷たすぎる。ルームサービスのメニューに東とう洋よう系けいのものがないのはどういう了りよう簡けんなのか。呼び鈴りんの紐ひもに手が届かない。シャワーのお湯が熱湯にならないから杖つえの煮しや沸ふつ消しよう毒どくができない。花火がよく見えるのはいいが、火か薬やくの匂においが強いので風向きをなんとかしてほしい。西の空に沈むお月さまに感かん謝しやを捧ささげたいので、壁かべに大おお穴あなを開けたいけれどかまわないか？』

　襲おそいかかる頭ず痛つうに耐たえながら、おれは言った。

「それらのリクエストは全体のごく一部なのでしょうね。宿しゆく泊はく費ひに迷めい惑わく料りようを上うわ乗のせして払はらいますから、どうか口こう外がいなさいませぬように願います。シスターの恥はじは聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんの恥ですから」

「お代は正せい規き料金で結構です。そのかわり午前中に引き払ってください。そして２度と来ないでください」

「異い存ぞんありません。ただ１つお願いが。ボーイの制服を貸してもらえませんか？」




　給仕ボーイに扮ふんしたおれは３階のエクセレント・スウィートへ出向いた。

　あのシスターたちは妙みように用心深い。おれだとわかると籠ろう城じようを決め込む可か能のう性せいがある。まずは豪ごう奢しやなドアを開けさせなきゃ話にならない。

　ノックを繰くり返すと、中から間の抜けた反応があった。

「ふぁぁあい。こんな早朝からいらっしゃる非ひ常じよう識しきなあなたはどなたぁ～」

　ろれつの回らない声で返事があった。シスター・ハイナだろう。覗のぞき窓まどからこっちを見ているのは確実だ。

「ルームサービスです。カモミール入りミルクティーをお持ちいたしました」

「あらぁ。気がきくじゃないのぉ～」

　トレイに載のせた好こう物ぶつを認めたのか、ガチャガチャと乱らん暴ぼうに鍵かぎを外はずす音が聞こえた。

　ドアが開く。艶あで姿すがたを現したのはシスター・ハイナその人だった。風ふ呂ろ上がりらしく、適当にバスローブをまとっている。上じよう気きした頰ほおは桃もも色いろに染まり、目線は泳いでいた。いかにも二日酔よいを醒さますためにシャワーを浴びましたといった風ふ情ぜいだ。

　ただ、お酒の香かおりはしなかった。破戒尼僧ビツチナンだけど、いちおうは聖せい職しよく者しやで未み成せい年ねんだ。法の掟おきてを守らなければシスターの資格を剝はく奪だつされてしまうし、またシスター・ハイナは甘あま酒ざけで酔っ払ぱらえるほどアルコールに耐たい性せいがない。エア酔すい漢かんという奴やつだね。

　おれが差し出した紅茶を受け取った彼女は、満足げな表情で唇くちびるにそれを運ぶ。

「あらぁ。悪くない香かおりじゃないのぉ。舌ぜつ端たん計けい測そくで温度は82度。まさにわたくし好このみの味ですわぁ。いつもこれと同じモノが用意できるなら、わたくしの専せん属ぞく奴ど隷れいにしてあげてもよろしくてよ」

「いや、その、もう奴隷ですし……」

「味もいいわね。力強くて、同時に繊せん細さいで優やさしい感じ。こんな器用なことができるのは世界で一人だけ……」

　不意に動きを止めたシスター・ハイナの指先から紅茶カップが落下した。ギヤマン製のそれは１個２００ローザはする。また弁べん済さい額がくに上うわ乗のせかよ。

　ため息いきをついたおれにシスター・ハイナは抱きついてきた。

「ボゥイじゃないのぉ！　あなた帰って来たのねぇ～！」

　バスローブの前がはだけ、Ｄカップの生なま乳ちちが飛び出た。さすがに至し近きん距きよ離りから目もく撃げきすればドギマギする。

　彼女はおれを抱きすくめて叫さけんだ。

「生き別れた実の弟とこんなところで再さい会かいできるなんて！　やはり神々はハイナ・アクオリアをお見捨てにならなかったわ！　もう離はなさない。太陽が燃え尽つき、月が輝かがやきを失うその日まで、ハイナとボゥイの姉弟が別れることはありません！」
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　シスター・ハイナは泣きながら声を張りあげたが、よく聞き取れなかった。おれの顔はほどよいサイズのおっぱいに耳まで埋まい没ぼつし、呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おちいっていたんだ。

　息いきができない。ひょっとしてこのままおれは窒ちつ息そくして死んでしまうのか。男の死に方の中で最高なのか最低なのか微び妙みようだが、とりあえずまだ天国には行きたくない。

　力任せに２つの乳ち房ぶさを引き剝はがしてから、おれは叫さけんだ。

「シスター・ハイナ！　おれですよ。タック・テンダースです！」

　幸さいわいにもすぐ正しよう気きを取り戻もどした彼女は、盛大におれの頰ほおを平ひら手て打うちした。まだ本ほん調ちよう子しでないのか、音こそ派は手でだけど痛くはない。

「なんであなたがボゥイの真ま似ねをしているのですか！」

「おれが真似してるのは給仕ボーイですよ。自分で勘かん違ちがいして相手を引っぱたいてりゃ世話ないですねえ」

　ボゥイとはシスター・ハイナの実弟だ。真しん偽ぎは不明だが、数年前に神かみ隠かくしに遭あい、行方ゆくえ知れずになったという。

　もっともそれはシスター・ハイナの主しゆ張ちようであり、実際はだいぶ違ちがう。

　首しゆ都とオリエタスでも指ゆび折おりの大だい富ふ豪ごうだったアクオリア家は、戦時国こく債さい購こう入にゆうで大おお赤あか字じを出し、それが原げん因いんで身しん代だいを傾かたむけたらしい。シスター・ハイナが修しゆう道どう院いん入りしたのも、口減へらしの意味合いが強いのだ。

　家を継つぐ弟を借金取りの魔ま手しゆから逃がすためには、養よう子しに出すのもひとつの手だ。ただ体てい裁さいがあまりに悪いので、表おもて向むきはボゥイの捜そう索さくに家か財ざいを投入し、没ぼつ落らくしたことになってる。

　やっぱりお金って怖いよねえ。

　シスター・ハイナは、はだけたバスローブを直すとばつの悪そうな顔をした。そのまま頭を抱かかえてベッドに倒れ込む。渦うず巻まく感情のやり場に苦く心しんしているみたいだ。

「……タック。この世でいちばん残ざん酷こくな行こう為いを知っていますか。いちど喜ばせてから絶望を与えることですよ。あなたはなにをしに来たのです？」

　突つっ伏ぷしたままの問といかけに、おれは答えた。

「シスター・マリカとシスター・墺芭デイーパがそろってから話します。２人はどこです？」

「赤いのは博ばく奕ちに、蒼あおいのは食事に行きましたわ」

「回収してきますから、この部へ屋やから出ないで下さい」

「頼たのまれたって出ませんわ。傷しよう心しんのわたくしはここで伏ふし、自みずからを慰なぐさめております。瞳ひとみを閉じ、再ふたたび夢ゆめの世界に旅立つことといたしましょう」

「素直にもういちど寝ねるって言えばいいでしょうに！」




　　　　　　５




　ノリトン・ホテルの最上階はご多た分ぶんにもれずカジノになっており、ギャンブルが24時間遊べるようになっていた。

　文字通りの不ふ夜や城じようだ。

　ちなみにおれはギャンブルは一いつ切さいやらない。人生がギャンブルそのものだし、遊びで運を無む駄だ遣づかいするなんてお馬ば鹿かさんのすること。親父からそう習ったんだ。

　会計奴ど隷れいだとバレたら入場を断られるかもしれないなあ。その事態を覚かく悟ごしながら入口へ向かったおれだが、すぐにおかしな光景を目もく撃げきすることになった。

　黒くろ服ふくに黒くろ眼鏡めがねの葬そう式しきスタイルで固めている男たちが５人、床ゆかにぶっ倒れていた。

　賭と場ばに雇やとわれた用よう心じん棒ぼうである。儲もうけすぎたお客さんを紳しん士し的てきに説得もしくは脅きよう迫はくし、穏おん便びんにお引き取りを願うのが仕事だ。剣闘士グラデイエイターに転てん職しよくできそうな男たちを返り討うちにできる者など、そうはいない。

　やれやれ。つまりはここか。

　またしても後あと始し末まつをやるのはおれなんだろうな。いくらお祭りの夜だったとはいえ、ここは品格あるホテルだ。こりゃ大おお目めに見てもらえそうにないや。フロントが渋しぶい顔をしたわけだよ。

　盛大にため息いきをついた直後だった。忘れようとしても忘れられないキンキン声が鼓こ膜まくを揺ゆさぶった。

「いっくわよー！　次も７だすからね！」

　目線を向けると、シスター・マリカの背中があった。独どく特とくすぎる形状のテーブルに貼はりつき、腕うでまくりした右手をグルグル回している。

　投げられたのは２個のサイコロだ。ピンク色の六面体が緑色の羅ら紗しやを転がり、２と５の目を出して止まった。歓かん声せいと罵ば声せいが同時にあがる。

「ひゃっほー！　またボクの勝ちだね！」

　シスター・マリカことマリカ・マースが興きようじているのはクラップスだった。

　サイコロ２個の出目の合計を賭かけの対象とするシンプルなゲームである。公正性をアピールするため、カジノのディーラーではなく、お客にサイコロを振らせてくれるのが特とく徴ちようだ。

　どうやらシスター・マリカはその特権を悪あく用ようしているらしい。おれは周りの野や次じ馬うまに戦せん況きようを聞いてみた。

「信じられねえよ。あのシスター、もう19回も連続して７ばかり出していやがるんだ。ずっと第１投カムアウトロールばっかりで面おも白しろくねえや」

　なるほどね。ラインベッツという賭け方だな。第１投カムアウトロールで出た目の合計が７か11になれば、賭かけ金きんの２倍がもらえるやつか。

　こうしたカジノは大負けを嫌きらうから、賭金無制限の青あお天てん井じようルールは採さい用ようされていないはずだけれど、それでもけっこうな損そん害がいを与えているはずだ。

「用よう心じん棒ぼうが排はい除じよしようとしたけどさ。あっさり叩たたきのめされちまったよ。あの赤あか毛げのシスターはどこかよそのカジノの回し者に違ちがいねえ」

　それなら行動原理が読めるから、まだ対たい処しよ法ほうはある。けれどもシスター・マリカは純じゆん粋すいに勝負を楽しんでいるだけなのだから、よけい始し末まつが悪い。

「みんな！　また７を出すからね。儲もうけたければボクに賭けなよ！」

　前夜が撃げき退たい祭さいで酔よい潰つぶれた者も多く、満まん員いん御おん礼れいとはいかなかったが、それでも一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらう客は30人以上いた。その多くは豪ごう運うんのシスターに便びん乗じようしている。

　やれやれ。ここは憎にくまれ役になるしかないか。

「シスター・マリカ。そろそろ懺ざん悔げのお時間ですよ。メルシュ教の戒かい律りつでは、賭け事は必かならずしも禁止されてはいませんが、推すい奨しようされてもいなかったですよね」

　薄うす紅べに色いろの略りやく式しき修しゆう道どう服ふくが凝ぎよう固こしたかと思うと、彼女は回転椅い子すごと体をこちらへ向けてきた。

「タック。首の傷きずは治ったんだね。きみが助かるよう神々にお祈いのりしたんだけれど、その甲か斐いがあったみたいで嬉うれしいよ。

　つまり命が助かったのはボクのおかげなんだから、多少は恩おんがあるだろ。だったら邪じや魔ましないで。せっかく連チャンしてるんだ。投げ役シユーターを譲ゆずる気なんかないよ」

「助かったのは神々の御お加か護ごとマザー・カレレンの治ち癒ゆ術じゆつのおかげですよ。その修しゆう道どう院いん長ちようさまからのお言こと付づけを持って来たのです。もう充分に堪たん能のうしたみたいですから、お部へ屋やに行きましょうか」

　シスター・マリカの勝ちに賭かけているギャラリーからブーイングが飛んだ。

「ちょっと待まて！　こんな大おお博ばく奕ち、滅めつ多たに観られないだろ！」

「そうだそうだ！　奴ど隷れいのくせに勝負に水さすんじゃねえ！」

　お金がかかると善ぜん人にんですら悪あく魔まになる。下へ手たをすれば殴なぐられそうな勢いだ。おれはつまみ出される前にシスター・マリカに言った。

「じゃあ、これっきりにしてください。もう１度サイコロを振って、勝負が決まったらすぐに帰る。それでいいですね」

「うん。名残なごり惜おしいけれど、仕し方かたないね。じゃあ……」

　右手に握にぎりしめたサイコロを放ろうとする直前、おれは待ったをかけた。

「その前に１つリクエストが。止まり木バースツールから降りてくださいませんかね。立ったままサイコロを投げてもらいたいんですよ」

　子供みたいな背せ丈たけのシスター・マリカは、バーのカウンターによくある止まり木バースツールに座すわり、足をブラブラさせたまま賭けに挑いどもうとしていたんだ。

　クラップスのテーブルは足が高いうえに、周しゆう囲いを枠わくで覆かこわれている。サイコロが飛び出さない工く夫ふうとされているけれど、本当はすり替えを難むずかしくする用よう心じんだ。

「そ、それだと出で目めがはっきり見えないんだよ。ボクが小さいことを知ってて無む茶ちやなことを言うんだから。奴隷のくせに生なま意い気きだね」

「出目だったらおれが確かく認にんしますし、ここにいるギャラリーも教えてくれるじゃないですか。それとも立ったままだと困こまる理由でもあるのですか？」

　シスター・マリカは怒りと困こん惑わくで頰ほおを真まっ赤かにした。こっちがイカサマを見抜いたことに気がついたのだ。

　手て口ぐちは実に単たん純じゆんだった。シスター・マリカは万ばん有ゆう引いん力りよくを司つかさどる精霊スピリツツグラビィウスを飼かい慣ならしており、つま先で重力をコントロールできる。

　サイコロの目の操そう作さなど朝あさ飯めし前まえだ。

　しかし、間合いが開けば微び妙みような調整は難むずかしくなる。止まり木バースツールに腰こし掛かけ、テーブルの裏うら側がわに足を突つき出していたんだろうが、立ち上がれば小こ細ざい工くは無理だ。無理に片足を振り上げればものすごく不自然になるしね。

　また、これだけ勝ちまくっていればイカサマを疑う者が出て来る。そしてこの情じよう況きようで駄だ々だをこねまくると、ギャラリーに怪あやしまれてしまう。もはや断ることはできない。

　それでもシスター・マリカは往おう生じよう際ぎわが悪かった。

「ボ、ボクやっぱり降りようかなあ。神々の御守護もそろそろ尽つき果はてそうな予感がするし、やっぱり聖せい職しよく者しやの身みで賭かけ事はよくないし」

　彼女はチップに手を伸ばそうとしたが、ディーラーが突つき刺さすような口く調ちようで咎とがめる。

「いちどテーブルに出したチップを引き上げることはご遠えん慮りよ下さい」

　テーブルを凝ぎよう視ししておれは呆あきれた。シスター・マリカは有り金ぜんぶ賭けている。負ける気がしなくても、こんな風にチップを積み上げるのは素人しろうとの戦術だ。

　天てん罰ばつじゃない。自じ業ごう自じ得とくだろう。おれは笑いを嚙かみ殺しながらささやいた。

「負けるとは限りませんよ。７か11が出る確かく率りつは意外に高いんですから。シスター・マリカが神々に愛されているかぎり、20回や30回くらい連続で７が出ますって」

　泣きそうな瞳ひとみでおれを睨にらんだあと、赤あか毛げのシスターは震ふるえる手でダイスを投げた。

　出た目は……１と１のゾロ目だ。

　第１投カムアウトロールでの合計が２か３か12の場合はディーラーの勝利となる。もちろんシスター・マリカの幸運を信じ、勝ち馬に乗ろうとしていたギャラリーたちも大おお損ぞんだ。怨えん嗟さの声が賭と場ばに満ちていく。

「ぜ……ぜんぶあんたのせいよ！　あんたがきたからおかねぜんぶなくなっちゃったじゃないのよ……」

　負け犬いぬの常じよう套とう句くを口にしたシスター・マリカは、その頰ほおを赤毛に負けないほど濃こい緋ひ色いろに染めた。頭と耳からさかんに湯ゆ気げが出ている。広いおでこに水の入ったヤカンをかければ、あっさり沸ふつ騰とうするのではないだろうか。

「……ぷしゅ～!!」

　渦うず巻まく怒いかりの感情に耐たえきれなかったシスター・マリカは、闘とう気きに似にたなにかを発散させながらオーバーヒートした。

　仰あお向むけにぶっ倒れた彼女を支えたおれは、

「どうもお騒さわがせしました。すぐに回収しますので、あとはごゆっくり」

　とだけ告つげ、大急ぎで賭場をあとにした。

　丸まる腰ごしだし、格かく闘とう技ぎの経験もないけれど、おれは逃げ足にだけは自信がある。こっちが大負けした直後だ。カジノもイカサマの追つい及きゆうはしないだろう。

　どうせ叩たたけばお互たがいホコリが出る身なのだから。
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　暴走する感情を制せい御ぎよできずに気絶したシスター・マリカをかついだおれは、どうにかエクセレント・スウィートまで戻ってきた。

　部へ屋やを出るとき失しつ敬けいしていたマスターキーでドアを開ける。シスター・ハイナの気き品ひんある寝ね息いきが聞こえた。ややこしい気分になる前にシスター・マリカをベッドに放り投げると、すぐに部へ屋やを出た。

　目指したのは２階だ。案内板によればそのフロアは飲食店のテナントで占しめられている。食いしん坊ぼうのシスター・墺芭デイーパはそこにいるのだろう。

　３人の中でいちばん謎なぞの多い少女だ。蒼あお色いろの略りやく式しき修しゆう道どう服ふくに身みを包む彼女の素す性じようは、現げん在ざいのところさっぱりわからない。

　古こ語ごとなった四よ字じ熟じゆく語ごをやたらに口にする点や黄色っぽい肌はだの色から、御ご先せん祖ぞ様さまが東とう洋よう系けいであることは確実だけど、それ以外の情じよう報ほうは皆かい無むに近い。

　噂うわさでは『失われた伝説の島アトランテイカ・アイランド』が消しよう滅めつする直前、危き機き一いつ髪ぱつで脱出した高こう貴きなる眷けん属ぞくの末まつ裔えいだとされているが、本人が黙もくして語らないため、真実は藪やぶの中である。

　世が世ならお姫ひめさまかもしれないけど、現在はなんの後ろ盾だてもない一いつ介かいのシスターだ。財産といえば古ぼけた賢翁の牧杖パストラルスタツフだけ。異い邦ほう人じんめいた風ふう貌ぼうというハンディキャップもけっして小さくはない。

　風当たりは強かったものの、シスター・墺芭デイーパは熱心な修しゆ行ぎようを通じ、自じ助じよ努力で悪あく評ひようをはねのけていった。

　水すい系けいの神方術マジカルタオを極きわめた彼女は中ちゆう性せい的てきな容よう姿しも手伝い、人じん望ぼうを獲かく得とくしている。古ふる株かぶとなったいまではシスター・墺芭デイーパをお姉ねえ様さまと慕したう新入りも多い。

　でもおれにとってはどうにも苦手なシスターだ。

　まずつかみ所がない。シスター・マリカやシスター・ハイナに比くらべれば常じよう識しき人じんだが、なにを人生の目的にしているかわからない相手とは話が合わない。要するにつけいる隙すきを見せない可愛かわいげなき女の子ってことさ。

　外見もあんまりおれの好このみじゃない。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいなのは結けつ構こうだけど、胸むねとお尻しりがアンバランスなまでに大きいんだ。

　そのおっぱいは推すい定ていＧカップ。シスター・ハイナが豊ほう乳にゆうならシスター・墺芭デイーパは爆ばく乳にゆうクラスだ。おまけに超ちよう安あん産ざん型がたのお尻とくれば、どうにも触しよく手しゆをそそられない。

　そして彼女にはもう１つ致ち命めい的てきな欠点があるのだ。おれはこれからそいつを直ちよく視ししなければならない。

　階段を降り、フロアに出ると、派は手でな看かん板ばんと幟のぼりが乱らん立りつするカオスな空間が広がっていた。





『牛うし豚ぶた鳥とり鯨くじら　肉ならなんでも焼きます　ステーキレストランＪｏｊｏ苑えん』

『失われし極きよく東とうの幻まぼろしの味！　スシならやっぱり専門店　秘ひ宝ほう寿ず司し』

『早い！　安い！　美う味まい？　牛肉ライスボール専門店　予よ知ち之の屋や』

『御お嬢じよう様さまを執しつ事じが御ご案あん内ない　軽食エビス屋　フィッシュ＆チップスおかわりご自由に』






　他にも10軒けん以上の専門店が軒のきを連ねているが、そのほとんどに《本日は終しゆう了りようしました》の札ふだがかかっている。

　こりゃ変だね。まだ昼前で仕込みの時間のはずだけど。準備中ならともかく、終しゆう了りようしたとはおかしい。

　その疑問はいちばん端はしの店てん舗ぽの前で氷ひよう塊かいした。





『大たい食しよく漢かん大歓迎！　味と量のハーモニー　麵めんならコジロー


超ちよう弩ど級きゆうラーメン挑ちよう戦せん者しや求む！　完かん食しよく者しやは賞しよう金きん１万ローザ進しん呈ていします！』








　無む知ちとは罪つみである。この店てん主しゆにわずかでも分別があったならば、こんな無む謀ぼうなチャレンジは取りやめていただろう。

　どんなに巨きよ大だいな器うつわを使い、どれだけの具材を放り込んだ特大料理であっても、それを食らい尽つくしてしまう常じよう識しき外がいの人間は存そん在ざいするのだ。

　そして迂う闊かつだったのは東とう洋よう麵めんコジローだけではなかった。

　よく見ると居い並ならぶ各店舗の軒先には、時間内に大おお皿ざら料理を完食すれば賞金進呈とのポスターが貼はられているじゃないか。早じまいした飲食店は、いずれも薄うす蒼あおの略りやく式しき修しゆう道どう服ふくを着た食しよく欲よく魔ま神じんの軍ぐん門もんに屈くつしたのだろう。

　おれは鈴すずなりになっている野や次じ馬うまを押しのけて狭せまい店内に入った。

「はいよ！　超弩級ラーメンお待まちどおさま！　制限時間は20分だよ！」

　鉢はち巻まきをした店主の声が響ひびく。そこにシスター・墺芭デイーパが無表情で座すわっていた。

　彼女の眼がん前ぜんには洗面器と見み間ま違ちがえるほど巨きよ大だいな丼どんぶりが置かれていた。

　３つ星ホテルに店舗をかまえている以上、味に問題はないはずだが、お１人様に出す容量を完全に超こえている。匂においだけで胸むね焼やけしそうな物体だ。東洋麵の一種なのだろうが、猪いのししの肉にく塊かいとキャベツとモヤシがてんこ盛りになっていて肝かん心じんの麵が見えない。スープが沸ふつ騰とうしており、ボコボコと泡あわを噴きあげているのが恐怖心を誘さそった。

　さすがのシスター・墺芭デイーパでも、こいつには苦戦するだろう。そう危き惧ぐしたが、彼女はやはり定形外だった。大食漢のシスター・墺芭デイーパは臆おくすることなくこう言った。

「大おお盤ばん振ぶる舞まいに感かん謝しや感激。それでは頂ちよう戴だいする」

　おもむろに割り箸チヨツプステイツクを取った彼女は、その先せん端たん部ぶをうずたかく積つまれた野や菜さいに差し込むと、人間離れした速さで動かし始めた。

　大食いとは脳のうが満まん腹ぷく信号を出す前に胃い袋ぶくろに食べ物を詰つめ込んでいく技術にすぎない。だからなによりもスピードが大切である。シスター・墺芭デイーパはその基本を忠ちゆう実じつに守り、ひたすらモヤシの束たばを口に運んでいた。

　その勢いは常人の３倍を軽く超こえていた。指先と口くち許もとだけ時間の経過速度が明らかに違ちがう。１分と経たたないうちに麵が見えてきたのにはびっくりした。

　ヌードルを箸はし先さきに絡からめると同時にぞぞぞぞぞという豪ごう快かいな立体音おん響きようが鳴り渡った。肺はい活かつ量りようをフル活用し、長すぎる麵めんを一いつ気きにすすっている。いったい息いき継つぎはどうやっているんだろう？

　声せい援えんを送るギャラリーも呆あきれた口く調ちようで言う。

「まったくすげえシスターだぜ。さっきステーキと寿す司しをあれだけ食ったのに」

　きっと胃い袋ぶくろが異い次じ元げんかブラックホールにでも直通してるんだろうさ。

「箸さばきが華か麗れいでいいな。早食いだけど上じよう品ひんなのは気に入ったぞ。もうちょっとで完食じゃないか。私はシスターの勝ちに賭かけているんだ。がんばれよ！」

　ああ、大おお船ぶねに乗った気でいていい。シスター・墺芭デイーパの食しよく欲よくは底なしなのだから。

　おれは心の中で野や次じ馬うまに突つっ込みを入れていたが、シスター・墺芭デイーパの次の行動は意外なものだった。彼女は丼どんぶりをカウンターに戻したのだ。見るからに塩しお味あじがきつそうな色合いのスープはまだ半分以上残っている。

　店てん主しゆが人差し指を左右に振りながら不ふ敵てきに言った。

「これじゃ駄だ目め。スープも飲み干ほしてもらわないと完食とは認められないよ」

　シスター・墺芭デイーパはぽつりと返す。

「替え玉」

「なんだって？」

「これだけではやや物もの足たりない。替え玉を熱ねつ烈れつ所しよ望もうするものなり」

　あっけにとられた店主へと、蒼そう色しよくのシスターは言い放った。

「急いで麵を煮にてもらいたい。時はまさしく一いつ刻こく千せん金きんなのだから」




　結局、追つい加かとして放り込まれた替え玉を平らげるのに要ようした時間は５分強だった。

　店長が半泣きになりながら賞金入りの封ふう筒とうを差し出すと、シスター・墺芭デイーパは一いち礼れいしてそれを受け取り、巨きよ乳にゆうの谷間に押し込んだ。振り返った彼女は、初めておれの存そん在ざいに気づいた。

「おお、会計奴ど隷れいくんが迎えに来てくれたとは恐きよう悦えつ至し極ごく。無む芸げい大たい食しよくの自分もさすがに満まん腹ぷくで白しら河かわ夜よ船ふねの境きよう地ちに陥おちいる寸すん前ぜん」

「あなたは無芸大食じゃなくて有う芸げい大食ですよ」

「安心したら目ま蓋ぶたが重くなってきた。もはや人じん事じ不ふ省せいで酔すい眼がん朦もう朧ろう……」

　倒れかかってきたシスター・墺芭デイーパを抱き留めたおれは、彼女を担かつぎなおすと、さっさと店をあとにした。１週間分の売上げが飛んでしまった店主を見るのは忍しのびないし、ここにも長なが居いは無む用ようだ。

　背中に押しつけられた爆ばく乳にゆうの感かん触しよくはけっして悪いものではなかったが、足あし腰こしにずっしりとのしかかる体重で収しゆう支しは完全にマイナスだった。重い。とにかく重たい。中にはいったい何人分の食事が詰つまっているんだろう？

　おれは青あお息いき吐と息いきで三み度たびエクセレント・スウィートへ戻ってきた。

　シスター・マリカとシスター・ハイナは大きなベッドで並んで寝ね息いきを立てていた。その端はしにシスター・墺芭デイーパを転がすと、たちまち川の字のできあがりだ。

　椅い子すに尻しりを落ち着けたおれは眠り込んでいるシスターたちを見み据すえて、大きなためいきをついた。

　やれやれ。こうして黙だまって横になっていれば、それなりに可愛かわいげもあるんだけど、口を開けば魔ま物ものになる。本当に女って怖いよなあ。

　いやはや。こんなシスターを３人もまとめて押しつけられる男はたまったモンじゃないよ。その橋渡しをしなければいけない奴やつもたまったモンじゃないけどさ。

　厄やつ介かい事ごとを思い返すと、鯨げい波はのように頭ず痛つうが押し寄せてきた。マザー・カレレンは、このおれにその橋渡しを命じたんだった。

　いったいどうやってシスターたちに本当のことを伝えればいいんだろう？

　さっさとぶちまけて早く楽になりたいとも思うけど、死し刑けい宣せん告こくはなるべく後回しにしたいって気持ちのほうが強い。やっぱり限界まで伏ふせておくべきだろうな。

　おれはなにもかも先送りすることに決めた。徹てつ夜や続きで身も心も疲つかれ果はてていた。

　いまは睡すい眠みんが必要だ。

　ソファーに身を投げ、夢ゆめうつつの中で捜さがさなければならない男の名を思い返す。

　テスエリット牧宰フユーダルドこと元もと賢聖騎士マギステル・エクテスイートン・アンシャル。

　マザー・カレレンはその名を口にした。昨夜、豪ごう商しようゴメス・ゴラシルが話した男と同一人物に違ちがいない。

　どんな奴かな？　マザー・カレレンは、ペニンシュラ王おう領りように迫せまる危機に対応できる唯ゆい一いつの人物だと言ったが、本当だろうか？

　３人のシスターの身と心を委ゆだねるに足たりる勇ゆう者しやだろうか……。













　　　第３章　ロスト・ヒーロー







　　　　　　１




　テスエリットはペニンシュラ王おう領りようの南部山さん岳がく地帯に位置する自じ治ち区くだ。

　はっきり言えば僻へき地ちなんだけど、道路網もうが思ったより整備されており、旅の宿しゆく場ばにも不自由はしない。馬車さえあればブンドランからは８日で行ける。

　だが、おれたち一いつ行こうが到着するまでにはなぜか18日もかかってしまった。

　この場を借りて断言させてもらうが、遅おくれた原げん因いんはすべてシスター３人組にある。

　それはまさしく壮そう大だいな時間の浪ろう費ひだった。無む駄だ足あしと無駄金の見本だった。どうしようもない無む益えきな道草だった。謝しや罪ざいと賠ばい償しようと逃走の日々だった。と同時に若すぎる彼女たちが見せた奔ほん放ぽうな光の最後の一ひと滴しずくでもあった。

　ブンドランからシスターたちを連れ出すと同時に珍ちん道どう中ちゆうは始まった。３人はありとあらゆる事じ件けんに顔を突つっ込まないと気がすまないらしく、本当に手を焼かせてくれた。

　おれも命は惜おしい。よってどのシスターがどんな悪さをしたかの明めい言げんは避さけるが、まったくひどいものだった。

　ようやく見つけた木賃宿ドミトリーは嫌いやだ絶対ホテルじゃないと泊とまらないと文もん句くを言うわ、猪いのしし狩がりをする猟りよう師したちに協力すると称しようして山を焼くわ、鮫さめ退たい治じのボートに勝手に乗り込んで溺おぼれかけるわ、水すい田でんを荒らすプチ・ケツァルコアトルを捕つかまえて焼き鳥にするわ、阿あ片へん畑で野の宿じゆくして焚たき火でトリップしかけるわ、葡ぶ萄どう収しゆう穫かく祭さいで名産品のワインを樽たるごと飲み干ほして呆あきれられるわ、某ぼう少年合唱団のコンサートに潜もぐり込んで半泣きで弟捜さがしを強行するわ、背の伸びるインチキな薬を売りつけた行ぎよう商しよう人にんを追いかけ回してボコボコにするわ、森で見つけた怪あやしげなお菓か子しの家で暴ぼう食しよくの限りを尽つくしたあげく倒とう壊かいさせるわ、メルシュ旧きゆう教きようの教きよう典てんを製本している活かつ版ぱん印いん刷さつ所じよに押し入り監かん修しゆう料りようとしてお布ふ施せを要求するわ、たまたま遭そう遇ぐうした結婚式でブーケトスにダイビングして激げき突とつしたオールドミスを病院送りにするわ、隣となりの葬そう儀ぎ場じようで間ま違ちがえて賛さん美び歌かを唄うたって怒鳴られるわ、参列者として葬式に出席していた修しゆ行ぎよう僧そうに告こく白はくされてあやうく駆かけ落ちするところだったわ、道ばたの石せき仏ぶつの前に額ぬかずいて悟さとりを開いたから賢けん者じやになると言い出すわ、血に飢うえた魔ま犬けんに追われるわ、天てん雷らいの至し近きん弾だんを食らうわ、蝗いなごの襲しゆう撃げきを受けるわと、もう散々だった。

　これでも騒そう動どうの半分にも満たないのだから、どうか恐れ入ってほしい。つまり言いたいことはひとつだけ。おれのせいじゃないんだ。

　トラブルのすべてを記しるすにはとても紙数が足りない。よって盛大に話をすっ飛ばし、目的地テスエリットに到着したところから始めようと思う。




「城門もなければ関せき所しよもないじゃない。ずいぶん無ぶ用よう心じんなところなんだね」

　荷馬車からさっさと降りたシスター・マリカは、小高い丘おかの上からテスエリットを一望して言った。

　すぐにシスター・ハイナもうなずきながら続く。

「本当ですわ。これでは異い教きよう徒とが攻せめ寄せて来たときにどうやって守るんですの？　いわゆるノーガード戦法というものでしょうか？」

　シスター・墺芭デイーパがその疑念に答えてくれた。

「ここは発はつ展てん途と上じようの異い境きようの地。国こつ境きようから遙はるかに離はなれた山さん岳がくにやってくる敵てき軍ぐんはいない。よって四し面めん楚そ歌かになる恐おそれはなし」

　おれも馬車の手た綱づなを放すと、３人の後ろから町並みを見み据すえた。

　山やま狭かいにある寒かん村そんだけど、見る者に瀟しよう洒しやな印象を与えてやまないのは、建物がどれもこれも新しいからだろう。

　これは入にゆう植しよくされてからあまり時間が経過していないことを意味する。テスエリットはできたてほやほやの開かい拓たく地ちなのだ。

　そこに牧宰フユーダルド──つまり女王陛へい下かの代理として遣つかわされ、統とう治ち者しやとして君くん臨りんしている男こそ、おれたちが面会しなければならない相手だった。

　会って話をすればいいだけではない。口く説どき落として出しゆつ馬ばを請こわなければならない。これが頭ず痛つうのタネだった。おれの得とく意い技わざは金品を駆く使しした買ばい収しゆうだけど、金で動く相手じゃなさそうだ。

　いったいどんな人物だろう？

「それで、どこにいるのさ？　イートン・アンシャルって男は？」

　弾はずんだ声でシスター・マリカが訊たずねたが、おれも居い場ば所しよまでは聞いてなかった。

「とりあえず町に入って情じよう報ほうを集めましょう。牧宰フユーダルドの地位にある人ですから、すぐわかると思います」

「そっか。ここまで来たら急ぐ必ひつ要ようもないしね。まあ、ボクに任まかせといて。隠いん居きよした軍人を首しゆ都とオリエタスに連行するなんて朝あさ飯めし前まえだからさ」

「シスター・マリカに訊ねる。自分は浅せん学がく非ひ才さいにてイートン・アンシャルなる人物をよく承しよう知ちしていないが、本当に軍人であったのか？」

　シスター・墺芭デイーパの問といかけに応じたのはシスター・ハイナだった。

「間ま違ちがいではありませんが、正確でもありませんわね。イートン殿どのは単たんなる軍人ではなく、賢聖騎士マギステル・エクテスの位くらいにあった殿との方がたのようですわ」

「騎き士し階かい級きゆう。ならばますます不ふ可か思し議ぎ。隠いん遁とん者しやであっても、高こう貴きな者ならば庶しよ民みんより早く情報を入にゆう手しゆできるに違ちがいない。ペニンシュラ王おう領りようを愛する気持ちがあるならば、外がい敵てきの影がちらつくと同時に自みずから軍に馳はせ参さんじて当然だと思う」

　耳みみ年どし増まであるシスター・ハイナが小首を傾かしげた。

「わたくしもよくは存ぞんじませんが、複雑な事情がおありの御ご様よう子す。３年前にザルツランド軍を撃げき退たいした戦せん闘とうに参加されていたそうですが、それ以後は軍と縁えんが切れているそうですわ」

「論ろん功こう行こう賞しように不満を持ち、引き籠こもったと見るべきか？　３年前といえば女王陛へい下かの戴たい冠かん式しきで国中が有う頂ちよう天てん外がいになっていた頃ころ合あい。あるいは功こう労ろう者しやへの配はい慮りよが欠けていたのかもしれない。真しん相そうは五ご里り霧む中ちゆう……」

　荷馬車で座すわっていたのが足あし腰こしにきたのか、シスター・マリカが背伸びと屈くつ伸しん運動をしながら言った。

「そうかなあ？　田舎いなかだけどテスエリットっていう立りつ派ぱな領りよう地ちをもらったんでしょ。ボクだったら大満足しちゃうけどね。時間をかけて開かい拓たくしていけばいいんだもの。

　もっとも、あんまり長生きできないおじさんかお爺じいさんなら嫌いやがるだろうけどね。いま何歳なのかな？　イートンって人は」

　シスター・ハイナがさらりと言う。

「まだ20歳にもならない若わか武む者しやだという話ですわ」

「やだ！　どうしよう！　ボクと年が近い！」

「取り越こし苦労ですわ。この任にん務むはわたくしが仕切らせていただきますから。相手が高こう貴きなる殿との方がたであれば、やはり高貴なるわたくしが話の糸いと口ぐちを見つけ出すのが自然というもの。暴力志し向こう症しようの粗そ野やな女ではとても会話になりま……」

　浅あさ黄ぎ色いろの略りやく式しき修しゆう道どう服ふくを着た彼かの女じよは、いきなり前のめりに倒れ、枯かれた芝しば生ふに膝ひざをついた。シスター・マリカが靴くつで膝の裏うらを蹴け飛とばしたのだ。

「な、なにをなさるんですの!?」

「あ～ら。ごめんあそばせ。暴力志向症の少女の真しん髄ずいをご覧らんに入れようかと思いましたのよ」

「気持ちの悪い言こと葉ば遣づかいはおやめなさいな。おとこ女が無理をしたところでオカマ言葉にしか聞こえなくてよ。可か憐れんな少女を演じたいのであれば、さらさらの髪かみと豊かな胸むねを用意すべきではないかしら。最近のサロンでは縮毛矯正ストレートパーマやあげ底パッドも用意してありますわよ」

「ボクはボーイッシュなだけだよ！　このせいたか女め。おっぱいがデカければいいってもんじゃないぞ！

　タック。男性代表の君に聞くよ。女の子の本当の値ね打うちは胸のサイズで決まるもんじゃないよね。そうだろう？　こんなに可愛かわいくて格かつ好こういいボクが聞いているんだから、絶対にイエスって言ってくれるよね」

「なんでおれに話を振りますかね。いや、その……やっぱり何事も中ちゆう庸ようがいいのではないでしょうか」

　当たらず障さわらずの解答で逃にげたおれは予想外の方面から突つきをくらった。

「私は背の高さこそ中ちゆう庸ようなれども、持って生まれた巨きよ乳にゆうだけはいかんともし難がたし。身近な男性代表に否ひ定ていされ、まさに気分は悲ひ喜き交こも々ごも……」

「シスター・墺芭デイーパ。悪いけど話がややこしくなるからちょっと黙だまっててください」

「沈ちん思し黙もつ考こうはもとより望むところ。さりとて女性である以上、男性からあからさまに守しゆ備び範はん囲い外がいだと拒きよ絶ぜつされるのは断だん腸ちよう之の思おもい。今回の任にん務むで私が主しゆ導どう権けんを握にぎる可か能のう性せいは雲うん散さん霧む消しよう……」

　やれやれ。ご褒ほう美びが出るとわかった途と端たんにいきなりやる気を見せるんだから、ずいぶん現金なシスターたちだよ……。




　おれはなるべく情報を小出しにしていたんだけど、昨日になってようやく成功報ほう酬しゆうの内容を伝えていた。

　具ぐ体たい的てきにはマザー・カレレンからのメッセージを見せたんだ。聖せい印いん綬じゆが押された委い任にん状じようさ。それにはこう明めい記きされていた。

　イートン・アンシャルを説得し、下げ山ざんを実現させた者には、褒美として特別に修ハ士イ聖セ修イ道ン女トの免めん状じようを与えましょうと。

　つまりはシスターの卒業証書だ。

　普通は取しゆ得とくするまでに数十年の修しゆ行ぎようが必ひつ要ようとされており、また１年に修ハ士イ聖セ修イ道ン女トになれる人数は限られているため、中年になっても免状を貰もらえないシスターさえいる。それを気前よく寄よ越こすとなれば、３人が任務遂すい行こうに夢む中ちゆうになるのも当然だろう。

　おれは内ない心しんで嘆なげくしかなかった。またしても宗しゆう教きよう崩ほう壊かいの情じよう況きようを直ちよく視しさせられたのだから。

　現在、宗教としてのメルシュ教は衰すい退たいの一いつ途とをたどっているんだ。

　これは仕方ないのかも知れない。勢力が大きくなりすぎ、施し政せい者しやにとっては支配のツールに成り下がってしまったんだ。

　政治と切り離はなせなくなった以上、俗ぞくなものに落ちぶれてしまうのはやむをえない。聖せい職しよく者しやを名乗る人のうち、本当の意味で聖なる職しよくに従じゆう事じしている人はごく少数になりつつある。

　シスターもそうだ。嘆かわしいことだが、神々との精神的な婚こん姻いんではなく、現世の男性と肉体的な婚姻を欲よくする者は、増ぞう加かの一途をたどっていた。

　理由は簡単。シスターとの婚姻を望む金持ちが多いからだ。

　おれには理解できないけれど、聖職者を配はい偶ぐう者しやに迎える者は、その存そん在ざいが神しん格かく化かされるんだそうだ。つまり社会的な名声がゲットできて、立りつ身しん出しゆつ世せに大いに役立つってわけ。

　また女からすれば、玉たまの輿こしを狙ねらうには聖職者になるのがいちばん手っ取り早いって話になる。そんなわけで見習いシスターの中には、最初から俗ぞく世せに戻ることを念頭におき、適当に修行を流す者も多い。

　もちろん教会は滅めつ多たに婚姻の許可を出さない。

　結けつ婚こんするには、破は門もんされるか、修ハ士イ聖セ修イ道ン女トの資格を得て俗ぞく世せ間けんに戻るかだ。前者より後者のほうが価値が高いのは言うまでもないだろう。

　そして３人のシスターたちもまた辛つらくて長い修しゆ行ぎように飽あきたのか、永えい久きゆう就しゆう職しよくの魅み力りよくに抗あらがえなかったのか、あるいはただ単純に男が欲ほしくなったのか、修ハ士イ聖セ修イ道ン女トの資格を熱望しているのだった。

　これだけは言える。聖せい人じんとしての完成を目指すためじゃないぞ。結婚願がん望ぼうを剝むき出しにした我が欲よくの追つい求きゆうだ。

　傍はた目めにもウキウキしているのが丸わかりで、見ているこっちが恥はずかしい。おれは信しん心じん深いほうじゃないけど、メルシュ教の限界を嘆なげく権利くらいはあるだろうさ。




　双そう眸ぼうに涙なみだをためた蒼そう色しよくのシスターへと、黄色のシスターが微笑ほほえみを見せた。

「シスター・墺芭デイーパ。どうぞ涙をおふきなさいな。わたくしがなんとかいたします。イートン殿どのを動かした暁あかつきには、必ずあなたを協力者筆ひつ頭とうとして報告しますから」

「ありがたい申し出だが、心しん願がん成じよう就じゆの自じ助じよ努力を惜おしむのは自分の矜きよう恃じが許さない。やはりイートン・アンシャルを口く説どき落とすのは自分しかいない」

「違ちがうよ！　ボクだよ！　このボクだってば！」

「おチビさんのくせに夢ゆめだけはずいぶん大きいのね。口を閉じて三歩遅おくれて歩きなさいな」

「デカくても根こん性じようの小さいこと！　ボクはこれから成長する可か能のう性せいが充分にあるけど、あんたが縮ちぢむことなんか未み来らい永えい劫ごうないもんね」

「言いましたわね！　大は小を兼かねるのですわ。背も胸むねも小さいあなたに似に合あう殿との方がたなんか、虫むし眼鏡めがねか顕けん微び鏡きようを使わないと見つかりませんわよ」

「ふんだ！　シスター・ハイナと釣つり合いがとれる男がいるとすれば、超ちよう大型合成獣キメラニアンのネフィリムくらいだ」

「なんですってぇ！　この鳥の巣すあたま！」

　髪かみと頰ほおと服を引っ張り合うという途と方ほうもなく低レベルの闘とう争そうに終しゆう止し符ふを打ってくれたのは、突とつ如じよとして響ひびいたノイズだった。

「あるぅううぅ……あるぅううぅ……」

　一いつ瞬しゆん、遠えん雷らいかと思ったけれど、絶対に違う。

　腹はらの底に染みいる慟どう哭こくの咆ほう哮こうだった。耳にするだけで陰いん鬱うつな気分にさせられる野や獣じゆうの猛たけりだ。

　絶ぜつ句くさせられたシスター・マリカとシスター・ハイナの背中へと、シスター・墺芭デイーパの静かな指し摘てきが飛ぶ。

「鬼き哭こく啾しゆう々しゆう」




　　　　　　２




　鬼おにか悪あく魔まのような叫きよう声せいは30秒と続かなかったけど、こっちの心しん胆たんを凍こおりつかせるには充分すぎた。

　憂ゆう鬱うつな気分をヒートアップさせながら街かい道どうを馬車で進み、ようやくテスエリットの町に入ると、食堂と飲み屋を兼かねた店があった。

　真っ先に発見したのはシスター・墺芭デイーパだ。

「紅こう灯とう緑りよく酒しゆの光あり。ここで腹はらごしらえをするのが吉きちと判断するが」

「さんせー！　ボクもおなかすいた！」

「そういえばいくらか空くう腹ふくな感じもいたしますわねえ」

　おれは素直に同意した。暗い気分を払ふつ拭しよくするには胃い袋ぶくろを落ち着かせるのがよい。

　またこうした場所では町の情報を得やすいんだ。イートン・アンシャルの居い場ば所しよや人となりがつかめるかもしれない。

　馬車を停めたおれは、動物好ずきを公こう言げんしているシスター・マリカに２頭の馬の世話を任せ、真っ先に入口へ急いだ。

　しっかりしたスイング・ドアには《トリプル・フレッチェ》と記しるされていた。

　店てん舗ぽ内ないは広く、真新しさに満ちている。床ゆかも壁かべも板いた張ばりで広こう葉よう樹じゆの木の香かおりが嬉うれしかった。完成して間もない証しよう拠こだろう。

　時間帯のせいだろうか、お客は少ししかいない。カウンターでグラスを拭ふいていた背の高いオバさんが、おれの陶片名札オストラテツセラに気づいたらしく、胡う散さんくさそうな視し線せんを向けてきた。怒られる前にさっそく先せん手てを打つ。

「窓まど際ぎわの席せきを３人ぶんお願いします。それからカウンターの端はしっこを１つ。請せい求きゆう書しよはおれにまわしてください」

「なるほど。財さい布ふを預かるあんたがカウンターに座すわるわけね。身み分ぶんをわきまえているお利り口こうさんは好すきよ。あたしはマダム・ユイ。ここの店長をしているわ」

　銀ぎん髪ぱつだか白しら髪がだか微び妙みような頭をしているマダム・ユイは厚あつ化げ粧しようの顔を向けて言う。

「生まれたての町テスエリットへようこそ。最近じゃ旅人も珍めずらしいから、誰だれもが話を聞きたがると思うわ。ご所しよ望もうはなにかしら。ご休きゆう憩けい？　お酒？　ひやかし？」

　銀貨を１枚まい差し出しながら、おれは言った。

「わが主あるじの食事をお願いします。今日のお奨すすめメニューを３人分で。味や質より量を重じゆう視しして下さい。それからおれのぶんは……パンとチーズと水だけでいいです」

「それがね。中ちゆう途と半はん端ぱな時間だから仕込みがまだなのよ。急ぎはするけど、あなたの御ご主しゆ人じんがこらえ性しようのない荒くれ者だったなら、２階のお部へ屋やで休んでもらったほうがいいわね」

「いや。部へ屋やはけっこうです。今夜は教会に泊とまりますから」

　そう言ったとき、マダム・ユイの表情がこわばった。

「教会？　じゃあ、あなたは聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんから派は遣けんされてきた人なのかしら？」

「そうですが、どうしてご存じなのでしょうか？」

「ずいぶん遅おそかったわね。神しん父ぷさまは待まちきれず、問とい合わせにオリエタスまで出かけてしまったわ。ここの教会に行っても小姓ヴアレツトが１人いるだけだよ」

　こいつは困ったぞ。無む人じんの教会に泊まるのはぞっとしない。路ろ銀ぎんは残り少ないが、今日はここに宿やどを求めるのが無ぶ難なんだろうか。

　思し案あんを始めたおれの耳に、騒そう々ぞうしい声が聞こえてきた。

「わぁ！　きれいなお店じゃない。ボクは藁わら葺ぶきや石造りやベトンより、こんな木の家が好このみなんだ」

「原げん始し人じんは常つねにアウトドア派はですものね。現代人のわたくしは徹てつ底ていしてインドア派ですけど」

「ボクが原始人だって言いたいの!?」

「あらあら。自じ覚かくがないのは困こまりものですわねえ。まあ、この店てん舗ぽが清せい潔けつで心地ここちよいことには同意いたしますわ」

　シスター・マリカの繰くり出した蹴けりの一いち撃げきを軽やかにかわすシスター・ハイナだったが、不意に突とつ進しんしてきたシスター・墺芭デイーパのタックルをよけることは無理だった。

　無ぶ様ざまに尻しりもちをついたシスター・ハイナは、華か族ぞくの御ご令れい嬢じようとは思えない金切り声で、

「痛いたいじゃありませんの！　原始人は１人で間に合っていますわよ！」

　と言ったが、シスター・墺芭デイーパには聞こえていない。彼女は口くち許もとのよだれを袖そでで拭ふきながら、勝手に窓まど際ぎわの席せきに陣じん取どった。

「酒しゆ池ち肉にく林りん！　鯨げい飲いん馬ば食しよく！　焼やき肉にく定てい食しよく！」

　食欲に取り憑つかれた彼女は備え付けのナイフとフォークを握にぎりしめ、せわしなくテーブルを連れん打だし始めた。両りよう眼めが血走っている。お願いだからやめて。怖いから。

「疾しつ風ぷう迅じん雷らいの勢いでお品書きを！」

　どん引きしたマダムだったけど、彼女はすぐマグカップを用意し、陶とう器きのケトルからなにかを注そそいだ。運ばれてきたそれをシスター・墺芭デイーパはためらいもなく口にする。

「美び味み甘かん露ろなり！」

「橙だいだいと檸檬レモンを蜂はち蜜みつで割わり、甘かん味み料りようを加えた飲み物ですわ。空くう腹ふくでイライラするのは脳のうが甘あまい物を欲ほつしている証しよう拠こだそうですよ」

　椅い子すに座すわったシスター・マリカとシスター・ハイナも同じものを味わった。

「へえ。温かくて甘いや。ボク、おかわりが欲ほしいくらいだな」

「たしかに珍めずらしい風ふう味みですわ。わたくしはお酒以外の飲み物はたいてい試ためしたことがありますけれど、これは初めてですわね」

　マダム・ユイは自じ慢まんげな顔で答えた。

「初はつ体たい験けんなのも当然です。これはイートン・アンシャル卿きようみずからが考案なさり、私わたしたちテスエリットの民たみに教示されたものですから」

　３人のシスターたちは顔を見合わせると、やがてシスター・マリカが珍めずらしく丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいで訊たずねた。

「ボクたちはイートン・アンシャル卿に面めん会かいするために参まいりました。マダムは彼をご存じの様よう子すですね」

「ええ。アンシャル卿は牧宰フユーダルドですよ。顔はともかく、名前を知らない人などこの町にはおりませんわ」

　隣となりのシスター・ハイナが高こう慢まんさを押し隠かくし、上じよう品ひんに問といかける。

「アンシャル卿はあなたがたの敬けい意いを一いつ身しんに集めているのですね。それで彼は何処いずこにいらっしゃるのでしょう。できれば今日中にでもお会いしたいのですが」

　マダム・ユイは窓まど際ぎわに近づくと、

「距きよ離り的てきにはここから３時間ですわ。足あし腰こしに自信があれば90分で行けましょう」

　と言うや、側に聳そびえる山を指差した。針しん葉よう樹じゆが生い茂しげる鬱うつ蒼そうとした山さん頂ちよう部ぶに、西日でまぶしく輝かがやいている屋根が見えた。

「アンシャル卿はあの山さん荘そうにお住まいです。獣けもの道みちこそありますけど、馬車で登るのはとても無理ですわ」

　うわ。この時間から登山はしんどいや。そう思ったおれの代わりに、シスター・墺芭デイーパがこう言ってくれた。

「道案内が必ひつ須す。いなければ五ご里り霧む中ちゆうで暗あん夜や行こう路ろ」

　マダム・ユイが、困こん惑わくと期待が入り交じった表情でおれたちを見渡してから、

「あなたたちの目的しだいでは、私が手配して差し上げますけれど」

　と言うや、シスターたちは深しん呼こ吸きゆうをしてから宣せん言げんする。

「ボクたちは修しゆう道どう院いん長ちようマザー・カレレンの命令で参りました。かつての賢聖騎士マギステル・エクテスにもういちどカムバックしてもらうために」

「わたくしたちはイートン・アンシャル卿に首しゆ都とオリエタスまで御ご出しゆつ馬ばを願うつもりですわ。国こく難なんに立ち向かっていただくために」

「自分たちは三さん顧こ之の礼れいをもって牧宰フユーダルドと水すい魚ぎよ之の交まじわりを結びたし」

　しばらくの間、マダム・ユイはなにも話さなかった。握にぎりしめた拳こぶしと、つけ睫まつ毛げの先せん端たんがぷるぷると震ふるえている。怒っているのかと思ったが、どうも違ちがうようだ。

「……とうとうこの日が来たわ。私たちはこの瞬しゆん間かんを３年も待まち侘わびていたのです。今日はテスエリットにとって忘れられない記念日になるでしょう。

　誰だれか商工会議所までひとっ走りしてきて。お偉えらいさんを全員呼ぶの。それから酒さか蔵ぐらを開けて。ありったけのワインとシャンパンを持ってきて。今宵こよいはお祭りになるから、さっそく仕し込こみにかかりなさい！」

　ボーイや料理人たちが忙せわしなく動き始めるのを確認したマダム・ユイは、シスターたちの隣となりに立ち、よく通る声で語り始めた。

「聖せいなるシスターさまに申もうし上げます。テスエリットの町民はあなたがたを賓ひん客かくとしてお迎えいたします。ここにいる限りひもじい思いは絶対にさせません。当店で最高級の料理をフルコースで提てい供きようさせていただきます」

　５分もしないうちにポット型の鍋なべと薄うすい皿さらが運ばれてきた。蓋ふたを開ける。すばらしい香かおりのスープが満ちているじゃないか。

　配はい膳ぜんが終わるや、神々への感かん謝しやを口にしたシスターたちは、磨みがき抜かれたテーブルマナーに則のつとってスープを口くち許もとへ運んだ。カウンターのおれにまで皿がやって来たのには驚おどろかされた。奴ど隷れいに同じものが饗きようされることなど皆かい無むに近いのに。

　具は玉タマ葱ネギとコーンだけだけど、外け連れん味みのないしっかりとした味だ。シスター３人はあまりにも素晴らしすぎる風味に放心状態らしい。

「マダム。このオニオン風味スープは絶品です。間ま違ちがいなく高級品でしょう。それに出て来るのも早い。失礼ながら常つね日ひ頃ごろから準備しているとも思えませんが、いったいどんな神方術マジカルタオを使ったのですか」

　おれの疑ぎ問もんにマダム・ユイは得とく々とくと語った。

「それはフリーズドライ・スープといいます。熱湯を注そそいで３分待まてば完成ですわ。蜂はち蜜みつ入りの檸れ檬もん水すいと同様、アンシャル卿きようが私たちに与えて下さったものです」

「なるほど。ここの牧宰フユーダルド様はずいぶん慕したわれておられるのですね。皆さんの前にもよく姿をお見せになられるのでしょう」

「いいえ。アンシャル卿はこの３年間、いちども下げ山ざんなさっておられませんわ。この私も拝はい謁えつの誉ほまれにあずかったのは、テスエリットに到着なさったときだけよ」

「本格的に引き籠こもっていらっしゃいますな。生活必ひつ需じゆ品ひんはどうしているのです？」

「山さん荘そうには食料品のストックが何十年ぶんもあるそうです。本当に必ひつ要ようなものは教会の小姓ヴアレツトが運んでいるわ。登山が許されているのはあの子だけなの」

　そうこうするうちに客が増えてきた。農夫に鍛か冶じ屋やに煙えん突とつ掃そう除じ夫ふと思おぼしきオジさんたちがどやどやと入り込み、誰だれもかれもがお酒を注ちゆう文もんした。準備されたジョッキとグラスが次々とからになっていく。

　乾かん杯ぱいを絶ぜつ叫きようする者。ひざまずき感謝の念を捧ささげる者。ひたすら飲み続ける者。いい女だと称しよう賛さんする者。行ぎよう儀ぎ良くしないかと叱しつ責せきする者。

　喧けん噪そうの中、次の皿が来た。不思議な形の肉料理だ。濃のう厚こうなソースと肉にく汁じゆうが絡からみ合い、見るからにうまそうだった。

　ナイフで切ってみる。粗あら挽びき肉にパン粉こを混ぜ、楕だ円えん形けいに加か工こうし、絶ぜつ妙みようの火ひ加か減げんで表面だけを焼いた代しろ物ものだった。

「ひょっとしてこの料理もアンシャル卿きようが？」

「ええ。タタル・ハンブルグというものらしいですわ。地下の冷れい凍とう設備に大量に備び蓄ちくしてありますから、こうした不意の来客にも対応できるのですよ」

　おれは黙だまって料理を口に運んだ。マダムの発言に気になる点があったのだ。

　冷凍設備──その単語が脳のう裏りに引っかかった。ペニンシュラ王おう領りようでも南部にあるここでは、天然の氷こおりを放ほうり込こんだ氷ひ室むろのようなものは作りにくい。

　もしかして機械仕じ掛かけで動く発明品じゃないのかな。きっと噂うわさに聞く古いにしえの発はつ掘くつ兵器だろう。滅ほろんだ超ちよう古こ代だい文明の遺い産さんだ。

　仮かりにそうだとすればテスエリットは意外な価値を持つ町ということになる。食品の冷凍保存技術が成功しているとすれば、こいつはお金儲もうけができるぞ。

　その話題をいつ切り出すべきかと考えているおれに、マダム・ユイは言った。

「聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんから聖せい職しよく者しやが来ると聞いたときは半はん信しん半はん疑ぎでした。あなたがたの目的がわからなかったからです。到着しだい身み柄がらを確保しろという意見もあったのですよ。もしもアンシャル卿の命を狙ねらう刺し客かくなら取り返しがつきませんから。

　自じ慢まんではありませんが、それをやめさせたのが私です。本当に聖ダルガ武闘修道院の人たちであれば、半分素人しろうとの自じ警けい団だんなど皆殺しにされてしまいましょうと」

　３人のシスターは、それぞれタタル・ハンブルグを切り分けながら応じた。

「賢けん明めいな判断だよ。ボクたちは３人で３００人を相手に喧けん嘩かができるからね」

「わたくしも暴力は嫌きらいですけど、かかる火の粉は払はらいますわ」

「専せん守しゆ防ぼう衛えいはメルシュ教の是ぜとするところ」

　あらためてお皿さらに向かおうとしたとき、店内のざわつきがひときわ大きくなった。振り返ると、シスター・ハイナよりも頭ひとつ大きい男が近づいてきた。一ひと目めで堅かた気ぎではないとわかる御ご面めん相そうだ。

「町長代理のタイム・ドワープだ。アンシャル卿を迎むかえにきたシスター一いつ行こうとはあなたたちのことだね」

　シスター・墺芭デイーパなら容よう貌ぼう魁かい偉いと称しようするであろう怪かい人じん物ぶつだった。間ま違ちがえてドワーフとでも呼んだら、即そく座ざに殴なぐり殺されそうな雰ふん囲い気きを発散している。

　丸まる坊ぼう主ずの巨きよ頭とうには幾いく重えにも傷きずが残っていた。戦場を潜くぐり抜けてきた勇ゆう士しであることは間違いない。ジュストコールというぴっちりした上着に浮き出ている筋きん肉にくも、おれの考えを裏うら書がきしていた。怒らせないようにしなきゃ。

　マダム・ユイが耳打ちをすると、町長代理はおれの隣となりに腰こしかけた。

「会計奴ど隷れいの君と話をするのがいちばんスムーズらしいね。ちょっと事情を吞のみ込んでもらう必ひつ要ようがあるのだ。御ご足そく労ろうをかけた上に面おも白しろくない話で恐きよう縮しゆくだが、アンシャル卿きようは簡かん単たんに動く人物ではないよ」

　見た目とは違ちがい、誠せい実じつそうな口く調ちようでドワープ町長代理は言った。15歳のおれを子供扱いしないのも気に入った。

「人材の登とう庸ようとは難むずかしいものですからね。でも真ま心ごころを尽つくして道どう理りを説とけば、きっと同行していただけると確信しております。報酬も用意しましたし」

「アンシャル卿は無む欲よくな御ご仁じんでいらっしゃる。なにを用意したか知らないが、喜ばれることはないと思ったほうがいい」

「あなたは町長代理なんですよね。であれば牧宰フユーダルドのアンシャル卿とはお会いする機会も多いはず。どうか橋渡しをお願いできませんか？」

「それがね。私も面会の機会は皆かい無むに近いのだよ。アンシャル卿は山さん荘そうへ近づくこともお許しにならないのだ。気が向けば食物や不思議な道具に関する知恵を授さずけてくださるが、牧宰フユーダルドとしての公こう務むはなにもなさらない。用があるときは小姓ヴアレツトに荷物や手紙を持たせるだけでね」

「それは牧宰フユーダルドとしては失格なのでは？」

「実際の話、そのとおりだね。悲ひ惨さんな過か去こには同情を禁じ得ないが、あれから３年も経たつのに。そろそろ記き憶おくの奥おく底そこに封ふう印いんできてもいい頃ころ合あいなのだが」

　悲惨な過去という言こと葉ばが気になったが、周しゆう囲いがお祭り騒さわぎのなか、それを指し摘てきするのも無ぶ粋すいな気がした。デリケートな問題らしいから、機会をみて問とい直すのがベターだろう。

　町長代理は腕うで組ぐみをすると、

「それにしても、いまさらアンシャル卿の力を借りたいとはね。政せい権けんもずいぶん切せつ羽ぱ詰つまっているようだ」

「軍事国家ザルツランドが不ふ穏おんな動きを見せているんですよ。富ふ裕ゆう層そうには早くも首しゆ都と放ほう棄きを試みる連中が多いそうです。いまのうちに我わがペニンシュラ王おう領りよう軍ぐんも迎げい撃げき準備を調える必要があるんでしょう」

「国こく難なんとあれば重い腰こしをあげてくださるかも知れないな。だが、ちょっと奇き妙みようなのは聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんから出しゆつ馬ば要よう請せいが来たことだ。たしかにメルシュ教大教会と現政権との繫つながりは深いが、命令は近衛軍団プレトリアから直接出されてしかるべきなのに」

　この疑念におれは自信をもって答えた。相手にとっても望ましき真実だと確信したからだ。

「町長代理さんのお考えはもっともですが、アンシャル卿の出馬をお望みなのは近衛軍団プレトリアではないんです。より高こう位いにある人物がダイレクトに指名なさったのです。聖ダルガ武闘修道院長のマザー・カレレンがそう申もうしておりました」

　このとき町長代理の顔が歪ゆがんだことにおれは気づくべきだったが、あまりにも美う味ますぎるタタル・ハンブルグを口に運んでいたため、表情を読み損そこねてしまった。

　町長代理は、なぜか憮ぶ然ぜんとした調子で訊たずねてきた。

「ほう……それは誰だれかね」

「ペニンシュラ王おう領りよう国こつ家か元げん首しゆたるエマルカ・ダークナス様でございます。女王陛へい下かは自みずから筆ふでをとり、私の主しゆ人じんであるマザー・カレレンに依い頼らいされたのです。アンシャル卿きようを首しゆ都とまでお連れするよう尽じん力りよくしてもらいたいと」

「出ていけ」

　有う無むを言わさぬ冷れい淡たんな命令におれは戸と惑まどった。町長代理は強こわ面もての素す顔がおをさらに歪ゆがめ、迫はく力りよくを倍増させている。

「出ていきなさい！」

　怒ど声せいを張りあげたのはマダム・ユイだった。いけない。なんだかよくわからないが、逆げき鱗りんに触ふれてしまったようだ。

　そして怒りは伝でん染せんする。お客の皆さんがすぐにヒートアップを始めた。

「おい！　こいつら、あの淫いん婦ぷの手先だってさ」

「なんだと。国を堕だ落らくさせたた魔ま女じよの回し者か」

「今いま更さらどの面つらさげてアンシャル卿に会う気だよ」

「奴ど隷れいが生なま意い気きに肉なんか食ってんじゃねえ！」

　お酒が入っていることもあり、暴言はすぐ暴力へ変化した。シスターのテーブルは血けつ気きにはやる町人に取り囲まれてしまった。ジョッキグラスを割る音が店内に響ひびく。即そく席せきの刃は物ものの輝かがやきがおれの眼を射いた。

　シスターたちはまだ料理に舌した鼓つづみをうっていたが、食器の破は壊かい音おんでやっと警けい戒かいする気になったらしい。豆まめ鉄でつ砲ぽうの直ちよく撃げきを受けた鳩ハトのような表情をあらため、真しん剣けんな眼まな差ざしを浮うかべた。

　おれはテーブルに駆かけ寄ると、

「シスター！　ひとまず逃げましょう。なにか地じ雷らいを踏ふんでしまったようです」

　と言ったが、なぜか３人は首を横に振るだけだ。

「ボクは逃げないよ。こういうときにこそ神々の愛を説とかなくちゃ」

「愚ぐ者しやであっても理り屈くつを説けば女性に狼ろう藉ぜきするような真ま似ねなどしませんわ」

「堅けん忍にん不ふ抜ばつの覚かく悟ごで敬けい天てん愛あい人じんの教えを説くべし」

　直後、視し界かいに星が舞まった。誰だれかが投げた皿さらが俺おれの後頭部に命めい中ちゆうしたのだ。

　それが合あい図ずになった。フォークとナイフと箸はしとグラスとジョッキが罵ば声せいとともに宙ちゆうを飛んだ。

　だが、しかし──。

　凶きよう器きがシスターのテーブルまで届とどくことはなかった。おれのすぐ後ろに展開された硝子ガラスのような物体にぶつかり、落下を余よ儀ぎなくされたのだ。

　シスター・墺芭デイーパだった。彼女は左手で賢翁の牧杖パストラルスタツフを振りかざしたまま、名残なごり惜おしそうにお皿を見み据すえている。一いつ瞬しゆんで魔術詠唱マギカ・アリアを瞬時に唱となえ、氷こおりの防ぼう御ぎよ壁へきを展開したのは彼女だった。

　店内が調理の湯ゆ気げで満ちていたことが幸さいわいし、空気中の水分には不自由しなかった。氷は予想外に分ぶ厚あつく、簡単に割れはしない。

「みんな！　こっちこっち！」

　シスター・マリカだった。重力を踵かかとに集中したキックで窓まどを蹴けり開けると、早くも外へ脱出している。

　間かん髪はつを入れずシスター・ハイナとシスター・墺芭デイーパも続いた。２人の動きには迷いもなければ淀よどみもない。そりゃそうだ。潜くぐりぬけた修しゆ羅ら場ばの数が違ちがいすぎるのだから。さっきの宗しゆう教きよう家かめいたしおらしい態度も時間を稼かせぐための演えん技ぎだったんだろう。

　おれも皿さらが載のったテーブルへとはいあがり、窓から身みを躍おどらせた。

「文明人のわたくしは、退出の際はドアからと誓ちかいを立てていましたのに。こんなはしたない真ま似ねを強しいるなんて！」

　シスター・ハイナは堕天使の弓ルシフアー・ボウをかまえると、珍めずらしく大声で魔術詠唱マギカ・アリアを開始した。１度に２本の矢をつがえた彼女の姿は無む駄だに凜り々りしかった。

「分ぶん子し構こう造ぞうを守しゆ護ごする精霊スピリツツアロアルファにお願いしますわ。あの窓を永えい久きゆう接せつ着ちやくの刑けいに処しよしてくださいまし！」

　そして射しや的てきはうまくいった。窓まど枠わくに命めい中ちゆうした初うい弾だんが信じられないほどの風ふう圧あつが生み、一いつ気きに窓が閉まる。そして鍵かぎ穴あなに侵入した次弾が熔よう接せつに近い接着を終えた。暴ぼう徒とと化した町民がこじ開けようとしているが、びくともしない。

「いたぞ！　あっちだ！　ここに来たことを地じ獄ごくの底で後こう悔かいさせてやれ！」

「生かして帰したらテスエリット開かい拓たく部隊の名な折おれだぜ！」

「深追いはしちゃいかんぞ。山道に逃げたらどうせ助からんわい！」

　物ぶつ騒そうな怒ど号ごうが聞こえてきた。連中は素直にドアに回り、あくまで追いかけて来るらしい。

「三さん十じゆう六ろつ計けい逃げるにしかず」

　シスター・墺芭デイーパの声に、おれたちは焼き煉れん瓦がが敷しき詰つめられた街がい路ろを走った。

　逃げ足なら自信があったけど、鉄てつ下げ駄たで足あし腰こしの鍛たん練れんを欠かさないシスターたちには敵かなわない。必ひつ死しで追いすがるおれに叱しつ責せきが飛んだ。

「タック！　いったいなにやったの。ボクたちはまだゴハンの途と中ちゆうだったんだよ」

「わけがわからないよ。女王陛へい下かの名前を出した途と端たん、おっかない町長代理の態度が急変したんだ」

「それがよろしくなかったのですわ。きっとタックさんは禁句タブーを破やぶってしまったのでしょうね」

「知らないよ！　おれのせいじゃない！」

「自じ己こ弁べん護ごと責せき任にん回かい避ひは男子の道に非ひず」

　理り不ふ尽じんに詰なじられながら町外れまで遁とん走そうし、そこでやっと足をとめた。おれは肩で息いきをしなければいけなかったが、シスターは３人とも深しん呼こ吸きゆうしただけだ。やはり鍛きたえ方が違うんだろう。

　気がつくと、周しゆう囲いは暗くなり始めていた。町のあちこちで松たい明まつが燃やされ、猟りよう犬けんらしき鳴き声が響ひびいている。

「山やま狩がりを始める気ですかね。こりゃあ町には戻れませんよ」

　面おも白しろくなさそうな顔でシスター・マリカが言う。

「今日はベッドで眠れると思ったのに。野の宿じゆくやキャンプファイアーはもうイヤだよ」

　シスター・ハイナが町の中心部にある尖せん塔とうを見み据すえて続いた。

「あれが教会でしょうか。どうせなら、あの中に逃げ込んで籠ろう城じようすべきだったかもしれませんわねえ」

「神しん父ぷさまが外出中では無む理り難なん題だい」

　夕ゆう闇やみは急速に周囲を支配しつつあった。このぶんでは真っ暗になるまであと２時間もかからないだろう。早くなんとかしなきゃ。

「町人は怒りに我われを忘れています。いまテスエリットに戻ったら一いつ戦せん交えなきゃいけません。ここは前に進むしかないと思いますよ」

　山さん荘そうを指差したおれに、シスターたちも渋しぶ々しぶながら同意してくれた。

「登山には不向きすぎる時間帯だけど、しょうがないや」

「レィディに無む茶ちやをさせた責せき任にんは、いずれタックさんにとってもらいますからね」

「一いつ寸すんの光こう陰いん軽んずべからず。いざ六ろつ根こん清しよう浄じように励はげむべし」

　シスター・墺芭デイーパが語ったのは、一いつ切さいの欲よく望ぼうを断ち、身みを清らかにして霊れい山ざんに挑いどむ際の言こと葉ばだ。

　だが、その表現は適てき切せつじゃなかった。

　イートン・アンシャル卿きようが山荘をかまえるティーゲル・ロッホは霊山ではなかった。

　欲望が幾いく重えにも渦うず巻まく魔まの山だったのだ……。




　　　　　　３




　登山道は細く険けわしかった。

　マダム・ユイが馬車は登れないと言っていたが、まったくそのとおりだった。勾こう配ばいも急だったけど、大たい木ぼくが何本も横よこ倒だおしになり、こっちの行く手を遮さえぎっていたんだ。

　自然に倒たおれたわけじゃない。根本からすっぱり切り倒されていた。切断面から見るかぎり、ノコギリでやったとは思えない。誰だれかが障しよう害がい物ぶつにするため神方術マジカルタオを駆く使ししたんだろう。

　来る者を露ろ骨こつに拒こばむ山に挑むおれたちだったが、半分も登らないうちにあたりが暗くなってきた。背はい囊のうに鯨げい油ゆランプは入れていたけど、心細いレベルの光しか生み出してくれない。

　遠くに樹じゆ齢れい数百年になろうかとする一本松が立っていて、月光を浴びて伸びた影がおれたちの前に投げかけられている。寂さびしさをパワーアップしてくれるモニュメントだった。

「こんなときだけおれが先頭っていうのはどうなんでしょうね」

　愚ぐ痴ちを言うとシスター・マリカに背中を軽く蹴けられた。

「なに言ってるの。子こ犬いぬみたいな体力しかない会計奴ど隷れいに登山隊パーテイの殿しんがりを任せたら、脱だつ落らくするじゃないか」

「常つね日ひ頃ごろは男女平等って言ってるくせになあ……」

　シスター・ハイナも厳きびしい言こと葉ばを投げつけてきた。

「殿との方がたはすっかり草そう食しよく系けいの軟なん弱じやく者ものばかりになってしまいました。部隊パーテイが危き機きに瀕ひんしたときこそ、そうした汚お名めいを返上する好こう機きとは思われませんか」

「義ぎ務むばっかりで権利がないんじゃ命をかける気にはなれませんよ。男だん尊そん女じよ卑ひを口にしても非ひ難なんされなかった昔むかしが懐なつかしい」

「男女同権は過か去この幻げん想そう。女じよ尊そん男だん卑ぴこそ世の流れ」

　軽く笑いながらシスター・墺芭デイーパがそう告つげたとき、嫌いやすぎる音が聞こえた。

　がさり。がさり。がさり。

　獣けものの足音だ。敷しきつもった落ち葉を踏ふみしだきながら、なにかが山道を降りてくる。

　直後、暗くら闇やみに龍りゆうの顔が浮うかんだ。おれは度ど肝ぎもを抜かれた。

「まさか……ドラゴン・スレイプニルじゃないか！」

　ものすごく残念だけど見み間ま違ちがえじゃなかった。そいつはドラゴンの首と馬の胴どう体たいを持つ８本足の合成獣キメラニアンだ！

　即そく座ざにシスターたちはスイッチを切り替え、戦せん闘とう態たい勢せいに入る。

　なにかにつけて楽ばかりしたがるし、聖せい職しよく者しやとは思えないレベルの憎にくまれ口も叩たたくけれど、自分たちの役割はしっかり把は握あくしているのは頼たのもしい。

「シスター・ハイナ。ボクの右へ。シスター・墺芭デイーパは左をお願い。神方術マジカルタオであいつの足を止めて。ボクが鼻っ面つらを蹴り上げて気絶させるから！」

　すぐに彼女の足先が緋ひ色いろに染まり、革かわ靴ぐつが地面にめりこんでいく。体重の数十倍に匹ひつ敵てきする破は壊かい力りよくを秘ひめた必ひつ殺さつ技わざを出す気らしい。

　と、その瞬しゆん間かんだった。

　誰だれかがドラゴン・スレイプニルの前に飛び出してきた。

　短たん軀くで短たん髪ぱつの少年だった。羊ひつじ飼かいの服を着込んだ彼は、妖よう馬ばをかばうような格かつ好こうでこっちを通せんぼしている。

　よく見ると、そのドラゴン・スレイプニルには手た綱づなや鞍くらが装そう着ちやくされていた。背中には葛籠つづらがたくさん固定されている。表情はたしかに恐ろしげだが、瞳ひとみはつぶらで儚はかなげでさえあった。野の良らじゃない。人間に飼かい慣ならされて長いのだ。あれだけ足があれば、ヤギよりも上じよう手ずに険けん路ろを進めるだろう。

　瘦やせぎすな少年は首を何度も横に激しく振った。一ひと言ことも発しなかったけど、意い図とは明めい瞭りようだった。この馬を殺さないでとアピールしているんだ。

　戦せん闘とう態たい勢せいを解いたシスターたちは警けい戒かいしながら接近していく。おれは一歩先に抜けだすと、

「交こう渉しよう事ごとはおれの仕事です。お任まかせ下さい」

　と言い放ち、少年へと近づいた。

　外見からは12歳くらいに思えたが、栄えい養よう状じよう態たいが悪いらしく、足首は針はり金がねみたいだ。いかにも父親のお下がりといった感じの防ぼう寒かん帽ぼうをかぶっている。襟えり首くびの刈かり上げ具ぐ合あいを見るかぎり、髪かみは丸まる坊ぼう主ずに近い。

　子供を相手にするときのコツは相手を子供扱あつかいしないこと。それを知るおれは言こと葉ばを選んで問といかけた。

「その８本足の馬はあなたのものか？」

　反応はごく薄うすかった。彼は冷たすぎる視し線せんでおれを眺ながめると、なぜか両手の指で７を作ってみせた。

　意味はすぐわかった。このドラゴン・スレイプニルは８本足でなく、７本足なのだ。よく見ると後ろ脚あしの１本が根本からすっぱり切り落とされている。戦争か事じ故こで失われたのだろう。

「驚おどろかせて悪かった。こちらに戦たたかう気はないから安心して。ひとつ訊たずねたいんだけど、もしかして君はテスエリット教会にいる小姓ヴアレツトではないのかな？」

　少年はぎょっとした顔でおれを見ると、何度も頭を縦たてに振った。だがこっちの胸むねにある陶片名札オストラテツセラに気づくや、途と端たんに不ふ審しんそうな眼を向けてきた。相変わらず口をきこうとはしない。奴ど隷れいと話をするのが面おも白しろくないのかと思ったが、様よう子すが変だ。

「待まって。この子……ひょっとして話すことができないんじゃないかな？」

　シスター・マリカが指し摘てきしたが、シスター・ハイナがそれを否ひ定ていした。

「おかしいですわ。生まれつき口が不自由な人はたいてい耳も不自由ですのよ。この子はさっきからタックさんの問いかけを理解してるようです」

　そしてシスター・墺芭デイーパが真実に行き着いた。

「沈ちん黙もく之の行ぎように相そう違いなし」

　その子は、首が折おれるのではないかと心配するほどの勢いでうなずくと、カードを見せてきた。それには筆ふで文も字じでこう記しるされていた。





　私の名前はザロアです

　沈黙の行ぎように入っているため、お話ができません

　御ご用ようの際はテスエリット中ちゆう央おう聖せい教きよう会かいまで






　達たつ筆ぴつすぎる点から考えて大人が書いたものらしい。まあ、この子が小姓ヴアレツトであるのは証明されたわけだ。

「ボクたちはツイてるよ。マダム・ユイが言ってたじゃない。小姓ヴアレツトがイートン・アンシャル卿きようのところまで荷物を運んでるって。君がそうなんだろ？」

　ザロアという少年は、首が疲つかれたのか、今度はこっくりとうなずいた。

「やはり神々はわたくしたちを祝しゆく福ふくしてくださいますのね。ザロアさん。どうか山さん荘そうまで案内してくださらないかしら」

「陰いん徳とく陽よう報ほうは幸福への最短経路」

　情けは人のためならずに近い四よん文も字じ熟じゆく語ごで説得したシスター・墺芭デイーパの前で、ザロアは迷った表情を示したあと、いきなり不ふ思し議ぎな踊おどりを始めた。

　右足だけで立ち、両手をまっすぐ伸のばすと、右手を早く、左手をゆっくり回転させていた。左足は横に突つき出されたまま止まっている。

　おれにはすぐわかった。時計の文も字じ盤ばんの真ま似ねだ。

「時間的に無理だと言いたいのかい？」

　正解ですと言わんばかりのザロアにシスターたちが語りかける。

「ボクたちは町に帰れないんだよ。ちょっとトラブルがあってね」

「助けがないと、このまま凍とう死しか餓が死ししてしまいますわ」

「ここで小姓ヴアレツトザロアと出会えたのは千せん載ざい一いち遇ぐうの好こう機き」

　困った顔をしたザロアだったが、彼は後ずさりすると、再ふたたび全身でパントマイムを始めるのだった。

　今度はおれにもわからなかった。よつんばいになり、舌したで掌てのひらを舐なめたかと思うと、爪つめで宙ちゆうをひっかくや、急に犬けん歯しを見せて吠ほえるふりをしたんだ。

　やたら尻しりに手を伸ばしている点から考えるに、しっぽがある動物を意味しているのだろうが、正体までは不明だ。

「ボクわかったよ。この先に可愛かわいい猫ねこが寝ねてて、大勢で行くと目が醒さめてしまうから、朝まで待またなきゃいけないって意味だ！」

「ものすごい高い確かく率りつで間ま違ちがっていると思いますわ」

「本当にもうびっくりするくらい言ごん語ご道どう断だんの誤ご答とう」

　ザロアはとんちんかんすぎる解答にいらいらした様よう子すだが、すぐに解答が向こうからやってきた。

　大地が、震ふるえた。

　重量級のなにかが道なき道を進しん撃げきしてきた。猛もう獣じゆうか妖よう魔まのたぐいに違いない。山さん頂ちようから吹き下ろす風に乗ったおれたちの匂においを嗅かぎつけたのだろうか。

　ザロアが震えながら鞭むちを手に取り、ドラゴン・スレイプニルの尻をぴしりと叩たたいた。７本足の馬はおびえた様子で山道を駆かけ上がっていく。

　愛あい馬ばを先に逃がすとは見上げた小姓ヴアレツトだ。場違いにも感心したおれに、シスター・ハイナが強い調ちよう子しで声が響ひびく。

「タックさんはその子を連れて山さん頂ちようへ。ここはわたくしたちが防ぎますわ。戦闘態勢バトルフオームはトライアングル。各人が互たがいの背中を守りましょう」

「ちょっと！　勝手に仕切らないでよ！　ボクの立場がないじゃない！」

「シスター・マリカをリーダーと認めた覚えなどございませんが」

「昔むかしから赤い服を着てる人は自動的にリーダーだって相そう場ばが決まってるの！」

「おほほほほほ。そんなおチビさんがリーダーだなんて、おかしくっておかずくって笑っちゃいますわ」

　こんなときにも諍いさかいを忘わすれないとは見下げ果てたシスターである。さすがにシスター・墺芭デイーパが叱しつ責せきした。

「両名ともそこまで。深しん山ざん幽ゆう谷こくこそ我われらの求むべき環境なり」

　一いつ瞬しゆんで３人は口を閉ざし、露ろ骨こつに殺さつ気きを発し始めた。それに気づいたのか、突とつ進しんする足音が不意に止まった。おれはザロアの手を引くと山頂へと走る。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。あのシスターたちは、頭は悪いけれど、腕うでっぷしはすごいから」

　ザロアの反応は意外なものだった。

　彼はおれの手を振りほどき、その場に立ち止まった。

　そして悲しそうな顔で腕をクロスし、不ふ吉きつな×マークを示してみせた。続いて親指を立て、喉のど元もとを搔かき切るジェスチャーをする。

「殺されるって言いたいのかい？　命を落とすとすれば野や獣じゆうのほうだね」

　自信をもってそう断言したおれだったが、ザロアは絶望的な表情でこっちを見つめるだけだ。

　そして──恐怖の対象が現れた。

　粘ねん膜まくのような深い闇やみに浮かんだのは猫ねこの顔だった。

　数は３つ。お世せ辞じにも可愛かわいくはない。マタタビをキロ単位で食ってきたかのような凶きよう悪あくかつ凶きよう暴ぼうな御ご面めん相そうだった。

　恐おそろしいことに、その３つの頭部は１つの胴どう体たいに繫つながっていたのだ……。

　図ずう体たいは馬と同じか、それ以上ある。背中に生える体たい毛もうは１本１本すべてが蛇へびとムカデであり、尻尾しつぽには竜ドラゴンの頭が生えていた。そいつは数秒おきに小さな火を吐はき、提灯ちようちんの役目を果たしていた。

　両腕に鳥とり肌はだが立ち、背せ筋すじに電流が走った。先せん史し文ぶん明めいを滅ほろぼしたと聞く氷ひよう河が時じ代だいへ時間旅行タイムスリツプしたとしても、おれの総そう身しんに走った悪お寒かんの片へん鱗りんにも及ばないだろう。

「ボク知ってるよ。あれはキャットベロスっていう魔ま物ものだろ？」

「ええ。わたくしは首しゆ都との博はく物ぶつ館かんで剝はく製せいを見たことがありますわ。地じ獄ごくの番ばん犬けんケルベロスの亜あ種しゆだったかと」

「神々の気き紛まぐれで生まれた容よう貌ぼう魁かい偉いの魑ち魅み魍もう魎りようなり」

　ドラゴン・スレイプニルが可愛く見えるほどの妖よう魔まだった。シスターたちはこんな怪かい物ぶつと相そう対たいしていながら怖おじ気けづく素そ振ぶりを見せない。曲がりなりにも持ち合わせた信しん仰こう心しんのなせる技わざだろうか。

「ぐるにゃぁあぁ……ぐるにゃぁあぁ……ぐるにゃぁあぁ……」

　キャットベロスは輪りん唱しようするかのように叫さけんだ。今日、咆ほう哮こうを聞いたのはこれで２回目だが、先ほどのものとは明らかに響ひびきが違ちがう。まだ別の怪かい物ぶつがいるのか？

　まず最初に動いたのはシスター・墺芭デイーパだ。魔術詠唱マギカ・アリアを終わらせていたらしく、賢翁の牧杖パストラルスタツフを素早く振ると同時に、水色の波動が空中に走った。

　氷こおりがキャットベロスの下か半はん身しんにまとわりつき、鎖くさりに変化した。あっさり拘こう束そくに成功したかと思ったんだけれど、それは糠ぬか喜よろこびに終わった。

　妖よう魔まは怪かい力りきを発はつ揮きし、分厚い氷の鎖をあっさり切断したのだ。しかし、わずかに足が止まった瞬しゆん間かんをシスター・ハイナは見み逃のがさなかった。堕天使の弓ルシフアー・ボウを駆く使しし、連れん射しやを試みる。

　放たれた弓ゆみ矢やは３本。肩かたと腰こしと尻しりに命めい中ちゆうしたものの、威い力りよくが大きすぎた。

　相手は妖魔だが、しょせん大型の猫ねこにすぎない。象ぞうや熊くまでも倒せる強さで放たれた矢は、キャットベロスの柔やわ肌はだを貫かん通つうすると地面に突つき刺ささった。

　肉と血が撒まき散らされたが、まだ相手の勢いは失われなかった。キャットベロスは運動エネルギーを武器とし、突とつ撃げきを続けてきたのだ。

「ええい！　まどろっこしい！　ボクがやるから離はなれてて！」

　数珠十字クロスビーズを振ふりかざしながらシスター・マリカが魔術詠唱マギカ・アリアを始める。

「万ばん有ゆう引いん力りよくを司つかさどる精霊スピリツツグラビィウスに願います。聖せいなる乙女おとめの願いを聞き届け、重力の法則を暫ざん時じねじ曲げてください。代だい償しようとして我わが全体重を捧ささげます！」

　自分で聖なる乙女と名乗るのはどうかと思ったが、精霊スピリツツはわがままを聞き届けてくれた。

　彼女の足は踝くるぶしまで赤しやく銅どう色の光こう輝きに包まれた。盛大に土つち塊くれを蹴けり上げながら宙ちゆうへとジャンプしたシスター・マリカは、自じ慢まんの必ひつ殺さつ技わざを大声で叫ぶ。

「メタルグラビティ・キック！」

　両足を揃そろえ、全体重の50倍もの衝しよう撃げきを一カ所に集約させる秘ひ技ぎだ。

　発動までに時間がかかるのが欠点だけれど、スピードとパワーは折おり紙がみ付つきだ。直ちよく撃げきすれば象でさえ一いち撃げきで仕留められる。

　けれども命中しないのでは意味がない。

　キャットベロスはやっぱり猫の系けい譜ふに連なる生命体だった。図ずう体たいは大きくても身は軽い。３つ頭を持つ妖魔は横っ飛びでシスター・マリカの蹴り技を回かい避ひした。

　見事に空から振ぶりしたシスター・マリカは、盛大に土つち煙けむりをあげて着地した。当然、地面に大おお穴あながあき、小こ柄がらな彼女はその中にすっぽりと収おさまってしまった。

　埃ほこりに咳せき込みながら這はい上がると、シスター・マリカは悔くやしそうに怒鳴った。

「ボクのメタルグラビティ・キックをよけた！」

　さすがに警けい戒かい度どを高めたのか、キャットベロスは距きよ離りをとり、低音で呻うめいている。矢で射いられた傷きず口ぐちからは出血もひどかった。

　シスター・ハイナが新しい矢をつがえながら言う。

「もう１回なんとかキックで時間を稼かせいでくださいな。今度は３つの頭をぜんぶ一いつ気きに射い貫ぬいてみせますから」

「無理だよ。知ってるだろ。エネルギーの再さい充じゆう塡てんに５分はかかるんだよ」

「無ぶ様ざまですわね。いきなり最初から必ひつ殺さつ技わざを出すから後が続かないんですわ。いったいどうしますの？」

「無む我が夢む中ちゆうで逃にげるのみ」

　撤てつ退たい方ほう針しんが決まるとシスターの動きはより機き敏びんになった。その逃げ足の速いこと。３人は道路脇わきにあった一いつ本ぽん杉すぎを見つけると、すごい勢いでよじ登っていく。

　おれもシスターたちに続き、ザロアも後を追った。ささくれだった幹みきで掌てのひらが切れたけれど、恐怖のあまり痛いたみは感じなかった。

　すぐキャットベロスが一本杉の真ま下したまで追いすがってきた。体重が体重であるため、木登りは無理らしい。幹の側で無ぶ気き味みにうめくだけだ。とはいえ、いつジャンプしてくるかは想像もできない。

　すぐ下にいたザロアが、おれの横をすりぬけ、器用に上へと登っていく。たちまちシスターたちも追い越こしてしまった。

　上を見上げるとザロアの靴くつ底ぞこが見えた。釘くぎみたいな突とつ起き物ぶつがいっぱいついている。あれを幹に突つき刺さしながら一本杉を駆かけ上がっているのだ。

　その途と端たん、おれのすぐ上で枝えだにしがみついている赤あか毛げのシスターが、頭とう頂ちよう部ぶに蹴けりを入れてきた。

「ばかぁ！　もう１度上を見たら殺すからね！」

「……見み飽あきたぱんつを見て寿じゆ命みようを縮める趣しゆ味みはありませんよ」

「この噓うそつき！　ボクの恥はずかしいところをじっくり見てから死ぬつもりのくせに。罪つみには罰ばつが必ひつ要ようだよね。あとのことは心配しなくていいからキャットベロスに食われてよ」

「それはナイスなアイディアですわね。わたくしたちが逃げる捨すて石いしになりなさいな。それが男の責せき務むでしょう」

「自じ己こ犠ぎ牲せいこそ有ゆう終しゆう之の美びに最さい適てき。長ちよう者じやの万まん灯とうより貧ひん者じやの一いつ灯とう」

「なんでおれが死ぬってことが前ぜん提ていになってるんですか。女にも平等に危険を授さずけよと女王陛へい下かもおっしゃってたじゃないですか！　それが男女平等だってば！」

　おれの絶ぜつ叫きようは一本杉の振しん動どうで強制停止させられた。下を見ると、キャットベロスが両手で幹に張り手を敢かん行こうしていた。

　鋼はがねのような爪つめの破は壊かい力りよくは鉄てつ斧おのよりもはるかに上だ。この一本杉が倒とう壊かいするまでに、あと何分あるだろう。

　さすがのシスターたちも悲鳴をあげる。おれも半なかば覚かく悟ごを決めた。どうやら15年という短い人生に終しゆう止し符ふを打つときがきたらしい。

　やりたいことはまだいっぱいある。銀ぎん行こうを経営して王おう室しつに頭を下げさせてみたかったし、温おん泉せんに金貨を敷しき詰つめてのぼせるまで浸つかってみたかった。なによりも超ちよう生なま意い気きなシスターたちを下げ僕ぼくにして、いままでの恥ち辱じよくを10万倍にして返してやりたかった。そんなささやかな願いさえ露つゆと消えるのだろうか。

　だが、神々はまだおれたちを見捨てなかった。

　視し界かいの隅すみになにかが見えた。蒼あおい発光体だ。山さん頂ちようにいきなり輝かがやいた水色の輝きが、文字通り宙ちゆうを駆かけてくる。まるで流りゆう星せいのようだった。

　それは直角に何度か曲がると、数すう秒びようで一いつ本ぽん杉すぎまで飛ひ来らいした。勢いそのままにキャットベロスへ激げき突とつする。妖よう猫びようは毛け糸いと玉だまのように吹っ飛ばされた。

　そして光こう芒ぼうは人の形へと変化した。全身を白いマントですっぽり覆おおっているため、スタイルはよくわからないが、かなりの長ちよう身しんだ。腰こしまである長い銀ぎん髪ぱつのため、性別は不明だったが、肩かた幅はばから見て若い男だろう。

　キャットベロスは明らかに怯ひるんでいた。３つ首の怪猫は背中を地面につけ、腹はらを空に向けている。服ふく従じゆうのポーズで保ほ身しんを図はかるつもりらしい。

「人を襲おそうなと命じたはず。特に女は食うな。腹を壊こわしてしまうぞ」

　低音だが、よく通る男の声が聞こえた。彼はマントの間から銀色に光る棒ぼう状じようのなにかを突き出すと、キャットベロスのいちばん左の頭を一いち撃げきした。

　肉にく片へんと血液が散り、怪猫の悲鳴が薄うす暗がりの山やま肌はだにこだました。

「これで頭は残り２つ。もう１つ潰つぶされれば獣けものへと退化する。尻尾しつぽの竜りゆうの頭は火か焰えんを噴ふく飾かざりでしかないからな。知恵を失い、原げん始しに戻りたくないのであれば、再び人を襲うな」

　悪あく童どうに言い聞かせる聖せい職しよく者しやのような態度に、キャットベロスは後ずさりをした。

「去され。己おのれのいるべき場所に戻れ。夜の闇やみがすべてを喰くらい尽つくしてしまう前に」

　その台詞せりふが合あい図ずになった。怪猫は、中央の首で失われた左の首の傷きず痕あとを舐なめながら、暗くら闇やみへと逃げていった。

　白いマントの男は一本杉に登るこっちを見上げた。まず最初に視し線せんが交こう錯さくしたのはおれだったみたいだ。

　正直に告こく白はくしよう。男を見て美しいと思ったのは初めてだ。妖よう艶えんという表現がこれほどまで似に合あう美び丈じよう夫ふも、そうはいない。

　細ほそ面おもての表情はミルクのように白く、長い銀ぎん髪ぱつとよく似に合あっている。よく通った鼻はな筋すじには紅あかい丸まる眼鏡めがねが装そう着ちやくされていて、同じ色の薄うすい唇くちびるとマッチしてた。髭ひげはなく、首くび筋すじは鶴つるを連想させるまでに細い。そこから下はマントに覆おおわれていて見えなかったが、正体はひとめでわかった。

　全ぜん財ざい産さん賭かけたっていい。この男が捜さがし求めていたイートン・アンシャルだ。

　シスターたちもその結けつ論ろんに達したらしい。３人は連続して飛とび降おりると、スカートの裾すそを押さえながら優ゆう雅がに着地した。

　こういうときだけお淑しとやかな素そ振ぶりをするのもどうよ？　そう思ったおれをよそに、シスターたちは片かた膝ひざを折おると、丁てい寧ねいな語り口でこう切り出した。

「テスエリット牧宰フユーダルドたるイートン・アンシャル卿きようとお見受けいたします。ボクたち……じゃなくて私どもは聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんからの密みつ使しです」

「わたくしどもは貴き殿でんに賢聖騎士マギステル・エクテスとしてもういちど剣けんをとっていただきたく、この地に馳はせ参さんじました」

「自分たちと御ご同どう行こう願えれば歓かん天てん喜き地ちの思いなり」

　赤あか蒼あお黄きのシスターたちに頭を下げられたイートン・アンシャル卿は、静かに語りかけた。

「遠えん路ろ遙はる々ばるご苦労……と言わねばならない場面だろうが、シスターたちの言い分を額がく面めんどおりに受け入れることはできない。誰だれの命令で来た？　それによって私は君たちの味み方かたにも敵てきにもなるだろう」

　迷いはあったが、おれは決断した。

　真しん相そうを隠かくし通すのにも限界があるし、結局１から10まで説明しなければならないのである。シスターたちは激げき怒どするだろうが、ここが勝負の為所しどころだろう。
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　ずるずると一いつ本ぽん杉すぎをすべり降りたおれは奴ど隷れいとしての卑ひ屈くつさを強調しすぎない態度を心がけたまま、イートンの側にひかえた。

「タック・テンダースが御説明申もうし上げます。身み共どもは女王陛へい下かの指示を受けた修しゆう道どう長ちようマザー・カレレンの使者なのです。

　なにはさておき、これを差し上げたく存じます。イートン・アンシャル卿きようと面談する機会に恵まれたなら、絶対に直接手渡しせよと厳げん命めいされております」

　鞄かばんからずっと隠かくし持っていた半はん透とう明めいの四し角かく錐すいを取り出すや、シスター・マリカが目め敏ざとくそれを見つけた。

「なにそれ？　ボク初めて見たよ」

「田舎いなか娘むすめはご存じなくても仕方ありませんわね、あれは映像結晶グラヴイーですわ」

「活かつ動どう写しや真しんの機械。王おう宮きゆう以外には門もん外がい不ふ出しゆつの代物」

　３人に非ひ難なんされる前におれは謝しや罪ざいした。

「シスターたちには黙だまっていて悪かったと思っています。でも、再さい生せいできるのは１回だけなんです。おれが持っていると知ったら絶対に見せろっていうでしょう。あなたたちは好こう奇き心しんと野や次じ馬うま根こん性じようの塊かたまりですから」

　おれが差し出した映像結晶グラヴイーを手に取るため、イートンが一歩近づいたときだった。

　空から猿さるのような影が殺さつ意いと一いつ緒しよに転がり落ちてきた。

　ザロアだった。

　いつの間にか一本杉の先せん端たんまで登っていた少年は、樹上からイートンの後こう頭とう部ぶめがけて蹴けりを見み舞まったのだ。

　軽すぎる体重でも、あれだけの高みから飛び降りれば破は壊かい力りよくは充分だ。鋭するどい足あし技わざが炸さく裂れつしたなら、大人でも命にかかわる。

　だが、イートン・アンシャルは想定外の方法で脅きよう威いを排はい除じよしたのだった。

　白いマントがひるがえったかと思うと、その下から棒ぼう状じようの物体が突つき出された。

　てっきり槍やりだろうと思ったが、そうではなかった。

　夕ゆう闇やみの中で鈍にぶく光るそれは、人じん工こうの、機械の、作り物の腕うでだった。

　そう。イートン・アンシャルには、両腕が、なかったのである……。

　尋じん常じような義ぎ手しゆではない。シルエットは常じよう人じんの腕と大差ないが、太さが異常だ。丸まる太たのような豪ごう腕わんという表現がしっくりくるレベルだった。

　イートンはそれで襲おそいかかるザロアを受け止めた。空中でキャッチされてしまった少年は悔くやしげに顔を歪める。

　そこでようやく２人の動きが止まったため、腕の細部が確認できた。

　ところどころ防水用らしい皮ひ膜まくで覆おおわれているが、他の部分はネジとバネとコードと歯車と弾はずみ車が幾いく重えにもからみつき、隙すき間まには碧へき色しよくの妖よう光こうが行き来している。

　飾かざりの部分など一切ない。機能美を追求した道具の姿がそこにあった。とても無ぶ気き味みだが、ある意味神こう々ごうしくもあった。

　だが、直後に成なした行こう為いは、神々の所しよ業ぎようではなく、悪あく魔まのそれだった。イートンは義ぎ手しゆを器用に操あやつると、ザロアの背中をサバ折おりにしてしまったのだ。

　続いて間かん髪はつを入れず、小さな暗あん殺さつ者しやを地面に叩たたきつける。ザロアは受け身をとったようだが、もはや起き上がることもできないダメージを受けてしまった。

　子供に加えられた容よう赦しやない一いち撃げきにシスターたちはドン引きしたが、イートンは平然とした口く調ちようで話す。

「驚おどろく必ひつ要ようはない。その子は頑がん丈じようなのだ。それに怪け我がをしないように手て加か減げんもした。１日１回は襲おそってくるから、わずらわしくてかなわない」

　思わず絶ぜつ句くしたおれの手から映像結晶グラヴイーをつまみあげたイートンは、なぜか悲しげにつぶやく。

「女王陛へい下かか。そう言われるに足たる女に成長したと考えていいのだろうか。それとも高価な映像結晶グラヴイーを無む駄だに使う傲ごう慢まんな人間に劣れつ化かしたと見るべきなのか」

　イートンが機械の指で表面に触さわると、ピラミッド型の映像結晶グラヴイーから蒼あお白じろい光がほとばしり、空中に半はん透とう明めいの人影が現れた。

　おれは肖しよう像ぞう画がで見たことがあった。華か美びにも思える装しよう束ぞくと、気品さに満ちた表情。間ま違ちがいはない。この女性こそペニンシュラ王おう領りようの国こつ家か元げん首しゆエマルカ・ダークナス様だ。

　等とう身しん大だいの立体映像は、静かに語り始める。

『……お久しぶりですね。テスエリット牧宰フユーダルドイートン・アンシャル。

　何度も親しん書しよを送ったのですが、貴き殿でんから返答がなかったため、特とく使しを派は遣けんしました。どうか彼女たちを無む碍げに追い返さぬようにお願いしたいものです。

　３年前の戦いにおいて私たちの祖そ国こくは貴殿の働はたらきにより救われました。そしていまペニンシュラ王領の臣しん民みんは、再ふたたびその力を必ひつ要ようとしています。

　国こく難なんがすぐそこまで近づいているのです。暴ぼう虐ぎやくなザルツランドの軍は再さい侵しん攻こうの構えを隠かくそうとしていません。雪が溶け、春になれば、祖国はまたしても戦場となりましょう。もう一いつ刻こくの猶ゆう予よもありません。このメッセージを受け取ったなら、即そく日じつテスエリットを発ち、首しゆ都とへと来るのです。

　もちろん無む償しようで勤きん王のうは求めません。あなたが褒ほう美びにこだわる御ご仁じんであることはよく承しよう知ちしております。

　事じ前ぜん報ほう酬しゆうとして、この３人のシスターを差し上げましょう。

　彼女たちの保護者はかつて従軍尼僧バトルナンを務めていたマザー・カレレンです。あなたもご存じの女じよ傑けつですわね。現げん在ざい、聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いん長ちようの要職にある彼女は、シスター３人の人権をイートン・アンシャル卿きように譲じよう渡とすることに同意しました。

　あとはあなたの思うがままです。戦場にて楯たてにするもよし。メイドにして身の回りの世話をさせるのもよし。愛あい人じんにして後こう継けい者しやを産ませるのもまたよし。

　聖せい職しよく者しやを個人的に仕えさせるのは男性にとって羨せん望ぼうの的まとであるはず。それを３人もいちどに与えるのです。条件は破は格かくといえましょう。断る理り屈くつはないはず。

　賢聖騎士マギステル・エクテスイートン・アンシャルよ。望みは貴き殿でんだけ。貴殿こそが唯ゆい一いつの望み。

　なおこの映像結晶グラヴイーは自動的に消しよう滅めつします……』

　半はん透とう明めいの四し角かく錐すいは煙けむりを発すると、その色を黒へと変えた。女王の姿はすぐにかき消されてしまった。

　口をあんぐりと開けたままのシスターたちの間に、イートンの声が虚むなしく通り過ぎていく。

「……なんということだ。成長でも劣れつ化かでもない。あの女は堕だ落らくした。もはや知恵を武器とする賢けん者じやではない。畜ちく生しよう道どうを征いく俗ぞく物ぶつに成り下がってしまった。ひどい。ひどすぎる。どこまで私を悲しませれば気がすむのだ……」

　押おし殺ころした声でつぶやいたイートンは、双そう眸ぼうから涙なみだを流した。滝たきのようなそれは頰ほおから首くび筋すじを濡ぬらし、やがて全身をコーティングするかのように覆おおった。

　イートンの全身が蒼あおく光る。彼は大地を蹴けると、獣けもののように咆ほう哮こうした。

「あるぅううぅ……あるぅううぅ……」

　聞き覚えのある絶ぜつ叫きようだった。怪かい物ぶつはこの男だったわけである。

　輝かがやく光こう芒ぼうへと変化したイートンは絶叫を暗くら闇やみに響ひびかせながら、弓ゆみ矢やよりも早く山やま肌はだを駆かけ上がってしまった。

　数度の跳ちよう躍やくで山さん荘そうにまで光が達したときにはさすがに驚おどろいた。あまりに幻げん想そう的てきな光景に、おれは呆ぼう然ぜんとなった。

　正しよう気きに戻してくれたのは耳たぶに走った痛みだ。胡桃くるみでも砕くだくシスター・マリカの指し圧あつに、おれは悲鳴をあげた。

「いててててててて！」

　振り返ると、悪あつ鬼きの形ぎよう相そうをしたシスターたちが立っていた。

「タック！　きみは知ってたんだな。ボクはもう誰だれも信じられないよ！」

「わたくしも素そ振ぶりが怪あやしいとは思っていましたが、こんな仕打ちを黙だまっていたなんて」

「小しよう人じん閑かん居きよ。卑ひ怯きよう千せん万ばん」

　おれは往おう復ふくビンタの３連れん射しやを食らい、その場に仰あお向むけにひっくり返った。

　澄すんだ空気を通して見える天の川ミルキーウエイの輝かがやきは、信じられないまでに白かったことをいまでもよく覚えている──。
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　おれたちがティーゲル・ロッホと名付けられた山さん荘そうに到着したとき、時刻は午後８時をすぎていた。

　意識を取り戻したザロアが道案内してくれたから迷いはしなかったが、おれは言いようのない絶望感に包まれていた。

　登山時の行進はさっきまでとは違ちがい、おれがいちばんあとだった。最さい後こう尾びを申もうし訳わけなさそうにとぼとぼ歩けと言われたからだ。シスター・マリカにいたっては、いざという場合には猛もう獣じゆうに食われる役目を担になえとまで言い切った。

　幸さいわいにもキャットベロスや他の動物は姿を見せず、山荘の入口まで到着できたのは神々の御ご加か護ごだろうか。

　おれたちを出迎えてくれたのは７本足のドラゴン・スレイプニルだった。ザロアは先に逃げ帰っていた妖よう馬ばの手た綱づなをとると、身振りで着いてこいと言った。

　案内された先は馬小屋だった。干ほし草と薪まきが山のように積んであるが、他にこれといった調ちよう度ど品ひんはない。もちろんベッドなど期待するほうが無理だった。

「勘かん弁べんしてよ。ボクたちに干し草の上で寝ねろっていうの？　こんな場所は裏うら切ぎり者の会計奴ど隷れいだけで充分だよ」

「いいえ。タックさんは屋根の上で我が慢まんしてもらいましょう。わたくしたちはやはり室内でないとね。この馬小屋はちょっと風通しが良すぎますもの。見たところお屋や敷しきは広々としているご様よう子す。空あき部べ屋やのひとつくらいあるでしょう」

「聖せい職しよく者しやをもてなす者は天てん地ち神しん明めいの祝しゆく福ふくが得られる。轍てつ鮒ぷ之の急きゆうを救いたまえ」

　シスター・墺芭デイーパは轍わだちの水溜たまりであえぐ鮒ふなにおれたちをたとえたわけだが、こっちも同意見だった。夜の山は冷たすぎるから、風か邪ぜくらいじゃすまない。肺はい炎えんでもおこせばあっさり冥めい界かい行きだ。

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしたザロアだが、彼は手て招まねきをしておれたちをドアへと導みちびいてくれた。

　あらためて見ると、ずいぶん妙みような格かつ好こうの家だった。

　お椀わんを伏ふせたようなドーム型の住じゆう居きよが幾いくつも並び、それがチューブ状の渡り廊ろう下かで繫つながれている。いかにも世よ捨すて人が住む邸てい宅たくらしい。

　玄げん関かんに近づくと、ザロアは右手を壁かべに近づけ、大だい理り石せきのような板に触ふれた。

　途と端たんに金属のドアが音もなく左右に開く。そこは玄関と応おう接せつ間まを兼かねたスペースだ。石造りの床ゆかと檜ひのきの壁かべが印象的だった。

「すごいや！　どんな神方術マジカルタオを使ったんだい？」

　シスター・マリカが驚きよう嘆たんの声をあげたが、ドアを調べたおれにはわかった。

「これは神方術マジカルタオじゃありません。機械仕じ掛かけですね。きっと失われた先せん史し文ぶん明めいの遺い産さんかと。テスエリットでは遺い跡せきがたくさん発見されていると聞きますし」

　高こう慢まんさに磨みがきをかけた声でシスター・ハイナが言った。

「裏うら切ぎり者の会計奴ど隷れいに解説なんかしてほしくありません。タックさんにドアを潜くぐる資格はないんですよ。さっさと屋根の上か馬小屋にお行きなさいな」

「それでもいいですけど、旅りよ費ひはおれが預かっているんですよ。今夜は風も強いから、下へ手たすれば持ち金をぜんぶ飛ばされてしまうかも知れません。帰りの路ろ銀ぎんがなくならないように祈いのってもらえますか」

　シスター・墺芭デイーパが読み上げるように告つげた。

「貧ひん富ぷ貴き賤せんに関わらず、よくよく考えればお金は大事。それを管理する者もまた大切。一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩おん義ぎを与え猛もう省せいを促うながすのも可」

　おれの軽い脅きよう迫はくに、シスターたちは簡単に信念を曲げた。やっぱりお金の魔ま力りよくは大したものである。

「ありがたいお言こと葉ばで。お叱しかりは受けますけど、あんまりおれを責せめないでください。ギリギリまで黙だまっていろとマザー・カレレンに命令されていたんです」

「お金しか詰つまっていないその頭に良りよう心しんがちょっとでも残っていれば、ボクたちを性せい奴ど隷れいにするって話を秘ひ密みつにできるわけないだろ！」

「話したら、逃走される危険性があったものですから」

「あったりまえじゃない！」

「でも、おれの記き憶おくが確かならば、シスターたちは誰だれがアンシャル卿きようを口く説どき落とすかもめていたようにも思うんですけど……」

「ガールズトークに耳傾かたむけてるんじゃないわよ！　デリカシーがない奴隷はこれだから大嫌いなんだ。ああ！　怒ったら無む性しようにお腹なかがすいてきた。台所はどこ!?」

　食事よりイートン・アンシャルを捜さがすほうが先だと思ったが、これ以上相手を刺し激げきしても現状を悪化させるだけだろう。

　不意に腹はらの虫が鳴る音がした。恥はずかしい音を細く長く響ひびかせたのはザロアだった。彼は顔を赤くすると、渡り廊ろう下かへのドアを開けた。

　硝子ガラス張りの通路チユーブを歩き、隣となりのドームに入る。そこがキッチンだ。暖だん炉ろとオーブンと薪まきストーブが煌こう々こうと燃えており、室内は熱いくらいだった。

　暖だん炉ろに近づいたザロアは薪まきを火に放り込んだ。上に載のせられていた鍋なべはすぐに沸ふつ騰とうした。彼はおたまを使い、そこから円えん筒とう形けいの金属を２つ取り出した。

　湯ゆ煎せんされていたのは缶かん詰づめだった。

　20年ほど前にザルツランド経けい由ゆで入ってきた発明品だ。その宗そう主しゆ国こくである神しん聖せいメガロード連れん邦ぽうから技術提てい供きようがあったらしいが、詳くわしいことはわかっていない。

　つまりは食品を腐くさらせずに長持ちさせる技ぎ法ほうだ。正直な話、おいしくはない。シスターたちも露ろ骨こつにがっかりした顔を見せた。

　しかしザロアが缶切りを突つき立てた瞬しゆん間かん、かぐわしい香かおりが周しゆう囲いに広がった。乱らん雑ざつに皿さらへと移されたそれは煮に魚ざかならしい。

　椅い子すがないため、立ったままの食事となった。渡されたフォークでそれをつついたシスターたちは、感かん歎たんの声を張りあげた。

「ヤバい！　これちょーおいしい！」

「品のないご感想ですこと。もう、そんなにフォークを振り回さないでくださらないかしら。汁しるが飛びますから。たとえ缶詰でも、もっと優ゆう雅がに……あら、本当に美び味みですわね」

「自分の口にもあう。天てん下か一いつ品ぴんの称しよう号ごうを与えても差し支えなし」

　ザロアから空き缶を取り上げたおれは、記しるされている注意書きに目を通した。





商品名　　　軍用糧りよう食しよく（サバの味み噌そ煮に）

賞しよう味み期限　　常じよう温おんで７千年　冷れい蔵ぞうで２万年保証

製造年月日　99／７／31

調理方法　　加熱すること。食事直前に温めるとさらによい

シェルター備び蓄ちく専用品　国こく舞ぶ缶詰有ゆう限げん会がい社しや謹きん製せい






　なんだこりゃ？　それが率そつ直ちよくな感想だった。

　不ふ可か思し議ぎなのは製造年月日だった。おれたちの暦こよみとは明らかに違ちがう。賞味期限の数すう値ちも誤ご植しよくかと思うほどめちゃくちゃだ。いったい何年前の缶詰なんだろう？

　シスターたちが夢む中ちゆうになってフォークを伸ばしている点から、痛んではいないし、味も良いようだが、おれはなんだか気き味みが悪くなり食べる気がしなくなった。

　台所の隅すみには食材を入れる棚たながあった。缶詰がたくさん入っていたが、どれもこれもサバの味噌煮ばかりだった。

　他にも食材が入った木き箱ばこがいくつか積み上げられている。麓ふもとの町から運ばれてきた貢みつぎ物だろう。

　たちまち缶詰を食い尽つくしてしまったシスターたちは、そちらに視し線せんを向けた。

「林りん檎ごの木箱があったよ。これは隠かくし味になるよね。お魚もおいしいけど、やっぱりボクはお肉がいいや。おっと、こっちのほうが嬉うれしいね」

「鯨くじら肉にくのベーコンですわね。こっちには人にん参じんと馬鈴薯じやがいもとセロリがありますわ。林りん檎ごは食後のデザートによさそうですわね」

「天てん之の美び禄ろくに匹ひつ敵てきするコンソメ発見」

　３人は手て桶おけで掌てのひらを洗うと、包ほう丁ちようと寸すん胴どう鍋なべを取り出すや、勝手に料理を作り始めた。この事態にザロアはどうしてよいかわからず、おろおろするばかり。

　聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんは、その名のとおり武芸を教えることを主しゆ目的としているが、シスターの基き礎そ教きよう養ようとして料理と看かん護ごの技術も叩たたき込まれる。聖せい職しよく者しやとして大成できなくても、潰つぶしがきくようにだ。

　残念なことに赤あか蒼あお黄きの３人は武芸に心しん血けつを注そそぎすぎたあまり、他のことはおろそかになりすぎていた。料理もごく簡かん単たんなものしか作れない。

　いま着手したのはポトフだった。

　野菜を洗あらって適当な大きさに切り、鍋に放り込むだけというシンプルなメニューだ。岩がん塩えんと黒くろ胡こ椒しようが欲ほしいけど、コンソメだけでもなんとかなる。

　ぐつぐつと煮にえたぎる寸胴鍋を見ながら、シスター・マリカが言った。

「最低でも２時間は煮なくちゃね。アクを取るのはボクの仕事かな」

「ちまちました単たん純じゆん作業はちまちました人にお願いします。頭ず脳のう派はのわたくしは次じ善ぜんの策さくを練ねりますわ。とにかくアンシャル卿きようともう１回会わないとなにもできません。ザロアさん、こちらへいらっしゃいな」

　シスター・ハイナは近づいてきた小姓ヴアレツトにメモ帳と鉛えん筆ぴつを手て渡わたした。

「あなたにはアンシャル卿のことを話してもらいたいのです。いくつか質しつ問もんをしますから、これに返事を書いてください。身振り手振りだと意い思し疎そ通つうに時間がかかりすぎますから」

　鉛筆を握にぎりしめたザロアだが、彼はなぜか悲しそうな顔でたたずむだけだった。

　その態度から真実に気づいたシスター・ハイナが、慈じ悲ひをたずさえた顔で言う。

「まあ……かわいそうに。文字を習っていないのね。それなら絵でもいいわ。まずはこの山さん荘そうの見み取とり図を描いてくれないかしら。上手に描えがけたらあとでおいしいポトフを御ご馳ち走そうしてさしあげますわ」

　缶かん詰づめ以外はなにも食べていないらしく、ザロアはすぐこの誘ゆう惑わくに屈くつした。こっくりとうなずくと、メモ紙に鉛筆を走らせていく。

「自分は他の食料を暗あん中ちゆう模も索さくせんとす。さて、会計奴ど隷れいくんは無む為い徒と食しよくを決きめ込こむ気なのだろうか？」

　シスター・墺芭デイーパの叱しつ責せきに、おれは応じた。

「おれは足を使ってアンシャル卿を捜さがしてきますよ……」
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　山さん荘そうをあてもなく彷ほう徨こうしたが、イートンはどこにもいなかった。

　消えた光こう輝きの行方ゆくえから考えて、このティーゲル・ロッホに潜ひそんでいるのは確実だが、その姿は見つからない。

　ドーム型住じゆう居きよは大小12棟とうもあり、無む駄だに広かった。鍵かぎがかかっていて入れない場所もいくつかある。いずれも家具は最小限のものしかなく、殺さつ風ぷう景けいな空間だった。どこにも人ひと気けがないのは無ぶ気き味みだ。大声で叫さけんでみても、こだまさえ返ってこない。

　歩ける範はん囲いを踏とう破はしたおれは最後のドームへとたどりついた。施せ錠じようされていなかったため、ドアはすぐ開いた。

　湯ゆ気げの充満する空間が広がっていた。脱だつ衣い所じよの向こうに温おん泉せんらしき岩いわ風ぶ呂ろが見える。屋根は開閉式になっているようで、そこから星ほしがいくつか瞬またたいていた。

　イートンを捜さがさなければいけないのはわかっていたけれど、入にゆう浴よくの誘ゆう惑わくには抗あらがえなかった。体が芯しんまで冷えていたし、埃ほこりと垢あかでくさかったんだ。さっと入ってさっと出ればいいさ。

　その岩風呂は広く、20人は楽らくに入れるサイズだった。

　ぱっと見では天てん然ねんっぽいけれど、人の手が入っているのがわかった。きっとテスエリットの町民がアンシャル卿きようのためにこしらえたんだ。湯ゆ船ぶねの中央には大岩がセットされていて、湯はその割れ目から湧わきだしている。

　服を脱ぎ、丁てい寧ねいにたたんで籠かごに放り込むと、おれは湯に体をまかせた。毒どく素そが徐々に溶けていくのがわかる。冬とう眠みんから蘇そ生せいする気分とはこんなものだろうか。

　疲つかれが吹き出た。時間がいつの間にか流れた。気持ちよくうつらうつらしていると、なんとも嫌いやな声が聞こえてきた。

「お風ふ呂ろがあるなんて夢にも思わなかったよ。ボク、体を洗いたかったんだ」

「わたくしが見取り図を描かせて正解だったわけです。どうぞ限りない感かん謝しやの言こと葉ばを浴びせてくださいな」

「新しん陳ちん代たい謝しやで健けん康こう増ぞう進しん」

　気づいたときにはもう逃にげることなど不ふ可か能のうな情じよう況きようだった。おれは大岩の裏うら側がわに回り込んで急場を凌しのいだ。

　衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。まずい。妙みような気分になってきた。色々とやばい。

「ボクが一番乗りねー！」

　ざっばーんと湯船に飛び込む音と一いつ緒しよに、水飛沫しぶきがこっちまで飛んできた。

「淑しゆく女じよの行おこないとは思えませんわ。ちゃんとお湯で体を流してから入るのが礼れい儀ぎでしょうに」

「いいじゃん。礼儀を見せて得とくする相手がいないんだから。で、どうするの？　当面はアンシャル卿きようの出方を見なきゃいけないけど、やっぱり頃ころ合あいを見て逃げ出すべきかな？」

「そうですわね。説得して首しゆ都とまで連れて行くだけだと思っていましたのに、まさか人じん身しん売ばい買ばいの商品にされているとは想定外でしたわ」

「ボクもまだ結けつ婚こんはしたくないよ。性せい奴ど隷れいだってイヤだよ。でも勝手に帰ったら人鳥ペンギンに殺されちゃうんじゃないかなあ」

「マザー・カレレンは恐ろしい人ですけれども、聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんは駆かけ込み寺として機能していますから、きっと許してくれますわ。シスターとしての身分は剝はく奪だつされるかもしれませんけれど」

「それも困るなあ。ボクは聖せい職しよく者しやとして生きるって神々に誓ちかったんだ。いまさら普通の女の子には戻れないよ」

「まるで以前は普通の女の子だったかのような台詞せりふですわね。それはともかく修道院に戻れば、連れん帯たい責せき任にんの観点から鑑かんがみて、わたくしもシスター・マリカと同どう様ようの憂うき目を覚かく悟ごしなければなりません。それは御ご免めんこうむりますわ。

　そもそも下げ山ざんを試みたところで、怒りに我われを忘れているテスエリットの人たちはわたくしたちを捕とらえようとするでしょう。不ふ必ひつ要ようの殺せつ生しようはしたくありませんし、はてさて、どうしましょう……」

　思案する２人に対し、シスター・墺芭デイーパの淡たん々たんとした声が温おん泉せんに響ひびく。

「現げん状じよう打だ破はの鍵かぎは状じよう況きよう把は握あくにこそあり。まず自分たちの置かれた環境を再さい検けん証しようすべきだと考える。まずもってテスエリットの町民は烏う合ごう之の衆しゆうとは到底思えず。彼らは一定の規き矩く準じゆん縄じように従したがって行動していると見たが？」

　反はん射しや的てきにシスター・マリカが応じた。

「言われてみれば、連中の動きは統制がとれていたよ。こっちを襲おそうと決めたら迷いがなかったし。団結心と殺気は大したもんだったね。なんだか軍人みたいだ」

　シスター・ハイナがそれに続く。

「一歩先を越こされましたが、わたくしも同意見です。シスター・マリカの思いつきはたぶん真実ですわ。テスエリットの人々は無む辜こな民間人じゃありません。身のこなしを見ればわかります。まるで訓くん練れんを受けた正せい規き兵へいのよう。少なくともなんらかの軍事教練を受けているはずです」

　再ふたたびシスター・墺芭デイーパがよく通る声で、

「意見が一いつ致ちした以上、解答はただ１つ。テスエリットは隠かくし砦とりで。いずれ生じる騒そう乱らんに対応するための重要拠きよ点てんであり、独立戦せん闘とう単たん位い……」

　自分で自分の頰ほおを張り、気合いを入れ直す音が聞こえた。シスター・マリカだ。

「なんだか陰いん謀ぼうの匂においがしてきたよ。あの人鳥ペンギンババア、最初からなにもかも承しよう知ちの上でボクたちを送り込んだんだな！」

「そんなに腕うでを振り回さないでくださいな。お湯が散りましてよ。ともあれ、なにか裏うらがあるのは事実ですわね。このまま尻尾しつぽを巻いて逃げ帰れば、悔くいを残してしまいそうです。

　下げ山ざんはアンシャル卿きようが面めん倒どうなことを言いだしてからでも遅おそくない。そうはお思いになられませんこと？　シスター・墺芭デイーパ？」

　ちゃぽん、というお湯が弾はじける音がしたあと、詩し吟ぎんのような声が響ひびく。

「状じよう勢せいが変化しようと下山は試みない。どうか修しゆう道どう院いんには２人で戻られたし。自分はここで孤こ軍ぐん奮ふん闘とうする」

「え!?　ボクわかんない。どーゆうこと？」

「イートン・アンシャル卿は一いつ世せい之の雄ゆうたる偉い丈じよう夫ふとみた。武ぶ人じんとしての修しゆ行ぎようを完成させるには、彼に教えを請こうのもまた一いつ興きよう。そのためなら柔やわ肌はだを提てい供きようするのもやぶさかではない」

「……わたくしが思いますに、シスター・墺芭デイーパは御おん身みをもっともっと大切になさったほうがよろしいかと」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、シスター・墺芭デイーパは言った。

「あの御ご仁じんには意い中ちゆう之の人ひとあり。おそらくは女王陛へい下か。そしてそれは永えい久きゆうに叶かなえられぬ恋こい路じ。ならば過か去この女を忘れさせてやるのも女としての醍だい醐ご味み」

「わたくし、シスター・墺芭デイーパの意外すぎる一面を垣かい間ま見みた気がいたしますわ。まさか寝ね取とり属ぞく性せいがあったなんて」

「うーん。やっぱり手て柄がらを独どく占せんされるのも面おも白しろくないなあ。同期の腐くされ縁えんだし、もう少しだけつきあってみることにしようか」

　シスター・マリカがそう言ったとき、ドアが開くノイズが聞こえた。

　まさかアンシャル卿か？　そう思ったが、聞こえてきた反応は穏おだやかなものだった。

「あれ？　ザロアじゃない。ポトフの鍋なべを見てなさいっていったのに。で、いきなり脱ぎ出すなんてどういう気なんだい？　常じよう識しき的てきに考えてサービスしすぎだろ」

「あら。いいじゃありませんの。あのくらいだと、自分からお風ふ呂ろに入る子のほうが珍めずらしいですわよ。わたくしの弟など、逃げ回るのを捕つかまえて裸はだかにむいて湯ゆ船ぶねに放り込んでいたものですわ。ザロアさん。こっちにいらっしゃいな。お姉さまがたが色々と面白いことを教えてさしあげますから」

「少年の湯ゆ浴あみこそ八はち面めん玲れい瓏ろうの美しさ。じゅるるるるるる」

　聖せい職しよく者しやと教師に性せい的てきな倒とう錯さく者しやが多いことはよく知られているが、この破戒尼僧ビツチナンたちは本当にどうしようもない連中である。

　そしてザロアも悪あく童どうの部類らしい。ええい、混こん浴よくモラトリアムの時期を上じよう手ずに活用しやがって。まあ、楽しめるうちに楽しむがいいさ。あと数年でその特権はなくなり、同じことをすれば犯はん罪ざい者しやって烙らく印いんが押されるようになるんだから。

　キャッキャウフフの展開が来るかと覚かく悟ごしていたおれだが、伝わってきたのは気まずい沈ちん黙もくだった。
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「ちょっと……アンタ。女の子だったの……」

「あるべきモノがあるべき場所にないのは本当に不自然ですわね」

「意い気き消しよう沈ちん。失しつ望ぼう落らく胆たん」

　イヤ……ソノ……ざろあハ少年デハナク少女ダッタノデスカ……。

　なんだか思考がまとまらなくなってしまった。視し界かいが黒くなり、体を水平に保てなくなってきた。

　まずい。のぼせてきた。

　自じ覚かくできたけど、もはや手足に力が入らない。鼻先までお湯に浸つかっていたおれは、そのまま目め元もとまで水すい没ぼつしてしまった。熱い液体が鼻び孔こうを襲おそい、盛大に咳せき込む。

　異い音おんにシスター３人は敏びん感かんに反応した。

「こ、こらぁー！　タック！　隠かくれていたんだな！　ボボボボクたちを覗のぞくだなんて！」

「最低な奴ど隷れいですわね。あとでたっぷりおしおきしないといけませんわ」

「変へん態たい大人ターレン」

　他にも罵ば声せいは聞こえたが、反応する元気はなかった。おれは頭上から肘ひじ打ちと踵かかと落としのコンボを食らい、気を失ってしまったのだ。




　　　　　　３




　気がつくと、おれは脱だつ衣い所じよの床ゆかに寝ねかされていた。

　頭に鈍どん痛つうが走る。手を触ふれるとたんこぶがいくつもできていた。頰ほおもひりひりした。顔の形が変わるまで殴なぐられたようだ。股こ間かんにタオルが投げてあったのは、せめてもの慈じ悲ひであろうか。

　折檻おしおきから目覚めたおれは、何度かくしゃみをしながら服に着き替がえた。

　すると薄うす暗ぐらい脱衣所のテーブルにメモが置かれているのが見えた。達たつ筆ぴつすぎる筆ひつ跡せきでシスター・ハイナのしたためたものだとわかった。




『懲ちよう罰ばつその１　わたくしたちの衣い装しようを洗せん濯たくして乾かわかしておくこと。怠おこたれば神々の御み許もとへの片かた道みち切きつ符ぷをさしあげますわ』




　天界への往おう復ふく券けんがあればぜひ見てみたいものだし、その１ってことは、その２とかその３とか当然あるんだろうな。とほほ。なんでおれはこう運が悪いんだ。

　そんな馬ば鹿かなことを考えつつ、おれは洗濯板とたらいを探さがした。あれこれ思おもい煩わずらうより、無心で作業に徹てつしたほうが精神的に楽なときもある。いまがそうだ。

　清潔とは言い難がたいぱんつ３枚まいを手近にあった石せつ鹼けんで適当に洗う。沼狸ヌートリアを用いた毛糸のそれは、白と黒のストライプ模も様ようであり、色いろ気けなど微み塵じんもない。

　見覚えがあると思ったら、おれがゴラシルからせしめた代しろ物ものじゃないか。あんなに文もん句くを言ったくせに、ちゃっかり履はいてるんだからな。

「女物の下着を洗うのがお前の趣しゆ味みか？」

「趣味なわけないだろ。命令されて嫌いや々いややってるだけだよ」

　思いっきりナチュラルに反応してしまったが、言ってから思いっきり背せ筋すじが凍こごえた。

　振り返ると一いつ糸しまとわぬ裸ら体たいの人物が立っていた。残念ながら男だったが、美しいことは認めざるを得ない。

　心しん底そこ驚おどろかされた。なんて気け配はいの消し方だろう。ドアを開けて、服を脱ぬぎ終わるまで、おれはその存そん在ざいにまったく気がつかなかった。

　イートン・アンシャルは義ぎ手しゆを器用に動かし、女のように長い銀ぎん髪ぱつをまとめあげた。ブラシですき、髪かみを束たばね、紐ひもで縛しばる。これらの動きを常じよう人じんの数倍の速度でよどみなくこなす様よう子すは、一連の舞まいを見るかのようだった。

　肩かた口ぐちに塡はめ込まれた図ず太ぶとい義手は、たしかに異い形ぎようではあったが、同時にスタイリッシュでもあった。部分的に機械が露ろ出しゆつしてるのもマイナス要よう因いんじゃないな。無ぶ骨こつさと斬ざん新しんさを強調しており、威い圧あつ感かん以上のなにかを見る者に与あたえている。

　それが装着された肉体もまた感かん歎たんを禁じ得ないまでに引き締しまっていた。なかでも臀でん部ぶから大だい腿たい部ぶにかけてのラインは芸術的でさえある。体たい脂し肪ぼう率りつは限りなく零ゼロに近いだろう。

　おれはメカフェチじゃないし、不ふ純じゆん同どう性せい交こう遊ゆうの趣しゆ味みもないけれど、見み惚ほれる存そん在ざいであることは疑う余よ地ちもない。

「アンシャル卿きよう！　これはたいへん失礼いたしました。ぞんざいな話しぶりをお詫わびいたします」

　キャットベロスをあっさり撃げき退たいした人物だ。機き嫌げんを損そこねればおれなんかひとひねりにされてしまう。まずは頭を下げなくちゃな。

「タックといったな。もっとざっくばらんでいい。私は敬けい語ごを使ってもらうほど立りつ派ぱな人間ではないし、またお前に危き害がいを加える意志も最初からない」

　イートンは湯ゆ船ぶねに近づいていく。

「……女の下着を命じられるままに粛しゆく々しゆくと洗あらうだけとはな。男の人生としては淋さびしいほうだと思わないか」

「仕し方かたないのです。おれは奴ど隷れいなんですから」

　水みず鳥どりが着水するときみたいに静かに湯に身を浸ひたしたイートンへ、おれは言った。

「奴隷なのは陶片名札オストラテツセラでわかった。だが、正確には会計奴隷だろう。私が首しゆ都とにいた頃ころは、洗せん濯たくなど女奴隷がやっていたぞ。

　たった３年で男性の社会的地位は大おお幅はばに下落したのか。どうやらペニンシュラ王おう領りようも黄昏たそがれを迎むかえたようだ。女王陛へい下かは祖そ国こくを女にとっての楽園とし、そして男にとって煉れん獄ごくに変えた。行き着いた先が男女双そう方ほうにとっての地じ獄ごくだとは、まさに世も末」

　深みのある言こと葉ばだった。賢けん人じんであるのは間ま違ちがいないようだ。シスター３人とは違い、知的な話ができる。おれは湯船に近づき、いくつか質しつ問もんをぶつけてみた。

「地獄とは、やっぱりザルツランド軍の侵しん攻こうですか？」

「他にあるまい。軍の予算をカットし、縮しゆく小しようしたツケだ。女王は平和外交でザルツランドとの共きよう存そんを図はかると言っていたが、向こうは道どう理りの通じぬ戦せん闘とう国家。いくら食しよく糧りようや銀貨を恵んでやったところで、話など聞くものか。

　交こう渉しようするのなら、相手はザルツランドではない。その親おや玉だま格かくの神しん聖せいメガロード連れん邦ぽうと直じか談だん判ぱんすべきだった。メルシュ旧きゆう教きようと新教の溝みぞを埋うめられたなら、あるいは連中もおとなしくなったかもしれない。

　現実を無む視しして理想にばかり走った結果、私に出しゆつ廬ろを懇こん請せいするとはな。女王が恥はじの概がい念ねんを忘れた以上、臣しん民みんもそれに倣ならうのだろう。そうでなければ会計奴隷に下着を洗わせるような真ま似ねなどさせるものか」

　いい人だな。なんだか話が合いそうな感じだが、おれはあえて迎げい合ごうは避さけた。本ほん音ねかどうかわからなかったためである。

「でも女王陛へい下かの支し持じ率りつはすごく高いんですよ。軍を精せい鋭えい部隊にスリム化した結果、労働人口が増え、税ぜい収しゆうもあがったんです」

「大衆に迎げい合ごうして支持率を稼かせぐのは簡単だ。だが、あの女は約やく束そく１つ守れない。それに掌てのひらを返すのも早いぞ。返された本人が言うのだから間ま違ちがいない。

　それに戦争とは数がすべてだ。数を揃そろえるには金と時間がかかる。国こつ庫こが潤うるおったとしても、時の流れだけは制せい御ぎよできない。

　そしてザルツランドの動きは唐とう突とつすぎた。もはや軍を用意するだけの時間的余よ裕ゆうがない。特に指し揮き官かんの絶対数が少なすぎる。だから経験ある私を引っ張り出そうとしているのだ」

「それで……アンシャル卿きようはどうなさるおつもりでしょう？」

「なにもしたくないな。行き過ぎた女じよ尊そん男だん卑ひを肯こう定ていする女たちと、それを屈くつ辱じよくとさえ思わない男しかいなくなったペニンシュラ王おう領りようなど、いっそ滅ほろびて１からやり直したほうがいい。

　君とシスターたちに頼たのむ。首しゆ都とに行き、女王に伝えてくれないか。私を動かしたいのであれば、幽ゆう閉へいしたテスエリットまで御お御み足あしを運べと」

「女王陛下にそんなことを進しん言げんすればこっちの首と胴どう体たいが離はなれてしまいますよ。だいいち、おれが首都に到着するよりも早くザルツランドが攻せめ込んできますし」

　力強く断言すると、初めてイートンはおれのほうを振り返った。

「どうやってその結論に至いたったのだ？　大軍を動かすとなれば、春先にならなければ無理だぞ。山さん岳がく国家のザルツランドはもう豪ごう雪せつで覆おおわれているし、国こつ境きようも積雪が始まっている。女王もその現実はわかっているだろう」

「女王陛下は独自の情じよう報ほう網もうから現状を危機と判断されたのでしょう。そして、おれも独自の情報網からザルツランドは冬とう季き攻こう勢せいをしかけてくると判断しています。これを見て下さい」

　おれはそう言うと、洗せん濯たくを終えたばかりのぱんつを広げてみせた。ゴムの入れ替えをする穴あなの付近に《マリカの♪》と刺し繡しゆうしてある。

「毛糸の下着です。俗ぞくにいうカボチャぱんつ。ヘソまで隠かくれる防ぼう寒かん強化型です。ブンドランで大量に仕入れたんですが、取引先はおれとの契けい約やくを破は棄きし、ザルツランドへ横流ししようと企たくらんでいました。しかもこいつは男女兼けん用ようです。となれば……」

「戦せん略りやく物ぶつ資しの１つだ。白黒のストライプになっているのは雪山で遭そう難なんしたときに発見してもらいやすくする工く夫ふうだ。雪崩なだれで流されたとき服が破け、遺い体たいが素すっ裸ぱだかになっていることも多いからな。なるほど。会計奴隷にしては目の付け所がいい」

「お褒ほめいただき恐きよう縮しゆくです。おれが考えるに、ザルツランドはいつ国境を越こえて来ても不ふ思し議ぎじゃないと思います。開戦は近いですよ」

　唇くちびるの端はしだけで薄うすく笑うと、イートンは続けた。

「……私にとってはどうでもいい話だ。たとえ首都が陥かん落らくし、ペニンシュラ王領が滅めつ亡ぼうしようと、ここテスエリットに影えい響きようはあまりない。占せん領りよう軍ぐんと交こう渉しようすれば、牧宰フユーダルドの地位を認めさせることくらいはできようし」

「それは本ほん音ねではないでしょう。アンシャル卿きようは世よ捨すて人ではないご様よう子すですから。尻しりと肩かたの筋きん肉にくがすごすぎです。３年も怠たい惰だな生活を送っていたら萎なえてしまうはず。修しゆ行ぎようと鍛たん練れんを怠おこたっていない証しよう拠こでしょう。つまり、いつでも戦える肉体にしてあると見ました」

　しばらくの間、イートンは口を閉じていたが、やがてこう言った。

「観察力もまずまずだな。子供の時分から奴ど隷れいにされた奴やつは、媚こびへつらう話術しか磨みがかない者が大半だ。そんな愚ぐ者しやなどさっさと神々の御み許もとに送おくり届とどけるべきだろうが、お前は自じ己こ研けん鑽さんを惜おしまなかったようだ。使い道がある者は嫌きらいではないぞ。しかし、あの３人のシスターはどうだろう」

　どうやら褒ほめられたらしい。おれは調ちよう子しにのって本ほん音ねを口にした。

「仕つかえている奴隷として、しょっぱいことは言いたくないのですが、３人とも破戒尼僧ビツチナンです。聖せい職しよく者しやとしては最低ですね。

　ただ腕うでっぷしは強いですよ。聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんでも最強クラスでしょう。３人で３００人を相手にできると豪ごう語ごしてますけど、あながち自じ慢まんだけではないと思っています」

「それは相手が素人しろうとならの話だ。戦場なら話が違ちがってくる。一いつ騎き当とう千せんの豪ごう傑けつが一いつ兵ぺい卒そつに討うち果たされてしまう場合もある。ましてやキャットベロスに遅おくれをとるようでは話にならない。

　女王は私に手て駒ごまを貸したつもりだろうが、足あし手でまといもいいところだ。せめて美人なら慰なぐさみものにすることもできるが、ああまで不ぶ細さい工くではな。

　まったく酷こくなことをする女だ。切せつ羽ぱ詰つまってシスター３人を餌えさにするとは。薔バ薇ラの生花を欲ほつする者に、紙細工の造ぞう花かをくれてやったところで納なつ得とくはすまい」

　ここに３人がいなくて本当によかった。シスターたちは感情のコントロールが下へ手たすぎる。下手をすれば流りゆう血けつの事態を招まねきかねない。

　おれは家け来らいとしていちおう擁よう護ごを試みた。

「ぶ、不細工でしょうかね？　世間一いつ般ぱんの水準からすれば、かなり上じよう物ものの部類に入るはずなんですけど」

「３人とも腹はら黒ぐろさが顔に出ている。うわべだけ取とり繕つくろったところで綻ほころびは隠せない。あれが上物だと？　子供に大おお女おんなに巨きよ乳にゆうではないか。びっくり人間大集合だな。

　お前はその年でまだ女性に幻げん想そうを抱いているのか。では一いつ緒しよに来い。女がどれほど汚い生き物かを教えてやる」

　イートンは温おん泉せんから立ち上がった。髪かみと同じ銀色の輝かがやきを放つ義ぎ手しゆが濡ぬれて輝き、パーツの狭はざ間まからお湯がこぼれ落ちていく。お節せつ介かいかと思ったが、おれは思わず指し摘てきして言った。

「あの……その義手なんですが、入浴前に外したほうがよかったんじゃありませんか。さすがに錆さびてしまいますよ」

「外せないのだ。細さい胞ぼうレベルで融ゆう合ごうしてしまっているのでな。それに鉄や銅どうでできているわけではない。酸さん化かとは無む縁えんだよ。水切りもできる。こうやってな」

　そこで生じた異い変へんをおれは忘れることができない。太すぎる機械の両りよう腕うでが、縦たて方向に真まっ二つに割れたんだ。

　具ぐ体たい的てきには中指と薬くすり指ゆびの間に裂さけ目が生じたかと思うと、そいつは肘ひじを通り越こし、肩かた口ぐちまで走った。義ぎ手しゆは、まるで蟹かにが鋏はさみを広げたみたいに上下に分かれた。

　２本の極ごく太ぶとの腕は、標準サイズの４本のそれに変へん貌ぼうしたのである。ご丁てい寧ねいなことにそれぞれの先せん端たんには猛もう禽きん類るいのような鋭するどい指までもが確かく認にんできた。

　４本腕の男は、倍増した義手を根本から高速回転させた。水飛沫しぶきがおれの口くち許もとまで飛んだ。苦い金属の味がした。

　イートン・アンシャル卿きようは静かにこう続けた。

「それに、これは惚ほれた女がくれたものなのだ。外すときは死ぬときと決めている」

　生なま白じろかった素す肌はだが上じよう気きして桜さくら色いろになっていた。つるのない紅あかい丸まる眼鏡めがねを装そう着ちやくすると、束たばねていた長い髪かみがさらさらとこぼれ落ちた。

　おれが男でさえなければ、恋こいをせずにはいられないほどの艶あで姿すがただった──。




　　　　　　４




　招まねかれたのは屋内温おん泉せんの隣となりに位置するドームだった。

　イートンの寝しん室しつだ。中央には天てん蓋がいつきのベッドが置かれている。華か美びではないが、よく整理整せい頓とんされていた。

　なぜか隙すき間ま風が感じられた。少し寒い。ガラスの出で窓まどが開いているのかな？

　窓辺に近づいた。テスエリットの町の光が遠くに見えた。裾すそ野のを凝ぎよう視ししたけど、松たい明まつらしき灯あかりはない。山狩りはあきらめてくれたみたいだ。

　真下に目線を向けると吸い込まれそうな暗くら闇やみが広がっている。その部へ屋やは崖がけっぷちに位置していた。高いところが苦手ってわけじゃないが、ちょっとクラっときた。

「昼間は悪くない眺ながめだぞ。絶ぜつ景けいすぎるかもしれないがな」

　振り返ったけれど、イートンの姿はなかった。部屋中をきょろきょろと見み渡わたしたが、どこにもいない。

「アンシャル卿。隠かくれてないで出てきて下さい。透とう明めい人間にでもなったんですか？」

「ほぼ正解だ。精霊スピリツツリフレクターに守しゆ護ごを頼たのみ、背後の空間の映像を体の正面に映しだしている。お前にも同じ神方術マジカルタオをかけておいた。動くときはゆっくり頼たのむ。光こう彩さいの歪ゆがみで位置がわかってしまう」

　あわてて下を見たが、手も足も見えなかった。自分が霊れい体たいになったみたいで気味が悪い。

「窓まど際ぎわに座すわっていろ。いいと言うまで口をきくな。それほど待またずにすむ」

　言われたまま、冷たい板張りの床ゆかに腰こしを降ろす。すると５分もしないうちに足音が聞こえてきた。

　ノックなしでドアが開けられた。姿を見せたのは小こ柄がらな赤あか毛げのシスターだった。

　どこで調ちよう達たつしたのか、手には荒あら縄なわが握にぎりしめられている。表情は悪だくみを思いついた子供のそれだ。ものすごくよからぬ目的で潜せん入にゆうしてきたに違ちがいなかった。

　天てん蓋がいから吊つるされた薄うす手でのカーテンをはねのけたシスター・マリカは、その敏びん捷しようさを活用して狼ろう藉ぜきに及んだ。

　誰だれも寝ねていない羽はね布ぶ団とんの上に荒縄を投げた彼かの女じよは、素早くベッドの下に潜もぐり込む。反対側から出て来るや、力任せに固かた結むすびで締しめ上げる。余よ分ぶんのロープで何重にも固定すると、ベッドの上に馬乗りになった。

　シスター・マリカは小声で相手の耳元にささやいた。

「起きたかい？　細かいことは嫌きらいだから前置きせずに言うよ。明日の朝、ボクたちと一いつ緒しよに出発するんだ。首しゆ都とに出向いて女王陛へい下かに会うの。聖せい職しよく者しやのボクたちに協力できるのは、とても名めい誉よなことなんだよ。

　まさか初日に寝しん室しつに忍しのび込むなんて思ってもみなかった？　小姓ヴアレツトがこの部へ屋やを教えてくれたんだよ。神々の代理人たるボクたちは法や常じよう識しきに背そむいても平気なんだ。懺ざん悔げさえすれば許しをもらえるんだからね。

　その気になれば、あんたを再さい起き不ふ能のうにすることだって簡かん単たん……えっ!?　えーっ！」

　脅おどしを口にしていたシスター・マリカは素すっ頓とん狂きような悲鳴を張りあげた。

　そりゃそうだろう。なにもない空間から唐とう突とつに現れた機械の義ぎ手しゆが両足をつかむと、彼女を逆さ吊づりにしたのだから。

「私は歴史の研けん鑽さんを欠かさない。過か去この経験と失敗はなにものにも勝まさる宝たからであるから。文ぶん献けんによれば、要よう人じんは古こ来らいより就しゆう寝しん中ちゆうを狙ねらわれることが多い。だから、この寝室には万ばん全ぜんの対策が施ほどこしてある」

　擬態迷彩カモフラージユの神方術マジカルタオを解除したイートンは、全身を７色に滲にじませながら姿を現した。色合いも毒どく々どくしいが、その義手が４本に増えている事実が、彼を悪あつ鬼きめいたなにかに見せていた。置かれた現実に気づいたシスター・マリカが叫さけぶ。

「降ろして！　降ろしてよってば！」

　シスターには似につかわしくないまで短いスカートがめくれあがり、例の白黒ストライプ模も様ようのぱんつが丸見えになった。１人３枚まいずつ支給したけれど、連続して着用している点から考えるに、案外気に入っているんじゃないか？

　両りよう腕うでを振り回すシスター・マリカだが、驚おどろいたことにイートンの義ぎ手しゆは伸しん縮しゆく可か変へん式しきであり、根本からスライドするとおれの背せ丈たけ以上に伸びた。囚とらわれのシスターがどんなに拳こぶしをつきあげようと届かない。左足の踝くるぶしと右足の膝ひざをがっちり固定されているため、体を揺ゆさぶることも無理だった。

「降ろせと言うのだな。その望み、叶かなえよう」

　イートンは残る２本の腕で器用に荒あら縄なわを切断し、それでシスター・マリカの両足を縛しばった。そのままハンドルを回して出で窓まどを開けるや、つまみあげた仔こ猫ねこを放り出すかのように、彼女を投げ落としたのだ。

「きゃあぁあぁあぁあぁー！」

　過か去こに聞いたことがないほど女の子らしい悲鳴だった。急いで見下ろすと、窓から数メタールの場所にシスター・マリカが宙ちゆう吊づりにされていた。

　イートンは出窓の外側についているフックに縄を結び、ガラス戸を閉める。絶ぜつ叫きようは寒かん風ぷうにかき消され、すぐ聞こえなくなった。

「あと２人か。次もすぐやって来るぞ。ベッドを整えておいてくれ」

　言われるがままに乱れたシーツを直し、ちぎれた荒縄を片づけたけれど、自分の手が自分で見えないってのは不ふ思し議ぎな気分だった。まあ、効こう率りつは落ちたものの、どうにか足音が響ひびいてくるまでに作業を終えることができた。

　ノックの音が鳴った。イートンは返事をせず、すぐに擬態迷彩カモフラージユで姿を消す。やがて焦じれたのだろうか、おずおずとドアが開いた。

「アンシャル卿きよう。起きていらっしゃいますか……」

　金きん髪ぱつで背の高い少女──シスター・ハイナだった。彼女はベッドサイドに佇たたずむと、静かに話し始めた。

「……わたくし、どうしてもアンシャル卿に首しゆ都とオリエタスまで御ご足そく労ろうをお願いしたいんですの。君くん命めいというオフィシャルな理由もございますが、個こ人じん的てきな事こと訳わけがあるのです。

　身み内うちの恥はじをさらしますが、わたくしが聖せい職しよくを志こころざしたのは弟のためなのです。名前をボゥイと申もうしますの。あの子は３年前、王おう領りようの各地を荒あらし回まわった《笛吹き軍団ハーメルンバ》に誘ゆう拐かいされ、姿を消してしまいました。

　ご存じでしょう。人さらいをビジネスにする無む法ほう者ものの集団です。男の子はサーカスや男だん娼しようとして需じゆ要ようが高いとか。あの子は13歳でしたから、きっと色々と使い道があることでしょう。

　未確認ですがザルツランドに少年が大勢売られたという情報がありますの。ボゥイがあの国にいる可か能のう性せいは高いように思われますわ。

　そのザルツランドが攻せめ込んでこようとしているのです。もはや祈いのりを捧ささげるだけではどうにもなりません。いまこそ立ち上がらなければならない瞬と間き。そう決意したからこそ、わたくしはここまで来たのです。

　どうかお力をお貸し下さいませ。代価として大したものは差し上げられませんが、この柔やわ肌はだを捧ささげてもよろしゅうございます……」

　イートンは、聖せい典てんを読どく誦しようするよりも滑なめらかに語り終えたシスター・ハイナではなく、おれに質しつ問もんをぶつけてきた。

「会計奴ど隷れい。このシスターの言っていることはどこまでが本当でどこまでが噓うそか？」

　ベッドではなく壁かべ際ぎわから聞こえた声に、シスター・ハイナはびっくり仰ぎよう天てんした。

「完全な噓うそとは言いませんけど、かなりフィクションが絡からんでいますね。シスター・ハイナの弟おとうと御ごが行方ゆくえ不明になったのは事実ですが、経けい緯いは説明と違ちがいます。

　たしかに《笛吹き軍団ハーメルンバ》と呼よばれる破は壊かい分ぶん子しが存そん在ざいしたことは事実ですけど、正体は不良少年の群れにすぎなかったみたいです。１人拘こう束そくされるや、あとは芋いもづる式に逮たい捕ほされましたよ。

　おれが聞いた話じゃ、名門だったアクオリア家は戦時国こく債さいの売買で大失敗し、一族離り散さんしたという話だったかと。ボゥイという少年もどこかへ養よう子しに……」

「お黙だまりなさい！　会計奴隷の分際であることないことぺらぺらと！　どこに隠かくれているんですの。甘あまくて酸すっぱい籠ろう絡らく作戦は大失敗ですわ！」

　シスター・ハイナにはシスター・マリカと同じ運命が待まっていた。見えない位置から投と網あみのように投げられたロープが、足首に何重にも巻まきついたのだ。

　機械の義ぎ手しゆだけを空間に露ろ出しゆつさせたイートンは、そのままシスター・ハイナを窓まどの外へ投げ落とした。

「あぁぁぁれぇぇぇー！　なんとご無む体たいなぁあぁぁ！」

　悲鳴にまで御お嬢じよう様さま風のアクセントを忘わすれないのはさすがだった。彼女は逆さ吊づりになっているシスター・マリカの隣となりに、同一の格かつ好こうでぶら下がっている。

　再ふたたびガラス戸の外側で荒あら縄なわを固定したイートンは、

「次で最後だな。会計奴隷よ。私のベッドに横になれ」

　と言うと、おれの擬態迷彩カモフラージユを解かい除じよした。

「ど、どうしておれが寝ねなきゃいけないんですか？」

「力ちから業わざと泣き落としで来た連中だぞ。最後は色いろ仕じ掛かけしかない」

　イートンの言ったとおりだった。数分後、３番目にやってきたシスター・墺芭デイーパは、ドアを静かに開けたかと思うと、前置きなしにベッドに直進してきた。

「アンシャル卿きよう。単たん刀とう直ちよく入にゆうにお願いする。どうか今宵こよい、自分と契ちぎりを交わしていただきたい」

　唐とう突とつすぎる発言に、おれは凝ぎよう固こするしかなかった。

「一いつ心しん同どう体たいとなり、妊にん娠しんという既き成せい事じ実じつさえ作れば、琴きん瑟しつ調ちよう和わの妻夫めおととなれる。懐かい妊にんした妻つまの行くところには必かならず夫おつとがつきそい、守るのが役目のはず。自分が首しゆ都とに出向いたならば、貴き殿でんにも出向く義務が生じる……」

　こっちの返事も聞かず、シスター・墺芭デイーパはシーツの狭はざ間まに潜もぐり込んできた。緊張と恐怖のあまり、声ひとつあげられない。吐と息いきが肩かた口ぐちにかかる。背せ筋すじに電でん撃げきが走った。彼女はおれの手に指を伸ばしてきた。

　手と手が触ふれた瞬しゆん間かん、こっちの正しよう体たいに気づいたようだ。絶ぜつ句くしたシスター・墺芭デイーパはシーツをはぎ取ると、おれの顔を凝ぎよう視しした。

「なぜに会計奴ど隷れいくんがここにいるのか？　もしや自分の独どく白はくはその一いち部ぶ始し終じゆうを聞かれたのだろうか？」

「……拝はい聴ちよういたしました」

「顔がん厚こう忸じく怩じ。穴あながあったら突とつ入にゆうを希望したい」

　空間に埋まい没ぼつしているイートンが横から声を出した。

「まずは頭を冷やせ。穴ではないが、これで我が慢まんしろ」

　２度あることは３度ある。その教えは正しかった。シスター・墺芭デイーパもまた、足首をロープでぐるぐる巻きにされ、窓まどから放り出された。

「鳳ほう鳥ちよう不至いたらず。やんぬるかな！」

　平たく言えば絶望だと叫さけびながらシスター・墺芭デイーパは落ちていく。上から見下ろすと、３人のシスターがぱんつ丸出しでぶら下がっていた。シュールすぎる光景であった。

「シスター・マリカ。やっぱり最初にあなたを出したのは間ま違ちがいでしたわね。なにが力尽づくで話をつけてくるですか。先走ったあげくに宙ちゆうづりにされていれば世話ありませんわ！」

「ボクと同じ格かつ好こうで恥はじをさらしているのに、偉えらそうに言わないでよ」

「両人ともそれまで。虚きよ心しん坦たん懐かいの心こころ意い気きにて次じ善ぜんの策さくを練ねるべし」

　３人の不ふ毛もうな会話をよそに、イートンは擬態迷彩カモフラージユを維い持じしたまま、静かに話す。

「不ふ快かいな３人だな。不ぶ細さい工くなだけでなく思し慮りよも浅い。行動力だけは買うが、あれでは戦場では死人にも劣おとる」

　見えざる手でドアが開け放たれると、イートンはおれにこう言った。

「この寝しん室しつで寝ねていい。朝になったら、凍とう死しする前に３人を引き上げてやってくれ。別に死んでも構わないが、生き返らせるのが手間だし、辛しん気きくさいお前に文もん句くを言われるのも嫌いやだからな」

　気け配はいが消えた。影さえ見えないが、どうやらイートンは退出したようだ。静かに閉まるドアがそれを教えてくれた。

　さて、どうしようかな？　おれはベッドに腰かけ、腕組みして考えた。

　シスターたちの暴走で事態は面めん倒どうになったのか？　いや、ちょっと違う。

　イートンはすべて読んでいたし、対応にも怒ど気きは感じられなかった。むしろ出で来きの悪い子供を叱しかるみたいだった。あと少しきっかけがあれば、ひょっとすると……。

「こら！　なんでさっさと引っ張り上げないの！」

　振り返るとシスター・マリカが拳げん骨こつで窓まどを叩たたいていた。

「へえ。腕わん力りよくだけでよじ登ってくるとはさすがですね」

「ボクは体重が軽いからさ。小こ柄がらで良かったと初めて思ったよ。重たいお２人さんに手を貸してやって」

　すぐにシスター・ハイナとシスター・墺芭デイーパを引っ張り上げる。両名とも、肩で息いきをしながら震ふるえていた。

「く、屈くつ辱じよくですわ。アクオリア家の長女たるこのわたくしが、こともあろうに逆さ吊づりを披ひ露ろうさせられるなんて……」

　名めい門もんの出を自じ慢まんする人は、屈辱感と無む縁えんではいられないって本で読んだっけ。

「もはや凍とう死し寸すん前ぜん。至し急きゆう温おん泉せんに戻りたし……」

　あれあれ？　シスター・墺芭デイーパは胸むねとお尻しりに脂し肪ぼうが多いから寒さはあんまり感じないはずだけどなあ。

　妙みようなことを考えているおれをよそに、怒りを元気に転化したシスター・マリカが、

「休んでるヒマなんかないよ！　アンシャル卿きようを追いかけなきゃ！」

　と言ったけれど、シスター・墺芭デイーパが顔の前で掌てのひらを振りながら答える。

「亀き毛もう兔と角かくの怪かい人じんなど捕ほ捉そく不能」

「わたくしも無む駄だだと思いますわ。相手は自分の姿を透とう明めいにできるのです。最初から勝ち目などないのではなくて？」

　シスター・マリカが果か敢かんに言い返す。

「じゃあ、このまま尻尾しつぽを巻いて逃げるっていうの？　下げ山ざんしたってテスエリットの人たちに囲まれるよ。そこでもどうせ逃にげなきゃいけないし、聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんに戻っても今度は人鳥ペンギンから逃げなきゃいけない。ここはなんとか結果を出さなきゃいけない場面なんだよ」

　がむしゃらすぎる根こん性じようが空回りしている気がしたけれど、赤あか毛げのシスターが言っているのは真実だった。たしかに成果を出さないと１歩も先に進めない情じよう況きようだ。それは同意できるけれど、手段が見つからないのがもどかしかった。

　震ふるえているシスター・ハイナとシスター・墺芭デイーパが気の毒になり、おれはガラス戸を閉めようと出で窓まどに近づいた。そのとき焦こげ臭くさい匂においに気づいた。

　窓から半身を乗り出してみた。山さん荘そうの煙えん突とつから焦こげ茶色の煙けむりがもくもくと出ているのが確認できた。

「ひょっとしてポトフの鍋なべが焦げてるんじゃありませんかね？」

　すぐに異い変へんに気づいたシスター・マリカが、他の窓から情況を把は握あくした。

「それはないよ。ザロアに見ているように言ったもん。そもそもあの煙突は台所とは離はなれすぎているよ」

　続いてシスター・ハイナが口を開く。

「暖だん炉ろの煙けむりとも違ちがいますわね。薪まきを燃やしてもあんな色にはなりませんわよ。ザロアでなければアンシャル卿きように決まっています。この山さん荘そうに他に人はいませんもの」

　黙もつ考こうしていたシスター・墺芭デイーパが、ポケットからザロアが描いた地図を取り出した。

「現在地点……煙えん突とつ位置……不ふ可か思し議ぎ。あれは渡り廊ろう下かの途と中ちゆう」

　直行型のシスター・マリカが真っ先に走り出した。残る２人もだ。あわてておれも後を追う。

　場所はすぐわかった。チューブ型の渡り廊下の端はしだ。

　さっき通ったときは気づかなかったけど、不自然な格かつ好こうで細長い煙突が据そえられており、その根本は地面へと続いている。

「地下室でなにか燃やしてるんでしょうね。入口がどこなのかわかりませんが」

　シスター・ハイナとシスター・墺芭デイーパが連結しているドーム住居を調べたが、階段や梯子はしごのたぐいは見つからない。

「ああ、もう面めん倒どうだね。どいて。ボクが入口を開けるから！」

　シスター・マリカが魔術詠唱マギカ・アリアを早口で始めた。

「引いん力りよくを統とう御ぎよする精霊スピリツツグラビィウスにお願い！　どうかボクの右足に家を傾かたむけるまでの目め方かたを与えて下さいなっ！」

　止める暇ひまなんかなかった。

　右足の先をオレンジ色に輝かがやかせたシスター・マリカは、その場で大ジャンプするや、煙突の基部を痛つう打だした。

　煉れん瓦がを塡はめ込んだだけの渡り廊下はこの一いち撃げきに耐たえきれなかった。

　足場に大きなヒビが入り、すぐ崩ほう落らくが始まった。おれたち４人は不意に口を開けた地下空間へ、悲鳴と一いつ緒しよに吸い込まれていった──。
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「やっぱりシスター・マリカはお馬ば鹿かさんですね！　怪あやしい煙突があればその真下に地下室があると想像できないのですか！」

「ボクのせいじゃないよ。廊下が脆もろすぎるのがいけないんだからね。小さいトンネルをあけようとしたら、まさか床ゆかが抜けてしまうなんて」

「不ふ可か抗こう力りよくは責めても詮せん無なきこと。これを他た山ざん之の石いしとし、あやまちは繰くり返すべからず」

「常じよう識しき外がいに可か憐れんすぎるシスターたちにお願いです。とりあえずおれの背中から降りて下さいませんか……」

　見かけよりもずっと重たい少女３人の下した敷じきになっていたおれは、息いきも絶え絶えに言った。

「あら。タックさんはそんなところにいらしたのですか。みなさん、クッションの役目はもうごめんだそうですよ。どいてさしあげましょう」

　嫌いやみたっぷりにシスター・ハイナが言うや、残る２人はそれに従ってくれた。背中が軽くなったおれは、咳せき込みながら立ち上がる。

　幸さいわいにも、落っこちたのは２メタールといったところだった。痛かったが、打ち身以外には怪け我がもしていない。

　立ち上がったおれは、そこが書しよ庫こであることに気づいた。かなり広い空間だが、大半が本ほん棚だなで埋うめ尽つくされている。

　まさに本の杜もりだった。いったい何なん万まん冊さつあるのだろう。

「驚おどろいたな。地下図書室だ……」

　物量に圧あつ倒とうされつつ、おれは煙えん突とつの行く手を追いかけた。壁かべに沿そってカーブを描えがきながら、それは小さな暖だん炉ろに通じていた。

　イートン・アンシャルがいた。炎ほのおの前に座すわり、ケースからなにかを義ぎ手しゆでつかむと、乱らん雑ざつに暖炉へと投げ込んでいる。

「アンシャル卿きよう。なにをしているのですか？」

「見ての通りだ。札さつ束たばを燃やしている」

　肩と膝ひざから力が一いつ気きに抜けた。おれにとってお札さつとは思し慕ぼの対象なんだ。

　この世でいちばん燃やしてはいけないモノが紅ぐ蓮れんの炎に炙あぶられていく。恋こい人びとが火か葬そうにされる気分はこんな感じだろうか。

「なんてことするんですかぁ！」

　炎を無む視しし、おれは暖炉に手を突つっ込んだ。黒こげになった札束をつかみだすと、叩たたいて火を消す。ああ、ダメだ。もう炭になっちまってる。

「こんなことしたらバチがあたりますよ。札束で往おう復ふくビンタ食らわせれば、たいていの人間は言うことをきくんですから。お金は人間が成し遂げた発明の中で、もっとも偉い大だいなものなんです！」

　イートンは淡たん々たんと述べた。

「違ちがう。もっとも愚おろかな発明なのだ。こんな紙切れに描えがかれた数字に惑まどわされ、どれほど多くの人間が道を誤あやまったことか」

「それ以上の人間を救っても来ました。金は使い方しだいで毒どくにも薬くすりにもなるんです。それを燃やすなんてトンデモない！」

　先せん端たんを鋏はさみのように尖とがらせた義手の指でイートンは次の札束を突き刺さす。

「これが私のささやかな復ふく讐しゆうなのだ。信じられるか？　女王は生活費と称しようして、毎月のように送ってくる。これは今日、ザロアが里から持ってきたものだ。これで謝しや罪ざいのつもりなのだから笑える。自分の良りよう心しんに言い訳わけをしているだけではないか」

　ケースに入ったそれはたしかに大金だった。

　少なくとも５００万ローザはある。小さな村だったら、だれひとり働はたらかなくても冬を越こせるだろう。こんなに巨きよ額がくの賠ばい償しよう金きん（？）をポンポン寄よ越こすってことは、首しゆ都との経けい済ざい政せい策さくはうまくいっているのかな？

　４本腕うでの男は木ぼく訥とつとした調ちよう子しで、

「ペニンシュラ王おう領りようの首都だけは金で溢あふれたようだ。国こつ庫こを富ませ、国民から飢うえはなくなった。この輝かがやかしい現在を手に入れるために私は追放されたのだ。そんな私の歓かん心しんを買うために金と女を送りつけてくるのだから、お笑い種ぐざだろう」

「金で失った愛あいなら、金で買い戻せばいいだけです。おれが手伝いますよ」

　こっちを見たイートンに、おれはたたみ掛かけた。

「いいですか。金で買えないモノはないんですよ。愛だってやりかたしだいじゃ買えちゃうんです。いっそのこと、この世界全体を買う資金を掌しよう中ちゆうに握にぎれば、問題は全部解決しますよ。

　数字は噓うそをつきませんし、なによりも相手を従したがわせる武器になります。おれに協力してくだされば、太陽の独どく占せん権けんだって仕入れてご覧らんにいれます！」

　数すう秒びよう間かんだけ沈ちん黙もくしたイートンだが、やがて彼は静かにこう言ってくれた。

「ほう。金で愛が買えるか。面おも白しろいことをいう会計奴ど隷れいだな。その真しん偽ぎは私にはわからない。ならば確かめる必ひつ要ようがある。暇ひま潰つぶしに戯ざれ言ごとにつきあってやるか。そろそろ夢ゆめから醒さめてみるのも一いつ興きようだろう……」

「そ、それじゃあ！　首都オリエタスまで御ご同どう行こう願えるのですか!?」

「シスターたちが行くと同意すれば、この重い腰こしを上げてもよい」

「喜んで同意しますよ。向こうも最初からそれを望んでいるのですから」

「さて、どうかな。私の修しゆ行ぎように耐たえきれず、逃げ出さなければいいのだが」

「修行？　アンシャル卿きようにはかないませんけれど、シスターたちは個人的な戦せん闘とう力りよくはそこそこあると思うんですが」

「ザルツランドは冬とう季き攻こう勢せいを仕掛けてくるとお前は言ったな。私も同意見だ。そしてこちらには大軍を準備している暇ひまがない。勝利を握にぎるには、動きが機き敏びんな遊ゆう弋よく隊たいを編へん成せいし、敵の総そう大たい将しようを討うち取るしかない。

　キャットベロスとシスターとの戦いぶりを遠くから見ていたが、あれでは心こころ許もとない。明日の24時間で汗あせを流せるだけ流してもらう。そうすれば戦場で血を流す量が少なくてすむ。

　会計奴隷には輜し重ちようと補ほ給きゆうを一いち任にんしよう。２００人強の戦せん闘とう部隊を一ヶ月間働はたらかせるに足たる物資を計算し、見積もりを作れ。まだ燃やしていない札さつ束たばが奥にある。資金にするがいい。

　それにしても、ここを見つけるのがずいぶん早かったな。シスターたちは逆さ吊づりから自じ力りきで脱だつ出しゆつしてきたのか？」

「ええ。修しゆ羅ら場ばにはやたら強い少女たちですから。ちなみに地下室の床ゆかをぶち抜いたのはシスター・マリカです。本人に成り代わりお詫わび申もうし上げます」

「まずは入口を探さがす努力をしろと言いたい。ここは秘ひ密みつの図書館だが、古代人でさえドアの活用方法を知っていたのに」

「この山さん荘そうの入口は自動で開いたから、びっくりしましたよ。あれは古いにしえの発はつ掘くつ兵器の系けい列れつに繫つながるものなのでしょう」

「そのとおりだ。我われ々われは滅めつ亡ぼうした先せん史し文ぶん明めいの影えい響きようを受けた世界で、限りある生を謳おう歌かしている。『失われた伝説の島アトランテイカ・アイランド』の話くらいは聞いたことがあるだろう」

「もちろんですよ。特にテスエリットは〝過か去この秘ひ宝ほう〟が多く見つかる場所だとか。使用権を独どく占せんすれば、大金が稼かせげるかもしれませんね」

「発明や兵器だけではない。我々の存そん在ざいそのものが滅ほろびた文明の遺い産さんだ。ひらがな、カタカナ、漢かん字じが入り混じった我らの言げん語ごは『失われた伝説の島アトランテイカ・アイランド』で使われていたものらしい。

　この図書館の蔵ぞう書しよはすべて山中の遺い跡せきから発掘したものだ。いや、遺跡の上に山荘を建てたというほうが正確だな。会計奴ど隷れいよ。君の博はく識しきぶりに期待したい。この文字が読めるか？」

　手渡された分厚い書しよ籍せきの表ひよう紙しには、こう記しるされてあった。
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「古代文字ですね。残念ながら読めません」

「過去に存在した大だい宗しゆう教きようの聖せい典てんらしい。まだ部分的にしか解読できていないのが残念だ。この古代図書館には辞書らしきものが置いてないのでね。あるのはこうした代しろ物ものばかりだ」

　次にイートンが見せたのは奇き妙みような印いん刷さつ物ぶつだった。表現が古めかしく、読めない文字もあるが、絵が主体なので大意は理解できた。剣けんと魔ま法ほうと騎き士しとドラゴンが登場する絵物語らしい。

「これは〝コミック〟や〝マンガ〟と呼ばれていた表現形式だ。内容は種しゆ々じゆ雑ざつ多ただが、ごく薄うすいものは大人向けであり、厚みのあるものは子供向けだと考えている。

　ここティーゲル・ロッホは、そうした書籍専門の図書施設だったらしい。こうした本が一大産業になっていた時期の遺産だ。まさに知ちの泉いずみ」

　そのとき、唐とう突とつに背中から咎とがめるような発言がやって来た。

「なにが知の泉ですか。恥はじの泉ですわ。こうした猥わい雑ざつな本ばかりぎっしり貯ためこんでいるじゃありませんの。牧宰フユーダルドが聞いて呆あきれますわ！」

　シスター・ハイナだった。気き丈じようにふるまってはいるが、白い頰ほおを赤らめているのが印象的だ。後ろのがシスター・マリカはよろよろしながら言う。

「ボク、なんだかおかしな気分だよ。さっきからお腹なかの下のほうがムズムズする。ちょっと休みたいな……」

　イートンは２人を振り返ると、

「18禁きんと書かれている棚たなに行ったのだな。あそこは成人専用だ。私もたまにしか行かない。暖簾のれんをつけ、ザロアの目にも触ふれないようにしていたのだが」

「たまには行くのですか！　なんたる破は廉れん恥ちな！」

「ふむ。恥はじらいの欠片かけらくらいはどうにか残っているらしい。これなら教育しだいで矯きよう正せいできる可か能のう性せいがある。残る１人はどうだかわからぬが」

　噂うわさをすれば影である。ごく薄うすい本を両手にいっぱいかかえ、ふらふらしながら歩いてくる者がいた。もちろんシスター・墺芭デイーパその人だった。

「会計奴ど隷れいくん。とりあえず自分はこれだけ入手希望。読どく書しよ三ざん昧まいで読どく書しよ亡ぼう羊ようで眼がん光こう紙し背はいの境きよう地ちに到達したく思う」

　こぼれ落ちた数冊の表ひよう紙しから内容はうかがい知れた。半はん裸らの男が描かれたそれらは、少女の情じよう操そう教育にものすごく悪あく影えい響きようを及およぼすであろう本である。

「貴き腐ふ人じん向けの男だん色しよく雑ざつ誌しなどいくらでもくれてやる。今宵こよい１晩ばんじっくり楽しむことだ。明日からはここに来たことを後こう悔かいするだろうから」

　イートン・アンシャルがそう告つげた直後だった。本ほん棚だなの上から黒い塊かたまりが降ってきた。影の中に短たん刀とうの輝かがやきが光った。

　ザロアだった。メイド服を着込み、年とし頃ごろの少女らしさを演出した彼女は、明らかな殺さつ意いを抱きかかえたまま突とつ撃げきを試みたのだ。

　しかし、イートンの対応が一いつ瞬しゆんだけ早かった。銀色の義ぎ手しゆが４本とも一気に伸び、ザロアを横殴なぐりにする。軽い少女は一いち撃げきで弾はじき飛ばされ、本棚の間をボールのように転がった。

　ザロアは突つき当たりの壁かべに激げき突とつし、連れん鎖さ的てきに本棚が倒れた。彼女は崩ほう落らくした書しよ籍せきの山に埋うもれてしまった。

「……怖い子供ですね。あの小姓ヴアレツトはどうしてアンシャル卿きようを襲おそうのです？」

　おれの問といかけに、イートンは事もなげに答える。

「許可を与えたからだ。私が隙すきを見せれば、いつ殺してもかまわないと」

「どうしてそんなことを!?」

「仕方ない。ザロアにとって私は父の仇かたきなのだから。直接手にかけたわけではないが、現場にいたのは確かだ。実質的に私が殺したといっても差し支えないだろう……」

　様よう子すを見に行ったシスター・マリカが悲鳴混じりに言う。

「たいへん！　この子、心しん臓ぞうが止まってる！」

　イートンは素早く立ち上がると、ザロアのもとへ急いだ。

「いかん。胸を強打しすぎたか。このところ突きが鋭するどくなってきたから、あまり手を抜いてやれなくなったな」

　シスター・マリカが本の山から引っ張り出したザロアは、糸の切れた操あやつり人形のようにぐったりしていた。呼こ吸きゆうをしているようには見えない。

「わたくしはこんな外げ道どうを見たことがありません。子供を殺してしまうなんて」

「極ごく悪あく非ひ道どう。残ざん虐ぎやく無む道どう」

　シスターたちの非ひ難なんを聞き流したイートンは、義ぎ手しゆの先せん端たん部ぶの刃は物ものを巧たくみに操あやつり、ザロアのメイド服を切り裂さいた。続いて、まだほとんど脹ふくらみを見せていない乳ち房ぶさに針はり状じようの器具を押し当てる。そしてこんな魔術詠唱マギカ・アリアを開始したのだった。

「……骨こつ格かくと筋きん肉にくと血液を差配する精霊スピリツツニトローリンに告つげよう。この少女の心しん臓ぞうをいま一度だけ動かしたまえ。私に復ふく讐しゆうを成し遂とげるその日まで余よ命めいをこの者に授さずけたまえ。それでこそニトローリンの御ぎよ名めいを高らしめることができよう……」

　緑色の光線がザロアの胸きよう部ぶを包む。そして電光が走る。彼女は総身を痙けい攣れんさせると、やがて目を見開いた。

「未み熟じゆく者ものめ。そんなことでは私は殺せないぞ。屠ほふろうとした相手に命を救われていたのでは復ふく讐しゆう者しやの資格などあるまい。今日はもう襲おそうな。それから長旅の準備をしろ。ドラゴン・スレイプニルの蹄てい鉄てつを磨みがいておくんだ」

　埋うめられない技ぎ倆りようの差を理解したのか、ザロアは悔くやしそうな顔で一いち礼れいすると、泣きながらメイド服の胸を合わせ、奥へと走り去さっていった。そっちに上に通じるハッチがあるらしい。

「ボクは信じられないよ。たしかに死んでいたのに」

「複ふく雑ざつ怪かい奇き。思し案あん投なげ首くび」

　シスター・マリカとシスター・墺芭デイーパに続き、シスター・ハイナが真実に指をかけた。

「まさかとは思いますが……禁きん断だんの秘ひ術じゆつと呼ばれる蘇生術カムバツクなのでは!?」

　イートンは無念そうに否ひ定ていの意志を伝える。

「違ちがう。私は心臓に電でん撃げきを与えて再さい起き動どうさせただけにすぎない。本当の死者を蘇よみがえらせる技術を持っているのはペニンシュラ王おう領りようではただ１人。女王エマルカ・ダークナスだけだ。

　とはいえ止まった心臓を動かす神方術マジカルタオも貴き重ちようだろう。近いうちに誰だれかに伝でん承しようしたいと思っていた。シスター３人が来てくれたのは運命かもしれない。

　そこでお前たちに問とう。私を師匠マスターと呼ぶ気はあるか？　その力を臣しん民みん救済のために活用する意志はあるか？

　イエスなら明日の朝、私と一いつ緒しよに下げ山ざんせよ。山の中ちゆう腹ふくの広場で待まて。ノーでもかまわん。この山さん荘そうをそっくりくれてやる。私が凱がい旋せんする日までここを守れ」

　それだけ言い終えると、イートン・アンシャルは音もなく立ち上がり、ザロアが消えたほうへつま先を向けたのだった。

　残されたおれたちは、ただ座すわり込んだまま、燃え盛る暖だん炉ろの火を見つめるだけだった。

　やがて沈ちん黙もくに耐たえられなくなったシスター・マリカが口を開く。

「このままじゃボクたちまるで空気だよ。やってやろうじゃん！」

「アンシャル卿きようは色々と興きよう味み深い御ご仁じんです。学ぶべきことは多そうですわ」

「知ち者しやは不惑まどわず。仁じん者しやは不憂うれえず。勇ゆう者しや不懼おそれず」

　正直に告こく白はくしよう。

　１歳だけ年上のシスター３人を、これほど誇ほこらしく、そして頼たのもしく思ったことは、過か去こになかったね──。
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　翌よく朝あさは霧きりが濃く、夜明けを迎えたあとも太陽は薄うすぼんやりとしか見えなかった。

　時刻は午前11時だ。凍こおった林りん檎ごみたいな日にち輪りんに冷えた手をかざしてみたけど、熱は伝わってこない。逆に風が指の間を通り抜け、一いつ気きに体温が下がってきた。やっぱり木の上は寒いや。

　おれはキャットベロスに追いかけられた際に登った一いつ本ぽん杉すぎの枝えだに座すわっていた。好すきこのんでじゃないぞ。とばっちりを避さけるためだ。

　眼がん下かでは凄すさまじい決けつ闘とうが繰くり広げられていたんだ。

「でいぃやあぁー！」

　シスター・マリカの裂れつ帛ぱくの気合いを込こめた叫さけびが鳴り渡った。緋ひ色いろに光るつま先が、残光を煌きらめかせながら霧を切り裂さき、イートン・アンシャルの胸きよう部ぶを狙ねらう。

　しかし細身の賢聖騎士マギステル・エクテスは少しも慌あわてることなく、目を瞑つむったまま、わずかに身をひねった。歯にくわえられていた赤い林檎が宙ちゆうに軌き跡せきを描く。

　それだけで充分だった。シスター・マリカの一いち撃げきは、たなびいた銀の髪かみの先を少しかすめただけだ。

　精霊スピリツツグラビィウスと懇こん意いにしている彼女は、避けられるたびに大おお穴あなを地面に穿うがつ。その数はすでに７つ。つまり７回連続で空から振ぶりを喫きしたことになる。

「男のくせにちょろちょろ逃げないでよ。ボクのキックが当たらないじゃない！」

　身勝手にもシスター・マリカは怒鳴った。大おお技わざの連続でさすがに息いきをきらしている。イートンは彼女を見み据すえたまま、林檎を囓かじった。

「シスター・マリカは勝利条件を読み違ちがえている。言ったはず。この林檎を食べ終わる前に奪うばい取ったなら、君の勝ちだと。

　すなわち私を倒たおすことは必かならずしも勝利を意味しない。どうして蹴けりの１つ１つに殺さつ気きを込める必ひつ要ようがあるのか？　これは模も擬ぎ戦せんだ。実戦ではないのだ」

「ルール無む用ようと言ったのはそっちじゃない。欲しいものを相手が持ってたら、身動きできないようにして失敬するのがいちばん手っ取り早いよ。

　ボクは勝ってみせる。この試験に通れば弟で子しとして認めてくれるんでしょ。ボクは性せい奴ど隷れいになる気はないんだからね！」

　林檎をひとくち囓りながらイートンは言った。

「聖せい職しよく者しやとは思えない言い草だが、その足あし技わざの鋭するどさだけは認めよう。直ちよく撃げきすれば疾しつ走そうする犀さいですら横転させられるはず。もっとも空振りばかりでは無意味だが」

　顔を真っ赤にしたシスター・マリカは再ふたたび跳ちよう躍やくし、スカートをひるがえして新たなキックを見み舞まう。

　元がん来らい、修しゆう道どう女じよのスカートは踝くるぶしが隠かくれるほどに長いけど、シスターマリカは自じ己こ流りゆうに改造していた。膝ひざ上うえで着ちやく脱だつ式しきにしているのは、やはり蹴けり技わざを多用するためだ。

　結果的にぱんつは存ぞん分ぶんに見えているだろうに、イートンは顔色ひとつ変えず、最小限の動きだけで攻こう撃げきをかわす。

「シスター・マリカに訊たずねよう。それだけの身しん体たい能力を持ちながら、どうして足技にこだわる？　得え物ものを持てば簡単に打だ撃げき力りよくは増すぞ。私もよけるのにもっと知恵と筋きん肉にくを使わなければなるまいに」

　荒い息いきを整えながらシスター・マリカは言った。

「重たい武器は持って歩くのがしんどいんだよ。棒ぼう術じゆつも小こ太だ刀ちもひととおりやったけど武器に頼たよるとどうしても足技が鈍にぶってしまう。体ひとつで生きていくには、余よ計けいな混ざりものはないほうがいいの！」

「ふむ。その覚かく悟ごやよし。こんな霧きりの濃い日に飛び道具は役にたたないからな。ただ肉体を武器として生きていくには、お前は小さすぎよう」

「偉えらそうに言わないで！　あんなえっちな本を読んでたくせに！」

「読んではいない。ごくたまに見ていただけだ。そもそも権けん威いを賢さかしらに誇ほこるのと、えっちな本とやらを読どく破はすることには、どんな因いん果が関係があるのだろうか？」

「見ていただけじゃないでしょうに。不ふ埒らちな行いにふけっていたに違ちがいないわ。そうした輩やからを是ぜ正せいするのが聖せい職しよく者しやの役目！　重力制せい御ぎよに携たずさわる精霊スピリツツグラビィウスにお願い。もういちどボクの右足にダイヤモンドを踏ふみ潰つぶせるだけの力を与あたえて……」

　シスター・マリカは魔術詠唱マギカ・アリアを最後まで続けられなかった。膝ひざの裏うらに、軽い蹴けりを叩たたき込まれ、その場に突つっ伏ぷしてしまったからだ。

　神方術マジカルタオで人じん為い的てきに引いん力りよくを狂わせている以上、どうしても重心は不安定になる。技の発動中、外部からわずかな刺し激げきでも加われば、もう立っていることさえ無理だ。

　シスター・マリカは霜しもがおりた地面に大の字になって伸のびてしまった。

「なにするのよ！　聖せいなる修道女であり、か弱い乙女おとめでもあるこのボクを蹴け飛とばすなんて！」

「ザルツランドの新教徒たちは異い教きよう徒とを殺せば殺すほど天国に近づけると本気で信じている。実戦で敵てきが殴なぐり返してこない可能性は零ゼロだぞ。精霊スピリツツを呼ぶのに時間がかかりすぎだな。聖ダルガ武ぶ闘とう修道院では、後ごの先せんをとれと教えているのだろうが、充じゆう塡てん中ちゆうに攻せめられればひとたまりもあるまい」

　イートンはそう言うと林りん檎ごに歯を突き立てた。その果実は大きな口に吞のみ込まれていく。

「……なにも芯しんまで囓かじり尽つくすことないじゃない」

「食べものは大事にせねばならない。それに空くう腹ふくでもある。君たちはポトフを食べたようだが、私は昨夜からなにも口に入れていない」

「どっちにせよボクの負けだよね」

「あきらめが早すぎるな。いざとなれば私の腹はらを割いて林りん檎ごの欠片かけらを回収するという方法があるではないか。ルール無用というのであれば、それに思い至いたって当然。知恵が回らぬ者は戦場では死体に劣おとるのだ。シスター・マリカ。君は私の知恵を授さずけるには値あたいしない。よって弟で子しにはできない」

　そう言うと、イートンはくるりと背を向け、浅あさ黄ぎ色いろの略りやく式しき修しゆう道どう服ふくを着たシスター・ハイナへ向き直った。

「では次の者に試し練れんを与えるとしよう。会計奴ど隷れい」

　イートンが片手で合図を出した。林檎を出せと言っているんだ。

　おれは背はい囊のうから熟じゆくした果実を取り出すと、樹上からそれを放った。

　手て元もとが乱みだれ、離はなれた場所に落ちていったが、イートンが右手を差し出すと、林檎は不自然なカーブを描き、彼の掌しよう中ちゆうに自分から飛び込んでいった。

　きっと風を呼び、軌き道どうを操そう作さしたんだろう。やれやれだよ。

「シスター・ハイナ。君は弓ゆみが得意らしいな」

　自じ慢まんの堕天使の弓ルシフアー・ボウを手に取ったシスター・ハイナは、自信ありげに答える。

「いささか心こころ得えがございますわ」

　イートンは受け取った林檎を自分の頭に載のせた。何度も激しく首を振るが、真っ赤な果実は微び動どうだにしない。神方術マジカルタオで固定したらしい。

「ならば勝利条件ルールは１つだけ。弓矢でこの林檎を射い貫ぬいてみせよ。狙ねらいがそれたなら、私は絶命だ。断っておくが、私の肝きもはたいして太くはない。なるべく静止状態を維い持じするが、標ひよう的てきにされて身み動じろぎしないとまでは約やく束そくできないからな」

　こりゃ無む茶ちやなリクエストだった。２人の間合いは12メタール。シスター・ハイナの腕うで前まえならワンホール・ショットだって可か能のうだけど、一歩間ま違ちがえば死に直結する射しや的てきだ。きっとイートンは度ど胸きよう試しにそんな指示を出したに違いない。

　おれはそう確信したけれど、冷静さを取り繕つくろったシスター・ハイナはきりっとした表情で言い放った。

「シスター・マリカのときと同どう様よう、ルール無用と考えてよろしいのですわね。ならば、わたくしなりに全力を尽つくさせていただきますわ。

　アンシャル卿きようは影縛りシヤドータイをされた経験はおありでしょうか？　後あと味あじの悪さは舌したに残るものらしいですわよ」

　いちどに２本の矢をつがえたシスター・ハイナは弓弦ゆづるを引き絞しぼる。しかし、端たん正せいな表情は不意に曇くもった。

　おれにはその理由がわかった。太陽はもう頭上近くにまで昇っており、できる影は小さすぎたのだ。また光が霧きりで拡かく散さんされており、地面に現れた黒いしみは薄うすく、ごく頼たよりないものだった。

「くっ。これでは影縛りシヤドータイで固定するのは無理ですわね。ならばアンシャル卿きようの度ど胸きように期待するのみ。外れたらごめんあそばせ！」

　彼女は小型の弓ゆみを引き絞しぼりると、火柱矢フレームアローを発はつ射しやした。黄金色に燃えさかる矢がイートンへと疾しつ駆くする。

　おれは思わず目をそむけた。頭上の林りん檎ごには命中しないと直感したからだ。

　鋭するどい飛ひ翔しよう音おんが響ひびいた。だが、悲鳴は聞こえなかった。

　覚かく悟ごして目を開けると、息いきを吞のむ惨さん劇げきが展開されていた。イートンの顔面に深々と矢が突つき刺ささっている……ように見えたけれど、ちょっと違ちがった。

　この怪かい人じんは飛んできた火柱矢フレームアローを嚙かみしめていたのだ。

　歯並びのよい口くち許もとをむき出しにしながら、腹ふく話わ術じゆつの要よう領りようでイートンは告つげた。

「やれやれ。前歯が欠けてしまった。命中時の威い力りよくは認めねばなるまい。

　だが、意い図と的てきに私の殺害を試みたのでなければ、精度が悪すぎる。林檎という大きすぎる標的さえ射い抜ぬけないようでは、見み世せ物もの小ご屋やへの就しゆう職しよくも覚おぼ束つかない。当然、戦場に立てる資格などあろうはずもない。

　迷いは結果に直結する。射る前から不安があっては命中など覚束ない。どうして影縛りシヤドータイの矢を放たなかったのかね？」

「……影が薄すぎますし、小さすぎます。経験上、わたくしの技ぎ倆りようでは無理だと判断したまでですわ」

「ルール無用と言ったはず。私であれば相手の両りよう膝ひざを射貫き、動けなくしてからゆっくりと林檎を射貫いただろう」

「そんなご無む体たいな。わたくしは味方に非ひ道どうな行いなどできません」

「甘あますぎる。それでは戦場で生き残ることなどできない。会計奴ど隷れいよ。高みの見物はやめて降おりてくるがいい。警けい告こくはしたぞ」

　おれはあわてて幹みきにしがみつき、すべり落ちるように一いつ本ぽん杉すぎをあとにした。途と端たんにイートンの指先から電でん撃げきが発せられた。落らく雷らいに似た轟ごう音おんが響くと、枝えだという枝にあっという間に着火し、周しゆう囲いの光は段だん違ちがいに増した。

　続いてイートンは、体たい軀くを大きくそらすと、肺はい活かつ量りようと背はい筋きんを活用し、くわえたままだった矢を一いつ気きにはき出した。

　再さい着ちや火かした火柱矢フレームアローは、狙ねらい違わずシスター・ハイナの足あし許もとに突き刺さった。黒々とした影を射貫かれた彼女は、四し肢しを固定され動けなくなってしまった。

「わ、わたくしを影縛りシヤドータイにする必ひつ要ようはないのではなくて!?」

　わずかに動く唇くちびるを活用し、シスター・ハイナは悲痛な声をあげた。イートンは彼女に近づくや訥とつ々とつと語りかける。

「舌したに残る後あと味あじの悪さはどのようなものかな。シスター・ハイナ。君もまた私の知恵を授さずけるには値あたいしない。つまり弟で子しにはできない。それでは最後の者に試し練れんを与えるとしよう」

　イートンは一いつ本ぽん杉すぎに向けて両手を素早く交こう叉ささせた。腕うでから白い波動が飛び出して行くのがありありと見えた。それが一本杉の根本に吸い込まれると、大木はすっぱり切り裂さかれ、轟ごう音おんをあげて倒とう壊かいした。

　枝えだを焦こがす火はたちまち山やま肌はだの枯かれ草を焦がした。ぱちぱちという耳みみ障ざわりなノイズが響ひびき渡っていく。

「シスター・墺芭デイーパ。君の神方術マジカルタオは水すい属ぞく性せいに特化しているとみた」

　うしろで順番を待まっていた蒼あお色いろのシスターがつかつかと歩み寄り、〝賢翁の牧杖パストラルスタツフ〟を高々と掲かかげた。

「いかにも。自分は水と氷こおりに関しては自じ信しん満まん々まん」

「よろしい。ならこの山火事を消火してみせてくれ。急がないとシスター・ハイナが火ひ炙あぶりにされるだけでなく、山さん荘そうまで燃え広がるぞ」

　そりゃ大げさだ。露つゆで湿しめった草に火なんかつくもんか。おれはそう思ったけど、イートンの言こと葉ばに噓うそはなかった。

　あたり一面は瞬しゆん時じにして火の海になった。普通の勢いじゃない。まるで事前に火か薬やくか魚ぎよ油ゆでも撒まいていたかのようだ。

「こ、これは危き急きゆう存そん亡ぼうのときなり！」

　焦あせりの色を隠かくそうともせずにシスター・墺芭デイーパは賢翁の牧杖パストラルスタツフを構える。

「……絶対零れい度どへ誘いざなう精霊スピリツツリキッドニトロにもの申もうす。自分に放ほう射しや冷れい却きやくの力を。起き死し回かい生せいの氷の煌きらめきを御お披ひ露ろ目めしたまえ！」

　すぐに先せん祖ぞ伝でん来らいの家か宝ほうから蒼あお白じろい光線が放射されていった。たちまち地面が凍こおり、巨きよ大だいすぎる霜しも柱ばしらが地面のあちこちに生えた。まるで防ぼう波は堤ていだった。

　この機を逃さず、シスター・マリカが身動きのとれないシスター・ハイナへと急ぐ。浅あさ黄ぎ色いろの略りやく式しき修しゆう道どう服ふくには早くも焦げ目がついていた。

　さすがにシスター・マリカも無む駄だ口ぐちは叩たたかなかった。影縛りシヤドータイの矢を引ひき抜ぬくと、シスター・ハイナは横へ飛び退のき、服の火の粉こをはたく。

「……ああ、シスター・マリカ。あなたに心から感かん謝しやしたのは、たぶん今回が初めてですわ」

「恩おんに着せたりはしないけど、いつか必かならず返してよね。ボクが死にそうなときは地球の裏うら側がわにいても必ず助けに来ること。いいね」

「世間一般では、そういう態度を恩に着せるというのですわ。おしゃべりをしている場合ではなくてよ」

　シスター・ハイナの言うとおりだった。おれたちはすでに火に包囲されつつあった。

　必ひつ死しに賢翁の牧杖パストラルスタツフを振り回すシスター・墺芭デイーパだが、効こう果かは限定的だ。
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　炎ほのおの熱量は凄すさまじく、まさに焼け石に水だった。しかも発射される冷れい却きやく光線は徐じよ々じよに薄うすくなっていく。

　そりゃそうだろう。空気中の水分を流用しているんだから。回数を重ねる度たびに射しや出しゆつされる霜しもの分量は少なくなって当然だ。

　火か焰えんに対抗できなくなったシスター・墺芭デイーパは自じ棄き気ぎ味みに怒ど鳴なる。

「遺い憾かん千せん万ばんなれどもやむを得ず！　会計奴ど隷れいくん。いますぐこの場で放ほう尿にようせよ！」

「ちょ、ちょっと待まって下さいよ。女の子の前でいきなりそんなことできませんって。それにさっきトイレに行ってきたばかりなんです」

「出さないと股こ間かんを永えい久きゆう冷れい凍とうの刑けいに処しよす。シスター・マリカとシスター・ハイナにも同どう様ようのボランティアを求める」

「そんなはしたない真ま似ねができるわけありませんわ！」

「ボクもごめんだよ！　だいたいオシッコで山火事を消せるもんか！」

　やりとりに頭ず痛つうを覚えたのか、イートンがこめかみを押さえながら言った。

「ルール無用で手段を選ばない態度は認めるが、私の領地をアンモニアの匂においで満たされるのは我が慢まんがならない。たとえ下げ山ざんが近いといえどもだ」

　彼は両手を天にかざすと、異い世せ界かいの言げん語ごのような魔術詠唱マギカ・アリアを始めた。あまりにも早はや口くちで聞き取れないが、効こう能のうは抜ばつ群ぐんだった。

　イートンの指先の延えん長ちよう線せん上の空に、染みのような黒こく雲うんが現れたかと思うと、すぐさま大おお粒つぶの水すい滴てきが落ちてきた。大雨だった。天の底が抜ぬけたのではないかと心配になるほどの集中豪ごう雨うが山やま肌はだを襲おそった。

　こいつはたまらない。おれは雨あま宿やどりできる場所を探さがしたが、山の中ちゆう腹ふくにそんな便利な代しろ物ものがあろうはずもなく、たちまちずぶ濡ぬれになってしまった。

　もっとも冬山登山みたいな絶望気分を味わうのは数分ですんだ。山肌の炎ほのおはあっさり鎮ちん火かしたかと思うと、わざとらしいまでの不自然さで雨はあがったのだ。シスターたちの感かん歎たんの声と一いつ緒しよに。

「天気まで操あやつれるなんてチートすぎるよ。こりゃボクたちじゃ手も足も出ない」

「どれだけの精霊スピリツツに愛あいされているというのでしょう。羨うらやましいかぎりですわね」

「アンシャル卿きようこそ神方術マジカルタオの泰たい山ざん北ほく斗となり。いつの日か出しゆつ藍らん之の誉ほまれを極きめたし」

　３人はうなずきあうと、汚よごれた地面に両りよう膝ひざをつけ、頭を下げた。

「「「どうか私わたしたちに〝マスター〟と呼ばせて下さいませ」」」

　打だ算さんや下した心ごころがあっての申し出ではないだろう。彼女たちは演えん技ぎではなく、本ほん心しんからそう言っている。おれにはそれがわかった。

　けれどもイートンは冷たい現実を告つげるのだった。

「そう呼びたければ呼ぶがいい。ついてきたければ来るがよい。しかし、君たちは試し練れんに失敗した。私は君たちを弟で子しと呼び、庇かばうことはない。むしろ捨すて駒ごまとすることを躊ちゆう躇ちよしないだろう。それでも私を師しと呼ぶ覚かく悟ごがあるか？」

「「「はい。マスター」」」

　迷いもためらいもなく言い切った３人に、イートンも神しん妙みような表情で告げる。

「その覚悟を忘れぬように望みたいが、あまり期待はしないように心がけよう。私は味み方かたに……それも女に裏うら切ぎられることに飽あきている。注そそいだ愛情に応じてくれるのは動物だけだ。ここに登ってくるあの合成獣キメラニアンだけは、きっと私を見捨てまい……」

　イートンの視し線せんは山道へと向いていた。７本足のドラゴン・スレイプニルがゆっくりと歩あゆみを進めている。

　妖よう馬ばの側には人影が３人見えた。

　小姓ヴアレツトザロアと、町長代理のタイム・ドワープ、それに《トリプル・フレッチェ》のマダム・ユイだった。

　ザロアはともかく、テスエリットから来た２人は正体が判明するまでに時間が必要だった。全身を戦陣鎧カラビニエールで包んでおり、人にん相そうも違って見えたからだ。

　やがて中ちゆう腹ふくまでやってきたドワープとマダム・ユイは、戦士の表情を携たずさえたまま、イートンに一礼したのだった。

「アンシャル卿。連絡役の小姓ヴアレツトから聞きましたぞ。冗じよう談だんや戯たわむれではないのですな。山を下るというのは！」

　ドワープの問といかけに、マダム・ユイも早はや口くちで言こと葉ばを紡つむいでいく。

「テスエリットの民たみは全員意い気き軒けん昂こうですわ。私たちは任にん務む失敗や刑けい罰ばつで自由奴隷スキヤボニに身を窶やつし、この僻へき地ちに送り込まれましたが、もともとは正せい規き兵へいです。戦う準備はできています」

　その独どく白はくには納なつ得とくがいった。

　正規兵なら建けん築ちく術じゆつや冶や金きん術じゆつに秀ひいでていて当然なんだ。防ぼう御ぎよ陣じん地ちの設営にはそうした技ぎ倆りようが求められる。優すぐれた戦士は優れた大だい工くでもある。町造りが早いわけだよ。

　イートンは静かに言こと葉ばを選んで話した。

「大たい儀ぎであった。牧宰フユーダルドとしての役目を果たさぬ私に力を貸してくれるとは、諸しよ君くんは見上げた忠ちゆう臣しんである」

　髪かみが１本もない頭を光らせながら、町長代理が言った。

「我われ々われは現げん在ざいのペニンシュラ王おう領りようを憂うれう者です。義ぎを正すためであれば、雌し伏ふくのときを過ごすのもやむをえません。私わたしはもと上級波導修士兵ハイ・ワイヤーズとして、再ふたたびあなたと戦場に立てるときが来たことを喜んでおります」

　マダム・ユイもすぐに続いた。

「昼までに１９５名の兵が出しゆつ撃げき準備を終える手て筈はずです。すべてアンシャル卿きようのために命を捧ささげる覚かく悟ごの強つわ者ものばかり。どうか御ご命めい令れいを賜たまわりたく存じますわ。手始めに濡ぬれ鼠ねずみのシスターたちを捕ほ縛ばくし、首しゆ都と入にゆう城じようの手て土産みやげといたしましょうか？」

　警けい戒かいするシスターたちを尻しり目めに、イートンは首を横に振る。

「だめだ。彼女たちは私の護ご衛えい役やくなのだから。３人には楯たてになり、鉾ほこになってもらう。古来より従軍尼僧バトルナンがいない軍隊は、神々の祝しゆく福ふくが得られないからな」

「それは変ですわね。昨夜は３人とも窓まどから吊つるされていたじゃありませんか。そんな間抜けな小こ娘むすめに護衛役は務まりませんわ」

　血けつ相そうを変えてシスター・マリカが叫さけぶ。

「み、見たの!?」

「ええ。町民の過か半はん数すうが夜間用遠ぼう眼えん鏡きようで見学しておりましたわ。ぱんつ丸出しで逆さ吊づりの刑けいなんて、滅めつ多たに見られない眺ながめですもの」
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　金かな切きり声を発したシスター・マリカと、赤面したまま黙だまり込むシスター・ハイナと、常つね日ひ頃ごろと変わらぬ冷静さを示すシスター・墺芭デイーパを無む視しし、イートンは宣せん言げんした。

「マダム・ユイ。それから我われらは首都にも行かぬ。時間がないのだ。ザルツランド軍はすでに国こつ境きようを越こえた可か能のう性せいさえある」

「では、どこに？」

「知れたこと。最前線へ最短経けい路ろで急ぐのだ」
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　イートン・アンシャル卿きようの読みは正せい鵠こくを射いていた。

　ザルツランド軍はやっぱり冬とう季き攻こう勢せいの準備を終え、侵しん略りやく準備を着々と整えていたんだ。

　もし悠ゆう長ちように首しゆ都とオリエタスに出向いていたら、前線到着が遅おくれに遅れ、ペニンシュラ王おう領りようの国内は好すき放題に荒らされていただろう。

　連中は血に飢うえた戦せん闘とう国家だ。メルシュ新教を狂きよう信しんする連中は、旧きゆう教きよう徒とのおれたちを殺せば殺すほど神々に愛されると勘かん違ちがいしている。

　まったく宗しゆう教きようって怖いよね。

　もっともザルツランド帝てい国こくが侵しん攻こうを決意した理由は宗教的対立だけじゃない。裏うらにはもっと生々しい事情がある。

　お金さ。

　ザルツランドは北の大国である神しん聖せいメガロード連れん邦ぽうの衛えい星せい国こく──つまりは属ぞつ国こくなんだけど、とうとうスポンサーから資金や物資を融ゆう通ずうしてもらえなくなったんだ。逆に貸した巨きよ資しと利り息そくの返へん還かんを求められたらしい。

　険けわしい山さん岳がくに囲まれ、海にも農地にも乏とぼしいザルツランド帝国には、これといった地じ場ば産業もない。春先の年度末までに貸したお金を払はらえと言われれば、武力に頼たよってでも外貨を獲かく得とくしなければならない。

　夢ゆめも希望もないが、これが侵攻の主しゆ因いんだ。

　まったくお金って怖いよね。

　そしてザルツランド軍を実質的に仕切る前線司し令れい官かんは、お金の生かし方を誰だれよりもよく承しよう知ちしている男だった。

　人類最強の百ひやく万まん長ちよう者じやことウォーラス・ヒューゴである。

　神聖メガロード連邦の市し民みん権けんを持つ彼は、３年前のペニンシュラ王領侵略にも中心的役割を果たし、そして敗戦の責せき任にんを押しつけられた。普ふ通つうなら失しつ脚きやくして当然だが、関係各所に現金をばらまいてうまく処しよ分ぶんを免まぬがれたらしい。

　今回の再侵攻は、復ふく讐しゆう戦せんの意味合いが強いと見る向きも強いけど、それは真実じゃないと思う。自由経けい済ざいに忠ちゆう誠せいを誓ちかうおれには、利りに敏さとい奴やつの考えが読める。血を流すに値あたいする代だい価かが得られると判断しただけだな。

　やがておれは理解することになる。金の持つ破は壊かい力りよくとその限界を。

　そして貨か幣へいという切っ先鋭するどい武器を振り回していたのは、神しん聖せいメガロード連れん邦ぽうだけではなかった。ペニンシュラ王おう領りようもまた、危なすぎるマネーゲームに手を突つっ込こんでいたんだ。

　戦後わかったんだけど、我われらの女王エマルカ・ダークナス様は神聖メガロード連邦の臨りん時じ国こく債さいをびっくりするほどお買い上げになっておられた。

　これは国の借金のこと。３年とか５年後に額がく面めん以上で買い戻すことを約やく束そくして売り出す紙切れだ。財政が苦しい国家にとって、手っ取り早く金を集める手段といえば、これだけだと言ってもいい。

　そしてペニンシュラ王領が保有する臨時国債の償しよう還かん期限は大半が来年の春で切れる。神聖メガロード連邦の経けい済ざいも順調とはいえず、支払い能力は怪あやしい。

　踏ふみ倒すという禁きんじ手もあるけれど、これをやると国家間の信用が地に落ち、貿ぼう易えきや金きん融ゆうでお付き合いをしようとする国がいなくなってしまう。女王エマルカ様はそこまで読んで臨時国債を買い増したに違ちがいない。

　こりゃ一種の経済戦争だね。目的は神聖メガロード連邦を財政的に追い詰つめ、屈くつ服ぷくを図はかることだろう。

　まさしく金は天下の回りものだ。ああ、ついでだけどこのフレーズを連発する人はたいてい貧びん乏ぼうだから近づかないほうがいいよ。

　けれど神聖メガロード連邦は斜ななめ上の行動に出た。国債を買ってくれた相手に戦争をふっかけて来たんだ。それも自分の手を汚さず、属ぞつ国こくにやらせるという姑こ息そくな手段でね。汚いなんてもんじゃないくらい汚いけど、勝利はすべてを帳ちよう消けしにしてくれる。なにしろ敗者に一切の発言権はないんだから。

　そしてこの非ひ道どうな作戦にゴーサインを下したのは、神聖メガロード連邦を掌しよう握あくする１人の政治家兼けん宗しゆう教きよう家かだった。

　その名は大神官総統ダイバ。

　自みずからを神しん格かく化かすることに長たけており、年ねん齢れいも性別も不明だという。噂うわさでは数百年にわたり、メルシュ新教の支し柱ちゆうとして布ふ教きよう活動を続けているんだそうだ。

　不ふ死し人びとだという説もあるけど、そりゃ噓うそだ。禅ぜん譲じようか世せ襲しゆうかはわからないが、きっと同じ名前を跡あと継つぎに譲ゆずっているんだろうね。

　当時のおれが知り得たネタはその程てい度どだったが、すぐに思い知ることになった。

　この戦争で真しんに恐れるべき対象は、宗教でもお金でもなく、女という不ふ条じよう理り極きわまりない存そん在ざいであったことに……。
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「師匠マスター！　聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんに行くって本当なの！　ボク信じられないよ！」

　８日目の野や営えい地ちでようやく明かされた進軍先にシスター・マリカは唇くちびるを尖とがらせた。

「せっかく人鳥ペンギンババアの顔を見ずにすむと思っていたのに、どうして古ふる巣すに戻らないといけないのさ！」

　道中で仕入れた地図に指を走らせながら、シスター・ハイナも言った。

「先生マスターには先生マスターのお考えがあるのでしょうけれど、わたくしも疑問ですわ。どうしてリプレーイ平原に向かいませんの？　ザルツランドが攻せめ寄せてくるとすれば、そちらが自然だと思いますけれど」

　大量に運び込んだ缶かん詰づめを湯ゆ煎せんしていたシスター墺芭デイーパが疑ぎ念ねんを発した。

「お師様マスターの深しん謀ぼう遠えん慮りよは自分には想像しかできない。だが、このまま進めばオリエタスが危うし。側面から攻せめられれば首しゆ都と陥かん落らくも時間の問題」

「ちょっと、シスター墺芭デイーパ！　どうしてもう食べているのですか!?」

　シスター・ハイナの咎とがめ立てする声にもシスター墺芭デイーパは動じない。

「毒どく味み完かん了りよう。異い常じよう皆かい無む。賞しよう味み期き限げんにも問題なし」

　己おのれの食欲にものすごく忠ちゆう実じつなだけで、悪いシスターじゃないんだけど、結けつ婚こんする男は食しよく費ひで破は産さんだな。おれはふとそう思った。

　もっともおれに災さい難なんが降りかかってくる可か能のう性せいはない。現げん在ざいの法ほう律りつでは奴ど隷れいは結婚できないんだ。おれは手に入らないモノは最初から欲しがらないことにしている。

　３人の問といかけを静かに聞いていたイートン・アンシャル卿きようは、銀の義ぎ手しゆをザロアに磨みがかせながら、

「会計奴隷に聞くがいい。きっと解答を教えてくれるだろう」

　と言った。不意の指名にシスターたちの視し線せんが集中する。おれは腕うで組ぐみをしてから考え、そして答えた。

「そうですね……ペニンシュラ王おう領りよう全土の征せい服ふくを本気で企たくらんでいるとすれば、オリエタスの占せん領りようは絶対条件になります。首都攻こう略りやくには大軍が必ひつ要よう。兵をいちどに動かすとすれば、どうしても道どう路ろ網もうに沿そった進しん軍ぐんになるでしょう。そりゃ不整地や田畑を突つっ切ることもできるけど、時間がかかりすぎます。

　そしてザルツランド帝てい国こくからペニンシュラ王領への侵しん攻こう路は二つしかありません。リプレーイ平原の幹かん線せん道どうを南下し、霊れい峰ほうマチネーの裾すそ野のを通過するコースと、国こつ境きよう近くのブンドランを突とつ破ぱして首都へと向かうルートです。

　大軍を動かすなら前者の幹線道路が向いています。３年前の動どう乱らんでもザルツランドはそちらを突とつ破ぱしようとしましたし、あそこは拡かく張ちよう工事が終わったばかり。ひょっとして敵てきに塩を送る公共事業になっちまったかもしれません。短期決戦を狙ねらうのならば、そっちを通るでしょう。

　あれ？　おかしいな？　だとすればどうして聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんに急行しなければいけないんですか？」

　ザロアがワックスをかけ終えた義ぎ手しゆに、長さの異ことなる長槍サリツサを握にぎりしめたイートンはこっちの発言を遮さえぎった。

「銭ぜに金かねを愛してやまぬ会計奴ど隷れいならわかるはずだが、買い被かぶりすぎていたか。ザルツランドが現状で最さい優ゆう先せんするのは時間ではない」

　シスター・マリカがすぐさま反論した。

「師匠マスター。ちょっと待まってくださいよ。あそこは道路こそあるけど、山さん岳がく地帯なんです。兵隊を動かすのには不向きだって。それに大軍だったら、たった２００名のボクたちなんかあっさり蹴け散ちらされてしまうよ」

　形の良いあごに手をあてたまま、シスター・ハイナが言う。

「もしや先生マスターは聖ダルガ武闘修道院で籠ろう城じよう戦せんに持ち込む気ですか？　わたくしたちの学まなび舎やは総勢２０００名の大おお所じよ帯たいですし、訓くん練れんも重ねてはいますけれど、いざ実戦となれば活動できるかどうかは未知数ですわよ。なにしろ女の子なんですから」

　菜さい箸ばしとトングで器用に缶かん詰づめをお湯から引き上げたシスター墺芭デイーパが小こ首くびを傾かしげた。

「聖せい職しよく者しや、それも女性であればさすがに討うち果はたし難がたいはず。敵てきが狐こ疑ぎ逡しゆん巡じゆんする公こう算さんが大だと考える」

　アンシャル卿きようが首を横に振った。

「新しん教きよう徒とは男女など関係なく旧きゆう教徒を憎にくむ。旧教徒が新教徒を憎むように。侵しん攻こうともなれば、容よう赦しやなど一いつ切さいするものか。それに聖ダルガ武闘修道院には連中が望むものがある。経済が貧ひん窮きゆうしているザルツランドには、軍事物資を大量に買い込む予算はないはず。こうしたものを貯ためこんでいる場所を最初に狙うのは、ごく自然だろう」

　彼は千せん枚まい通どおしのような機械の指を伸のばし、サバの味み噌そ煮にの缶詰に突つき刺さした。

「そうか。食料ですね」

「会計奴隷はようやく正解に行き着いた。ザルツランドは短期決戦を期待していない。逆だ。長期持じ久きゆう戦せんに向けての基き礎そ固めをしようとしているのだ」

　おれは腕うで組ぐみをして考え込んだ。

「普通の国家なら長期戦は民みん衆しゆうが耐たえられない。きっと離り反はんや謀む反ほんが起こってしまう。けれども最初から戦せん闘とう国家のザルツランドであれば大した問題にはならないってわけですか……」

　そこへスキンヘッドのタイム・ドワープがやって来た。テスエリット遊ゆう弋よく隊たい副官の地位を与えられ、イートンの補ほ佐さに従じゆう事じしている男だ。

「申もうし上げます。リプレーイ平原とオリエタスを飛び交う想波ウエイブを受信しました。距きよ離りがありすぎるため、やや不ふ明めい瞭りようですが、敵てき影かげを発見できずと繰くり返し告つげているようであります」

「君が上級波導修士兵ハイ・ワイヤーズで助かる。女王エマルカも愚ぐ鈍どんではない。一足早く小しよう規き模ぼな偵てい察さつ隊たいを動かしているのだな」

「いえ。小部隊ではありませんぞ。想波ウエイブの量から考えるに、どうやら近衛軍団プレトリアが投入されているようです。先発隊は布ふ陣じんを終え、全部隊が到着するのも間もなくかと」

　そのとき、刃は物ものと金属がぶつかり合う異い音おんがした。

　ザロアだった。彼女は缶かん切きりにも使えるナイフを取り出し、イートンの脇わき腹ばらを突つこうとしていたようだ。時も場合も情じよう況きようもわきまえず、復ふく讐しゆうに邁まい進しんするとは、感心するやら呆あきれるやら。

　もちろん児じ戯ぎめいた奇き策さくが通用するわけもない。イートンは機械の義ぎ手しゆでナイフを払はらいのけると、何事もなかったかのように続けた。

「エマルカは乱らん心しんしたのか？　いや、狂くるいつつも醒さめている女だ。絶対に軽はずみな選せん択たくはしない。深しん謀ぼう遠えん慮りよがあるとみなければなるまい……」

　イートンはナイフの刃は先さきをぱきんと割り、それをザロアに返した。無力さを痛つう感かんさせられた小姓ヴアレツトは、悔くやしげな表情でイートンを睨にらむだけだ。

「そうか。私がザロアの動きを読めるように、エマルカには私の動きが手に取るようにわかるのだな。必かならず聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんに向かうと。それにしても、信しん頼らいしてほしくない相手に信頼されるのは面おも白しろくないものだ。なんとか裏うらをかいてやりたいが」

　深くためいきをついてからイートンは命じた。

「マダム・ユイを呼よんでくれ。彼女に損そんをしてもらわなければならん」

　おれの上うわ役やくとしてテスエリット遊ゆう弋よく隊たいの財政を切きり盛もりしているマダム・ユイは、数分後に顔を見せた。

「お召めしでございますか」

「うむ。悪いが君の馬を１頭残らず使い潰つぶす」

　輜し重ちようと補ほ給きゆうを任されている身みとしては聞き捨てならない宣せん言げんだった。

　テスエリットには大きな牧ぼく場じようがいくつもあり、３歳馬が数多くいたけど、馬ば匹ひつとはけっして安あん価かなものではない。機動兵器であり、輸送手段であり、いざという場合に食しよく糧りようにもなる馬は命の次に大事なものとされている。

「馬を使い潰すとは……強行軍を開始なさるおつもりなのですね」

　マダム・ユイの声に、イートンは大きくうなずいた。

「そうだ。敵てきが長期戦を挑いどむ気であれば、こちらは短期戦で対たい抗こうするしかない。兵を半分にし、48時間で聖ダルガ武闘修道院まで到着する。重装備は捨てろ。馬は１人につき２頭。片方は常に空荷で走らせ、足並みを落とさないようにせよ。食事も睡すい眠みんも鞍くらの上で走りながらやれ」

　いっせいにシスターたちが文もん句くを口にする。

「師匠マスター！　ボクは１日８時間寝ねないと満足に戦えないんですよ」

「先生マスター！　わたくしは祖そ母ぼの遺ゆい言ごんで移動は馬車でと決めておりますの」

「お師様マスター！　粗そ衣い粗そ食しよくには慣なれておりますが、腹はら拵ごしらえは座すわってでないと」

　それらをすべて無む視しし、イートンは宣せん言げんする。

「ついて来いとは命令しない。私は１人でも戦場へ急ぐだけだ。ぐずぐずしていれば到着前に聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんが陥かん落らくする可か能のう性せいがある」

　彼は７本足のドラゴン・スレイプニルを機械の指でブラッシングしながら言った。

「それに、私にはこいつがいる。その昔むかし、ほんの少しだけかけてやった情けを忘れない立りつ派ぱな奴やつだ。動物とは素晴らしい。裏うら切ぎりを知らぬのだから」




　　　　　　２




　後あと知ぢ恵えで語るのは反則っぽいけれど、イートン・アンシャルの選せん択たくは正しかった。

　テスエリット遊ゆう弋よく隊たいが騎き馬ば部隊となり、後あと先さき考えない進軍を開始した時点で、おれたちの古ふる巣すである聖ダルガ武闘修道院は攻こう撃げきに曝さらされていたんだ。

　あと数時間到着が遅おくれていたら、修道院はきっと陥落していただろう。

　生せい存ぞん者しやの証言から得られた情報を物語風に再さい構こう成せいしたなら、その経緯いきさつはこんな感じになると思う──。




　　　　　　＊




　ザルツランドの軍勢は、清せい浄じような深しん雪せつを踏ふみ荒らし、雲うん霞かのように押し寄せてきた。

　その数、およそ１万。

　軍事上の常識では、攻撃側は防ぼう御ぎよ側がわに対し、最低でも３倍の戦力を準備しなければ勝ち目が薄うすいとされている。また多大な被ひ害がいを覚かく悟ごしなければいけない攻城戦では、５倍から７倍の頭数を用意しないと、占せん領りようできても維い持じは不ふ可か能のうだ。

　そして守備する聖ダルガ武闘修道院には約２０００のシスターが詰つめていた。攻撃側は勝利を期待できる条件を満たしていたが、まだ万ばん全ぜんとはいえない。

　攻め込むほうは砲ほう弾だんや食糧といった軍事物資のすべてを担かついで来なければいけないからだ。それには輜し重ちよう隊たい、つまり輸送部隊の数を増やす必ひつ要ようがある。

　輜重隊を多めに確保すれば、前線で戦う兵の頭数が減る。兵士を増員すれば必要とされる物資はいっそう増え、輜重隊もさらに拡充しなければいけなくなる。

　侵しん攻こう作戦でいちばん難むずかしいのは、そのあたりの匙さじ加か減げんだが、ザルツランド帝てい国こく軍ぐんはもっともダイレクトな方法で問題の解決を図はかった。

　食糧の現地調達だ。彼らはよく知っていた。聖ダルガ武闘修道院が物資集しゆう積せき基き地ちとして機能している事実を。

　計画はこうだった。まずは霊れい峰ほうマチネーの裾すそ野のを押さえ、聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんを制圧して物資を確保し、矛ほこ先さきをブンドランに向け、一いつ気きに奪だつ取しゆする。

　もちろん大国と称して差し支えないペニンシュラ王おう領りようを征せい服ふくするためには、１万の兵ではぜんぜん足りない。今回の冬季作戦は第１次攻勢にすぎなかった。

　つまり本格侵しん攻こうへの布ふ石せきだ。ブンドランを奪うばった先せん遣けん隊たいは、そこで進軍を中止し、この都市を防ぼう御ぎよ拠きよ点てんにしてペニンシュラ王領軍の反はん撃げきを食い止める。そして雪解けと同時に第２次攻勢が開始されるという寸すん法ぽうであった。

　こっちが本命だ。今度は大軍の機動に適したリプレーイ平原を突とつ破ぱして首しゆ都とオリエタスへ殺到し、一ひと太た刀ちで政治基盤を崩ほう壊かいさせるのが狙ねらいだった。

　しかしながら捕ほ虜りよにしたザルツランド帝国軍の将しよう校こうの話だと、意外にも彼らの戦意は薄うすかったようである。

　本ほん音ねを言えば、彼らも今回の侵攻に乗り気ではなかったらしい。

　帝国といいながら、ザルツランドには王もいなければ皇こう帝ていもいない。20年前に神しん聖せいメガロード連れん邦ぽうの属国に組み込まれたときから、合議を中心とした実質的な共きよう和わ制せいを敷しいており、独どく裁さい者しやは消えている。

　別に政治的に進化したわけじゃない。宗しゆう主しゆ国こくの支配下にある議員が増えれば、その手足となって動かざるをえないのだから。リーダーなき国家の欠点であろう。

　そして神聖メガロード連邦から送り込まれてきた軍ぐん政せい査さ察さつ官かんこそ、ウォーラス・ヒューゴその人というわけであった。

　他国の利益のため血を流せ。そう言われて戦意がかきたてられるわけもない。実状を知る将校たちの間には、戦う前から厭えん戦せん気分が広がっていた。３年前と同どう様よう、初戦で負けて退たい却きやくしたほうが実損は少ないと主しゆ張ちようする者も多かったらしい。

　最前線の兵へい卒そつも似にたようなものだった。狼ろう藉ぜき者ものに近い連中には、現金と食しよく糧りようと女がいちどに入にゆう手しゆできる機会だと喜んだ者もいたが、大半の兵は否いや応おうなしに前線へと投入されただけであった。当然、規き律りつや統とう制せいなど望むべくもない。

　だが、この超難なん問もんをウォーラス・ヒューゴは金持ちにしか許されない手段で解決したのだった。

　ある機械的な方法で全兵士を兵駒ユニツトにしてしまったのだ。

　ザルツランド侵しん攻こう軍ぐんの兵士は擬ぎ似じ的てきな操あやつり人形と化し、聖ダルガ武闘修道院に攻せめかかってきたのである──。




「マザー・カレレン！　東門の防ぼう御ぎよ壁へきが崩落寸すん前ぜんです。もうもちませんわ！」

　修道院長室に駆かけ込んできたシスター・キャリーは、太った体を揺ゆらしながら報告した。

「今朝方から始まった投石機トレビユシエツトの命めい中ちゆう精せい度どが、どんどんあがっています。あと何発か命中したら異い教きよう徒とどもが雪崩なだれれ込んできますわ」

　修しゆう道どう院いん長ちようは常つね日ひ頃ごろと変わらない声で、流りゆう暢ちような口く調ちようで言った。

「仕し方かたありません。南なん天てん組ぐみの年少神しん聖せい隊たいを回しなさい」

　零れい下かに近い室内で白い息いきをはきながら、シスター・キャリーが咎とがめるように、

「本気なのですか。平へい均きん年ねん齢れい13歳の部隊ですよ」

「他に手段がないのです。最後の予備兵力であり、全員が弓ゆみ矢やを得意としています。早く命令を伝えなさいな」

　奥歯を嚙かみしめたまま、シスター・キャリーは深くうなずくと、伝令に走った。体格の割に足は遅おそくない。鍛たん練れんの成果だろう。

　マザー・カレレンは、年老いた指を重ね合わせ、天に許しを請こうのだった。

（……慈じ悲ひ深い神々よ。子供を戦場に投げ込む私に罰ばつをお与えください。聖せいダルガ武ぶ闘とう修道院で流された血の罪つみは、この老体１人のみにございますゆえに……）

　だが、現実はあまりに残ざん酷こくすぎた。神々はマザー・カレレンの悔かい恨こんを受け入れず、舌したを出したようだ。

　鋭するどいラッパの音が見張り台から響ひびき渡った。

「砲ほう撃げき警けい報ほう！　砲撃警報！　城じよう壁へきの守しゆ備び兵へいは待たい避ひ壕ごうへ急いでください！」

　空気を切り裂さく飛ひ翔しよう音おんが鳴った。すぐに地響きが聞こえた。

『どっぱーん！　どっぱーん！　どっぱーん！』

　投石機トレビユシエツトの砲撃が再開されたのだ。

　攻城戦における決戦兵器である。霊れい峰ほうマチネーは死し火か山ざんであり、火か山ざん岩がんはいくらでもあった。爆発こそしないが、積み重ねられた石いし塀べいが直ちよく撃げき弾だんで歪ゆがむ。

　要よう塞さいや城に近い修道院だが、恐ろしいのは火事だった。ここはマチネー降ろしの山風が常に強く吹ふいている。魚ぎよ油ゆでも染みこませた火か炎えん弾だんが飛んできたなら大おお事ごとになる。幸さいわいにも、現げん在ざいのところ降り注いでくるのは通常の岩がん塊かいだけだ。

　マザー・カレレンには敵てきの思おも惑わくが手に取るようにわかった。侵しん略りやく者しやは、この修道院に貯ちよ蔵ぞうされた物資の横取りを企んでいる。だから丸焼きにはしたくないのだ。

　いや、そればかりではない。使い道が無限にある生き娘むすめが大勢いる。できれば丸ごと捕ほ虜りよにしたいところだろう。降こう伏ふく勧かん告こくの使者を送ってきた点から考えても、その線が強い。

　修道院長は城壁へと向かった。城じよう塞さいからの出撃を命じていない以上、そこが最前線なのだ。

　シスター・キャリーの報告に間ま違ちがいはなかった。数発の直ちよく撃げき弾だんを受け、東門の石壁は瓦が解かいしつつあった。

　負傷したシスターたちがあちこちで血を流し、悲ひ痛つうな叫さけび声をあげている。看かん護ごを命じられた者が走り回り、応急処しよ置ちに懸けん命めいだ。南天組の年少神聖隊が体に似に合あわないサイズの弓ゆみを携たずさえたまま、物陰で震ふるえていた。

　視し線せんを敵てきに向けると、一いち分ぶの隙すきもない見事すぎる縦じゆう横おう陣じんが組まれていた。

　比ひ喩ゆ的てきな表現ではない。本当に定じよう規ぎで引いたかのような隊列だ。行進のたびに突つき出される軍ぐん靴かのつま先は、無ぶ気き味みなくらいに同調していた。長槍サリツサをいっせいに構える様よう子すには秒びよう単たん位いの遅ち延えんさえない。

　不自然すぎる敵てき兵へいの動きにマザー・カレレンは違い和わ感かんを抱いた。彼女はその原因を視し界かい内ないに求めた。

　あった。城じよう壁へきで斃たおれたザルツランド兵を敵兵の頭部だ。そこには格こう子し模も様ようの見慣れない帽ぼう子しが装着されているではないか。

　遠とお目めにも鋼こう鉄てつ製せいでないのはわかる。頭をガードするための鉄鉢ヘルメツトではない。敵てき味み方かた識しき別べつの装備品でもなさそうだ。

「……そう。人間を時計仕掛けにするための鉢巻ヘツドギアですね。神々のみに与えられた権利を横取りするとは、なんたる不届き者……」

　首しゆ都とオリエタスで耳にしたことがあった。新しん教きよう徒との連中は恐ろしい実験に注力しているらしい。脳のうに電気信号を流し、他者を遠えん隔かく操そう作さする悪あく魔まの技術だ。

　魔聴修士兵マジカル・ハルサネイシヨンが行う遠距離通信に手を加え、手足を同調させる仕組みを確立させたものだった。現げん在ざいは運動神経に作用するだけだが、理論的には痛つう覚かくや恐怖を感じさせないようにもできる。あの鉢巻ヘツドギアはそのための装そう備びなのだ。

　一いつ糸し乱みだれぬ兵の動きに、マザー・カレレンはそれを操あやつる者の存そん在ざいを感じた。戦場を視し認にんできる場所にいるはずだが、邪じや気きは察知できない。

　コントローラーを握にぎる指し揮き官かんさえ倒せば敵てき陣じんは瓦が解かいするだろうが、いまは目の前の脅きよう威いに対抗するのが先だった。すでに４度の総そう攻こう撃げきを撃げき退たいしていたが、相手は５回目の攻勢に着手しようとしていたのである。

　投石機トレビユシエツトによる遠距離射撃はその前まえ触ぶれだ。救いと言うには頼たよりないが、組み立て式の投石機トレビユシエツトは１台だけ。また１発撃うてば再さい発はつ射しやまで５分はかかる。わずかだが救助活動の猶ゆう予よはあった。

　しかし、総攻撃開始から早くも36時間が経過しており、心しん身しんともに鍛きたえ抜かれたシスターたちも体力・気力の限界に達しようとしていた。

　たしかに精せい鋭えい部ぶ隊たいと呼べるまで修しゆう練れんは積んでいた。士し気きも高く、信しん仰こう心しんも必ひつ要よう以上に持ち合わせていた。それでも駄だ目めなものは駄目なのだ。

　特に夜や襲しゆうが痛いた手でだった。

　小しよう規き模ぼではあるが、敵兵は夜や陰いんに紛まぎれ、城壁の周しゆう囲いのあちこちに取りつき、嫌いやがらせのように散発的攻撃をしかけてきた。睡すい眠みんを奪うばわれると人間は注意力が散さん漫まんになり、怒りっぽくなる。怒りが陣じん内ないに充満すれば、内ない紛ふんさえ起きかねない。

　苦しいのは敵てきも同じだが、ここにきて男女の体力差が表面化してきた。また侵しん略りやく者しやたちは聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんを奪うばわなければ餓が死しあるのみと信じ切っていた。

『旧きゆう教きよう徒とに死を！　旧教徒に死を！　自じ己こ批ひ判はんを知らぬ者へ死の救済を！』

　地じ獄ごくから轟とどろいてくるかのような敵軍の唱しよう和わに、シスターたちの表情に怯おびえが走る。これでは城じよう壁へきが瓦が解かいする前に士し気きが瓦解してしまうだろう。

「投石機トレビユシエツトが動きましたわ。すぐに次が来ます！」

　見張り台からの凶きよう報ほうにマザー・カレレンは軽いため息いきをついた。やれやれですわね。老ろう骨こつに鞭むち打うたなければいけないなんて。

「マザー・カレレン！　どうしてここに！」

　そう言ったのはシスター・ウラファーだ。

　かつて砂さ糖とう不ふ法ほう所しよ持じでシスター・キャリーに折せつ檻かんを受けた彼女は、南なん天てん組ぐみの年少神しん聖せい隊たい責せき任にん者しやとなり、年とし端はもいかない子供たちを指し揮きしていたのだった。

「ここは危険です。どうか避ひ難なんしてください」

　だが、マザー・カレレンは静かにそれを拒きよ否ひした。

「もしや援えん軍ぐんからの想波ウエイブが来ないかと思いましてね。私も年とし波なみには勝てず、室内では上じよう手ずに受信できないのです。それに指揮官は前線で苦労と恐怖を分かち合わなければなりません。シスター・ウラファーと同じように」

　直後、またしても警けい報ほうのラッパが響く。

「投石機トレビユシエツトに発はつ射しや反応あり！　弾だん着ちやくまであと10秒！」

　マザー・カレレンは天空を睨にらむと、しわがれた声で魔術詠唱マギカ・アリアを始めた。

「……反重力の統とう治ち者しやたる精霊スピリツツシュヴァルツホールに物もの申もうす。我われにはわかる。そなたは空より来たる厄やく災さいを大だい蛇じやのように吞のみ込み、そして自じ在ざいに吐はき出せると。我わが言こと葉ばをゆめゆめ疑うことなかれ！」

　虚こ空くうへとかざした皺しわだらけの掌てのひらが雪洞ぼんぼりのように輝かがやくと、その先に光でさえ吸い込んでしまう黒い穴あなが生まれた。投石機トレビユシエツトから発はつ射しやされた岩がん塊かいはその穴に食われ、事象の地平線へと姿を消してしまった。

　黒い穴は、不条理に誕たん生じようした自みずからを恥はじ入るかのようにたちまち蒸じよう発はつし、周しゆう囲いには静せい寂じやくだけが残った。

　そして数秒後、敵てき陣じんに異い変へんが生じた。天の底が抜ぬけ、修しゆう道どう院いんに突つき刺ささるかと思われた岩石が、ザルツランド軍の頭上に現れたのだ。

　圧あつ倒とう的てきな爆発が生じた。地面に大穴が穿うがたれ、数十名の敵兵が一いつ気きに絶命した。

　無念だったのは、それが投石機トレビユシエツトから50メタール以上離はなれた場所に落下したことだ。マザー・カレレンは最初から攻こう城じよう兵器の破壊を狙ねらっていたのだが、その野や望ぼうは叶かなわなかった。

　反撃の烽火のろしを見せつけられたシスターたちが黄色い歓声をあげる。

「やりましたわ。さすが我われらの修しゆう道どう院いん長ちようさま！　ただ、そんな大おお技わざを極きわめておられたのであれば、もっと早く披ひ露ろうしてくださいませんか。こんなに犠ぎ牲せい者しやが出てからでは、意味が薄うすくなってしまいます」

「必ひつ殺さつ技わざは最後の最後まで取っておくものですよ……」

　それだけ言うのが限界であった。年老いた彼女は、そのまま城じよう壁へきへと倒れ込んだ。シスター・ウラファーが慌あわてて手を差しのべる。

「出だし殻がらみたいな私には、恒こう星せいに死を命じる神方術マジカルタオは１度しか使えません。投石機トレビユシエツトを破は壊かいできなかったのはかえすがえすも残念です。敵てき司し令れい官かんが用心深ければ、これでしばらく使用は差し控ひかえるでしょうが。

　シスター・ウラファー。私は大だい丈じよう夫ぶ。早く子供たちの指し揮きを。神々が与えたもうた好こう機きを逃してはいけません。敵の注意がそれているうちに射いかけるのです。

　いいですね。いついかなる場合でも、信しん仰こうの教義は可か能のうなかぎり守るのです。殺人という愚ぐ行こうに手を染そめるのは、私１人で充分すぎるのですから……」

　自分の任務を思い出したシスター・ウラファーは、涙なみだを浮かべながら言った。

「御ご意い志しのままに。年少神しん聖せい隊たいに通達。総員城壁へ。侵しん略りやく者しやに鉄てつ槌ついを下しなさい！」

　命令は即そく座ざに伝達された。城壁の内側に身をひそめていた、まだあどけない表情をした少女たちが、いっせいに弓ゆみ矢やを構える。

「狙ねらうは侵略者の足のみ！　命を奪うばってはなりません！　さあ、放ちなさい！」

　シスター・ウラファーの号令に従したがい、南なん天てん組ぐみの年少神聖隊は番つがえた矢をいっせいに発射した。気合いを入れるためだろうか、それとも恐怖を忘れるためか、全員が怒ど気きを込めた喊かん声せいを発している。

「覇ハッ！　破ハッ！　波はッ！　刃ハァァーッ！」

　その数は88名。弓による遠えん距きよ離り射しや撃げきを習得中の修しゆう道どう女じよだ。撃うち放った矢には事前に１本ずつ丁てい寧ねいに祝しゆく福ふくが施ほどこされており、命中率は実に高い。

　敵兵も楯たてで防ぼう御ぎよ態たい勢せいをとったが、神方術マジカルタオの息い吹ぶきを授さずけられた矢は軌き道どうを巧たくみに変え、その軍ぐん靴かを狙ねらう。やがて悲鳴が敵てき陣じんから重なって聞こえてきた。

　意外に聞こえるかもしれないが、戦場で勝利を得るためには、必かならずしも敵兵を殺害せずともよい。

　殺してしまえば１人の戦力を削けずって終わりだが、戦友が負傷すれば、周しゆう囲いは救護に動く。つまり怪け我がをさせれば２人から３人の敵兵を戦力外に追いやれるわけだ。無用な殺せつ生しようを禁じるメルシュ教の戒かい律りつは、戦術的にも意味のある行動だったわけである。

　第２波、そして第３波の矢が放たれるなか、壕ごうに移動させられたマザー・カレレンの側に、シスター・キャリーがやって来た。

「敵軍に乱みだれがありますわ。特に投石機トレビユシエツトの周囲が手て薄うすです。ここで攻撃隊を出し、一いつ気きに破壊しましょう」

「勇ゆう猛もう果か敢かんでけっこうですが、生せい還かん期きしがたい任務ですよ。誰だれが死地に赴おもむくというのですか」

「聖せい戦せんに赴く志願者に不自由はいたしません。すでに馬ば術じゆつに優すぐれた芙ふ蓉よう組ぐみから決死隊を募つどっております。もちろん私も指し揮き官かんとして打って出ます！」
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　騎き馬ば部ぶ隊たいへと姿を変えたテスエリット遊ゆう弋よく隊たいが到着したとき、聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんはまさに激戦中であった。

　陥かん落らくするよりも早く到着し、殴なぐり込みをかけなければすべてが水すい泡ほうに帰す。イートン・アンシャル卿きようは進軍中、おれたちに何度もそう語った。もし修道院が敵てき手しゆに落ちていたなら、ペニンシュラ王おう領りようは崩ほう壊かいするとまで断言した。

　霊れい峰ほうマチネーの裾すそ野のまで到着し、敵状視察のために小休止をしたおれたちは、戦場から黒こく煙えんが出ていない光景に安あん堵どするのだった。

「よかったぁ。タックの言うとおりだ。火事にはなってないよ！」

　弾はずんだ声でシスター・マリカが言った。おれも木陰から懐なつかしの陋ろう居きよを凝ぎよう視しした。

「算そろ盤ばん勘かん定じようができる者なら、永えい久きゆう堡ほう塁るいとして使える建物に火はかけませんよ。ザルツランドは修道院を後方補給基地として使う気でしょうから」

　シスター・ハイナが目を細くした。遠方を監かん視しする際には、視し線せんが高いほど有利だ。身長がありすぎる彼女は、その特色を遺い憾かんなく発はつ揮きしてくれた。

「白しろ旗はたも見えませんわね。石壁が壊こわれかけていますけど、敵兵の突とつ入にゆうは許していないみたいですわよ。マザー・カレレンが奮ふん闘とうされておられる御ご様よう子す」

　携けい帯たい用ようの堅かたパンを頰ほお張ばりながら、シスター・墺芭デイーパが小さな声で言った。

「安あん心しん立りつ命めい。上級波導修士兵ハイ・ワイヤーズの力を借りれば、より早く黒こく白びやく分ぶん明めいできたものを」

　そりゃそうだが、想波ウエイブには常に情報漏ろう洩えいの危険がつきまとう。敵に傍ぼう受じゆされれば、こちらの手の内を読まれてしまうんだ。

　精霊スピリツツと随ずい意い契けい約やくすれば特級暗号コードを埋うめ込んだ通信ができるけど、それは短たん距きよ離り通信に限られる。長ちよう距きよ離り想波ウエイブでは上級波導修士兵ハイ・ワイヤーズの負ふ担たんが大きすぎ、実用性に乏とぼしい。

　ドワープ副長は上級波導修士兵ハイ・ワイヤーズとして有ゆう能のうだったが、隠おん密みつ行動を重じゆう視しするイートンは一いつ切さいの無線連絡を禁じていたのだった。

　おかげで敵には気づかれていない。修道院は霊峰マチネーの裾野に位置しているが、針しん葉よう樹じゆが群ぐん生せいしており、身を隠かくす場所はあちこちにあった。また全員が白いマントを装そう着ちやくし、馬具も白一色で統一してある。これなら目立たない。

　情じよう況きようが見えてくるにつれ、急に疲つかれが吹き出してきた。馬上の48時間はさすがに辛つらかった。睡すい眠みんはまどろんだ程てい度どだし、食事を満足にとる暇ひまなんかなかったし、お尻しりの皮は破れかかっている。

　軍馬も交代で乗ったのに、約半分が過か労ろう死ししてしまった。これで脱だつ落らく者しやがほとんど出ていないのは奇き跡せきとしか言いようがない。

「それにしても大軍だわ。ざっと１万はいるわよ。飛び込むタイミングを間ま違ちがえたらあっさり全滅するわね」

　そう言ったのはマダム・ユイだ。彼女はかつて槍そう騎き弓きゆう兵へいであったらしく、連発式機械弓アルバレストを肩からかけている。

　認めざるを得ない現実だった。テスエリット遊ゆう弋よく隊たいの現有戦力は１１３名。今回が初うい陣じんのおれにも、この勢力で飛び込むのは自じ殺さつ行こう為いだとわかる。

　単眼鏡で敵てき影えいを観察しながら、マダム・ユイがなおも言った。

「それにしても気味の悪い兵隊だこと。部隊ごとに行進から回頭まですべて同調しているなんて。まるで操あやつり人形みたい」

　彼女の指し摘てきにドラゴン・スレイプニルを撫なでていたイートンはすぐさま反応した。鞍くらの上に屹きつ立りつするや、鼻先の赤い丸まる眼鏡めがねに片手で触ふれる。それは望遠レンズとしても使える絡から繰くりのようだ。

「たしかに不自然で無ぶ気き味みだな。操り人形というマダム・ユイの指し摘てきは正解に近い。奴やつらの動きには一定のリズムがあるし、全員が妙みような帽ぼう子しをかぶっている。あれは一種の受信装置だ。ならばどこかで一いつ括かつ操そう作さしている者がいるはず」

　途と端たんにシスターたちが大声を張りあげる。

「兵隊を一括操作するの？　離はなれた場所から？　ボク信じられないよ」

「あら、不可能とは言い切れなくてよ。想波ウエイブの技術を応用して強い暗示をかければ、あるいは意のままに操れるかもしれませんわ」

「常じよう識しき破は壊かいこそ優勝劣れつ敗ぱいを決定づける要素なり」

　斥せつ候こうに出ていた副長のタイム・ドワープが駆かけ込んできたのは、そのときだった。

「アンシャル卿きよう。ラビコン河がわを怪あやしい大型船が遡そ航こうしていますぞ！」

　ラビコン河は霊れい峰ほうマチネーの裾すそ野のをゆっくりと流れる大河だ。

　交通の要よう衝しようであり、大小さまざまな橋が用意されているが、それらを爆破して敵軍を食い止めることは無理だった。春先になれば増水するが、寒い季節は徒と歩ほでも渡と河かできるほどの水量しかないからだ。

　地じ元もと民みんとしておれはすぐに指し摘てきした。

「大型船？　なにかの見間違えではありませんか。あの河は浅いから、渡し船くらいしか入ってこられませんよ」

　ドワープ副長が口泡を飛ばしながら、

「島しま影かげや蜃しん気き楼ろうじゃない。明らかに人じん工こう物ぶつだ。楕だ円えん形けいをした見たこともない軍ぐん艦かんだ」

　と言うや、イートンがそれに反応する。

「古いにしえの発はつ掘くつ兵器に違ちがいないぞ。河か岸せん砲ほう艦かんか、戦せん略りやく指し揮き艦かんだな。いったいどこで掘ほり当てたのだろう。

　その軍艦から兵士を遠えん隔かく操そう作さしている公算が強い。総そう大たい将しようが座ざ乗じようする旗き艦かんかもしれない。そうだとすれば装備品が豪ごう華かすぎる。ならば敵てき将しようの素す性じようも割れた。

　よろしい。攻こう撃げき目標は決定したぞ。あれを沈め、敵軍団の統制を崩くずす。烏う合ごうの衆しゆうになれば追い払はらうのもたやすいはずだ」

　明確な標ひよう的てきの指定に、ドワープ副長はスキンヘッドから湯ゆ気げを発して奮ふるい立った。

「了りよう解かいしました！　テスエリット遊ゆう弋よく隊たいは総力をあげ、あの敵艦を……」

「いや、私が単たん独どくで征いく。貴き様さまたちはここで待たい機きし、友軍の攻勢に呼応しろ」

「友軍の攻勢、ですか？」

「そうだ。聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんのマザー・カレレンが昔せき日じつの切れ味を失っていないとすれば、絶対に攻撃隊を出撃させてくる。投石機を破は壊かいするためにな。その頃ころ合あいを見計らって、挟きよう撃げきするのだ」

　独どく善ぜん的てきな台詞せりふだったけれど、やがてイートンの言こと葉ばは現実になった。

　ザルツランド軍が誇ほこる投石機トレビユシエツトが稼か働どうし、直撃弾が武闘修道院の壁かべを砕くだく。２発目もまったく同じ軌き跡せきを描き、命中しようとしたとき、奇き妙みようすぎる現象が起こった。

　岩石が空間に開いた黒い穴あなに吸い込まれ、すうっと消えたのだ。

　数秒後、消しよう滅めつしたはずの岩はザルツランド軍の頭上に再出現し、派は手でな爆発をもたらした。

「空間転位の神方術マジカルタオか。老体であの大おお技わざを使えるとは驚おどろきだ。マザー・カレレンは命と引き替えに一ひと時ときの安全を買う気だな」

　イートンの呟つぶやきに３人のシスターは青ざめた表情を見せた。常つね日ひ頃ごろは人鳥ペンギンと小こ馬ば鹿かにしているくせに、いざとなると気になるらしい。

　まあ、おれもそうだ。意い地じ悪わるすぎる雇こ用よう主ぬしにはうんざりさせられてたが、その命の火が潰ついえようとしているなら、やっぱり幾いく分ぶんかは心が疼うずく。

　そして修道院側に動きがあった。城じよう壁へきから降ふり注そそぐ弓ゆみ矢やの数が倍増したのだ。

「遠距離攻撃で敵てき陣じんに一いち撃げきを加えたあとで肉にく薄はく攻撃に移る。初歩の初歩だ。私も負ふ託たくに応じようか」

　戦場の雰ふん囲い気きに汚染されたのか、すぐ３人のシスターたちが戦意をむき出しにする。

「師匠マスター。ボクたちも行きます。１人じゃやっぱり無茶ですよ」

「先生マスター。わたくしたちは３人で３００人を相手にできますわ」

「お師様マスター。適てき材ざい適てき所しよこそが人材活用の正せい道どうかと愚ぐ行こうする所しよ存ぞん」

　艶なまめかしいまでの流し目でこっちを見たイートンは、赤すぎる唇くちびるを動かした。

「３００人では話にならん。私のように、１人で１万人を相手にできる戦せん技ぎがないと足あし手でまといなだけ。単たん騎きなら単騎の、少人数なら少人数の戦い方がある。それを教育してやろう」

　そこでなぜかイートンはおれに視し線せんを向けてきた。

「会計奴ど隷れいタック。お前だけは来い。兵へい站たん責せき任にん者しやに新たな指示を与える。戦場の一部始し終じゆうを記録し、詳しよう細さいな報告書を書いてもらう。前に言ったな。金ですべてを買えると。己おのれの発言が正しいか否いなか、その目で確かめるがいい」
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　戦場は弓ゆみ矢やと怒ど号ごうと情じよう報ほうが飛び交う空間であり、すべてが同時進行で動いていく。

　記録役を仰おおせつかったおれだけど、さすがに一部始終を見ていたわけじゃないし、時じ系けい列れつに沿そって執しつ筆ぴつする関係上、伝でん聞ぶんや未確定情報さえ盛り込まなければいけない。だから資料的な価値はあまり期待しないでもらいたい。

　ただ、イートン・アンシャル卿きようの奮ふん戦せんぶりは記録に残すべきものだった。失われた先せん史し文ぶん明めいには総そう天てん然ねん色しよくで動画をする技術があったようだが、それが消え失せたのは誠まことに遺い憾かんだ。

　おれに絵の心こころ得えが多少でもあったなら、マンガという表現形式であの戦いを描けたかもしれない。いまはただ浅せん学がく非ひ才さいなこの身みを呪のろうだけだ。

　これだけは強調しておきたい。あの戦場には１人の修しゆ羅らが存そん在ざいした。

　かつて東方で信しん仰こうされていた神々の中には、驚おどろくべきことに戦争を守しゆ護ごするものがあったと聞く。

　それが修しゆ羅ら──美少年の顔と複数の腕うでを持つ闘たたかいの神だ。イートンの立ち姿はおれの記き憶おくに浮かぶ不ふ思し議ぎな像に酷こく似じしていたのだった……。




　７本足のドラゴン・スレイプニルに跨またがったイートンは、できるだけ軽い刀かたなを選んでいるおれに告つげた。

「武器は持つな。かえって狙ねらわれるぞ。私の尻しりだけを見てついてこい。馬を走らせることだけに集中したほうが生せい存ぞん率りつはあがる」

　物ぶつ騒そうな指し摘てきだけど、たしかに生なま兵びよう法ほうは怪け我がのもと。迫せまり来る戦せん塵じんの興奮に震ふるえているおれは、手た綱づなを握にぎるだけでせいいっぱいだった。

　馬上からザルツランド軍を凝ぎよう視しする。うわあ。いるいる。煮に詰つめてジャムにしたい位くらいいっぱいいるじゃん。

「大軍です突とつ破ぱしてラビコン河がわに行くなんて無理です不ふ可か能のうです却きやつ下かします諦あきらめます逃げますさようなら」

「軍ぐん属ぞくであろうがなかろうが敵てき前ぜん逃とう亡ぼうは重じゆう罪ざいだ。戦争は数がすべてではないぞ」

「戦争は数がすべてですってば！　この鉄てつ則そくを直ちよく視しできないのは、よっぽどの阿あ呆ほうか、金がなくて数を揃そろえられなかった貧びん乏ぼう人にんだけです！」

「それが真しん理りなら我われらにも勝機はある。連中は軍ぐん資し金きんに困っているらしい」

「どうしてわかるんですか！」

「軍馬が少なすぎる。輜し重ちよう隊たいに回すのが限界だったようだ。３年前は違ちがった。普通の軍馬だけでなく、金食い虫のドラゴン・スレイプニルを数多く用意していたからな。実はこの合成獣キメラニアンを家来にしたのもあの時だ」

　人ひと語ごを理解すると言われる妖よう馬ばは、７本の足で地面を踏ふみならしながら鼻はな息いきを荒くした。イートンはなおも続ける。

「金があっても勝利を約やく束そくされるわけではない。同どう様ように金がなくても敗北が決定しているとは限らない。逆転が生じるのも戦場の醍だい醐ご味みだ。少をもって衆しゆうを討うつ。それがいくさの真しん髄ずいだ。私も久々に興こう奮ふんしてきたぞ。

　一いつ騎き当とう千せんならぬ一いつ騎き当とう万まんの私と会計奴ど隷れい。この２人で１万プラス１人の戦力となる。敵中突とつ破ぱには充分すぎよう」

「どっちかと言えばおれはマイナス要よう因いんですよ」

「ならばせめて弾たまよけとしての役目を果たせ。行くぞ！」

　イートンはドラゴン・スレイプニルの脇わき腹ばらを強く蹴けった。７本足の妖馬は競きよう走そう馬ばの倍の速度で戦場へと疾しつ走そうする。

　おれもあわてて後を追った。動ける馬のうち、まだ息があがっていないやつを選んだんだけれど、とてもついていけなかった。

　不思議なことにドラゴン・スレイプニルの足音はごく小さい。鞭むちをくれるイートンも名乗りをあげたりはしない。気け配はいも完全に消していた。彼は事務的に殺せつ生しようを行う気だった。

　もっとも敵も暗あん愚ぐではない。聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんへ弓ゆみを向けていた方ほう陣じんの１つが急に回頭し、行く手を遮さえぎる。

　直後、薄うす曇ぐもりの空の一角に黒みが走った。正体はすぐにわかった。矢の雨だ。数百か数千かの凶きよう器きがイートン・アンシャル卿きようを射い殺ころすためだけに放たれたのである。

　だが、イートンは一切の回かい避ひ行動をとらなかった。

　矢の落下点へ向け、あえて駒こまを進めていく。

　自じ殺さつ行こう為いだと思ったが、そうじゃなかった。ほとんどの弓ゆみ矢やはイートンに命中する直前、なにもない空間に弾はじき返されたのだ。

　種明かしをすると、それはやはり神方術マジカルタオの力だった。イートンには魔導重装擲弾兵マジカル・グレナデイアとしての心こころ得えもあった。すでに身の周りには空間障壁術ターミナルバリアを幾いく重えにも張り巡めぐらしていたのである。

　水すい蒸じよう気きを瞬しゆん時じに氷ひよう結けつさせ、透とう明めいで頑がん丈じような傘かさを展開したわけだ。神方術マジカルタオで強化されていない普通の弓矢など、傷きず一つ負わせることはできない。

　相手の飛び道具を無力化したイートンは、勢いを損そこなうことなく敵てき兵へいへと突つき進む。そして方ほう陣じんの一角に到達すると同時に光こう輝きが生じた。

　傘かさが四し散さんし、弾はじけ飛んだ。

　氷こおりの防ぼう壁へきを一いつ瞬しゆんで蒸じよう発はつさせ、気き化か爆ばく発はつさせたんだ。

　前方へと吹き出された衝しよう撃げき波はの威い力りよくは凄すさまじく、１００人以上の兵へい士しが一いつ気きに薙なぎ倒された。方陣に穴あなが穿うがたれるや、そこへドラゴン・スレイプニルを突とつ入にゆうさせる。

　そしておれは目もく撃げきした。

　イートン・アンシャルは人間ではなかった。魔ま神じんであり、悪あつ鬼きであり、鬼き神しんであり、戦せん鬼きであった。

　それはまず外見に表れた。その腕うでが過か度どなまでに機械性を強調した義ぎ手しゆであることは前ぜん述じゆつしたとおりだが、またしても新たな変へん貌ぼうを示したのには度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　太すぎる銀色の腕が割れた。

　２本の腕が４本に裂さけたわけだが、今度はそれだけにとどまらなかった。４本の腕がさらに分ぶん裂れつし、８本にまで数を増やしたのだ。

　１本ごとのサイズは子供のそれに匹ひつ敵てきするほど細身になっており、指にいたっては針はり金がね細ざい工くに近くなっていた。歯車や電線らしき部品も大半がむき出しだ。無ぶ気き味みさにはいっそうの磨みがきがかかっている。

　自分の背中とドラゴン・スレイプニルの臀でん部ぶに用意してあった武器籠かごから大小様々な得え物ものを取り出した。８本の腕すべてに武器を装備するや、立ち向かってきたザルツランドの軍勢へと刃を振りかざしていく。

　まず刀剣として手戦斧アツクス、刺突刀レピアー、超長槍フアランクスを持っていた。それぞれ近きん距きよ離り、中距離、長距離の間合いで斬きり合うための得物だ。重さがかなりある３つの武器を１本ずつの腕で器用に握にぎっている。

　飛び道具は合板短弓シヨートボウと強化長矢ロングボウ。これを各２本の腕で射い掛かけていた。それぞれ速そく射しや性せいと長距離における命中率にこだわった武器である。

　残る１本の腕には戦輪チヤクラムと呼ばれる円形の投とう擲てき兵器を用意していた。鋸ノコギリの歯をドーナツ型にしたかのような飛び道具だ。握り拳こぶしより小さいが、切れ味は抜ばつ群ぐんだった。

　それを指に引っかけ、回転させてから投げつけるのだ。イートンは５本の指に１個ずつ戦輪チヤクラムを装そう備びしている。

　武器で８本の腕は全部塞ふさがった。これでは手た綱づなが持てない。

　だが、ドラゴン・スレイプニルは根っからの戦せん馬ばであり、踵かかとで腹はらを蹴けるだけで自在に動いてくれた。まさしく人じん馬ば一いつ体たいだった。

　後ろからついていくのに必死なおれには、どの武器から用いたのかまではわからなかった。無む謀ぼうな突とつ撃げきに生きた心地ここちがしなかったが、本当に無謀なのは無む為い無む策さくで迎え撃ったザルツランド軍のほうだった。
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　長中短３種類の刀とう剣けんが残光を煌きらめくたびに、薄うすく積もった雪に鮮あざやかな血液が散る。銀色の義ぎ手しゆの動きは早すぎて残像しか見えない。

　驚おどろいたのは戦輪チヤクラムの軌き跡せきだ。相手を切りつけたあと、弧こを描いてイートンの指先まで自動的に戻ってくるのだ。

　飛び道具はそれだけではない。弓ゆみ矢やの軌跡が宙ちゆうを切きり裂さくと同時に、数名の敵てき兵へいが射い貫ぬかれ、膝ひざを屈くつした。連れん射しや速度も尋じん常じようではなかった。予備の矢はドラゴン・スレイプニルの後ろ脚あしのサックに詰つめ込まれており、弾たま切れの心配もない。

　しかも跨またがる異い形ぎようの馬は異い次じ元げんの勢いで駆かけ、跳はね、飛んでいる。多すぎる足を自在に使い、敵兵の背中を華か麗れいに蹴けり飛ばしてもいた。

　ドラゴン・スレイプニル自体は見慣れていたザルツランド兵だが、いざ敵に回ると対たい抗こうできなかった。陣じんの中央まで一いつ気きに斬きり込まれたため、場当たり的な反撃がせいぜいだ。

　呆あきれるほど精霊スピリツツを飼かい慣ならしているイートンは、常じよう識しきと物理法則をねじ曲げ、単たん騎きで敵てき陣じんを引っかき回していた。

　まさに修シユ羅ラそのものである。それでいて死に至いたらしめた敵はほとんどいない。傷を負わせ、戦せん闘とう不ふ能のうに陥おとしいれているだけだ。１人で１万人と戦えると豪ごう語ごしたのも、あながち法ほ螺らではなさそうだった。

　３年という自主的な幽ゆう閉へいから己おのれを解放した彼だが、蓄ちく積せきされまくった鬱うつ憤ぷんを上じよう手ずにコントロールし、巧たくみに爆発させていたのだった。

　イートンは一陣じんの風となって敵てき陣じんを切り裂さいた。あまりにも規格外な突とつ撃げきにザルツランド軍も対応が後ご手てに回り、堅けん固こな方ほう陣じんはあえなく崩ほう壊かいした。

　そして彼かれは勢いを損なわず、そのまま敵てき中ちゆう突とつ破ぱを成し遂とげ、ラビコン河がわの河岸へと歩を進めたのだった。

　敵方の視し線せんと穂ほ先さきを集めてくれていたので、おれは無む傷きずだった。しかし、数年分の寿じゆ命みようを削けずり取られたのは間ま違ちがいない。

　弓ゆみ矢やの射しや程てい圏けん外がいまで走ったところで、やっとドラゴン・スレイプニルが足をとめてくれた。追い着いた頃ころには喉のどがカラカラだった。幸いにもラビコン河の透とう明めい度どは高い。おれは下げ馬ばすると、片手で水をすくった。

「あちちちちちちち！」

　指が水面に触ふれた瞬しゆん間かん、思わず悲鳴が口から飛び出た。

　水じゃない。お湯だ。それも沸ふつ点てんに近い!?

「ラビコン河が煮に立たってるな。火か焰えん系けいの神方術マジカルタオを極きわめても河全体を沸ふつ騰とうさせることは難むずかしい。やっぱり発はつ掘くつ兵器だろう。核融合フユージヨンとやらの技術の応用かもしれない。犯はん人にんはあれだな」

　顎あごでイートンが示した先には土ど鍋なべをひっくり返したような物体が浮いていた。距きよ離りは50メタールといったところか。ドワープ副長が言った人じん工こう物ぶつはあれだ。

「まるで鋼こう鉄てつの亀かめといった感じですね。ありゃあ金がかかってますよ。我われ々われの接近を阻はばむため河かわを沸騰させたのでしょうが、それも資金が必ひつ要ようなはず。発掘兵器を使ったとすればなおさらです。文字通り、湯水のようにお金を使える奴やつが乗っているということでしょうかねえ」

　イートンはそれには答えず、ドラゴン・スレイプニルを少しだけ前進させた。足を２本だけ河に入れた時点で７本足の馬は激はげしく身み震ぶるいし、悲しげな嘶いななきを発するや、すぐさま後退してしまった。

「お前でもこの熱ねつ湯とうは苦く痛つうか。しかし方法はある。〝The Holy Bible〟という聖せい典てんによれば、かつてある聖人が難なん所しよの海を割り、民族大移動を成し遂とげたらしい。それと同じ奇き跡せきを起こしてみせよう」

　真ま顔がおのままイートンは詠えい唱しようを始める。

「……月の満ち欠けを司つかさどる精霊スピリツツタイドラインに物もの申もうす。冷水を沸騰させた悪あく辣らつな輩やからに天てん誅ちゆうを。そのための道を切り開きたまえ。潮しおの満ち引きという汝なんじの神しん聖せいな御み業わざを暫ざん時じこの身に授さずけたまえ！」

　その途と端たん、河面に茶色の亀き裂れつが走った。沸騰した水が一いつ瞬しゆんで切り取られ、亀かめ型がた軍ぐん艦かんの道が開かれたのだ。水は流れに逆らって上流へと遡そ航こうし、干ひ上あがった河底には煮に魚ざかなになってしまった川魚がたくさん横たわっていた。

　ぬかるんだ道にイートンはドラゴン・スレイプニルを乗り入れる。

　おれも馬であとを追った。

　軍ぐん艦かんからの反はん撃げきはなかった。兵士の姿もなければ、大たい砲ほうの影も見えない。手すりは随ずい所しよにあるが、全体的にのっぺりとした形状だ。あるいは非ひ武ぶ装そうだろうか？

　それに急接近したドラゴン・スレイプニルは低い甲かん板ぱんへ一ひと息いきに飛び上がる。おれの馬も難なんなく続いた。

　甲板は木製じゃない。鋼こう鉄てつ製せいだ。防ぼう弾だん性せい能のうは高いとみなければならない。ハッチらしきものはあるが、打ち破って内部へ突とつ入にゆうするには時間がかかるだろう。

　と思っていたら、足あし許もとの円形のハッチが勝手に開いた。中から中年男性らしい大きな声が響ひびいてくる。

「お待まちしておりました。どうぞ安心して中へ。こちらは丸まる腰ごしですから」

　イートンは迷わなかった。手すりに手た綱づなを引っかけると、すたすたと船内へと降りていく。ここまで来ればおれも覚かく悟ごは決まった。急いで背中を追いかける。

　亀かめ型がた軍ぐん艦かんの内部は狭せまかった。人ひとりがやっと通れる通路を進むと、広間のような空間が見えた。そこへ足を踏ふみ入れるや、やたらに背の低い男がおれたちを待ち受けていた。

　子こ供どもとかわらない背せ丈たけだが、口ヒゲを見るかぎり年ねん輩ぱい者しやだ。仕立てた背広は上等なものだけど、顔つきは脂あぶらぎっていて下げ品ひんだった。髪かみは多いが、生え際ぎわが怪あやしすぎる。多た分ぶんかつらだろう。富ふ裕ゆうを誇ほこってはいるが、生まれが高こう貴きだったわけじゃない。機を見るに敏びんな成なり金きんだ。

「ようこそ。河か岸せん旗き艦かん〈バブール〉へ。ウォーラス・ヒューゴと申もうします。神しん聖せいメガロード連れん邦ぽう大だい神しん官かん総そう統とくダイバ様より、ペニンシュラ王おう領りよう解放作戦の前線指し揮き官かんを拝はい命めいした者です。

　貴き殿でんがイートン・アンシャル卿きようですな。後ろの子供は従じゆう者しやでしょうか。見たところ兵士ではなさそうですから、同どう席せきしてもかまいませんよ。と、その前に、まずは８本の機械の腕うでを収めてはいただけませんか。恐おそろしくて話もできません」

　こいつが人類最強の百ひやく万まん長ちよう者じやウォーラス・ヒューゴ？　人は見かけによらないというけど、本当にこいつが？

　半はん信しん半はん疑ぎのおれとは違ちがい、イートンは相手の言こと葉ばを真実だと判断したようだ。

「総そう大たい将しようと対面しているのだ。武器を降おろすほど私は無む謀ぼうではない。剣けんで語るほうが手っ取り早い気もするが」

「この〈バブール〉に乗っているのは、このヒューゴただ１人。全自動で操そう縦じゆうできるものですから、無む駄だ飯めし食くらいの護ご衛えいなど１人も置いていませんぞ。

　アンシャル卿。貴殿が出しゆつ馬ばしてくることは最初から想定の範はん囲い内ないでした。３年前の武ぶ勇ゆうを思い起こせば、たとえ１万人のボディガードを揃そろえていても防ぐのは難むずかしいでしょう。

　もちろん無む為い無む策さくではありません。貴殿が手を出せぬ保険を用意しました。こちらをご覧らんいただきたい」

　ヒューゴは豪ごう奢しやな椅い子すに座すわると、大だい理り石せきのテーブルを指し示した。そこには戦場の縮しゆく尺しやく模も型けいが置かれている。色が丁てい寧ねいに塗ぬられ、臨りん場じよう感かんは抜ばつ群ぐんだ。よく見ると聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんを模もした建物へ向けて４つの方ほう陣じんが配置されていた。

「この将しよう棋ぎ盤ばんで駒こまを動かせば実際に軍勢が動く。そういう仕し掛かけなのだな。神しん聖せいメガロード連れん邦ぽうでは発はつ掘くつ兵器の運用に制限がないと聞くが、これもそうか？」

　イートンの質しつ問もんに、ヒューゴはあっさりとそれを認めた。

「左さ様よう。蓄ちく財ざいを認めるメルシュ新教に禁句タブーはありません。ザルツランドで掘ほり当てたこの〈バブール〉に一いつ切さい合がつ切さいの装備が積み込まれていたのですよ。

　兵士の頭に帽ぼう子し型がたの受信機を装備するだけで、その動きを遠えん隔かく操そう作さできます。原理も理り屈くつは不明ですが、ようは動けばいいのです。

　電脳コンピユータおよび核融合フユージヨンの技術を極きよく限げんまで突つき詰つめた成果です。排はい熱ねつ処しよ理りの問題が解決できず、周しゆう辺へんの河か水すいを沸ふつ騰とうさせてしまうのが欠点ですが、科学技術もここまで来れば神方術マジカルタオと大差ありませんな。

　論ろんより証しよう拠こです。聖ダルガ武闘修道院への攻こう撃げきを停止してみせましょう」

　高価な指輪がいくつもはめられた指で盤上の駒を連続して突つくと、不意に船外から聞こえていた鬨ときの声がやんだ。イートンの目配せで、おれは急いで通路を逆戻りし、甲かん板ぱんから戦場を凝ぎよう視しした。

　なるほど、敵てき陣じんは静止していた。単たん眼がん鏡きようで覗のぞいてみたが、もはや弓ゆみ矢やを射いかける者さえいないようだ。おれは船内へ取って返し、その旨むねを伝えた。

「血に飢うえた侵しん略りやく軍ぐんではないと主張したいわけか。ずいぶん余よ裕ゆうだな。安心や安全という護ご符ふに身を置いて戦地に臨のぞむ者は、それが枷かせとなって溺おぼれ死じぬものだが」

　座ざしたままヒューゴはイートンの疑ぎ念ねんに応じる。

「殺さつ戮りくは手段であって目的ではありません。私はあくまでもビジネスマンでね。目標が達成できるのであれば、殺せつ生しようなど必要ない」

「貴き様さまの目標とは？」

「貴き殿でんと同じだと思いますがね。専せん横おう者しやたるエマルカ・ダークナス女王を廃はいし、ペニンシュラ王おう領りようの民衆を圧政から解放するのです」

「私はそんなことを望んではいない」

「腹はらを割って話しましょう。貴殿がエマルカに裏切られ、テスエリットという僻へき地ちに追放された事実は調査ずみです。女王に対する愛あい憎ぞうの念は人一倍のはず。そして民衆も古めかしいメルシュ旧きゆう教きようの戒かい律りつには飽あきている。

　ならば話は簡単。貴殿が新しい指し導どう者しやとなればよい。このヒューゴは誰だれが支配者になろうとかまわない。財ざい務むの切り盛りさえさせてくれれば、他に興きよう味みはない」

「私に国を裏うら切ぎれと勧めるのかね」

「そのとおり。女王に放ほう逐ちくして罪つみに問とわれないのは、かつて女王に放逐された者だけだろう。算そろ盤ばんを弾はじいてみよ。たとえこのヒューゴを殺し、解放軍を全滅させたところで得はない。大だい神しん官かん総そう統とくダイバは何度でも進しん軍ぐんを試みるだろうから。

　それは神しん聖せいメガロード連れん邦ぽうにとっても不幸なことだ。度たび重かさなる出兵は国こつ庫この破は綻たんをもたらす。社会秩ちつ序じよの崩ほう壊かいに勢いがつけば、余よ波ははペニンシュラ王おう領りようにも及およぶ。世界は暗黒時代に逆戻りする。

　イートン・アンシャル卿きようよ。よく考えたまえ。これが半島ペニンシユラに真しんの平和を構築する最後の機会なのだぞ」

　演説を終えたヒューゴを横目に、イートンはおれに声をかけた。

「会計奴ど隷れいタック・テンダース。お前の意見を聞きたい。この守しゆ銭せん奴どの話は本当か」

　生なま唾つばを吞のみ込んでから、おれは言こと葉ばを選んだ。

「噓うそじゃないですね。でも、正確じゃありません。結局、この人も出しゆつ世せ欲よくに取りつかれているんだと思いますよ。財務の切り盛りをするということは、自由経済社会では最高権力者になるのと同じですから。

　そして面めん倒どうなことにヒューゴ氏はいまでも超ちよう大金持ちです。おれたちの貯ちよ金きん総そう額がくが彼のそれを上うわ回まわることはありえません。つまり合法的な手段でヒューゴ氏に打ち勝つ方法なんかないんです」

　ヒューゴは軽く拍はく手しゆをすると、

「ほう。君は会計奴隷なのか。ならば理解できるだろう。金とは不思議なものだぞ。大きく稼かせぐためには大きく使う必ひつ要ようがある。だから私は富ふ豪ごうであると同時に借しやつ金きん王おうでもある。しかし現金がないと借金はできない。そして借りすぎると借りたほうが偉えらくなる。まったく人類は愚おろかな発明をしたものだよ」

　おれは負けずに言い返す。

「違ちがう。お金は人間が成し遂とげた発明の中で、もっとも偉い大だいなものです！　あなたのような風ふう采さいのさえないおっさんが立りつ身しん出しゆつ世せを成し遂げたのは、金という武器があればこそでしょう！」

　病人のような薄うすい笑え顔がおをみせてから、ヒューゴは言った。

「アンシャル卿。貴き殿でんはなかなか面おも白しろい家け来らいを連れているのですな。その年で世の中の道理をわきまえているとは将来有望だ。大事になさるがよかろう。

　テンダースか。どこかで聞いたな。そうだ。出入りの銀行員にそんな名みよう字じの中年がいたぞ。ザルツランドの生まれと言っていたが、訛なまりから判断するにペニンシュラ王領の出しゆつ自じだと思った。どうせありふれた名字だろうが……」

　出しゆつ奔ぽんした親父の尻尾しつぽを意外な形でつかみかけた気がしたとき、イートンが動いた。

「倒せる相手は倒せる時に倒す。それが戦場の鉄てつ則そくだ。金の煌きらめきに魅みせられた者を剣けんの煌めきで断ち、同時に禍か根こんも断とう。２度とエマルカ・ダークナスの名を貶おとしめぬように」

　表情を変えずにヒューゴが低くつぶやく。

「それが最終回答か。ならば指し揮き官かんとして相そう応おうの処置をさせてもらおう」

　老いた指先が素早く盤ばん上じようで踊おどった。方ほう陣じんを示す駒こまが変色し、さらに森林に配置されていた別の駒に灯あかりがともった。

「ザルツランド全軍を狂きよう乱らん状態にしました。彼らは死するまで突とつ撃げきしますぞ。これで聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんは落城したも同然。

　そして最終兵器も稼か働どうさせました。アンシャル卿きよう。あなたもよく知っているはずだ。例の巨人兵ネフイリムのことを」

　イートンの顔色がさっと変わるのを、ヒューゴは見逃さなかった。

「もうこの遊ゆう戯ぎ盤ばんを破は壊かいしようと変へん更こうはできない。これで誰だれひとり助からない。運命に死が刻きざまれた」

　イートンは、８本の腕うでに装着されていた武器の切っ先をすべてヒューゴに向けた。

「ならば貴き様さまもだ。一足先に冥めい界かいへと送ってやろう。遅おくれて来る犠ぎ牲せい者しやを待まち受け、そして心から詫わびよ」

「刃は物ものなど不要だよ。メルシュ旧きゆう教きようでは積せつ極きよく的てきな殺人を禁じていたはず。異い教きよう徒ととはいえ、その戒かい律りつには敬けい意いを払はらうぞ」

　急にヒューゴは激しく咳せき込んだ。口にあてたハンカチには鮮せん血けつが滲にじんでいる。

「恥はずかしいが、実は肺はいを患わずらっていてね。あらゆる名めい医いに診みせたが、この冬は越こせないそうだ。生きるためには大だい神しん官かん総そう統とくダイバ様のお力を拝はい借しやくするしかない。あの御ご仁じんは永えい遠えんの生命を操あやつる技術をお持ちだから。

　そのためにはペニンシュラ王おう領りようを解放……いや、征せい服ふくしなければならない……褒ほう美びを……頂ちよう戴だいするには……」

　あとは咳き込みがひどく、言葉にならなかった。イートンは壁かべ際ぎわの舵だ輪りんへと移動しながら、冷たく言い放つ。

「倒すべき相手だが、重病人を斬きるのは摂せつ理りに反する。放っておいても、神々が罰ばつを与えてくださるだろう。私は止まった心しん臓ぞうなら再さい起き動どうしてやれるが、肺を洗うことはできない。せめて生命の源みなもとである海で死ぬがいい」

　イートンは、いちばん右側に位置する腕の指先を、操そう舵だ系けいの計器にあいた穴あなに差し込んだ。続いて、鼻の下に装着した赤い色いろ眼鏡めがねに触ふれる。驚おどろいたことに、その表面に数字や文字が即そく座ざに並ならんだ。

「やはりか。この義手も眼鏡も古いにしえの発はつ掘くつ兵器。互ご換かん性せいがあって当然だ。操そう船せん指令を変へん更こう……海に出るまで全速で河を下れ……命令変更は不可……」

　いきなり船が反転した。速度もあがっていく。イートンは最後にこう告つげた。

「私はな、たとえ人から１００万回裏うら切ぎられようと、こちらから裏切ることだけは是ぜとしない。では、さらばだ」

　彼は後ろも見ずに上じよう甲かん板ぱんへと駆かけ上がっていった。おれは机つくえで咳せき込む金の亡もう者じやに、最後の言こと葉ばを投げかけた。

「ミスター・ヒューゴ。あなたのお噂うわさは以前から聞いていました。ある意味、尊そん敬けいもしていましたが、それは錯さつ覚かくだったのかもしれません。どっちにせよ健康だけは金で買えなかったみたいですね」

「違ちがう！　買えるだけの金を持てなかったのがこのヒューゴの不覚であった。ダイバ様の歓かん心しんを買うためには、さらなる金が必ひつ要ようだったのだ……」

　嗚お咽えつを聞きながら、おれは思った。

　いやはや。お金って本当に怖いよねえ。
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　漂ひよう流りゆうする〈バブール〉が岸辺に接近した頃ころ合あいを見み計はからい、イートンとおれは馬をジャンプさせた。

　蹄てい鉄てつを熱湯につけずにすんだのは不幸中の幸さいわいだったけれど、眼がん前ぜんの戦せん況きようは不幸の極きよく地ちに達しようとしていた。

　先に動いたのは聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんだった。鋼こう鉄てつ製せいの東門が開き、中から竜りゆう騎き兵へいが走り出てきた。

　数は30頭前後。その先頭の農のう耕こう馬ばは樽たるのようなボディラインの人物が操あやつっている。彼女は鞍くらの上に両足で仁に王おう立だちになっていた。あれじゃ馬がかわいそうだ。

　間ま違ちがいない。おれに言い寄っていたシスター・キャリーその人である。

　彼女が率ひきいる一隊は、敵てき陣じんを縫ぬうように進み、戦線後方の投石機トレビユシエツトへ殺さつ到とうしようとしていた。

　城じよう塞さいとしての機能を持つ聖ダルガ武闘修道院だけど、籠ろう城じよう戦せんを行うには火力が決定的に不足している。だからこそ特とつ攻こう隊たいを出しゆつ撃げきさせ、破は壊かいを狙ねらったのだろう。

　ザルツランドの軍勢もすぐこっちの狙いに気づいた。

　城じよう壁へきからの援えん護ご射しや撃げきを無む視しし、強引に陣じん立だてを変えていく。一種の生命体のように軍勢が動いていく様よう子すはさすがだった。

　ドワープ副長とマダム・ユイが率ひきいるテスエリット遊ゆう弋よく隊たいが、そうはさせじと食らいついていく。

　ここが勝負所と判断したのか、イートンがよく通る声で言った。

「私はこれから戦場に躍おどりこむ。会計奴ど隷れいは向こうの林に急げ。伏ふく兵へいがいるかどうか確かめてこい。用が終わったら修道院へ逃げ込め」

　それだけ命令するとドラゴン・スレイプニルの尻しりに鞭むちを叩たたきつけ、イートンは戦場の騒そう乱らんに埋まい没ぼつしてしまった。

　修シユ羅ラの奮ふん迅じんが再ふたたび始まった。

　暴風にも似にた突とつ貫かんに敵勢は混乱を来きたした。

　修しゆう道どう院いんから出しゆつ撃げきしたシスター・キャリーの部隊は、その機会を見逃さなかった。

　攻こう城じよう兵器を潰つぶさないかぎり、どのみち聖せいダルガ武ぶ闘とう修道院は陥かん落らくする。彼女たちは投石機トレビユシエツトへとりつき、守備兵と格かく闘とうを開始した。

　すぐに紅あか蒼あお黄きの修道服をまとった３人のシスターたちも合流する。

　距きよ離りがありすぎて声までは聞こえなかったが、あとで彼女たちから聞き出した話を総合すれば、こんなやりとりがあったみたいだ──。




　この戦場に投入された投石機トレビユシエツトは正式名称を平へい衡こう重おもり式発射装置といい、ロープと滑かつ車しやと巻き上げ機が巧たくみに組み合わされた破は壊かい鎚ついだった。

　素材は分解と運うん搬ぱんに適した木材である。それなりに頑がん丈じようだけど、火には弱い。殺さつ到とうするシスター・キャリーの決死隊もそのことは重じゆう々じゆう承しよう知ちだ。

　彼女たちはワインの瓶びんを流用した火か炎えん瓶びんを用意していた。うまく着火すれば、霊れい峰ほうマチネーから吹き下ろす風が炎ほのおをあおり、すべてを焼き尽つくしてくれる。

　30名に満たない騎き馬ば隊たいを率いるシスター・キャリーは、絶ぜつ妙みようなバランス感かん覚かくを十じゆう二に分ぶんに生かし、馬の鞍くらの上に屹きつ立りつしていた。

　彼女は肥ひ満まん体たいが戦場で目立つことを知っていた。そんな女が立ったまま馬を操あやつれば、嫌いやでも敵の視し線せんを吸引する。後続のシスターたちの安全度は高まり、投石機トレビユシエツトへたどり着ける頭数が増えるはずだった。

　手にした武器は飾かざり気けのない棍棒クラブ。青せい銅どう製せいだけど、先せん端たん部ぶだけは鋼こう鉄てつの重りが組み込まれており、頭とう蓋がいを打ちよう擲ちやくすれば大の男でも再起不能にできる。

　突とつ撃げきのさなか、シスター・キャリーは左の敵てき陣じんに殺さつ気きを感じた。

　途と端たんに弓ゆみ矢やが降ふってきた。彼かの女じよは棍棒クラブをバトンの要領で高速回転させた。敵の矢は大部分が弾はじき飛ばされた。

　真しんの武ぶ闘とう派はであるシスター・キャリーは、神方術マジカルタオが使えないという弱点を、体力と気力だけで完全にカバーしていたんだ。

　だが、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいという情じよう況きように変化はない。城じよう壁へきからの援えん護ご射しや撃げきにも自おのずから限界があった。遂に１本の矢がシスター・キャリーの肩かた口ぐちに突つき刺ささった。

　激げき痛つうが走る。もはや立つことさえかなわない。力尽つき、鞍くらへと尻しりをつけた彼女に、走り寄ってきた新しん米まいのシスターが手を伸のばそうとする。

「情なさけ無む用よう！　わたしに構わず、突撃を続けなさい！　神々が正義を無む視しなさることはありえないのです。あなたがたに武ぶ運うんと祝しゆく福ふくがありますように！」

　シスター・キャリーが強つよ気きにそう言い放った直後だった。

　吶とつ喊かんを意味する雄お叫たけびが響ひびいた。千ち々ぢに乱みだれていた敵てき陣じんが再さい編へん制せいされ、シスター・キャリーの一隊へと襲おそいかかってきたんだ。

　単たん眼がん鏡きようでその様よう子すを目もく撃げきしたおれは首をひねった。

　河岸旗き艦かん〈バブール〉およびヒューゴという指し揮き系けい統とうが失われたんだ。兵隊を遠えん隔かく操そう作さしていた鉢巻ヘツドギアがただの重りになったんだから、混乱状態はまだまだ続くと思っていたのに。奴やつら、立ち直りが早すぎるよ。

　投石機トレビユシエツトを破は壊かいされれば勝負が決まる。そう読んだ最前線の武ぶ官かんが、独断で鉢巻ヘツドギアを投とう棄きさせたらしい。さすがは軍事国家ザルツランドの連中だね。

　迫せまり来る軍ぐん馬ばと兵士の数は目もく算さんで約５００。その全員がシスター・キャリーの部隊に急接近している。これじゃ一ひと息いきに押し潰つぶされてしまう。

　当事者のシスター・キャリーも危機を察知したけど、いまさら逃げるという選せん択たく肢しは考えられなかった。突つき刺ささった矢の痛みを無む視しした彼女に、さらなる厄やく災さいが襲おそいかかってきた。

　矢の束たばだ。機械弓アルバレストと称される強力な発射装置から弾ひき出された飛び道具が、驟しゆう雨うのように降り注いできた。若きシスターたちの口から悲鳴と絶ぜつ叫きようが奏かなでられ、雪原には死の香かおりが充満し始める。

　と、その刹せつ那な──。

　一いち陣じんの暴風が戦場に襲しゆう来らいした。旋つむじ風かぜや竜たつ巻まきにも匹ひつ敵てきする空気の流動が周しゆう囲いを揺るがした。荒れ狂くるう風は軍馬でさえねじ伏ふせる勢いだ。

　おれは目を瞠みはった。十数名の敵てき兵へいが強風に巻き込まれ、空中へと吹き飛ばされた。

　人間が舞まい上がるほどの風ふう圧あつである。シスター・キャリーたちへ飛来していた矢は、すべて押し流されてしまい、白い大地に虚むなしく突き刺さった。

　ついでに余よ波ははシスターたちにも及んだ。

　暴風で長すぎるスカートが派は手でにめくれあがったのだ。全員が例の男女兼けん用ようストライプぱんつを着用していたのには、おれも啞あ然ぜんとさせられた。

　黄色い叫きよう声せいの狭はざ間まで、シスター・キャリーは自みずからも乱みだれたスカートを直しながら、圧あつ巻かんの神方術マジカルタオで疾風を起こした張ちよう本ほん人にんを探さがした。

　敵陣から剣けん戟げきの音が聞こえた。視線を振り向けると、奇き妙みようすぎる軍ぐん馬ばが駆かけ回っている。

　まさしくそれはドラゴン・スレイプニル。跨またがっているのは８本の奇き怪かいな腕を持つ狂きよう戦せん士しである。

　言わずと知れたイートン・アンシャル卿きようその人であった。

　先ほどの突とつ撃げきとは殺気の総量が違ちがう。おれは直感した。殺せつ生しようを禁じるメルシュ旧きゆう教きようの教えなど、光年の彼方かなたに吹き飛ばす惨さん劇げきが惹じやつ起きすると。

　そして彼が披ひ露ろうした鬼おに武む者しやぶりは永遠に忘れることができないだろう。恐ろしくも美しい、殺人芸術とでも評ひようすべき悪あつ鬼きの姿がそこに出現していた。

　ドラゴン・スレイプニルの周しゆう囲いにはまだ幾いく重えにも風が逆巻いている。鬼き気き迫せまる様よう子すに気き紛まぐれな精霊スピリツツでさえ魅みせられたのだろうか。

　敵てき陣じんに飛び込む直前、彼は武器籠かごから棒ぼう状じようの新兵器を引っ張り出した。軽く一ひと振ふりするや、それは５メタールほどにスルスルと伸のびた。

　サリッサと呼ばれる馬上専用の長槍だ。先せん端たんにはジャッドバラという斧刃アツクスと鈎爪フロツクがいっしょくたになった物ぶつ騒そうな刃は物ものがついている。

　それを６本の機械の腕うでで巧たくみに操あやつり、残る２本で手た綱づなを取っていた。あえて多くの得え物ものを持たず、１つに限定した理由はすぐわかった。渾こん身しんの力を込め、一ひと息いきに多くの敵てき兵へいを屠ほふるためだ。

　まず血祭りにあげられたのは騎き兵へいだった。３頭の軍馬が接近してきたが、イートンは完全に相手を吞のんでいた。長すぎる間合いを存分に生かし、ジャッドバラの鈎爪フロツクで敵兵の甲かつ冑ちゆうを引っかけると、地面へと力任せに引きずり降ろしたのだ。

　しかも一度に２人をだ。片方は落馬の衝しよう撃げきで身動きが取れず、健けな気げに立ち上がったもう１人は胸むねに斧刃アツクスの突つきが叩たたき込まれ、血の花を咲さかせて斃たおれた。

　そして最後の１頭がもっとも悲ひ惨さんだった。味方の犠ぎ牲せいで得られた空くう隙げきを使い、逆方向から距きよ離りを詰つめたザルツランドの騎兵だが、これにもイートンは的確に対応した。

　長槍サリツサを使う場合、切っ先の反対側はどうしても死し角かくになってしまう。イートンは敵がそこを突くことを最初から読み、わざと誘さそい込んだのだ。

　細さい工くは万ばん全ぜんだった。その長槍サリツサは特別製である。ジャッドバラの逆側にもロコッバーと呼こ称しようされる刃物が装着されていた。

　ジャッドバラは突きを主体とする刃物だが、ロコッバーは斧おのに近く、切断を主しゆ眼がんにおいた武具だ。それが大だい上じよう段だんから振ふり下おろされた。

　悲惨さを極きわめたのは騎兵だ。彼は脳のう天てんから臀でん部ぶにかけて一太刀で唐から竹たけ割りにされ、勢いあまったロコッバーは馬の胴どう体たいまで一いつ刀とう両りよう断だんにしてしまった。

　血と臓ぞう物もつが雪原を汚よごし、むせるような湯ゆ気げがあがる。凄せい惨さんさを極めた戦場の光景に豪ごう胆たんなザルツランド軍もたじろいだ。

　そこにイートンの怒声が鳴り渡わたった。

「我われは修シユ羅ラなり。ペニンシュラの修シユ羅ラなり！　邪じやを崇すう拝はいする者に鉄てつ槌ついを下す使し徒となり。死しに神がみとの舞ぶ踏とうを所望する者は前に出よ！」

　６本の腕で長槍サリツサが振り回され、銀色の軌き跡せきを描く。そのたびに鋭するどい刃が敵兵の喉のどを切り裂さく。

　ドラゴン・スレイプニルも、竜りゆうのそれに酷こく似じした頭部を敵陣に向けたかと思うと、口から盛大に火弾を撃うち放った。密集隊形の敵陣に穴あなが開くや、イートンはそこへ身を躍おどらせていった。

　怪かい物ぶつめいた騎き馬ばの乱入に侵しん略りやく者しやたちは怯ひるんだ。算さんを乱みだして逃げ出す者も出始めた。

　ドラゴン・スレイプニルの存そん在ざいも大きかったが、なによりも彼らの戦意を喪そう失しつさせたのはイートンの表情だった。

　嗤わらっていたんだ。

　返り血を浴び、真っ赤に染まった顔を歪ゆがませつつ、１対５００という信じ難がたい戦力差を逆転しようとしている男は、神々がこの世に誤あやまって放ったいくさの化け身しんに他ならない。

　おれはそう確信した──。




　イートン・アンシャル卿きようの乱入で戦局は大きく動いた。

　敵てきの視し線せんが吸引されている間にテスエリット遊ゆう弋よく隊たいは一いつ気きに前進。投石機トレビユシエツトを目指していたシスター・キャリーたちとの合流に成功したのだ。

「シスター・キャリー、ご無事ですか。ボクです。マリカ・マースです。シスター・ハイナとシスター・墺芭デイーパもいっしょです！」

　馬で駆かけ寄ってきた少女たちに、シスター・キャリーは目を向けた。

「おお。テスエリットに派は遣けんされていた筆ひつ頭とう３人組ではありませんか。負おうた子に助けられるとは、まさにこのこと。

　シスター・マリカ。あなたが39試合目の模も擬ぎ戦せんで私を打ち負かしたあの日のことを忘れてはいませんよ。神々よ、強き天使をお遣つかわしくださり、感かん謝しやの極きわみ……」

　横に並んだシスター・ハイナも言った。

「天使？　その表現はいかがなものでしょう。可か憐れんなわたくしはともかくシスター・マリカはとても天使とはいえませんわ」

「なんだとぉ！　あんたみたいな巨きよ大だいな天使がどこの世界にいるのさ！」

　遅おくれてきたシスター・墺芭デイーパが叱しつ責せきするように叫さけぶ。

「益えきなき無む駄だ話ばなしはそこまで。死し中ちゆうに求活かつをもとむ。それが我われらの役割のはず！」

　そのとおりだった。軽く10歳は年上の先せん輩ぱいがなぜか苦しげな顔をしている。それに気づいたシスター・ハイナが、

「シスター・キャリーは負ふ傷しようされておられますわ。どうか引き上げて下さいな。あとはわたくしたちが！」

「いいえ！　若い者に負けてなるものですか。殉じゆん教きよう者しやたる手本を見せてあげます」

　肩に刺ささった矢を力任せに引き抜いたシスター・キャリーは、馬に鞭むちをあてると、突とつ進しん速度をあげた。

　投石機トレビユシエツトの周しゆう囲いには槍やりや刀かたなを携たずさえた護ご衛えい兵へいがまだ残っていた。

　ただし数は少ない。攻こう城じよう兵器の運用には、通常なら輸送と設営、運用と護衛任務に90人前後の人員が必ひつ要ようだが、現在は20人もいない。

　天地の理ことわりを無む視しして落下してきた至し近きん弾だんの影響に違ちがいなかった。マザー・カレレンが命がけで放った必ひつ殺さつ技わざは無む益えきではなかったのだ。

　敵てきへと肉にく薄はくしたシスター・キャリーは、馬から飛び降りると同時に、雪の積もった地面を鞠まりのように転がり、あっさりと間ま合あいを詰つめた。体重こそあるが、身は軽く、敏びん捷しようだ。身のこなしはまるで太った猫ねこのようだった。

　巧たくみな当て身とみぞおちへの殴おう打だで、まず１人目を気絶させたあと、足払はらいで２人目を倒し、喉のど元もとに蹴けりを叩たたき込んで呼こ吸きゆう困こん難なんに追い込んだ。蛮ばん刀とうを振りかざして襲おそいかかってきた３人目は、腕うでの動きを読み切り、肘ひじに手しゆ刀とうを叩き込んで無む力りよく化かした。

　この間、わずか数秒。

　負ふ傷しようしていたにもかかわらず、動きは鮮あざやかだった。

「さっすが教きよう官かん！　でも、ボクも負けちゃいないからね。いくよー！　レッド・シュリンプキック！」

　シスター・マリカは馬から高く飛び上がり、体をエビぞりにして宙ちゆうを舞まった。敵の間合いに入る直前に、勢いをつけて足を前方へ蹴り出す。それがレッド・シュリンプキックだ。

　本人いわく、いかにぱんつを見せずに足あし技わざを使うかを工く夫ふうした結果らしい。それはともかく顔面に直ちよく撃げきを食らった敵兵は、あっさりノックダウンを喫きつした。

　ひとたび乱戦になれば、数だけではなく、個人的武ぶ勇ゆうが大いにものをいう。姉あね弟で子しであったシスター・キャリーとの呼吸もぴったりなシスター・マリカは、あたるを幸さいわいに敵兵を打ちのめしていく。

　遅おくれはしたが、シスター・キャリーの部下たちも投石機トレビユシエツトへ到とう着ちやくした。泥どろ臭くさい白はく兵へい戦せんが開始された。悲鳴と絶ぜつ叫きようが入り交じり、空気に血の臭においが混じる。

「まあ、なんて原げん始し的てきなんでしょう。あれでは化石人類アウストラロピテクスか北京原人ジ・ウパーの喧けん嘩かと変わらないじゃありませんか。戦いにも優ゆう雅がさは必ひつ要ようでしてよ。シスター・墺芭デイーパもそうお思いでしょう？」

　しかし蒼あおい修しゆう道どう服ふくのシスターは横にはいなかった。シスター・墺芭デイーパも最前線に駆かけ出していたのだ。愛用する賢翁の牧杖パストラルスタツフを振りかざすと、殴打と撲ぼく殺さつに勤いそしんでいる。

「やれやれですわ。品位ある戦いぶりを示せるのはわたくしだけですのね」

　シスター・ハイナは堕天使の弓ルシフアー・ボウを構えると、矢を２本番つがえた。

「火と熱を牛ぎゆう耳じる精霊スピリツツハイトテックにお願いしますわ。忌いまわしき投石機トレビユシエツトを全焼させる力をお貸しくださいましな！」

　最大級のパワーを秘ひめた火柱矢フレームアローが飛んだ。岩を載のせる投と網あみと、動力源となっているロープに突つき刺ささる。

　破は壊かいしやすい場所を狙ねらった一いち撃げきだ。選せん択たくとしては間ま違ちがっていない。投石機トレビユシエツトはそのアーム部分から炎えん上じようを始めた。

　直後、曇くもった空に場ば違ちがいな花火があがった。退たい却きやくの合図だ。目的を達成した以上、さっさと逃げるのが正解だろう。

　シスター・マリカが背中を任せるシスター・キャリーに大声で言う。

「そろそろ逃げ時みたいですよ。ボクたちが援えん護ごします。修しゆう道どう院いんに急ぎましょう！」

「いいえ。詰つめが甘あまいですわ。あれではすぐ修理されてしまいます。もう一いち撃げき……」

　いきなり、銃じゆう声せいが、聞こえた。

　この頃ころ、火ひ縄なわ銃じゆうや鉄てつ砲ぽうといった装備は途と方ほうもない貴き重ちよう品ひんだった。調達単価も高く、有ゆう効こう射しや程ていも短い。しょせん個人携けい帯たいレベルの武器であり、戦場で役立てようとすれば、集中運用以外に方法はないと思われていた。

　神方術マジカルタオで強化すれば実用度はあがるだろうが、どちらかといえば弓ゆみ矢やのほうが精霊スピリツツの加か護ごを得やすい。よって銃じゆう器きは司し令れい部ぶのような重要拠きよ点てんに少数が配備されているだけだった。

　そして投石機トレビユシエツトは重要拠点に違ちがいなかった……。

　シスター・キャリーの修道服が真しん紅くに染そまっていく。シスター・マリカは姉あね弟で子しを抱き起こしたが、すでにシスター・キャリーは虫の息いきだ。

「わたしを……置いて行きなさい。早く……行くのです。それから……タック・テンダースに会ったら伝えてください。あなたを……実の子供のように愛いとしていたと。迷めい惑わくだったかもしれないけれど、側にいてくれて嬉うれしかったと……」

　シスター・マリカは首を振ふりながらシスター・キャリーを引きずろうとするが、体重が体重であり、びくともしない。

　震ふるえる指でシスター・キャリーはヴェール付の帽ぼう子しを取った。中から出て来たのは黒くろ褐かつ色しよくの粉こながぎっしり詰まった小こ瓶びんだ。それを抱きしめると、シスター・マリカを振り払ばらい、彼女は燃える投石機トレビユシエツトへと転がった。

「この新しん教きよう徒とめが！　メルシュ教本ほん家け本ほん元もとたる旧きゆう教徒の死に様ざまをよく見ておけ！　神々は偉い大だいなり！」

　直後、２度の爆ばく裂れつ音おんが周しゆう囲いの空気を振動させた。

『どっぱーん！　どっぱーん！』

　爆風と爆炎が生じた。あれは火か薬やくが詰つめられた瓶だったのだ。

「シスター・キャリー！」

　マリカの絶ぜつ叫きようは鈍にぶい撃げき砕さい音おんでかき消された。投石機トレビユシエツトは土台から傾かたむき、無ぶ様ざまに倒とう壊かいした。

　それは殉じゆん教きよう者しやが誕たん生じようした瞬しゆん間かんだった。

　一いつ時ときの安全を買うにしては、あまりに高い代だい償しようだった──。




　離はなれた林に移動し、戦せん況きようを記録していたおれの目にも投石機トレビユシエツトが爆発炎えん上じようする様よう子すはありありと見えた。

　それがシスター・キャリーの壮そう絶ぜつな最さい期ごだとは知る由よしもなかったけれどね。

　正直疎うとましく思ったこともあったけれど、死んでいなくなったと聞いたときは淋さびしい気分になったもんだ。

　シスター・マリカから伝でん言ごんを聞かされたあと、おれはシスター・キャリーの墓はかから花を絶やさないよう、ブンドラン市いちばんの生花店に手配をすませてある。

　ともあれ攻こう城じよう兵器を破は壊かいした以上、修しゆう道どう院いんに入城することが先決だ。ぐずぐずしてはいられない。敵てき陣じんは早くも惑わく乱らんから立ち直りつつあった。

　ここで活かつ躍やくしたのはテスエリット遊ゆう弋よく隊たい副ふく官かんのタイム・ドワープとマダム・ユイの２人だった。

　両者は少数の部下を引き連れ、騎き馬ばで敵陣を踏とう破はし、相手を引っかき回している。乗じよう馬ばの技ぎ倆りようもかなりのものだ。この日に備えて訓くん練れんを怠おこたらなかったのだろう。

　大軍はいったん乱れると再さい編へん制せいに手間がかかる。この機を逃さず、イートンのドラゴン・スレイプニルが城門へと向かった。３人のシスターたちもすぐ後を追う。

　城じよう壁へきから弓ゆみ矢やの援えん護ご射しや撃げきが始まった。これが地味に効こう果かを発はつ揮きし、数分とたたないうちに城外の友軍はすべて門を潜くぐることができた。

　まあ、タック・テンダースを除のぞいてだけど。

　おれはこの林にとどまることにした。修道院まではちょっと距きよ離りがありすぎたんだ。敵陣を突とつ破ぱして城門までたどりつく自信はない。

　隠かくれるのは得意だし、また戦場を俯ふ瞰かんするならばここが有利だ。伏ふく兵へいを探さがせと言われた以上、まさか手ぶらじゃ帰れない。

　それにおれの心には、ある種の不安が横切っていた。どうにも違い和わ感かんがぬぐえない気がしたんだ。

　ザルツランドの軍ぐん勢ぜいはヒューゴという指し揮き官かんを失い、イートンという予想外の要素が突撃してきたにもかかわらず、全面崩ほう壊かいには至いたらなかった。

　おれは昔、銀行で見た光景をふと思い出した。相そう場ばで大負けした老人が、追つい加か投とう資しをすべく家族の預金に手をつけた場面だ。その表情は面おも白しろくなさげだったが、同時に余よ裕ゆうめいたなにかを浮かべていたっけ。

　敵軍には、あの老人に似にた雰ふん囲い気きがあった。使いたくはないが、使うことができる隠かくし球だまを持っているかのような……。

　そんな予感を脳のう裏りに描いていたときである。情じよう況きようは唐とう突とつに激げき変へんした。

　悪い予感は的てき中ちゆうした。奴やつらは隠し球を準備していたんだ。それもおれが隠れていたこの林に。

　視し界かいを求め、もっと高い場所へ移動しようとしていたとき、手近な所によい感じの巨きよ木ぼくが生えていた。身みを潜ひそめるにもってこいの大きさだなと、その根元に膝ひざをついた直後だった。

　不意に幹みきが動いた……。

　てっきり大たい木ぼくに手足が生えて歩き出したのかと思った。バランスを崩くずし、幹に手が触ふれた。自然木の感かん触しよくではない。それに、ぞっとするほど冷たかった。

　よくよく見ると、それが木じゃないことがわかった。葉や枝えだが描かれた迷めい彩さい模も様ようの甲かつ冑ちゆうだ。全身をくまなく覆おおうそれは、一般にコンポジット・アーマーと呼ばれる代しろ物ものではないか。

　ありえない現実に脳のうが理解を拒きよ絶ぜつしてしまった。四し肢しはあるが、すべてが巨きよ軀くだ。身長は成人男性の倍以上──３・５メタールはあるだろう。

　自然と同化しており、気け配はいをきれいに消していた。呼こ吸きゆう音おんさえ聞こえなかった。

　だが、その怪かい物ぶつは戦機が熟じゆくしたと判断し、堰せきを切るように咆ほう哮こうを発したのだ。

「あるぅううぅ……あるぅううぅ……」

　腰こしを抜かしながら逃にげだそうとしたが、相手があまりに速すぎた。その巨大すぎる左手で胴どうを握にぎりしめられたおれは、悲鳴さえあげられなかった。

　怪物はおれを顔の前に持っていく。かぶっていたのはトーテンコップと呼ばれる兜かぶとである。人の目め鼻はな口くちを金属面に刻きざむという悪あく趣しゆ味み極きわまる代物だ。その眼がん孔こうの奥で煌きらめく目玉は、右と左でサイズが明らかに違ちがう。

「お前は……なんなんだよ!?」

　問とい糾ただすまでもなかった。奴やつは超大型合成獣キメラニアンのネフィリムだ。凶きよう悪あくな巨人兵だ。

　おれの問いかけがよほど気に入らなかったとみえ、奴は直接的な行動で不快感を示した。約45度の角度で、おれを空中に放り投げたのだ。

　まるで子供が気に入らない玩具おもちやを壁かべに叩たたきつけるみたいに……。




　　　　　　６




　飛び降り自殺は落ちている最さい中ちゆうに気絶できるから楽らくに死ねる。

　そんな話を聞いたことがあるけれど、ありゃ噓うそだと思ったね。ネフィリムの怪力で戦場の空にぶん投げられたおれは、すべての意識が明めい瞭りようだったんだから。

　時間の経過がやけに遅おそく感じられた。眼がん下かの戦場風景はまるでパノラマ。人が豆まめ粒つぶのように見えた。

　やがて重力に負け、落下が始まった。

　墜つい落らく先さきはすぐにわかった。古ふる巣すだ。聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんだ。その一角におれは激げき突とつしようとしていた。

　紅あか蒼あお黄きの制服が見えた。シスターたちは無事に修道院に逃げ込めたみたいだ。

（……ひょっとして死ぬのかなあ？　まだやり残したことはいっぱいあるんだけど。やっぱり痛いよな。あの３人、おれが死んだらちょっとは泣いてくれるかな？

　天界の神々さん。おれ、なにか気に障さわることしましたかね。そりゃあんまり上等な人間とはいえませんけれど、そちらさんも進化と創造のお仕事をずいぶん手て抜ぬきなさっておられませんかねえ……）

　考えてみれば、親父に捨てられてからこのかた懺ざん悔げした記き憶おくがないなあ。我われながら困こまったときしか神々に頼たよらないのは傲ごう慢まんすぎたぞ。生き残ったら信しん仰こう心しんを磨みがき直してみるかぁ。

　そう考えた直後、周しゆう囲いの空気の粘ねん度どが高まってきた。

　なぜか落下速度が遅おそくなる。ねっとりとした空間に身を包まれたかと思うと、おれの体は空中で静止した。

　下を見る。イートン・アンシャル卿きようが義ぎ手しゆのすべてを高々とかかげ、神方術マジカルタオの秘ひ技ぎを放っているではないか。

　一点集中型の風ふう圧あつで、おれという落下物を受け止めているのだ。

　もうこれでよしと判断したのか、イートンが手を降ろすと、おれは城じよう壁へきの内側へと着地した。

　盛せい大だいに尻しりもちをつき、乗じよう馬ばで痛めた臀でん部ぶに激痛が走ったが、怪け我がはなかった。

　イートンに礼れいを言おうと立ち上がりかけたおれは、聞き覚えのある年老いた響ひびきに身を固くするのだった。

「お金の亡もう者じやが本当の亡者になるところでしたね。あなたの残りの人生は、ひたすら神々に感かん謝しやするためだけにあります。それを忘れないことを希望します」

　蠟ろう燭そくのような顔色のマザー・カレレンが、杖つえをつきながら歩み寄ってきた。一ひと目めで衰すい弱じやくしているのがわかった。さすがに軽かる口くちを叩たたく気にはなれない。

「修しゆう道どう院いん長ちようさま。ただいま戻りました。形はともあれ、任にん務むは完かん遂すいできたと自じ負ふしております。帰き還かんできたことを神々に感謝したく存じます」

「感謝するなら風と水すい蒸じよう気きを管理する精霊スピリツツスチームソンにしておけ。一歩間ま違ちがえれば潰つぶれたトマトになっていたからな」

　イートンだった。激げき闘とうを演じた直後であるためか、疲ひ労ろうは隠かくせない。手て傷きずを負おっていないのはさすがだが、自じ慢まんの義手が８本ともだらりと下がっていた。

「いかん。もう活動限界だ。30分は休ませないと使い物にならない。ザロア、すぐ熱冷ましの潤じゆん滑かつ油ゆを」

　シスター・マリカたちと一いつ緒しよに動いていた小姓ヴアレツトが、鞄かばんからスポイトのようなものを取り出すと、慣なれた手つきで義手に油を差し始めた。そんな様よう子すを見み遣やりつつ、修道院長が呼こ吸きゆうを整えながら話す。

「アンシャル卿。本当にお久しぶり。まさか出しゆつ陣じんしてくれるとは思ってもいませんでしたわ。代だい償しようとして差し出した３人のシスターが気に入ったのかしら」

　返事を話す前に、人ひと身み御ご供くうにされたシスターたちが唇くちびるを尖とがらせた。

「マザー・カレレン！　よくもボクたちを騙だましましたね！」

「わたくしたちは先生マスターに口では言えないような苦く役えきを受けたんですのよ！」

「人じん身しん売ばい買ばいは言ごん語ご道どう断だん！」

　修道院長は座すわり込むと、悪びれもせずに言った。

「騙だましてはいませんよ。説明しなかっただけです。あなたたちのように神しん職しよくを結けつ婚こんの踏ふみ台にしか考えていない者は、こうした罰ばつを与えねば反省しないでしょう」

　彼女はすぐイートンに視し線せんを向けると、静かに語った。

「その義ぎ手しゆは一本一本に機械の脳のうが埋うめ込まれていると聞きましたわ。神々の摂せつ理りには明らかに反する発明ですが、いまは祝しゆく福ふくを授さずけましょう……」

「従軍尼僧バトルナンだったマザー・カレレンに賀がしていただけるとは感かん謝しやの極きわみ。ですが、まだ早すぎます。会計奴ど隷れいをここまで投げた常じよう識しき外がいの相手がいるのです」

　そのとき城じよう壁へきから悲鳴の大合唱が聞こえた。年少の見習いシスターたちが、ありえない脅きよう威いを発見し、恐怖を抑おさえきれなくなったのだ。

「ゴーレム！　ゴーレムがやって来たわ！」

　たしかにそう見えた。雲くも間まから注そそぐ日光を乱らん反はん射しやさせ、雪原を突とつ進しんしてくる脅きよう威い対象は、伝説の巨きよ人じんゴーレムを連想させた。腕うでには引ひっこ抜いたばかりの丸太をつかんでいる。樹じゆ齢れい数十年はあろうかというメガ・プラタナスの巨きよ木ぼくだ。

　おれの横に陣じん取どったイートンが、端たん正せいな白い顔をわずかに引きつらせた。

「そうか。３年前に戦ったネフィリムか。サーカスに売られたらしいが、やはり生きていたか。哀あわれな奴やつめ。私と同じように、再ふたたび戦場に引きずり出されたのだな。

　エマルカが私わたしを出馬させた真しんの理由がこれか。あの女性は、どこまで私を試すつもりなのだろう……」

　奥歯を嚙かみしめ、決意を新たにしたイートンは、

「会計奴隷はあれに捕つかまり、力任せに投げられたのか。よく死ななかったものだ」

　と言うや、色いろ眼鏡めがねを指先で何度か突ついた。球面レンズに情じよう報ほうが映し出されていく。なにか調べているらしい。

　横に駆かけ寄ってきたドワープ副長が大声で命令する。

「テスエリット遊ゆう弋よく隊たいは総員城じよう壁へきへ。弩ど弓きゆう戦せん用意！」

　しかし、イートンはその命令を撤てつ回かいさせるのだった。

「待まて。３年前とは情じよう況きようが違ちがいすぎる。奴は全身を鎧よろいで覆おおっているぞ。あれはコンポジット・アーマーだ。光学分ぶん析せきでわかったが、装そう甲こうが分厚すぎる。要よう塞さい砲ほうクラスの直ちよく撃げき弾だんでもなければ足止めはできない。矢など撃うつだけ無む駄だだろう。

　機械の義手がこのざまでは私が打って出ることも難むずかしいな。ここは駒こまとなり、楯たてとなる聖せい職しよく者しやの力を拝はい借しやくすることにしよう。

　シスター・ハイナ。君の出番だ。長ちよう距きよ離り狙そ撃げきを！」

　浅あさ黄ぎ色いろの修しゆう道どう服ふくについた埃ほこりをはたくと、シスター・ハイナは堕天使の弓ルシフアー・ボウを準備し、自信ありげに言った。

「お任せくださいな。影縛りシヤドータイで巨人の動きをとめてご覧らんにいれますから」

　小声で魔術詠唱マギカ・アリアをすませた彼女は、小さな弓ゆみを引き絞しぼると、火柱矢フレームアローを放つ。雪面に浮かぶ巨きよ人じんの影に突つき刺ささった一矢で、ネフィリムは足を止めた。

　だが、それは一いつ瞬しゆんだけだった。

　巨人は動かない右足に顔を向けると思い切り膝ひざを動かす。途と端たんに脚あしの装そう甲こうが割れ、幾いく重えにも包ほう帯たいが巻まかれた素足が現れた。ネフィリムは何事もなかったかのように進軍を再開する。白い大地に鋼こう鉄てつ製せいの軍ぐん靴かだけを残して。

「ええい、こうなればありったけの火柱矢フレームアローをお見み舞まいして差し上げますわ！」

「無む駄だだ。それよりも兜かぶとにある眼がん孔こうを狙ねらえ。目玉と脳のうを串くし刺ざしにしろ」

「先生マスター！　簡単に言わないでくださいまし。殺せつ生しようは教義で禁じられていますのよ！」

「このまま放置すれば修しゆう道どう院いんのシスターは１人残らず殺される。そもそも奴やつは簡単には死なないはずだ」

「もう！　承しよう知ちいたしましたわ！」

　命じられるままにシスター・ハイナは次弾を放った。頭部のトーテンコップを直ちよく撃げきしたのはさすがだが、露ろ呈ていする目玉を射い貫ぬくことはできなかった。矢は兜に弾はじかれて終わりだった。

「く、屈くつ辱じよくですわ！　わたくし一点狙撃ワンホールは得意ですのに！　この距きよ離りでは精霊スピリツツの力を借りたとしても、もっと高い場所からでないと当たりませんわ！」

　それは完全な無い物ねだりだった。聖せいダルガ武ぶ闘とう修道院でいちばん高い場所はこの城じよう壁へきなんだ。

　けれどもイートンはよからぬ手段で問題解決を狙ねらったのだった。

「そうか。ならば安定感のある高みを用意してやろう。精霊スピリツツグロス・ホルムンクスに慈いつくしみとともに命じる。身長に恵まれたこの娘むすめにさらなる恵みを授さずけたまえ……」

　生じた異変に最初に気づいたのはおれだった。なんてこった。隣となりに立つシスター・ハイナの存そん在ざい感かんが、秒単位で倍増していくじゃないか。

　彼女の背せ筋すじはみるみるうちに伸びていった。もともと高身長だったけど、気づけば２・５メタール超の巨人女に成長（？）していた。

　背が伸びただけではない。顔や手足も倍近くに膨ふくれあがっている。

「先生マスター……なんということをしてくれたのですか！」

「身につけているものはすべて大きくしてあるから安心しろ。ただ構造は脆もろくなっているから、激しく動くと修しゆう道どう服ふくは裂さけてしまうだろう」

　シスター・マリカが横よこ槍やりを入れてきた。

「わあー。すごいすごい。迫はく力りよく満点だ。これならあのネフィリムともガチで殴なぐり合えるよ。いやあ、背の高い人はホントに羨うらやましいなぁ」

「棒ぼう読よみで皮ひ肉にくはやめてくださいましな。淑しゆく女じよに格かく闘とう戦せんなんて無理ですわよ」

　すぐにイートンが注意を喚かん起きする。

「殴なぐり合いではない。それで矢やを射いよ。目と目の間もだいぶ離はなれたから、三角測そく量りようの距きよ離り測定は正確になるはずだ」

「あとで絶対に元もとに戻してくださいましよ。うわあぁあぁあぁあぁん。ものすごく狙ねらいやすいですわー！」

　同じ失敗を繰くり返すほどシスター・ハイナは無能ではなかった。まして今度は測距が容よう易いな高みを得たのだ。

　狙いは正確だった。悲ひ壮そうな悲鳴と一いつ緒しよに射しや出しゆつされた矢は宙ちゆうを切り裂さき、ネフィリムの兜かぶとへと突つき刺ささる。今度は眼がん孔こうに命中した。相手はものも言わず、地じ響ひびきを奏かなでながら仰あお向むけに倒れ、そのまま四し肢しを痙けい攣れんさせた。

　残念ながら安あん堵どは長くは続かなかった。ネフィリムは十数秒後にむくりと起き上がると、再ふたたび進軍を開始したのである。

「再起動しただと。おおかた脳のう髄ずいの機能を体のあちこちに分ぶん散さんしているんだろうが、ずいぶん気張って改造人間にしあげたものだ。弓ゆみ矢やの一点打だ破はでは殺せないか。それなら面で押すしかない。シスター・墺芭デイーパよ。次は君だ」

　だが、蒼あおい修しゆう道どう服ふくのシスター・墺芭デイーパは、彼女らしからぬ自信なさげな調子で、

「お師様マスター。自分は戦せん意い旺おう盛せいにして意い気き軒けん昂こうなれども、いまこの瞬しゆん間かんにおける戦せん線せん投とう入にゆうは適てき材ざい適てき所しよにあらずと判断せざるを得ず……」

「なにが言いたいのだ？」

「空気中における極きよく端たんな水分不足につき、氷ひよう雪せつ系けい神方術マジカルタオは現状では使用不能」

「雪なら地面にいくらでもあるだろう」

「気体や液体ならともかく、凍こおっているものを凍らせるのは青あお息いき吐と息いきの多た事じ多た難なん」

　ようやく合が点てんがいった。投石機トレビユシエツトをめぐる戦いで、賢翁の牧杖パストラルスタツフを鈍どん器きとして使っていたのには、そんな事情があったのか。

　イートンも情じよう況きようを吞のみ込めたらしく、すぐに言った。

「ならば水分を用意すればいいだけの話だ。問おう。人間を絶対零れい度どにまで凍りつかせるにはどんな液体を媒ばい介かいすればいい？」

「人じん血けつ。人間の血液。ただし大量にないと文字通り遠えん水すい近きん火かで役立たず」

　こりゃ駄だ目めだ。医務室に行けば輸ゆ血けつ用よう血液くらいあるかもしれないけれど、時間が足りない。ネフィリムはもう50メタールの場所まで迫せまっているんだ。まさか負ふ傷しようしたシスターから血を搾しぼり取るわけにもいかないし。

　嫌いやすぎる目つきでおれを凝ぎよう視ししたシスター・墺芭デイーパは、さらりと言った。

「会計奴ど隷れいくん。腕うでもしくは足の提てい供きようを希望す。公共利益のために犠ぎ牲せいとなるべし。上じよう手ずに切断すれば苦く痛つう最小にて問もん題だい僅きん少しよう」

「だからどうしておれが犠ぎ牲せいになることが前ぜん提ていなんですか!?」

　イートンはにやりと笑うと、おれを制して言った。

「女王エマルカの話では、男女同権こそ新時代秩ちつ序じよの根こん幹かんらしいが、やはり女にしかできないこともある。シスター・墺芭デイーパよ。私の駒こまとなり、楯たてとなるがいい。

　母なる女性を形作る精霊スピリツツプロラクチーノンに請せい願がんする。この娘むすめに懐かい妊にんの体験を授けたまえ。その乳ち房ぶさに赤あか子ごが欲ほつするものを存分に貯たくわえさせたまえ……」

　魔術詠唱マギカ・アリアが終わるや、シスター・墺芭デイーパは呻うめき声をあげ、胸むねを押さえてうずくまった。

「奇き々き怪かい々かい摩ま訶か不ふ思し議ぎ不ふ可か抗こう力りよく青せい天てん霹へき靂れき……」

　自分の身に起こった異変を認めた彼女は、胸を抱えて立ち上がる。バストが異常なまでに肥大しているのが、修しゆう道どう服ふくの上からでもはっきりわかった。

　イートンは、鉄の爪つめのような銀の指を伸ばすと、蒼あお色いろの略りやく服ふくの胸むな元もとを切り裂さいた。

　爆ばく乳にゆうを通り越し、魔ま乳にゆうとでもいうべきレベルのおっぱいが現れた。乳にゆう頭とうから乳白色の液体が勢いよく飛び出ると、放物線を描いて城じよう壁へきの下に落ちていった。

　下品な光景ではなかった。むしろ神こう々ごうしかった。

　旧きゆう文ぶん明めいの伝説によれば、女め神がみの豊ほう乳にゆうから飛び出た乳が夜空にかかり、それが天の川ミルキーウエイになったという。

　シスター・墺芭デイーパは新たなる女神の資格を得たようだ。城じよう砦さいの下まで迫せまりつつあったザルツランドの軍勢も、あまりの絶景に思わず動きを止めた。

「君を疑ぎ似じ妊にん娠しん状態にして授じゆ乳にゆう可能状態にした。母乳は血液が乳にゆう腺せんで白く変へん換かんされたものにすぎない。成分的には酷こく似じしている。当然ながら、効こう果かも同等かそれ以上だ。いまがその好こう機きであるぞ」

　ネフィリムはすでに15メタールの間合いに接近していた。大木を振りかざし、いまにも城壁に襲おそいかかってきそうだ。

　覚かく悟ごを決めたのか、シスター・墺芭デイーパが早口で魔術詠唱マギカ・アリアを始めた。

「……我わが旧きゆう友ゆうたる精霊スピリツツリキッドニトロよ。我が乳にゆう汁じゆうを媒ばい介かいとし、我が乳ち房ぶさを目もく撃げきした不ふ埒らちな巨きよ人じんを絶対零れい度どへと誘いざなえ！」

　賢翁の牧杖パストラルスタツフの先から蒼あお白じろい閃せん光こうがほとばしった。

　それがネフィリムの顔面に炸さく裂れつする。たちまち巨人の上半身は分厚い氷ひよう塊かいで覆おおわれ、動きが止まった。

「女としての人生放ほう棄きに直結する悪あく手しゆ暴ぼう挙きよ……」

　はだけた胸を隠かくしながらシスター・墺芭デイーパはそう言ったが、イートンは無感動に返す。

「夜よ這ばいまでやらかした女に恥はじらう資格も必ひつ要ようもないだろう。よくやったと褒ほめてやりたいが、相手はネフィリムだ。まだまだ油断はできない」

　なにかが弾はじける音が聞こえた。おれはネフィリムを凝ぎよう視しした。兜かぶと、つまりトーテンコップが真っ二つに割れたところだった。

「驚おどろいたぞ。自分の体温を無理やり上げて、熱ねつ膨ぼう張ちようで氷ひよう塊かいを割ったようだ」

　ここで巨きよ人じんは素顔を披ひ露ろうした。

　どんな恐ろしい顔が出て来るのかと身構えていたが、現れたそれは、意外にも清潔かつ端たん正せいなものであった。

　髪かみは短く切り揃そろえ、髭ひげも剃そってあった。戦場での傷と、左右で大きさが違ちがいすぎる眼球はかなり無ぶ気き味みだったが、皮ひ肉にくにも右目に突つき刺ささった矢のおかげで目立たなくなっている。

　絞しぼり出すような声でイートンが言った。

「やはり貴き様さまであったか。３年前に命を奪うばわなかったのは失しつ策さくだった」

　怪かい物ぶつは大きく咆ほう哮こうする。

「あるぅううぅ……あるぅううぅ……」

　そして進しん撃げきを再開した。

　後方にはザルツランドの兵士が散開し、やはり接近しつつある。雲うん梯ていを担かついでいる者が大勢いた。

　城じよう壁へきをよじ登る装備だ。いよいよ本格的に攻こう城じよう戦せんを開始する気らしい。全員が殺さつ気きだっている。ヒューゴの言った狂きよう乱らん状態は暗示となって続いているのかも知れない。

　聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんも必死の反はん撃げきを開始した。最終防ぼう衛えい線せんは城壁である。ここを突とつ破ぱされれば敗北したも同然だ。

　武器はもちろん、使えそうなものはすべて準備してあった。煮にえたぎった油に熱湯、そしてトイレの中味までもだ。

　汚い話だが糞ふん尿にようは籠ろう城じよう戦せんで有ゆう効こうな武器にもなる。生せい理り的てき嫌けん悪お感かんだけではない。傷口から体内に入り込めば、破は傷しよう風ふうの原因になるんだ。そのことを知っている敵てき兵へいは本能的にスカトロ攻こう撃げきから逃げようとする。つまり恐怖心を抱かせて戦意を喪そう失しつさせるのが主しゆ目もく的てきだった。

　ザルツランドの兵士から悲鳴と文もん句くが響ひびく。

「聖せい職しよく者しやを自じ称しようする奴やつが、こんな卑ひ怯きような手を使うのかよ！」

　すぐさま誰だれかが叫さけんだ。

「ご心配なく。あとでしっかり懺ざん悔げしますから平気ですわ！」

　喧けん噪そうに無む頓とん着ちやくなネフィリムが大木を振りかざし、城壁を一いち撃げきした。

　石せき塁るいが簡単に砕くだけ、シスターたちの悲鳴があがる。すかさず雲梯が差し込まれると、敵兵がよじ登ってくる。

　ええい、悔くやしいけど仕し方かたないや。

　おれは背はい囊のうを降ろし、その底にナイフを突き立てた。まだなお価格高こう騰とう中ちゆうの銀貨がじゃらじゃらと転がる。

「これでも食らえ！　コインパワー！」

　手当たりしだいに銀貨をつかんで城壁の下へばらまいた。それはザルツランドでも価値の高い逸いつ品ぴんだ。突とつ然ぜんのお宝たからの雨に、敵兵は雲うん梯ていから飛び降り、地面に落ちた銀貨を拾い集める。

　人間のいちばん浅ましい姿を見た気がした。もちろん銀貨を撒まいたおれだって浅ましいんだけどね。まさに地じ獄ごくの沙さ汰たも金しだいだ。

　だが、ネフィリムだけは別だ。彼は銀貨など無む視しし、城じよう壁へきを直接よじ登って来た。まだ機械の腕うでをだらりと下げたままの格かつ好こうで、イートンが鋭するどく叫さけぶ。

「３人目！　シスター・マリカ！」

「師匠マスター。やっとボクの出番ですね。格かく闘とう戦せんなら任せてよ。メタル・グラビティキックで絶対にぶち倒してみせるから！」

　駆かけ出そうとしたシスター・マリカの襟えり首くびを機械の指でつかみ、空中へ持ち上げたイートンは、問もん答どう無む用ように魔術詠唱マギカ・アリアを開始した。

「精霊スピリツツグロス・ホルムンクスに敵てき対たいする精霊スピリツツソマトスタチンよ。短たん軀くを気にかけるこの者に短軀の秀しゆう逸いつさを教示したまえ……」

　彼女の身に異い変へんが生じた。ただでさえ低い背せ丈たけがどんどん縮ちぢんでいく。１メタールを切った時点で収しゆう縮しゆくは止まったが、もはや幼よう児じの部類だ。

「あの……いったいボクになにをしたの？　あれ!?　ミニスカートが膝ひざ下したスカートになってるじゃない！」

　シスター・ハイナがけたたましい笑い声をあげた。
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「おーほっほっほ！　おチビさんが超ちよう弩ど級きゆうおチビさんにグレードダウンしてしまいましたわね」

「うるさいうるさいうるさい!!　巨きよ人じん女に言われたくないよ！」

　イートンはシスター・マリカを降ろすと、こう命令したのだった。

「奴やつは全身に高熱を走らせて筋きん肉にくを硬こう化かさせている。つかまれたりしたら、こっちが焼死してしまうぞ。小さくしたのは身軽になって移動速度をあげるためだ。筋きん力りよくはそのままだから蹴けり技わざに支し障しようはあるまい。

　奴の首くび元もとを狙ねらえ。呼吸を止めるしか方法はないのだ。３年前はそうやって倒した。喉のど仏ぼとけを蹴り潰つぶし、息いきをできなくしてやれ。いいか。実際に蹴るのは１秒だけだ。それ以上触ふれていると足が燃えだすからな」

「ボクに拒きよ否ひ権けんはないんだね。わかったよ。やってみせるよ！」

　足が縮ちぢみ、ゆるゆるになってしまったブーツの紐ひもを力いっぱい締しめ、スカートの裾すそをぱんつのゴムに挟はさむ。女子が本気モード時のみに見せるかぼちゃスカートだ。

「……万ばん有ゆう引いん力りよくを司つかさどる精霊スピリツツグラビィウスに一生のお願い。どうか引力をボクの味方に。この一いち撃げきに聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんとメルシュ旧きゆう教きようの行く末が懸かかっています！」

　シスター・マリカは城じよう壁へきの縁ふちを低姿勢で走り始めた。ネフィリムがとうとう壁かべの向こうから巨きよ体たいを見せた。彼女は子こ鹿じかのように高く跳はねると、こう叫さけんだ。

「メタル・グラビティキック！」

　そのつま先は確実に喉のど元もとをとらえていた。重力を玩具おもちやにした必ひつ殺さつ技わざが炸さく裂れつすれば、さしものネフィリムも無事ではいられない。

　だけど、ここで異常事態が生じたんだ。

　１秒前までたしかに喉だった場所に、いきなり舌したが現れた。ネフィリムは自分の顎あごを自分の意志で外し、口を耳まで裂さいたのだ。

　その目的は１つ。捕ほ食しよくだった。

　もともと常じよう人じんの倍はある顔だ。口も当然ながら大きい。それを裂いてまで拡大した口こう腔こうへと、シスター・マリカはキックを叩たたき込む格かつ好こうになってしまった。

　常識外の展開にメタル・グラビティキックは不発に終わった。彼女の短たん軀くは、蛇へびに吞のみ込まれるカエルのように、喉の奥おくへと消えていった……。

「なんということでしょう。シスター・マリカが食べられてしまいましたわ！」

「これが本当の鯨げい飲いん馬ば食しよく……」

　ネフィリムの首が何倍にも膨ふくれあがるのが見えた。今ごろは食道を通過して胃い袋ぶくろに収まっている頃ころ合あいだろうか。

　しかしである。絶望の色を隠かくせない同どう僚りよう２人をよそに、イートンはこう洩もらしたのだった。

「計画通りだ。シスター・マリカ。聞こえるだろう？　上級波導修士兵ハイ・ワイヤーズの資格がないお前でも、この距きよ離りなら想波ウエイブが受信できるはずだ」

　ネフィリムの口から女のか細い声が聞こえてきた。
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「落ち着け。消化されるまで小一時間はかかる。もう勝利は約やく束そくされた。胃いの中から心しん臓ぞうめがけてメタル・グラビティキックを撃うて」

『師匠マスター。ひょっとして最初からこうするつもりでボクを縮ちぢめたの!?』

「そうだ。奴やつの心臓を外から止めるのは無理だ。やるなら内側から攻せめるしかない。正直に食われろと命じてもお前はきかないだろう」

『こんちくしょう！　絶対に外に出て師匠マスターをぶん殴なぐってみせるからね。でも真っ暗でどっちに心臓があるのかわかんないんだけど！』

「斜ななめ上とだけ言っておこう。お前がネフィリムの正面を向いているのか背中を向いているのかわからないからな。確かく率りつは２分の１だ。博奕バクチが好すきだと聞いたぞ。賭かけてみるがいい。吐はき出される前に」

　数秒の沈ちん黙もくの後、ネフィリムが胃を押さえて止まった。直後、コンポジット・アーマーの胸きよう部ぶが弾はじけ飛んだ。

　おれは見た。巨きよ人じんの左胸になにかが浮き上がるのを。

　それは心臓に違ちがいなかった。さすがに肌はだを突つき破って出てはこないが、鼓こ動どうする肉につ塊かいが皮ひ膚ふのすぐ近くまで浮き上がり、やがて動きを止めた。

　もちろんネフィリムもだ。恐るべき巨人は血液のポンプを体内から痛つう打だされ、体のバランスを崩くずし、城じよう壁へきの外側へと落下していったのである。

　７メタールの高みから転がり落ちたネフィリムはぴくりとも動かなくなった。巨人の敗北でザルツランドの軍勢は浮き足立ったのが、おれの目にもわかった。

　さらに駄だ目め押おしをする物体がやって来た。

　不意に日光が遮さえぎられたことに気づいたおれは空を見上げて仰ぎよう天てんした。

　黄色くて細長い風ふう船せんのような代しろ物ものが音もなく浮ういていたのだ。
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　それは巨大な飛行船だった。失われた発はつ掘くつ兵器の１つだ。おれも絵なら見たことがあるが、本物は初めてだった。

　その底面に吊つり下げられたゴンドラから筒つつ先さきが姿を見せるや、蒼あお白じろい輪のような光が連射された。

　後から知ったんだが、それは〝底冷えの光輪フリーザーレイ〟という発掘兵器だった。

『どっぱーん！』

　激発音が響ひびくや、おれはびっくり仰ぎよう天てんした。１度の掃そう射しやで数百もの男たちが氷柱つららになっていくじゃないか。凍とう死しを強いられた敵てき兵へいは霜しも柱ばしらそっくりに見えた。

　春になれば銀貨の回収ができるな。そう考えてしまったおれは自みずからの頭を軽く殴なぐった。敵とはいえ、いくらなんでも不ふ謹きん慎しんすぎるね。

　そして飛行船から降こう伏ふく勧かん告こくが響いた。

『侵しん略りやく者しやたちに慈じ悲ひとともに告つげる。お前たちが頼たのみとする巨きよ人じんネフィリムは倒れた。ここに降こう伏ふくの機会を与えよう。私はペニンシュラ王おう領りようを統すべるエマルカ・ダークナス。女王として、降った兵士の命までは取らないことを約やく束そくする……』

　苦く笑しように近い表情でイートンは飛行船を見つめていた。

「まったく。いつもいつもずるい女だ。旨うま味みのあるところばかり持っていくのだからな……」

　圧倒的な戦力差を理解したのか、生き残ったザルツランドの兵士たちは次々に武器を捨て、雪原に膝ひざをついた。白しろ旗はたを振る者も１人や２人ではない。敵は恭きよう順じゆんの意志を示したのだ。

『誰だれかぁ～ここから出してよぉ～。ボク、もう溶けちゃうよぉ～』

　仰あお向むけに倒れたままのネフィリムの口から、蚊かの鳴くような声がした。おれたちは慌あわてて城門へと走り、巨人の亡なき骸がらの側へ急いだ。

　最初にたどりついたのはイートンだった。彼は大声で想波ウエイブを飛ばす。

「よくやった。褒ほめてやるぞ。これからは正式な弟で子しとして、敬けい意いとともにお前たちを扱ってやろう」

　側に歩み寄ってきた小姓ヴアレツトへイートンは命じた。

「ザロア。腹はらを割いてシスター・マリカを救出してやれ。猟りようで仕留めた鹿しかや猪いのししの解体を何度もやっているから、慣れたものだろう」

　彼はそう言うと、無防備にも刃は物ものを持った相手に背中を向けてしまった。

　失態だ。大失態だったね。

　隙すきを見せれば、いつ殺してもかまわないと通達してあるザロアは、千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を見逃さなかった。

　小姓ヴアレツトはイートンの脇わき腹ばらに、深々と、ナイフを、突つき刺さしたんだ。

　横倒れになった相手の胸むねに馬乗りになったザロアは、もう１本のナイフで肩と首を何度も何度も突いた。その都つ度ど、呆あきれるほどの血液が飛び散る。

　次の瞬しゆん間かん、沈黙の行サイレントから解放された少女は、感かん喜きの勝ち鬨どきをあげるのだった。

「やった。やりました！　父上！　わたしは遂ついに仇かたきを討うちました！」

　巨大な図ずう体たいをもてあましながら到着したシスター・ハイナが、

「これは……どうしてこんなことを……」

　と呟つぶやくや、小姓ヴアレツトは年ねん齢れいに似に合あわないほど凜り々りしい声で言った。

「私の名はザロア・モイス。亡なき父はペニンシュラ王領軍近衛軍団プレトリア先せん陣じん軍団長ターガリオン・モイス。イートン・アンシャル卿きようのせいでこの世を去さった父の無念を晴らすべく、仇かたきを討うった。それだけの話！」

　おれはそっと近づき、ザロアからナイフを奪うばい取った。彼女は満足していたのか、抵てい抗こうする素振りは見せなかった。

　冷静さを取とり戻もどしたシスター・ハイナが、

「シスター・墺芭デイーパ。早くシスター・マリカを助けてあげて。わたくしはこの場で止し血けつをいたしますから」

　魔ま乳にゆうをたゆんたゆん揺ゆらしながら、シスター・墺芭デイーパがネフィリムの腹はらにナイフを差し込んだ。開いた穴あなから小さな指が姿を見せた。血と胃い酸さんの海から生せい還かんしたシスター・マリカは、何度も嘔え吐ずきながら、すぐさま情じよう況きようを看かん破ぱした。

「なんてこと！　師匠マスター、まだ死なないでください！　絶対助けてみせます！」

　シスター・ハイナが火柱矢フレームアローの鏃やじりでイートンの傷を丁てい寧ねいになぞっていく。皮ひ膚ふがみるみるうちに接着されていくのには驚おどろいた。看かん護ご術じゆつはまるっきり苦手だったはずだが、こっそり練習を重ねていたのだろうか。

　ただ、それも無む駄だだった。出血があまりに酷ひどすぎたのだ。イートンは絞しぼり出すように言こと葉ばを紡つむいでいく。

「……女に騙だまされて、女に裏うら切ぎられて、そして女に殺されるのか。男の人生としては最高なのか、最低なのか……」

「師匠マスター！」「先生マスター！」「お師様マスター！」

「お前たちか、心配は無用だ。妙みような姿にして悪かったが、その神方術マジカルタオには時間制限があるのだ。あと５分としないうちに元もとの……美しい姿に……戻れるはず……」

　死んじゃった。責せき任にん回かい避ひみたいなつまらない台詞せりふを最後に、イートン・アンシャルの心しん臓ぞうは鼓こ動どうを止めてしまった。

　怪かい物ぶつを倒すため、自みずからが新たな怪物になってしまった男は、ここに生命活動を停止した。

　あの日、修しゆう道どう院いん長ちようが語った寓ぐう話わと同じように。

「師匠マスター！」「先生マスター！」「お師様マスター！」

　３人のシスターたちの呼びかけも耳には届いていない。赤い色いろ眼鏡めがねの奥に光る瞳ひとみは、眼光を失い、ただ虚こ空くうを見み据すえるばかりだった。

　やがてシスターたちの容姿はかつての姿を取り戻した。

　シスター・マリカは背が伸び、シスター・ハイナは縮み、そしてシスター・墺芭デイーパの胸むねは魔ま乳にゆうから爆ばく乳にゆうへと落ち着いた。

　それでも彼女たちの表情は冴さえない。やがてシスター・マリカが思い詰つめた調ちよう子しで、

「ねえ……シスター・ハイナ。ボクはどうしてもアレを試してみたいんだけど」

「シスター・マリカ。あなたもですか。実はわたくしもですわ」

「奇き想そう天てん外がいな策さくなれども、やってみる価値は大なり」

　密みつ談だんがまとまると、３人はイートン・アンシャルの亡なき骸がらの上で手を重ね合わせ、魔術詠唱マギカ・アリアを始めるのだった。

「……骨こつ格かくと筋きん肉にくと血液を差配する精霊スピリツツニトローリンに願う。この男の心しん臓ぞうを、いま一度だけ動かしたまえ。英えい雄ゆうに今いちどの命を与え、ニトローリンの御お名めいを高らしめたまえ……」

　３人の掌てのひらに金色の光球が生じた。それをイートンの胸むねに押し込もうとしていた直前、空からあの声が聞こえた。

「お待まちなさい！　シスターたちは賢聖騎士マギステル・エクテスの体を焼き尽つくすつもりですか！」

　低空に浮いている飛行船からロープが投げ降ろされるや、それを伝わって貴き人じんが優ゆう雅がに舞まい降りてきた。叫さけんだのは彼女だ。

　ペニンシュラ王おう領りようの国家元げん首しゆエマルカ・ダークナス女王陛へい下かその人である。

　乗じよう馬ば用ようらしいズボンをはき、上着には襟えり巻まきのついた防寒着をはおっている。端たん正せいな顔立ちは肖しよう像ぞう画がのとおりだった。

「下がりなさい。そんな熱量を注そそぎ込んだら、心臓は消し炭ずみになってしまいます」

　剣けん幕まくに押された３人は、素直にイートンから離はなれた。女王陛下は袖そでまくりをすると、何語かわからない言語で魔術詠唱マギカ・アリアを始めた。

　そして人差し指をイートンの胸に押し当てる。賢聖騎士マギステル・エクテスの体がびくんとはねた。

「イートン・アンシャル卿きよう。私の望みは貴き殿でんだけ。そして貴殿こそが私の唯ゆい一いつの望み。どうかもういちど目をあけてください……」

　数秒後、死し骸がいが口をきいた。

「それは依い頼らいですか。それとも命令ですか……」

　女王陛下は、目め尻じりをぬぐうと、威い厳げんと背せ筋すじを正してから言った。

「もちろん命令ですよ。こんな場所であなたに死を許すほどペニンシュラ王領に余よ裕ゆうはありませんから」

「あいかわらず人を失望させてくれる。死の淵ふちから甦よみがえった者にさえ希望を持たせてはくれないのだろうか。エマよ……」

「その呼び方はやめるようにと何度言えばわかってもらえるのです。希望を持たせてから失望を与えるのがいちばん残ざん酷こくだと、あなたはかつて言いましたよ。

　誰だれか！　無む駄だ口ぐちばかりたたくこの男を修しゆう道どう院いんの医務室へ。輸血をすれば死ぬことはないはずです。たとえ死んでも私が生き返らせてみせます」

　瞳ひとみを閉じたイートンは微かすかに笑うと、担たん架かに乗せられたまま、城門内へと運ばれていった。８本の義ぎ手しゆのすべてが弛し緩かんしたかのように、力なくだらりと下がっているのが印象的だった。

　そして女王陛下は３人のシスターに向き直って言った。

「あなたたちがシスター・マリカ、シスター・ハイナ、シスター・墺芭デイーパですね。今回は面めん倒どうな男の世話を命じ、申もうし訳わけなく思っています。まずは恩おん賞しようを……と言いたいところですが、まずその光球をなんとかしなければいけませんね」

　３人の手には発光体が浮いたままになっていた。これがある限り、重ねた掌てのひらをほどくこともできない。綺き麗れいだけど、扱いに困る物体だ。イートンの胸むねに押し入れる予定だったが、無む駄だになってしまった。

「精霊スピリツツニトローリンは気が短いのです。呼びつけて無む為いに返したのでは、２度とあなたたちに力を貸さないことでしょう。そうですね。あの巨きよ人じんで試してごらんなさい。うまくいっても失敗しても、得るものはあると思いますよ」

　神しん妙みような顔でシスター・マリカが言った。

「女王陛へい下かに申もうし上げます。あのネフィリムは敵てきだったんですよ。ようやく仕留めた相手を生き返らせるなんて、ボクにはできません」

　おほん、と小さく咳せき払ばらいをしてから、女王陛下は答えた。

「大だい丈じよう夫ぶ。このネフィリムの目的はわかっています。この私です。ここで暴れたのも私を引き寄せるためのパフォーマンスに近いのです。

　エマルカ・ダークナスを口く説どき、神しん聖せいメガロード連れん邦ぽうに連行することがこの巨人の狙ねらい。前線指し揮き官かんはヒューゴという成なり金きんだったはずですが、彼もその事実は知らないことでしょう。神聖メガロード連邦の大だい神しん官かん総そう統とくダイバが寄よ越こした書状に、そう記されていましたもの。

　それでも心配だというならば、これを巨人の首にはめておきなさい」

　手渡されたのは大きな首輪だった。受け取ったシスター・マリカは、言われるまま大男の頸けい部ぶにそれを装着した。

「暴れると気絶するまで締しめ上げるからくりが内ない蔵ぞうされています。３年前も同じものを使って効こう果かがありましたから、今度も通用するでしょう」

　シスター・ハイナがなおも青ざめたまま、

「それにしても危き険けんでございますわ。やはり荼だ毘びに付してしまいましょうか」

　と言うや、シスター・墺芭デイーパも続いた。

「陛下。火か中ちゆう之の栗くりを拾うことなかれ」

　それでも女王は命令を撤てつ回かいしない。

「駄だ目めです。情報によれば、彼は私の言こと葉ばに従うよう厳げん命めいされているらしいのです。そもそも死を見過ごすのはメルシュの教えに反する行こう為い。私とて聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いん出しゆつ身しんなのですから、それくらい承しよう知ちしています。

　さあ、やりなさい。光球が指先から逃げだそうとしていますよ」

　もう余よ裕ゆうはない。３人はうなずきあうと、それをネフィリムの胸へと押し当てる。

　すぐに稲いな光びかりがネフィリムの全身を貫つらぬいた。体の随ずい所しよに焦こげ目が生じ、血管と皮ひ膚ふが破れて血が飛び散る。

　巨きよ人じんの痙けい攣れんはたっぷり３分間は続いた。イートンの蘇そ生せいのときと比ひ較かくして、明らかに出力過か剰じようだ。普通の人間なら、死体であっても再ふたたび死んでしまうだろう。

　全員が、イートンに同じことをしなくて良かったと胸むねをなでおろしたとき、ネフィリムは上じよう半はん身しんをむくりと起こしたのだった。

「貴き殿でんが神しん聖せいメガロード連れん邦ぽうからの軍ぐん使しですね」

　驚おどろいたことに、ネフィリムは女王陛へい下かの姿を認めるや、丁てい寧ねいに膝ひざをおり、朗ろう々ろうとした調ちよう子しでこう返したのである。

「いかにも左さ様よう。それがしは３年前と同どう様よう、大だい神しん官かん総そう統とくダイバより、エマルカ・ダークナス様に神聖メガロード連邦の首しゆ都とラザルークまで御ご足そく労ろうを願うよう言こと付づかっております」

　おいおい。こいつも喋しやべれたのかよ！

　てっきり呻うめき声をあげるのが精いっぱいだと思っていたのに。語ご彙いから考えて知性も高いようだ。単なる猪いのしし武む者しやではなかったんだな。

「会わぬと言っただけで国こつ境きようを越こえて来たくせに、なんたる無ぶ礼れい者もの。書状で読んだが、お前は贈おくり物だそうだな。私の指し揮き下かで使い潰つぶせとあるが、本当か？」

「相そう違いございません。それがしは捕ほ虜りよとなった時点で、すでにエマルカ・ダークナス様の所有物でございますから」

「ならば命令する。傷が治りしだい、首都ラザルークまで戻り、メルシュ新教の指し導どう者しやたるダイバに伝えよ。このエマルカに会いたいのであれば、自分で足を運べと」

「委い細さい承しよう知ち。お言こと葉ばに従いまする」

　それを聞いた女王陛下は、飛行船から降ろされたロープに足をかけた。合あい図ずをすると同時にするするとロープが巻き上げられていく。

「私はひとまずオリエタスに戻ります。機会があれば、また会いましょう……」

　風の音にかき消され、不ふ明めい瞭りようだったが、女王陛下はその先もなにか話した。

　地じ獄ごく耳みみのおれはそれを聞き逃さなかった。

　女王エマルカ・ダークナスは、たしかにこう言ったのだ。

「まったく。ダイバは……母上様は面めん倒どうなことばかりなさる……」













　　　終章　国盗りへの旅立ち







　それから３週間後──。




「ふむ。つまり大だい神しん官かん総そう統とくダイバという人物は、女王陛へい下かにそっくりなんですね」

　おれの問といかけにネフィリムは大きくうなずいた。

「そうだ。拙せつ者しやは３年前の戦場でエマルカ・ダークナス様とお会いしたとき、てっきりダイバ様が現れたと勘かん違ちがいしたほどである」

「偶ぐう然ぜんでしょう。世の中には同じ顔の人が３人はいるそうですから」

　おれは女王陛下の爆ばく弾だん発言を自分の胸むねだけに納めておくことにした。いつかこれが切り札ふだになるかもしれない。そんな気がしたんだ。

　ネフィリムは女王陛下と会うまでは沈黙の行サイレンスを強いられていたそうだが、枷かせが外れてからは実によく話した。

「惚ほれた女の顔は見間違えない自信があるが、ああまで似にた者もいるとは」

「ダイバという女性は、そんなに素敵なんですか？　こっちじゃ男か女かもよくわからないと言われてるんですけど」

「外見が美しいだけでない。心がそれ以上に美しい。容よう貌ぼう魁かい偉いを自覚する拙者を普通の人間として扱ってくれた。それだけでも命を差し出す理由には充分すぎる。

　ペニンシュラ王おう領りようは人口が多いぶん似た顔も多いのであろう。ここは色々と面おも白しろみのある国のようだが、今日で出国しなければならんのが残念だ」

「しかたありませんよ。ザルツランドは冬とう季き停てい戦せんの共同文書にサインしたんですから。この機を逃すと、また侵しん略りやくしてくるかも知れませんし」

「会計奴ど隷れいの言うとおりだ。同どう志しリトル・ヨハネよ」

　イートン・アンシャル卿きようだった。彼は妖よう馬ばドラゴン・スレイプニルの手た綱づなを引いて、馬小屋から出て来たところだ。

「アンシャル卿。拙者はその本ほん名みようをあまり好このまない。ネフィリムで結構だ」

「なにを言う。ヨハネとは先せん史し文ぶん明めいでは聖せい人じん列れつ伝でんに名を連ねるほどの傑けつ物ぶつだ。貴き殿でんのような豪ごう傑けつには相応ふさわしいと思うが」

　きっと〝リトル〟のほうが嫌きらいなんだろうとは思ったが、それ以上は言わないのが賢けん明めいだろう。

　どうやら傷も癒いえたイートンは、堂々とこう宣せん言げんするのだった。

「我われらがザルツランドに潜せん入にゆうできるとすれば現げん在ざいをおいて他にない。この３人であの国を盗とるんだ。盗ってペニンシュラ王おう領りようの属ぞく領りようとし、神しん聖せいメガロード連れん邦ぽうへの防ぼう波は堤ていとするのだ。国王はリトル・ヨハネに任せる。私は副王として実際の政治を切り盛りしよう」

　おれは過か度どに大きすぎるリトル・ヨハネの耳へとささやいた。

「あのう……うちの大たい将しよう、あんなでかいこと言ってますけど、いいんですか？　恨うらんだりしてませんか？」

「そんな感情は持ち合わせておらん。互たがいに上の命令を受け、それを実行しただけだ。

　ある戦場で味み方かた同どう士しになっても、別の戦場では敵てき同士になることもある。それが武ぶ人じんの定めではないか。

　それに拙せつ者しやはあくまで神聖メガロード連邦の軍人である。祖そ国こくに害が及およばないのであれば、ザルツランドがどうなろうと関心は薄うすい。気前よく国王に推すい戴たいしてくれるのなら、それもまた面おも白しろかろう」

　やれやれだね。この人たちは、たった３名の侵しん攻こう作戦が絶対成功するものと決めてかかってるよ。

　呆あきれたことに、最初は２人だけで侵入する気だったらしい。企たくらみに気づいたおれは作戦放ほう棄きを進言し、やがてあきらめ、最後には根こん負まけして同行を申もうし出た。

　奇き想そう天てん外がいなプランだけど、ひょっとすると成功するかも知れない。そうなれば一国の財政を好すき放ほう題だいに切り盛りできる。まあ、こんなお金儲もうけのチャンスなんか滅めつ多たにないだろう。

　そして時じ刻こくは早朝５時。冬の太陽が昇りきらないうちに、聖せいダルガ武ぶ闘とう修しゆう道どう院いんをあとにしたおれたちは一いち路ろ北へと向かった。

　イートンはドラゴン・スレイプニルで、おれはロバで、リトル・ヨハネは徒と歩ほでだ。

　国こつ境きよう沿ぞいのラビコン河がわにさしかかったときだった。橋はし桁げたの側に馬車が止まっていた。そこから出てきたのは紅あか蒼あお黄きのシスターたちだった。

　着ているのは略りやく式しき修道服ではない。修ハ士イ聖セ修イ道ン女トだけに許される正式修道服だ。

　マザー・カレレンも太ふとっ腹ぱらだった。約やく束そくどおり、正式な修ハ士イ聖セ修イ道ン女トとしての資格を３人に授さずけたらしい。

「師匠マスター。水くさいです。弟で子しのボクたちも誘さそってくれなきゃ」

「先生マスター。長旅は大勢のほうがやはり楽しゅうございますわね」

「お師様マスター。自分も糟そう糠こう之の妻つまのような苦労を希求するものなり」

　イートンは呆あきれたように問いかける。

「勝手に脱だつ柵さくしたとすれば、それは重い罪つみになるぞ」

　シスター・墺芭デイーパが仏ぶつ頂ちよう面づらで応じた。

「問題皆かい無む。マザー・カレレンのお墨すみ付つきがここにあり」

　すぐにシスター・ハイナもそれに続く。
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「わたくしたちは伝でん道どう師しの任にん務むを申もうしつけられましたの。メルシュ旧きゆう教きようの素晴らしさを説といてきなさいと密みつ命めいを授さずけられましたわ」

　きっと体ていのいい厄やつ介かい払ばらいだなと思ったけど、指し摘てきするのはやめておこう。

　ドラゴン・スレイプニルの足を止めたイートンは、馬車に向かって言った。

「もう１人隠かくれているのだろう。出てくるがいい」

　すぐに小さな女の子が現れた。見習い修しゆう道どう女じよの衣装を着込んだ娘むすめはザロア・モイスだった。

　シスター・マリカがザロアの手を取りながら、

「師匠マスターに謝あやまりたいそうですよ。そしてお帰りの日まで、修道女としての修しゆ行ぎように励はげんで待まっていると言っていました。もう沈黙の行サイレンスに入っているから、その声は聞けませんけれど」

　ザロアは小さな掌てのひらを組み、地面に両りよう膝ひざをついて許しを請こうた。

　と思うと、一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ねらい、スカートの中に隠かくし持っていた短たん剣けんを抜き放った。

　しかし、イートンは慌あわてなかった。８本の機械の義ぎ手しゆをすべて使い、ザロアの短剣を楽々と受け止めた。

　ペニンシュラの修しゆ羅らは威い厳げんと慈じ愛あいを込めた口く調ちようで、こう告つげたのだった。

「いい目をしている。そうでなければお前らしくないぞ。だが、切っ先に迷いがある。だから刺させないのだ。みっちり修行をやり直せ。私はいつでも相手をしてやる。

　では、さらばだ。ザロア・モイスよ。父のように強くなれ。私はお前の父を尊そん敬けいしていた。これからも尊そん敬けいし続けていくぞ」




　こうしてペニンシュラ王おう領りようという国を守ったおれたちは、国くに盗とりの旅に出しゆつ立たつしたのだった。

　その物語の子し細さいは、また語るべきときもあるだろう──。










　　　あとがき




　吉よし田だ親ちか司しです。電撃文庫では５年ぶりの再さい登とう板ばんとなります。ずいぶんと間があいてしまい、お恥はずかしいかぎりです。モットモットガンバラナクテハ……




　ところで皆さんは『エクソシスト』という映画をご存じでしょうか？

　１９７３年のアメリカ映画です。悪あく魔まに取り憑つかれた少女を救うため２人の神しん父ぷが悪魔払ばらいの儀ぎ式しきに挑のぞむというホラー作品で、我わがトラウマムービーなのですが、キャラクターの１人にカラスという聖せい職しよく者しやが登場します。

　彼は神父でありながら、同時に精せい神しん科か医いであり、またボクサーでもあるという完かん璧ぺき超ちよう人じんなのです。死ぬほど怖い映画でありながら、私が何度もＤＶＤを見返してしまうのは、カラス神父の謙けん虚きよな態度と強さを再さい確かく認にんするためだったりします。

　で、観ているうちに思ったのです。聖職者が格かく闘とう技ぎや魔ま法ほうを極きわめたら無む敵てきだよなと。




　今回のお話はそんなところからスタートしました。ただ、おっさんが主しゆ役やくではどうにも絵にならないので、シスターの少女３人を登場させたわけです。パーソナルカラーが赤あか蒼あお黄きと信号機みたいになってしまいました。カラス神しん父ぷ役やくの故こジェイソン・ミラー氏も、きっと草くさ葉ばの陰で呆あきれておられるでしょう。

　そんなわけで王おう道どうのファンタジー直球勝負です。なおペニンシュラとは半島のこと。舞ぶ台たいとなっているのは、私たちの地球であるような……ないような？　いちどでも失敗したらカムバックが難むずかしい世界において、カムバックを求められた英えい雄ゆうと、見み目め麗うるわしいシスターたちの活かつ躍やくに乞こう御ご期き待たいでございます。




　今回も執しつ筆ぴつでは様々な方にご協力を戴いただきました。特にお忙いそがしいなか、イラストを引き受けてくださった甘あま塩じおコメコさんには本当に感かん謝しやしております。

　打ち合わせのため、何度もアスキーメディアワークス本社に押しかけた私に、的確なアドバイスを授さずけて下さった担たん当とう編へん集しゆうのＴさんにも感謝を。

　そして手にとって読んでくださったあなたに最大級の謝しや辞じを。

　運が良ければ続きを書けるかもしれません。ザルツランド帝てい国こくのデストロイの季節は、すぐそこまで迫せまっているのです！








二〇一二年八月某ぼう日じつ　吉よし田だ親ちか司し
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吉よし田だ親ちか司し

５月17日生まれ。小説家。最近、記憶力がどんどん悪化していて自分でも恐ろしい。学生時代の記憶力が戻るのであれば全財産支払う覚悟あり。でもまあ、嫌なこともジャンジャン忘れられていいかも。現在、某ゲームの外伝ノベライズを執筆中。
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イラスト／甘あま塩じおコメコ

家で絵を描いて、会社でゲームを作ってる人。通勤途中で猫に遭遇すると一日幸せな気分。

http://isudon.sakura.ne.jp/
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